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こ の 事 業 は,日 本 自 転 車 振 興 会 の 機 械 工

業 振 興 資 金 に よ る 「昭 和45年 度 情 報 処 理

に 関 す る 調 査 ・研 究 補 助 事 業 」の う ち 「経

営 情 報 シ ス テ ム の 研 究 」の 一 部 と して 実 施

した も の で あ り ま す 。



序 に 代 え て

当財団 では,企 業 にお け る経 営 情 報 システ ム の あ り方 に つ い て研 究 す る ため,

企業 の 実体 を 分析 し,指 向 すべ き経 営 情 報 シス テ ムの構造 とコ ン ピュー タ ・シス

テ ム に つい て検 討 してお り ます が,こ の報 告 書 では経営 者 が 行 な う意 志 決 定 の 仮

説 を検 証 する情 報 シス テ ム を考 え,そ の基 礎 となる経 営予 測 の た め のデ ー タ ・マ

ネー ジ メ ン ト ・シス テ ムに つ い て議 論 を展 開 して お りま す。

経 営 予 測 をダ イナ ミックに 行 な うた めに は,ニ ー ズ 中心 の デー タ ・ベー スを確

立 し,大 量 デ ー タを コ ン ピュー タ で管 理 す る,い わ ゆる デー タ ・マ ネー ジ メ ン ト

・シス テ ム を完 成 す る こ とが 必要 で あ りますが,そ の 前提 と して内 部統 計 お よび

外部 統計 の双 方 を含 め た統 計 全体 の シ ソー ラス を総合 的 に編 成 し,多 目的 利 用 の

可能 なデ ー タ ・リン ケー ジ を確 立 す る こ と,な らび に イ ンプ ッ ト ・デー タ とア ウ

トプ ジ ト ・デー タの標 準化 を推進 す る こ とが重 要 で あ ります。

今 年 度 の研 究 で は経 営 情 報 の うち と くに統 計情 報 を とり あげ,そ の管 理 に必要

な コン ピュー タ ・シス テ ム につ い て議 論 を進 め て ま い りま した。 こ こに,こ の研

究実 施 に ご尽 力 な らびに ご支 援 を賜 っ た道 下 忠 行(東 京 芝浦 電 気),上 田 陸奥 夫

(社 会 保 険 庁),杉 本太 郎(千 代 田 化 工建 設),小 見山 岡(東 京 芝 浦 電気),

船 崎 武男(行 政 管 理 庁),園 田栄 作(電 通)の 各 氏 お よび関 係各 位 に心 よ り感 謝

の意 を表 します と と もに,こ の報告 書 が 各方 面 に活 用 さ れ,わ が 国情 報 処 理産 業

の 発展 の一 助 と して寄 与 で きれば 幸 い に 存 じます。

昭和46年3月

財団法人 日本情報処理 開発 センター

会 長 難 波 捷 吾
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1.1デ ー タ ・マ ネー ジ メ ン トシ ステ ムの基 本 問題

"

司

6

今 日い わ れ る と ころ の デ ータ ・マ ネ ー ジ メ ン トに コ ン ピュ ータが 利 用 され るだ ろ うとい う こ とは,

コ ン ピュ ータに 外 部 記憶 装 置 の存 在 が 考 え られ た と き,思 想 的 には す でに予 想 され て い た こ とで あ る。

現 在,わ れ わ れ はMISの 実 現 をは か るた め に,コ ン ピュ ー タの 利用 技 術 の開 発 を続 け てい る が 、コ

ン ピ ュ ータ利 用 の技 術面 か らみ たMISの 問題 点 は,一 応 リス ト ・ア ップ され 解 決 の 目 ど も 、ほ ぼ つ

い て き た とい え る 。 今後 は,そ の実 践 に 重 点 がk・か れ,1975年 頃 に まで に は 実 用 化 の 段階 に は い

る もの と思 わ れ る 。

い うま で もな く,MISは,組 織 にtsけ る意 思 決定 を総 合 的 ・科 学 的 に行 な うため の方 法論 の ・一つ

で あ る。 したが っ て,そ の成 否 は,明 確 な 目標 把 握,利 用手 段 の選 択,シ ス テ ム化 へ の努 力 な どに よ

っ て,大 き く左 右 さ れ る が,こ の報 告 書 では,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウェ ア と もに 現 時 点 に お け る 実

情 を基 礎 に お い て 考 察 して お り,そ の意 味 に お い て若 干泥 くさ い か も知 れ ない が,現 時 点 で直 ちに 参

考 に な る もの と思 わ れ る。

1・1・1デ ー タ ・マ ネー ジ メ ン トの シ ステ ム 化(デ ー タ ・パ ン ク)の 適 用 範 囲

現 在,デ ータ ・マ ネ ージ メ ン トとい え ぱ,そ こに は,「 デ ータ ・ペ ース に よる 」 とい う注 釈 が 省 略

さ れ てい る とみ る こ とが で き よ う。 この場 合 ¢デ ータ ・ベ ースで い うデ ー タは,個 別 伝 票 に相 当 す る

もの と し,企 業 に お け る 財 務諸 表 が,こ れ らの個 別 伝 票 の 操 作 に よっ て 行 なわれ る(振 替,仕 訳,記

帳 な ど)こ とと対 応 させ て考 え れ ば,デ ータ ・ペ ース の理 解 は 一層 容 易 に な る と思 わ れ る。

MISの 発 想 も,従 来 の 財 務 諸表 を単 な る過 去 の記 録 と してで な く,将 来 計 画,少 な くと も管 理

(統制)の た めの 情 報 と して利 用 す る こ との必 要 性 か ら始 ま り,そ の 考 え 方 が会 計 分野 に ま でお よ び,

一般 化 され て経 営 に お け る 意思 決 定 の 手段 に ま で発 展 して き た とい え る 。

ま た,シ ス テ ム化 とい う こ とが各 サ ブ シス テ ム を有 機 的 ・合理 的 に 関連 づ け 一体 化 す る こ とで あ る

こ と か らみ れ ば,デ ー タ ・マ ネ ー ジメ ン ト・ シス テ ムは.通 常 い わ れ る デ ー タ ・バ ン ク と して の 機 能

を組 織 内 で もつ こ とに他 な らな い。 す なわ ち,デ ータ ・ベ ース に よる フ ァ イル を,常 にup-to--

dateの 状 態 に保 ち,イ ンク ワイ ヤ リ(問 合 せ)に 対 し,リ ア ル ・タ イ ム(即 時)に 応 答 す る とい

う機 能 で あ るo

デ ータ ・マ ネ ー ジ メ ン トの シス テ ム化 され た状 態 をデ ー タ ・バ ンク とす る ことは 上 述 の とお り で あ

るが,そ の機 能 か ら別 な問 題 が 発 生 して くる 。 そ れ は,秘 密 の保 護 と経 済 性 で あ る。

デ ータ ・マネ ー ジ メ ン ト・シ ス テ ム とは,デ ータ ・ペ ース と して の デ ー タ(時 間 的,場 所 的 に よ

b多 くの利 用 可能 性 を もたせ る こ とに意 味 が あ る)を 何 時 で も,何 の 目的 に も利 用 価 値 が100%

で あ る よ うな状態 に して お くこ と で あ るが,フ ァ イル さ れ て い る デ ータ を,何 時 で も,護 れ(何 処)

か ら の イ ン ク ワ イヤ リに対 して も応 答 す る と なれ ば,場 合 に よっ て秘 密 事 項 が 他 に 洩 れ るお そ れ は 十

分 考 え られ る 。 に もかか わ らず,わ れ わ れ は 現 在,そ の秘 密 の保 護 に関 し,ハ ー ド的,ソ フ ト的 に み

一1一



て,100%確 実 な技 術 を もっ てい な い 。 ま た,イ ンク ワ イヤ リに 対 し,そ の処 理 お よび出 力(様 式)

が統 一 さ れ て い な げ れ ば,1件1件 異 な った 処 理 や 出力 を しなけ れ ば な ら ない の で時 間 的,経 済 的 に デ

・・タ ・バ ンク 設立 の 効果 が おお い に減 少 して しま う'ことに な る。

以 上 の こ とか ら,デ ータ ・パ ン ク の適 用 範 囲 は,関 連す る 組織 体 お よび 内 容 か ら制 約 を うけ る こ と'

に な るが,そ の制 約 の範 囲 内 で デ ータ ・バ ン ク を設 立 し よ うとす れ ば,・

(1)秘 密が 洩 れ て も差 支 え ない 組 織 相 互 間 で発 生 した デ ー タ,ま た は 秘密 の必 要 の ない デ ータ。

(2)処 理 方 法,出 力(様 式)の 定 形 化 で き る もの。

の 両 者 に限 定 させ る もの で な けれ ば な らない とい え る。 こ の よ うな考 え 方 を もっ てす れ ば デ ー タ ・パ

ン クは 関 連 企 業 内 か 官公 庁相 互 間 で運 用 され る シス テ ムに な る可 能 性 が 高 い。

デ ータ ・マ ネ ージ メ ン ト ・シス テ ムの構 造 は,第2章 で述 べ る よ うに,広 義 にみ れ ば,

収 集 一 一 処 理 変換 一 一 保 管 ・一 検 索 一 評価 ・ 提 供 一 一 測定

に区 分 され るが,わ れ わ れ は,こ の う ち,変 換 か ら評 価 ま で を 当報 告 書 で の デ ータ ・マ ネ ー ジ メ ン ト

'シ ス テ ム と して取 扱 っ てい る 。(中 義 に 解 釈)

どの よ うな デ ータ を どの ル ー ト(手 続)で 集 め,そ れ を どの よ うな加 工 を して コ ン ピュ ー タに入 力

す る か,入 力 した デ ー タを ど の よ うな配 列 で 管 理 す るか,ど の よ うな方 法 で デ ータ を提 供(出 力形 式)

し,そ の結 果 は ど うで あ っ たか な ど各 段 階 に お い て検 討 す べ き種 々の問 題 が あ り,こ れ らに つ い て も

解決 して い か な け れ ば な らない が,適 用 範 囲 の 問 題 は,収 集～ 測定 ま で の全 て の サブ シス テ ムを網 羅

す る シス テ ム設計 の 目的 機 能)に 遡 ぼ る こ とに な り,こ の 点 が 明確 に な っ てい な け れ ば,シ ス テ ム

設 計 の い か な る 具 体的 検 討に 入 る こ とも で きない とい え よ う。 この報 告 書 では,第8章 に統 計 用 の デ

ータ ・マ ネ ージ メ ン ト ・シス テ ム を想 定 して こ の 試み の ア プ ロ ーチ を行 な っ てい る。

1・1・2デ ー タ ・マ ネ「 ジ メ ン ト ・シ ス テ ム とハ ー ドウ ェア

デ ー タ ・バ ンク を,実 体概 念 と して捉 え る と き,当 然,そ の た め の ハ ー ドウェ ア と ソ フ トウェ ア の

バ ランス の とれ た シス テ ムを考 え る必 要が あ る。 この両 者 は,相 互 補 間 の関 係 に あ り,そ の 一方 だ け ・

を論 じる のは 片 落 ち とい わ れ る か も知 れ な いが,デ ータ ・バ ン ク を組 織 内 に設 け る と き,ユ ーザ と し

て,と くに 問題 に な る の は ソ フ ト面 で の シス テ ム設 計 であ る。 そ の よ うな観 点 か ら,こ の 報 告 書 は,

ソ フ ト面 に重 点 を置 い てい る 。

した が っ て,ハ ー ドウェ ア ・シス テ ムに つ い て は,問 題 が な い とい うこ とで は な いが,こ こで は,

簡 単 に触 れ る程 度 に したい 。

R,L,VanHorn教 授(カ ーネ ギ ー メ ロ ン大)は,理 想 的 な シ ステ ム と して,図1-1-1

の よ う な コン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ・ワ ・・ク を示 して い る。 す な わ ち,共 用 プ ログ ラ ム(Computer

Utility)に よる 処 理 を 行 な う こ との で きる 共 用 伝送 回線(CommonCircuits)'を 介

して各 セ ン タ ーが 中 央 処 理組 織 に接 続 さ れ る が,そ の 中 央 処 理 組 織 は,共 通 フ ァ イル を利 用 す る5台

の コ ン ピ ュ ー タ(パ ッチ 処理,一 般 用TSS処 理,調 査 研 究 用TSS処 理)と,高 速 用teよ び低速 用

の 共 用 伝 送 回線,個 人 用 タ ー ミナ ル,監 視 装 置,高 速 遠 隔 タ ー ミナ ルな どを結 び つけ る た めの さ らに

も う1台 の コ ン トロ ール 用 コ ンピ ュ ● タに よっ て構 成 され てい る。
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一般 に
,中 央 装置 の実 用 的 最 少 限 の シス テ ム構 成 は,中 形 コ ン ピ ュ ータで,ユ ーザ ズ ・プ ログ ラム

を含 め64K(・ 。 ラ〃 蛯 は バ イ ト),デ ・ス ク3台(そ の他CR・MT・4台 な ど も実際 に は

必 要)程 度 で 処 理 可 能 で あ る が,も しこれ をオ ン ラ イ ン で行 な お う とす れ ば,オ ン ライ ン用OSと し

て さ らに64Kの 増 加 が 必 要(勿 論,通 信 制 御 装 置 は 必 要)に な る だ ろ う。 参 考 の た め に第5章 表5

-6-2に,既 存 の デ ータ ・マ ネ ー ジ メ ン ト・シ ス テ ム の所 要 記 憶 容 量 の リス トを掲 載 す る 。

そ 。。 挙 げ てい 。灘 の うちの最 ・1・は ・IBM-・6・/25の52KBで あb'デ ィス ク 」Ohドラ

。 を設 置 してい る.MTベ ース も考 え られ ない こ とで は ない が ・そ れ は考 え られ る とい うだ け で あ っ

て 渓 用 的 で ない とい え る.ま た,一 部 ・・ッチ 鰹 の み 可能 な もの も ある が ・大 部 分 は ・オ ン ライ ン

ある い はTSSも 可 能 と な っ てい る。

図1-1-1
コ ン ビ◆ユ 一 夕 ・ ネ ッ ト ワ ー ク
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回

線

網

セ ン タ'一

(第1)

セ ン タ ー

(第2)

セ ン タ ー

(n)

共通 プ ロ グ ラム

タイムシェアリング用

(フ ォー ト ラン)

リモートシくッチ 用

サ ー ビス用

開 発 用

■

`

入出力の傾向として今後は,図 形による入力(CIM)や 出力(OOM,デ ィスプレイ,カ ードフ

。,舷 ど),音 敵 よる入出力装翫 ど,い わゆるマン・マシ・・イ・ター・・イスの繍 力:行な

われるようになると思われるが,も しそ うなれば,記 憶容量は一層大きなものが必要になるだろう。

また,わ が国の特有な問題として爵 の扱いがある・カナ文字化 ・・一マ字化など ・潜 入出力のむ

ずかしさから,い ろいろな対策が提唱されてきたが,日 本人の漢字に対する執着をぬ ぐい去ることは

できなかった。研究者やメーカの努力の結果,最 近に至って漢字出力には技術的に明るい見透 しがで

てきた(経 離 で醸 雌 にやや乏しい).・ の ・う纈 点にたつ・ ・わが国のデータ'バ ンクの将

来は,ハ ード的には漢字入力の能率的'経 済的方法の開発に期待するところが大 きい。
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1・1・5デ ータ ・マネージメント・システムとその利用体勢

システム化されたデータ・マネージメントをデータ・バンクともい うが,や がてデータ・バンクが

その機能を果すようになったとき,組 織内で,そ れはどのように利用され,そ の結果,ど のような地

位におかれることになるだろうか。データ・パンクは,従 来の計算処理能力のうえに,デ ータ・マネ

ージメントを行なうことによって情報提供能力(IR処 理を前提とする)も 備えることになる。おそ

らく,多 くの内部組織は,当 分の間たとえ情報提供能力があっても,IR的 利用方法は行なわれない

だろ うと思われる。それは,シ ソーラスの不備 とか,オ ペレーションの不慣れなどとい う技術的な問、

題があるためとい うことも考えられるが,そ れよりは,多 くの費用と労力 と時間をかけて作成したシ

ステムがうまぐ運用されるかどうかという現実に直面し,そ の期待 と不安から積極性が生 じないので

はないかということである。

しかし,そ うはいっても,デ ータ・バンクの有効性はMISやNISを 指向するために不可欠なも

のとして護れもが認めるところであり,積 極的な利用対策を考える必要がある。その対策は多分つぎ

のようなステップを辿ることになると思われる。

(1)情 報 の必要度(質,量)調 査

(2)シ ソーラスの見直 し

(3)デ ータの選択(様 式,入 手経路など)

(4)デ ータの信頼性確保(一 般 職員の事務処理能力の向上研修)

(5)デ ータ入力の迅速化(OCR,OMR,方 式 など)

(6)経 営 指標の整備体系化(管 理者の科学的管理能力の向上研修)

(7)デ ータ・.バンク利用手続の制定

(8)出 力情報の評価

データ・バンクを確立するためには,ま だ2～3年 を経過するものと思われるが,こ の謡藍の時期

を過 ぎた時,デ ータ・パンクの存在は,組 織にとって,極 めて重要.な価値をもつ ようになるだろう。

その客体 として,デ ータ・バンクの管理運営が大きな問題になることも疑いのないところである。す

なわち 、データ・バンクを組織の中に積極的に引き入れて,ト ップ・マネージメン ト直属の戦略策定

の場 とする考え方と,デ ータ・バンクはあ くまで情報提供機関が運営すべきものであって,戦 略策定

は,情 報提供機関から与えられた情報をもとにユーザが別に加工処理 して,そ れをもとにたてるもの

であるという考え方である。前者は,戦 略策定責任者として容易に情報が入手できるという利点と,

反 面,収 集データの客観性に欠けるおそれがある。後者については,そ の逆のことがいえる。 しか し

オン・ライン化の進展と機械室管理の統制のむずかしさなどから,大 勢は後者の方向へ進むのではな

いかと思われる。いずれにしても,デ ータ・パンクの組織内における重要性は,ま すますその比重を

増 し,そ のことが,組 織における入事,手 続や慣習にまで,重 要な変革をもたらすものと思われる。
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1.2報 告 書 の 概 要

この報告書は,総 論 を含め8章 から構成されている。すなわち,① 組織内の調査部の立場から「経

営と統計用デ ータ・マネージメント・システムとの関係 」を採 り.上げて,統 計の重要性を述べた。②

そのような,経 営に関係のある「統計は,何 処で作成されているか」を説明した。③その各種の統計

を利用するとき,単 位や分類,調 査時点,調 査範囲の相違を調整(リ ンケージ)す る場合の問題点

を指摘 した。④代表的なデータ・マネージメン ト・システムを照会した。⑥ リンケージも含め,「 統

計データのファイルの方法にどのようなものがあるか」を示して,「 それらファイリングのうち,ど

のような考え方の方法を採用すべきか」を説明 した。④その「ファイルのメンテナンスの方法 」を述

べた。⑦最後に,統 計 システムのための「デ ータ・マネージメント・システムの例(DAM-71)」

を.検討 した。 ⑧「主要統計刊行物 リス ト」と「主要統計調査 リス ト」とを附録 として掲載 した。以

下,本 文の各車について概要を述べる。'

第2章 の「統計用データ・マネージメン ト・システムのあb方 」では,ま ず経営 目標が,社 会の進

歩によって利潤追求から永続性追求に変わ りつつあり,計 画 的経営,い いかえれば科学的経営の必要

に迫 られてきたことを強調している。科学的経営には「データ」を「情報 」として有効に利用することが

重要であると述べ,と くに,それは「統計 」の利用にあるとしている。また,こ の報告書では内外の統計デー

タを集める組織内の調査部の立場から情報の管理という問題を採り上げるという姿勢を打出している。

つぎに,そ の情報を「企業内情報 」と「企業外情報」に区分し,と くに後者については,そ の詳細

を挙げて経営の各分野 と対比させ,情 報の多角利用の必要性を説いて,そ のための横断的組織の必要

ぼ

な こ と を述 べ てい る。 さ らに 「情 報 」 と 「デ ータ 」を 区別 して定 義 づ けをす る とともに,そ れ らの 区

分 と種 類 の ・一覧表 を掲 げ,統 計 デ ータ ・マ ネ 」 ジ メ ン ト ・シス テ ム を次 の ように 定 義 してい る。即 ち`

「多 目的 な(統 計)デ ー タの利 活 用 を可 能 とす る ため の,デ ータ ・フ ァ イル の作 成,維 持 ・検 索,加

工 の機 能 を も った コ ン ピュ ー タを 中核 とす る シス テ ム で あ る。 」 と して い る 。

ま た,デ ータ ・マ ネ ージ メ ン ト ・シス テ ムの ス トラクチ ュア を 図示 し,広 義,中 義,狭 義 の定 義 の

範 囲 を 明 確に してい る 。現 在,デ ー タ ・マ ネ ージ メ ン トdシ ス テ ム とい う呼称 は,い ろい ろ な立 場 で

使 われ て お り,人 々を 混 乱 させ てい るが,デ ータ ・シス テ ム の ス トラク チ ュ ア(収 集 一'処 理

変 換 一 一保 管 一 検 索 ・ 評 価 ・分析'一 提供 一 測 定)の うち1本 研 究

で は 中義 に解 釈 して変 換 か ら評 価 ・分 析 ま で を 取 りあ げ ∵ これ らを も とに各 シス テ ム ・モ ジ ュ ール の

設計にあたっての問題点を解説している。

そ して最後に,問 題は多いが,躊 躇するより実施すること(第 一歩を踏みだすこと)の 重要性を強

調 している。すなわち「広い畠を全部耕 し終るまで何を蒔 くべきか迷っているよりは,季 節をはずし

てしまわない うちに,文 字どうり一粒の種でも,耕 しながら蒔いてい く方がまさっている」といって

いる。

第5章 の「統計データの収集 とその問題点」では,官 庁,民 間団体について,何 処にどのような統

計があるかということを中心に述べているが,わ が国の統計体系からみて,経 営の外部情報として利
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用可能なものの大部分は官庁統計であることから,と くに官庁統計に重点を置いている。まず,官 庁

統計機構 と根拠法規,と くにデータを活用する うえで 比較可能性を持たせるための全国規格の統計基

準を説明し,さ らに外国から国際機関にいたるまでの統計制度(た とえば,貿 易統計のMTに よる変

換 システムなどを含む)に およんでいる。 しかし,業 界,官 庁統計に全 く問題がないというのではな,

く,量 的には世界でも有数の統計活動の活発なわが国であっても,質 的(信 頼性や公表時期など)に

は問題がある。そこでここでは,そ れらの問題点とその解決策の概要を述べ,問 題を示す実証デ ータ

として,現 在,企 業がMIS設 計 のために必要としている統計的データの名称と内容の充足度に関す

る表を掲載 している。なお,統 計データの名称や充足度についての詳細は,「 経営情報調査報告書

(45-ROO6お よび44-RO12)」(日 本情報処理開発センター)に 述べられている。

第4章 の「統計 システムとデータ・リンケージ」では,経 営予測の要因(経 済的,社 会的,人 口的,

心理的)と 予測に必要 と思われる統計法則 との関係を観念的に採り上げ,つ ぎにそれらの統計法則を

導き出すための具体的統計データの属性上の相違点を指摘 し,デ ・・タ・リンケージの問題を耐久消費

材製造業を例にとって説明している。解決方法の一つとして,属 性 リンケージの出力は 、「属性の対

比表または相関表としで与えられる」とし,産 業分類の対比表や統計デ ータ系列と需要予測要因の対.

比表を示 し,ゼ ネル・フ・一・チャートを掲載 している。また,リ ンケージの方法を,共 通キー・ワ

ードのある場合 ,な い場合とに区分 して説明し,MT(異 機 種間)の 互換性についても触れている。

第5章 の「データ・マネージメント・システムの種類と概要」ではデータ・マネージメント●シス

テムの定義をさらに具体化 し,デ ータの構造,フ ァイルの構造,ア クセス方式などにつき,現 在すで

に開発されている種 々な方法を紹介 し,そ れ らの利害得失について述べている。'

た とえば,デ ータ構造については,線 形,木,ネ ット・ワークなどの構造,フ ァイル構造について 『

は,順 次編成,分 割編成,索 引順次,直 接編成などの構造,ア クセス方式については,順 次抽出ある

いは任意抽出処理の方法 と順次(sequencial),索 引(indexsequencia1),

直接(Direct)フ ァイルとの関係を,そ れぞれ解説し,分 類 と体系化を行なっている。

また,言 語形式についても,処 理手順,表(テ ーブル),汎 用性 、処理機能などの面からみた分類

を行 なうとともに,そ れぞれの概要を説 明し,最 後に,現 在すでに開発されているデータ・マネージ

メン ト・システムの一覧表を掲載 している。 とくに,シ ステムによって,同 一概念に対するファイル

用語がまちまちに使われているが 、その相違を一覧表にとりまとめている。この章は,新 しくデータ

・マネージメント・システムの研究に着手する人々にとっては,か なり有効な手引きになると思われ

る。

第6章 の「統計 システムとデータのファイリング」では,前 章で述べたr般 的説明のうち,と くに

この報告書の目的である統計データ・パンクという立場か らみて,デ ータの蓄積,検 索,更 新,加 工,

作表,オ ンライン処理,秘 密保護,チ ェックの具体的方法について述べている。まず,デ ータの種類

の多少,目 的の複雑性,蓄 積データの量の多少によって,実 際に起 り得るケースを想定 し,そ れぞれ

のケースの特徴を捉え,前 述の各項目を具体的に考察している。また,第5章 と若干の重複はあるが

以上の機能をプログラム化する言語形式にっいて,現 在,実 用化されているシステムを技術発展史的
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に説 明 し,パ ラ メ ー タ形 式,専 用 言 語 形 式,汎 用 言 語 形 式 の概 要 を 具 体例 を 挙 げ な が ら説 明 して い る。

第7章 の 「統 計 用 デ ー タの フ ァ イル ・メ ンテ ナ ンス 」では,統 計 デ ー タ を経 営 政 策 に 関連 さ せ て活

用 す る た めに は,そ の デ ー タ を常 に最 新 の もの に して お く必 要 が あ る の で,統 計 用 の フ ァ イル を維 持,

更 新 す る た め の方 法 に つ い て 述 べ る 。 デ ー タの 更 新 は,い ま ま で述 べ た フ ァイル の利 用 目的,デ ー タ

構 造 や フ ァ イル構 造 な どに よっ て,そ の 方法 も異 な って くるカ㍉ と'くに フ ァイル 形 式 の そ れ ぞ れ に つ

い て の更新 の 考え 方 を述 べ,そ の 場合 の 入力 デ ー タの正 当 性 検 査 お よび オ ン ラ イ ン方 式 の 場 合 の チ ェ

ッ クの テ ク ニ ックに つ い て も言 及 して い る。

第8章 の 「DAM-71」 を述 べ る とgDAMは,STATISTICDATAMANAGEMENT

SYSTEMの 略 で あ り,71と い うの は1971年 に考 え られ た もの で あ る こ とを示 してい る。 こ

れ は,い まま で 一般 論 で検 討 して きた統 計 用 デ ータ ・マネ ー ジ メ ン トを シス テ ム ・モ デ ル と して想 定

し集 約 した もの であ る。現 段階 では,ま だ,考 え方 の域 を越 え て い な い が 、この報 告 書 では,DAM

-71を,将 来 の レベ ル ・ア ッ プの た め の た た き台 と して 示 す こ とに した 。DAMは3つ の部 分(モ

ジ ュ ール),す な わ ち,STATISTICDATADEFNITION,STATISTICDATA

PROCEDURE,STATISTICDATAANALYSISの 各 モ ジ ュ ールに 大 別 され てk・り さ らに

そ れ らは19種 の サ プ モ ジ ュ ールか ら構 成 され てい る・

■

'
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2.統 計 用 デ ータ ・マ ネー ジメ ン ト・システムのあ り方
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2統 計 用 デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の あ り方

2.1経 営 シ ステ ム と情 報

経営に とって利潤の極大化が唯一最高の目標であった時代は過 ぎ去り,今 日の企業にとって,よ り

重要な基本理念は,経 営体が長期にわたって永続性を確保することである。そのためには,現 在の顧

客(Customer)を 対象とするだけでな く,企 業をとりまく社会環境 と,そ の環境の大きな構成

要素となっている消費者,す なわち将来その企業の顧客になるであろう"人 間"(Consumer)

の嗜好などを含めて経営に反映させることが経営の最も重要な課題 となってきている。そ して,も と

もと個別であるべきはずの企業の行動が,単 にその企業の顧客に対 してのみ影響を与えるばかりでな

く,消 費者を通 して政治 、文化,社 会のより高次なレベルにまで及ぶ という事実を認識することが,

今 日では極めて重要になってきているといわなければならない。

このようなことから,経 営が科学的,合 理的であらねばならぬとい う大命題については,考 慮をは

らうべき要素と,狙 うべき目標が増大 し,組 織運営や,企 業経営の複合化,多 角化がいよい よ進展 し

て経営に対する焦燥の原因ともなっている。さらに,「 情報」と呼ばれる,わ れわれにとってはこれ

まで未経験であった新らしい価値体系を,よ り大胆にとりこむことが必要となり,そ の情報の領域も,

レベルも要求される時間や頻度までが,拡 大化し,高 度化 し,加 速化 している。

そこでまず,合 日的企業経営が直面しているシステム化という機能集中の方向と ・その中心的課題

である情報活動について考えてみることに しよう。

2・2・1企 業環境と情報

企業活動は本来一種の情報活動であって,原 材料が納入され,加 工され,組 立てられて製品が造 ら

れるという,典 型的な生産過程においても,見 方によってはすべて情報によって遂行されているとい

つてよいo

これらの企業活動に必要な情報は,と れまで企業内の人,物,金 に関するものと,個 別の仕事に関

するものの4つ の柱に,時 間と空間の概念を加わえることによって論 じられてきた。

しかし最近の企業活動が,ダ イナ ミックな環境変化の中にあって,長 期的な自己保存を確保 し、効

率的に生成発展 してゆくために,経 営戦略の意思決定者は もちろん,中 堅管理者や個々の作業担当者

が,そ の活動の合理性を追求すればするほど,否 おうなしに雁大な量の情報が,よ り迅速に要求され

るようになる。

これらの情報は一般に,経 営戦略情報,マ ーケティング情報,研 究開発情報などと呼ばれ,主 とし

て企業をとりまく環境情報,外 部情報に関するものである。

このように飛躍的に多量の,し かも種々雑多左内外の情報が利用され,蓄 積されると必然的に重複

作業が発生し,ス ペースと時間の浪費をまねき,さ らに誤用,見 落 しなど,作 業の効率性が著しく低

下するという困難な事態を招 くことになる。これは「量 」が 「質 」の転換を促すとい う典型であり,
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情報システムの体系化の必要性が極めて深刻に強調 されてきている。

1967年 以 降わが国においてもしきりにMISが 宣伝され,多 くの企業がその実現に努力してい

るのは,1つ には経営における諸問題を科学的 ・合理的に解決 しようとする マネージメント'サ イエン

スの発達が動因であるが,一 方では,経 営の各レベルに関連するこれら一連の情報処理を可能に した,

コンピュータ・システムの発展にも負 うところが大 きい。そこには,コ ンピュータを中心 としていろ

いろな情報を,ど のように収集し,処 理し,保 管し,利 用するかとい う文字通 り情報オリエンテッド

なシステム化が大 きな課題となっているが,そ のパ ックには情報科学と呼ばれる理論的な体系化がす

すめられていることも見逃すことはできない。情報科学は,こ れまでのどの学問分野とも異なり,そ

れでいて各々の間に密接な関連をもっているという点では,ま さに境界領域の学問とい うべきであり,

情報科学 と呼ばれながらも,む しろ実務面で直接役立つという意味からは「技術 」に近い学問である

とみることもできる。

今日の企業環境はこのように,わ れわれに対 して新 らしい情報とい う価値の導入を迫っており,ま

た見方をかえれば,そ のための新らしい技術と,新 らしい道具とをつ くりだしているということがで

きる。

■

2.1.2企 業内情報 と企業外情報

さてここで,企 業経営,組 織運営に必要な「情報 」とい うものについて,も う少し詳しく考えてみ

よう。'

さきにも述べたように,情 報は大きく分けて,近 年にわかに必要性の高まっている企業の外か らの

情報 と,企 業の中で作業遂行上に生成される情報とがある。

まず企業内情報は,原 則として経営上層からの課題 として中堅管理層に提示されることにはじまる。

中堅管理層はこれを うけて,命 令 という形に翻訳,変 換し,作 業実施層へ伝達する。ここで,実 際の

作業は実行される。これを上意下達の 「命令系 」と呼ぶことができる。

また,作 業実施層が,そ の作業の実施状況を迅速,正 確に報告することによって,中 堅管理層によ

る作業管理を可能にしている。さらに中堅管理層力㍉ その作業管理の状況を集約して経営上層へ伝達

することによって,次 の意思決定が下されることになる。

この命令系を下意上達の「報告系」と呼ぶことができる。

》

、
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図2-1-1企 業 内 情 報 活 動 のル ー プ

●

想 経 営 上 層

(戦 略 的)

命 課 題 中 間 層

{戦 術 的)

令

報 告

系

gekitiii1)r(i⊃'
命 令 作 業 層

(戦 闘 的)

■

●

通常の企業経営は,図2-1-1の ように,命 令系と報告系のループによって運営され,1つ の ビ

ジネス ・サイクルを形成 している。したがって企業内情報の活動におけるこのループに何 らかの トラ

ブルを生じで,間 違った連絡をしたり,情 報活動がと絶えたりすれば,生 体である企業は部分的な機

能麻痺を起すか,息 の根が止まるかのいつれかの症状を呈することになる。これは,組 織における命

令と報告の正確性 、迅速性が古 くから説かれているゆえんである。 日本的な土壌における企業経営は,

稟議制度と呼ばれる報告系のループからは じまるところに特色があるが,事 の良否を考察する議論の

場は情報系とはまた別にもつ必要があると思われる。

企業内情報は,そ の企業の環境に関する外生的情報であるが,こ れ らの多 くは,企 業の各階層にお

ける計画業務,あ るいは評価業務に利用される情報であり,往 々にして突発的,自 然発生的に必要を

生ずるところに特色がある。このことはあらか じめ必要情報の領域と,処 理の水準を定めにくいとい

う厄介な問題をはらんでいると同時に,必 要時点以外にはほとんどその価値がゼロに等しいというこ

とである。

その内容としては,つ ぎのようなものをあげることができるが,そ の処理の方法は,機 能的,形 態

的,技 術的(収 集,保 管,検 索)な 面から考えて多種多様である。

(1)一 般的環境に関する情報

政治,経 済,社 会,文 化

(2)企 業,商 品に関する情報

競合企業,新 製品,技 術力

(3)物 の流通に関する情報

生産,出 荷,販 売,販 売店
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■

(4)情 報 の流通に関する情報

販売促進,PR,広 告

(5)消 費者に関する情報

心理,行 動,実 態

(6)そ の他の情報

技術,法 規,そ の他

これらの企業外情報を,企 業 とその商品等を中心として図示すれば
,図2一 ト2の とおりである。

●

'

い
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図2-1-2企 業 外情 報 の体 系

■

e

－ 般 的 環 境 に 関 す る情 報

(政治)(経 済)(社 会)(文 化)

そ の他 の情 報

(技術)(法 規)

アクション

彩
Z(自

企業

〃

アクション

(自商品)

商 品 に 関 す る情 報

アクション

アクション

書置酔
意

図 ぼ開 国
消 費 者 に 関 す る情 報(心 理)(行 動)(実 態)
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すなわち,一 般的にいって企業は,競 合企業や競合商品などを含む環境からの刺激によって製品を

造り,情 報の流通機構,つ まり何 らかのコミュニケーションの手段を通 して消費者の心理面へのはた

らきかけを行なっている。また一方では物の流通機構を通して,商 品を購入させ,使 用させ,満 足さ

せるとい う消費者の行動面へのはたらきかけを行なっている。実質的にはこのようなことが企業の経

営基盤 となっている。

この消費者の心理や行動は,も との一般的環境に反映 して,企 業に対する新らたな刺激となるが,

ト

これ らの企業外情報については,市 場の多様化に対応するための,企 業環境に関する間断のない観察

と,そ れを企業の生成発展のために役立たせ ようとする努力が必要である。そのためには正確かつ詳

細な即時性 と,高 度な集約性をもつフィード・バック回路が必要 となる。 もし,企 業の各階層に対す

る円滑 な情報供給が停滞すれば,企 業内情報と同様に,企 業経営そのものの存続にかかわる大事につ

ながることもありうる。

今日,こ れらの企業外情報の利用度は急激に高まっている。それに応 じて必要情報の全体的コス ト

も高騰 し,個 々の企業のレベルでは早晩ささえきれなくなると思われるが,こ れに対処するためには

業界 レベル,産 業 レベルにおける情報の流通を促進すべきであり,一 方では企業内においても,情 報

の死滅や散逸を防 ぐ何らかの施策を講ずるべきである。

そ してそのために必要なことは,情 報の整理,加 工能力の向上であり,標 準化,一 般化を含む統合

化への努力である。

2.1・5横 断的システムの台頭

最近の産業の発達は,一 方では消費の多様化をうみ,変 化の速度を早めていったが,同 時に,他 方

でに企業の拡大化 と先進化を促 し,そ れにつれて企業内組織の機能集中化,専 門分散化がすすみ,時

間的にも空間的に も膨張を余儀なくされている。

多 くの企業におらて,異 なる専門分野の者同志がチ ームを編成 し,い くつ もの「プロジェクト」を,

平行して行なうやり方が多くなってい'ることは,こ の間の事情を物語っている。

これは,従 来の従型組織に対する企業環境の側か らの挑戦であり 、機能を中心 とした横断的システ

ムの台頭として捉えることができる。その当然の結果として,企 業内情報については,命 令系,報 告

釈 ⑭ レづ 四 ける搬 運営や 遮 思伝達を複雑 し・企業楠 那 ついては ・その　 ザ蠕

に情報の著 しい氾濫状態か,極 端な飢餓状態のいつれかの状態におかれるようになった。

今 日の企業はこのように,そ れなりの生成発展は遂げながらも,部 分的にはいろいろの機能障害を

ひき起 して,経 営そのもの,作 業そIDも の を,よ り一層困難なものに しつつある。しかし,そ の対応

策 としては情報 システムを核 とした,機 能集中に よるシステム化があり,こ の方向は,多 難ではある

が前途に光明を見出しうる一筋の道であるとい うことができる。

企業における組織運営を機能 として捉えると,つ ぎのような4種 類の大きな要素に分けることがで

きる。

一14一
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亀
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■

(1)計 画 機 能

(2)実 施 機 能

(5)評 価 機 能

(4)研 究 開 発機 能

計 画 シス テ ム

実 施 シス テ ム

評価 シス テ ム

研究開発システム

■

も

これらの各機能を総合的に統轄する概念が一般にいわれる「管理サイクル」であるが,組 織運営は,

計画にもとつ く実施 と,制 御を内包する評価の各 システムが有機的につながったものと理解すべ きで

ある。そ してこれらの各システムを,主 として技術の面でバックアップするものとして,研 究開発シ

ステムも重要な要素の1つ というべきである。

図2-1-5個 別 の 要 素 と シス テ ム の対 応

研 究 開 発 シス テム
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図2-1-5は 先 きに企 業 経 営 の 運営 を 図示 した 図2-1-1を も とに して,機 能 中 心 の シス テム

概 念 に よっ て,個 別 の 要 素 を く くった もの で あ る 。

この よ うな各 シス テ ムに 対 し てサ ポ ー トす る 情 報 シス テ ムは,図2-1-4に 明 らか な よ うに,か

な り多 目的 な もの とな らざ る を得 ない と思 わ れ る。

図2-1-4情 報 シ ス テ ム の 位 置 づ け

計 画 シ ス テ ム

従来の従型組織においては,こ れらの情報は個 々ぱらぱ らに処理されてきた。 ところが経営機能の

システム的集中がすすむにしたがって,こ のような個別の処理が多 くの面で厄介な問題を提起 しは じ

めた。それは企業運営における情報処理の極端な効率性の悪化である。また逆に情報の総合化に よっ

てうみだされるものは,ス ケール ・メリットであるといえるかもしれない。

ある1つ の情報が,ユ ーザの目的に応 じて誰にでも,何 度でも利用されるということは,原 理的に

可能であっても,そ うたやす くその ようなシステムが造れるものではない。

そこには,コ ンピユごタをは じめとする,ハ ードウエア上の技術 と,情 報の収集,保 管,検 索に関

するソフ トウエア土の技術の支えが必要であり,企 業環境における情報 コス トの価値指向からみても,

総合化によるスケール ・メリットを考慮 した,長 期的観点の投資計画によらなければ実現はむずかし

いo

2.2デ ー タ ・マネ ー ジ メ ン ト ・シ ステ ム の 必 要性

今日われわれは,広 い意味での マネージメント ・サイエンスという新 らしい戦術のもとに,コ ンピュ

ータとい う新らしい武器 と,情 報 という新 らしい弾丸とを,具 体的な経営戦闘の場で使いこなしてい

る。それはかっての生産ラインにおける機械化 と同じように,人 力からの脱脚,す なわち,コ ンピュ

ータを前提としたシステム化 とい う,い わば人間 と機械 との総合的自動処理方式の確立をめざしてい

るとい うことができるであろ う。

その実現のための第1の 難関が,統 合化された多目的な情報 システムの確立にあることは,す でに

明らかであるが,こ のような必要性は今には じまったことではなく,こ の報告書に後述されるような
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デ ータ ・マ ネ ージ メ ン ト ・シス テ ム?あ るい は ファ イル ・マ ネ ージ メ ン ト ・シス テ ム と呼 ば れ る い ぐ

っ か の コ ンピ ュ ータ ・ア プ リケ ー シ ョ ンが これ ま でに 特 定 の企 業 で実 用 化 さ れ て い る;

しか し,企 業 体 質 が 個 々に 違 っ て い る よ うに,情 報 シス テ ムに 対 す る要 求 性 能 も,企 業 別 に異 な る

こ とは 当然 で あ る。 したが っ て 次章 以 降 の詳 細 な説 明に もあ る通 り ピこれ らの ソ フ トウエ ア が それ ぞ

れ に 一長 一短 の あ る こ と もや む を え な い。

とは言 う もの の,個 々 の企 業 が,ま っ た ぐ新 た な ソ フ トウ エ ア を開 発 す る こ とは,時 間,労 力,

技 術 ・費 用 な どの問 題 で 多 くの 困難 が 予想 さ れ る と思 わ れ る の で ・既 存 の もの を 寸法 合 わせ す る とか

企 業 内 か らの適 応 化 を行 なって 利 用 す る の が賢 明 な方 法 で あろ う。 そ の と きの ア プ ロ ーチ の方 法,ア

イデ4ア の ヒ ン トな ど を こ の報 告 書 で は 提供 し よ う と してい る。

この 節 で は企 業 に おけ る横 断 的 シス テ ム と.情 報 シス テ ムの ベ ース で ある デ ー タ ・マ ネ ージ メ ン ト

・シス テ ムが,ど の よ うな関 連 に あ り:シ ス テ ム化 され るべ き デ ータに は.ど の よ うな領 域 が あ る か

な どに つ い て考 え てみ よ う。

2.2.1情 報 と デ ー タ

これ ま でわ れ わ れ は,意 識 して 「情 報 」とい う言 葉 を 使 用 して きた。 一 般 に 情 報 は,知 識 とい う機

能 を も ち,デ ータ とい う.形態 を と る もの と もい わ れ て い る 。 あ らた め て言 葉 の定 義 に 神 経 質 に な る 必

要 は ない のか も しれ な い が,そ の よ うな こ とか ら本 稿 で は 「情 報(Information)」 と 「デ

ー タ(Data)」 とを 一応 区別 して使 うこ とに レて い る 。

す なわ ち情 報 とは 「何 らか の使 用 目的 に 添 って 評価 さ れ た デ ータ 」つ ま り,単 な る素材 で は な く,

「あ る課 題 に対 して,そ の ま ま で ある価 値 を も ってい る も'の 」と定 義 す る こ とに した 。 した が って情

報 は,あ る 目的 に 添 って デ ー タが分 析 評 価 され,「 知 識 化 さ れ た もの 」 とい うこ とに な る。

この意 味 か らMIS(.Management・Information'System),す なわ ち経営 情 報 シス

テ ムは,ま さに イ ン フ ォ メ ーシ ョン ・・:・ス テ ムで あ って,デ ー タ ・シス テ ム では ない 。 なぜ な らMIS

は,「 経 営 に おけ る各 段 階 の 意 思決 定 を正 確 か つ 迅 速 に 行 在 うた め あ,各 種 デ ー タの総 合 的,有 機 的

処理 シス テ ム で あ る 」と定 義 さ れ 、人間 と機 械 とが 相 乗 的 に 連 動 す る っ デ ー タ ・シス テ ム を内 包 して
'

いると考えられるからである・
,,、 一 一

したがってデータとは,「 情報の素材」であり.,課題の方向性によって価値をもったりもたなかっ

たりするとい憶 味では ・情報の一般 形であるとい ロ ともできよう・このような蘇 か らも
、デプ

は ・事象の内容やパターンを伝達 ・醒 できるような形ぱ 親 したも□ 訪 れぱ らない・.

ちなみにこのような情報とデータとの関係を,JIS規 格C-6250に よる情報処理用語の定義

でみると.,つ ぎのように説明している。

情 報:1定 の約束にもとついて,人 間がデータに与えた意味
フ

デ ー ・:事 象,聡,命 令 な どを 表現 す る もの で ・燗 ・も し くは 繊k .焔 麺 に 適 す る よ うに

形 式 化 され た も の ・'1't'tt`

本報告書が主要・論点・してい・のは・・⑳髄 め一躍 つぷ 那 父W叉 三夕

に関するシステム化の領域であつて・データ舗 報とするための評価分機 能や情趣 よる計嘩 熊
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にまではおよんでいない。

しかし企業におけるデータ・マネージメンド・システムの究極の目的の1つ が,MISの レベルに

あることは言をまたない。そしてMISは,そ の企業独 自の開発に よってのみ達成される。まさにオ

一夕㌔ メイ ドなものであることも忘れてはならない。データ・システムはその重要な構成要素の1つ

なのである。

以下本稿では,と くに必要な場合のほかは 「情報 」とい う語を使わずに,「 データ」と表現する。

そしてのちに述べるように特別の記述がないか ぎり,本 報告書で使う「デ〒タ」は主としてコンピュ

・ 一夕処理が可能な統計データのことを指す ことにする。

2.2.2デ ー タの 種類

情報とデータを区別 したうえで,デ ータの種類について考えてみ よう。

広義の「データ」は,本 来的にそれ自身が抽象概念であって,そ の存在にはつぎのような2つ の意

味の媒体が必要である。

(1)抽 象的媒体 言葉(文 字)

記号

パターン

(2)物 理 的媒体 映像

音声

パルス など

すなわち,(1)の 抽象的媒体のいつれかと,(2)の 物理的媒体のいつれかとの組合わせにtsv)て,広 義

のデーたと一い うものは存在 している。

たとえば,こ の報告書は言葉と映像の組合わせであり,交 通標識のようなものは,パ タ●ンと映像

の組合わせ,統 計データの磁気テープ・ファイルは言葉 とパルスの組合わせとして把えることができ

るo

(1)の抽象的媒体の中の「言葉 」は,さ らに一般的な言葉と,事 物の量をあらわナ数値 とに分げて考

える必要があろう。また「記号 」や「パターン」は,言 葉で表現しなおして存在させることもできる

が,そ ∂きまの形で伝達 、処理が可能であり,こ れを言葉に置きかえることは多 くの場合極めて困難

である。

さらに,(2)の 物理的媒体の中での「映像 」は,言 葉や数値と結びついて存在する。いわゆる ドキュ

メント(Document)系 のものと,テ レビのようlt-一般 にいう映像系のものとに分けておいた方が

よいかもしれない。このことは,「 音声」における言葉と音楽のようなものとの関係についても同様

なことがいえるであろう。

また「パルス」の形態をとるものは,こ の(2)の物理的媒体の中では,他 のものと決定的に違った特

色をもっている。それは,そ のままの状態では人間とのコミュニケーションがとれないという点であ

り,主 としてコンピュータを通 じて,他 の何 らかの物理的媒体に変換される必要がある。しかしデー

タが処理加工 されて使われることを前提とするかぎり,こ の形態のデータはその「流通 」も含めて,

一18-.
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機械から機械への多様な処理加工領域をもっているとい う点で特に重要である。

試みにこれらの関係を表にまとめてみると,図2-2-1の ようになる。

広義のデータはこれ らの全体をさしているが,本 報告書がとりあつかう狭義のデータは,こ れらの

うち主として「数値」と「パルス」にかかわる領域である。

図2-2-tデ ータの種類

言 葉

記 号 パ タ ー ン

一般的言葉 数 値

ハ ー ド
記述 デ ータ 伝 票 類

'

ポ ス タ ー
絵 画

映 コ ピ_
書 籍 統 計 類 シン ボ ル

コンピュ ータ ・ コンピュータ・

アウトププト アウ トププト

像

一般的

映 像

TV

VTR

CRT

TV

VTR

CRT

TV

VTR

CRT

TV

VTR

CRT

映 画 映 画 映 .画 映 画

会 話 オ ー デ ィ オ ・ サ イ レ ン 音 楽

音 声
ラ ジ オ リス ポ ンス 警 報

オ ーデ ィオ ・

リスポンス

抄 録 統 ・計 類 シグ ナ ル ア ナ ログ

パ ル ス
プ ロ グ ラ ム

(跳 ど) (MTDRな ど)

匂 い

その他 雛 形

,
2.2.3計 画システムとデータ ・マネージメン ト

今 日の「変化する環境 」の中で,効 率的に企業経営の舵をとることは難 しい。 自信 をもってこの舵

をとってゆくためには,た とえ走りながら考えるとしても,自 分がどこへ行 くのか,あ るいは自分が

どこへ行 くべきであるのか,そ してその航路にはどんな障害があって,そ のためには何を準備 しなけ

ればならないのかという点について,可 能なかぎり正確な予測と認識が必要であろう。この報告書の

主題は,「 経営予測のためのデータ・マネージメント」であるが ・この「予測 」とい うものは ・前にも

述べた計画システムの1つ の所産なのである。
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もともと企業経営における計画の一般 的パターンは,主 として環境データの集約によってつくられ,

決定された計画は,そ の企業の現在から将来にわたっての,危 険負担の限界値を示 したものであると

いうことができる。 したがって決定が行なわれる前の複数の計画案,つ まり代替案は,現 時点におい

て想定される危険率 としてのアウトプッ トであり,こ のことは裏を返せば,ま さに予測そのものであ

るというべきであろ う。

これからの企業経営において,計 画システムはそあ企業の死命を制するかもしれない極めて重要な

機能を分担 している。そしてその計画システムの中で,あ る場合には「÷測」というものが必要十分

条件になるといっても過言ではない。

主題に「経営予測 」という語を冠せたのも,焦 点を明確にするという目的のほかに,1つ は このよ

き

うな理 由が あ った 。 図2-2-2は1企 業 に おい て決 定 され た この計 画 が,ど の よ うに 実 施 きれ る か

を模 型 化 した もの で ある。 図2-1-■ ■5に おけ る シス テ ム概 念 と も対 比 してみ る と,図 中 の矢 印 の部

分 が 広 義 の デ ー タ ・シス テ ム の領 域 で あ る。

.図2-2-2計 画 と制御
～

へ

環

境

＼

'1

外 的 フィー・P・ッ4

計画/ス テム

1内 的 フ ィ ー ドバ ッ ク'

、、 一ー 一 一ーー 一 〔一!
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ここで計 画システムからのアウトプットは,要 求性能 と実現可能性 との調和である。目標設定が行

なわれたのち,実 施システムに対しては1種 の命令 として,ま た評価 システムに対 しては基準値 とし

てインプットされる。実施システムは この命令にもとつ ぐ実施を行ない報告系からの実施値をアウト

プットする。この基準値との調整が制御であって,い わば基準値への微調整ということになる。

制御は したがって多 くの場合,要 求性能 としての基準値以下に安定することになり,評 価 システム

の主要な機能 として位置づけされる。そして当然のことなが ら、制御のためのデータ・ペースとして

基準値と実施値とい う,い わば「静」と「動 」の2つ の統合化されたデータが必要であb,こ れまで

のコンピュータの本質的な利活用は,実 はこの面にあったとい うべきである。

さてこのように計画の実施が何らかの環境に対する刺激である以上,そ こに時間的 、空間的要素を

ともなう変化が起生する。この環境からのデータのフィード・バックは,再 び計画システムにインプ

ットされて,計 画そのものの変更を促すことになる。いわばそれは基準値の修正であり,広 い意味で

の制御と考えることもできる。

今日的「計画」のあり方は,従 来からの何が何でも計画通 りに という.硬 直的なものではな・く,こ

のフィー ド・バック回路にもとつ くダイナ ミックなものでなければなるま広。

計画は意思決定を強制するが意思決定は一種のクリエーティブであり,フ ィーリングであるという

説がある。意思決定者がかねてからか くありたいと望んでいた計画案は採用され,そ うでないものは

破棄されるというわげである。

MISに ついてよくいわれる「意思決定者がつ くった仮説を検証するシステムである 」という単的

な表現も,こ のフィーリング説 と同様の見解に立つものといえる。

現在われわれヵくようやくに して持ちは じめた科学的,合 理的,シ ステム的な技術は,フ ィーリング

と呼ばれるような極めて トー.タル的でしかも.柔軟性に富んだ段階にまでは到底いたっていない。その

意味でこρフィーリング説は見解とい うよりはむしろ「見識」というべきかもしれない。

なぜならその「フィーリング」を理論武装させるための,い わゆるスタッフ部門の努力の重みが,

そ の背後に存在するからである。

「科学的な方法 」,「 合理的な方法 」,そ れは事象の定量化が不能であり,分 析的であって実証性

をもったものであるという立場から課題にアプローチすべ きである。

以上のような考えのもとに本報告書では「仮説の検証 」を最 も迫 られている企業の調査部,企 画部

のスタッフとして,デ ータ・マネージメントの必要性を認識し,そ のシステムはいかにあるべきか,

いかに してシステム化をはかるぺきかとい う2点 に集約してこれから議論を展開して行 くととにする。

調査部や企画部で扱かわれるデータの多 くは,目 下のところ「計量的 」,「 計数的 」なものである。

本報告書で述べるデータ・マネージメント・システムが統計データに焦点をあてているのはそのため

である。
'
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2.ろ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム の 概 要

これ まで に若 干 の定 義 も含 め て デ ータ ・ マネージメント ・シ ス テ ムの概 念 とそ の必 要 性 に つ い て 、主

と して 企業 の 側か ら述 べ て きた 。 そ してそ の 実現 が可 能 な客 観 条 件 と して あげ られ る ものは,何 とい

って も コ ン ピ ュ ータ を中 心 とす る ハ ー ドウ ェア技 術 の発 展 で あ る。

も と も と コ ン ピュ ータは 計 算 の ため の道 具 と して誕 生 した が,七 ず か10数 年 とい う短 期 間 の うち

に,デ ー タ処 理 の 高 速 性,記 憶 性,正 確 性 とい う,コ ン ピ ュ ータ固 有 の5っ の 集約 的特 性 を,目 を み

は る よ うな ス ピ ー ドで克 服 して き た。 そ して そ の こ とが,企 業 経 営 の シス テ ム化 を促 す 大 きな 要 因 の

1つ となb,企 業 の体 質 改 善 。困 難 の打 開 に,少 な か らず 寄 与 しよ うと して い る 。

ま た 一方 では 「処 理 しなが ら考 え る 」とい う新 ら しい デ ー タ処 理 の タ イ プ を うみ だす 原 動 力 に もな

ろ う と して い る。

デ ー タ ・ マネージメント ・シス テ ムは,ま さ に これ らの こ との 背 後 に ある 基礎 的 な ソ フ トウェ アで あ

る ζ い うこ とが で き る。

こ こで,こ れ ま で検 討 した内 容 を簡 単 に 整理 してみ る・。 広 い 意味 の デ ・・タは 図2-2-1に ある よ

うに 極 め て 多種 多 様 な も の で あ る。 これ らの 中 で と くに,数 値 デ ータで ある 「統 計 」に 焦 点 を しぼ っ

た のは,今 日の企 業 経 営 に お い て 重 要 な機 能 の1つ で あ る計 画 シス テ ムが,企 業 の 内外 の 多 くの 統 計

を利 活 用 す る ことに よっ て遂 行 され る か らで あ った。

ま たそ の利 活 用 を可 能 とす る道 具 と して,コ ン ピュ ータ の存 在 が あ り,さ らに技 術 と しては情 報 科

学 に は じま る デ ー タ処 理,デ ー タ管理 に 関 す る ソ フ トウェ ア の存 在 が あ る こ とを述 べ て きた 。 ・

そ こで デ ー タ ・マネージメンド ・シス テ ムは つ ぎの よ うに定 義 す る こ とが で きる。 ,

「デ ー タ ・ベ ースに よる多 目的 な(統 計)デ ー タの利 活 用 を可能 とす る た め に.,デ ータ ・フ ァ イ

ル の 作成,維 持,検 索,加 工 な どの 機 能 を もっ て運 用 され るハ ー ドウ ェ アお よび ソフ トウ ェア

の統 合 的 な シス テ ム 」

これ ま で プ アィル ・ マネージメント ・シス テ ム とか ・デ ータ ・ペ ース ・
,マ ネージメンb・ シス テ ムな ど

とい われ てい た もの は,ほ ぼ これ と同 じ意 味 の もの とい って よい 。

ま た',こ の報 告 書 に か か げ られ るDAM-71と い う仮想 シス テ ムは,コ ン ピュ ータ の ラン ゲ ージ

・プ ロセ ッサ の形 式 を も っ た理想 的 汎 用 シス テ ム の姿 とい うこ とが で きる で あろ う。

2.5.1シ ス テ ム ・ス トラ クチ ュア

ー 般 に 情 報 シス テ ムや
,デ ー タ ・シス テ ム の説 明 に あた って は,つ ぎの よ うな4つ の モ ジ ュ ール で

語 られ る こ とが 多い 。

、
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図2-5-1デ ー タ ・ シ ス ア ム の モ シ ュ ー ル

DataGathering

DataProcessing

DataF日ing

[利 用]・ … 一 ・a・…

に れ を もとに してや や 詳細 な シス テ ム ・ス トラク チ ュ ア と した の が,図2-3-2で あ る。

図2"`'2デ ータ'

.シス テ ムの ス トラ1チ ユ ア

社 内 収 集,社 外 収 集,市 場 調査DataGath「ing

集計,加 工,硫 編集 ㈱).

Dat・aProcgssing

中 コンピュータ ・イ ン プ ッ ト その 他

義i(マ イク ロフィルム な ど)

@.・
ア

マ

ネ

1

ジ デ ータそ の もの ジデ 一夕 の所 在

メ デ 一夕 ・コ ー ド

ン

:

シ 加工,分 析,判 断,編 集

う

1
提 供 利 用 ・D・t・Utりization

収'集

冒

処 理

保 管

↓

収 集

処 理

変 換

保 管1

雪

竿
評価分析

▼.

測 定 頻 度,利 用者 分析,充 足 度
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さ き の定 義 に した が え ぱ こ こで取 扱 うデ ー タ ・マネージ メ ン ト ・シス テ ムは 図2-3-2の 中義 の シス

テ ム で あ り,デ ー タの変 換 か ら検 索後 の評 価,分 析 まで を さ して い る。 しか し コ ン ピュ ータ の オ ン ラ

イ ン ・システムに ア プ ライ さ れ る場 合 には,何 らか め形 で す べ て の領 域 を包 括す る と考 え て よか ろ う。

そ して企 業 内 の オ ペ レ ー シ ョナ ル な デ ータ を と り扱 うオ ン ライ ン ・リアル ・タ イム処 理 の場 合 が そ の

.典型 とい え よう。

今 か りに,企 業 外 か ら ドキ ュ メン トと して 入 って くる統 計 デ ー タを例 に と って考 え てみ れ ば つ ぎの

よ うに な る と思 わ れ る 。

まず 収 集 され た デ ー タは,必 要 な加 工,分 析 が 行 なわ れ て,定 め られ た フ ォ ー マ ッ トに編 集 され る 。

つい で コ ン ピュ ー タへ の イ ン プ ッ トの た めに コ ーゲ ィング が 行 な わ れ,多 くは カ ー ドや紙 テ ープに 変

換 され て,所 定 の フ ァイ ル に保 管 され る。 と こま でが コ ン ピ ュ ー タへ の イ ン プ ッ トの段 階 で あ っ て,

(1)フ ァイル の作 成

(FileCreation)

(2)7ア イル の更 新

(FileMaintenance)

とい う2つ の 機 能 のい ず れか に よっ て実 行 され る。

また ユ ーザ の イ ンク ワイ ア リ ーに応 じて検 索 が 行 な わ れ,そ の希 望 に よって は 個別 の加 工,分 ・析 が

施 され,こ の あ とユ ーザ へ の 提供 の の ち,原 則 と して そ の ユ ーザ の充 足 度 と,デ ー タの 使 用頻 度 が チ

ェ ック され て,ア ウ トプ ッ トの サ イ ク ル を終 了 す る 。 も ちろん この場 合 に も,オ ン ラ イン ・リアル ・

タイ ム処 理 であ れ ば,一 連 の機 能 は 連 続 的 に 行 な わ れ る こ とに な る。

ア ウ トプ ッ ト ・サ イク ルに お・け る機 能 と しては,

(1)デ ー タの検 索

(DataRetrieval)

(2)リ ポ ー トの作 成

(ReportGeneration).

(5)充 足度 の 測定

(UserCheck)

の3つ が あb,最 近 では この ア ウ トプ ッ トの 側sつ まbユ ーザ ・サ イ ドか らの デ ータ ・マネージメント

へ の ア プ ロ ーチ が重 要 な課 題 と な っ てい る。

2.5.2個 別 の シ ズテ ム ・モ ジ ュ一一ル

まず デ ー タ ・マ ネ ージ メ ン ト・ シス テ ムに お け る個 別 の シス テ ム ・モ ジュ ール につ い て,考 慮 を は

ら うべ き項 目を 列挙 してみ よ う。 こ こで は 図2-3-2を 参 照 してほ しい 。

(1)収 集DataGathering.

・ どの領 域 の どの よ うな 内容 か

・ 能 動 的 収 集 か受 動 的 収 集 か

・ 入 手 媒 体 は 何 か(ハ ー ド ・コピ ーかMTか)
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`

`

●

・ 定 期 的 か 臨 時 的 か

・ デ ータ ・ソース が ど こか

・ シス テ ム と して の条 件 が 揃 っ て い る か

・ デ ータ属性 が 明確 か

(2)処 理DataProcessing

類

人

イ

.

オ

,

囎

フ

ーア

ブ

.フ

糠

。

ボ

オ

リ

リ

評

希

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

㈲

ω

⑤

ω

ω

・ 定 期 的 か 臨時 的 か

・ 定 型 的 か 非定 型 的 か

・ 加工 分 析 の処 理 手続 は 明確 か

.フ ォ ーマ ッ トは ど うす る か

● デ ー タそ の もの か イン デ ック スか

・ ア ク セサ リ ー と して何 が 必 要 か

DataConversion

手 媒体 は何 か

ン プ ッ ト媒 体 は何 か

一 ド編 成 は ど うか

ン ライ ン処 理 か オ フ ラ イ ン処 理 か

ア ル タイ ム処 理 か パ ッチ 処理 か

DataF口ing

ア イル ・オ ーガ ン ゼ ーシ ョ ンは ど うか

一 夕 ・ス トラク チ ュ アは ど うか

ア イル 媒体 は 何 か

ロテ ク シ ョ ンは ど うすれ ば よい か

DataRetrieva1

- 一夕そ の もの か イ ンデ ッ クス か

リュ ームは どの く らい か

ン ラ イ ン処 理 か オ フ ライ ン処理 か

アル タ イ ム処理 か バ ッチ処 理 か

フ ァレ ンサ は 誰 か

価,分 析DataAnalysis

望 す る もの の 実現 可能 性 は ど うか

代 替 デ ータは ない か

処理 手 続 は ど うす る か

フ ォ ーマ ッ トは ど うす る か

提 供DataSUPPly

媒 体 は何 か
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・ 緊急性は どうか

・ ユニザは誰か

・ アクセサリーには何が必要か

(8)測 定DataEvaluation

・ デ ータの使用頻度はどうか

・ 充足度は どうか

● ユ●ザは誰か

・ 目的は何か

これらの各項 目は,い つれも互いに有機的な関連をもっていて,ど の1つ をとっても,他 に独立し

て確定できるものはない。 しか しそのことは逆にいえば,あ る1つ の制約条件によって,自 由度のな

い項 目が定まれば,関 連 して他の項目もおのずから自由度を減少してゆく,と いうこ'とを意味してい

る。

したがって設計段階におけるこの個別のモジュール毎の項 目抽出は,勤 めて慎重に行なわなければ

ならない。

ふ

●

2.4シ ス テ ム化 へ の ア プ ロー チ

む よそ シス テ ム開 発 とい う名 で 呼ば れ る大 型 プ ロジ ェク トの遂行 に あた っ ては,よ く知 られ て い る

一般 的 なパ タ ーンが あ る。

図2-4-1シ ス テ ム開 発

課題の発生 課 題 分 析 現 状 調 査

システ ム評 価 実 施 設 計

そ れ は 図2-4-1の よ うに,① 与 え られ た 要 求 性能(課 題)が どの よ うな もの であ る か を明 確 化

す る た め の 「課 題 分析 」,② そ れ に対 して現 状 が ど うな って い る か,何 が必 要 か を 知 る た め の 「現 状

調査 」,③ これ らを もξ に して実 現 可 能 な シス テ ム像 をつ くり,現 実 にパ イ ロ ッ ト(初 期)シ ス テ ム

まで を動 か す 「実 施 設 計 」,④ そ して 動 か した パ イ ロ ッ トシス テ ム の 性能 を評価 して,シ ス テ ムの レ

ベ ル ・ア ッ プをは か る 「シ ス テ ム評 価 」とい う プ ロ セス を とる。 こ の4つ の プ ロ セス を1サ イ クル と

す る シス テ ム化 が 開 発 技 術 の パ タ ーンで あ る。

以 上 の こ とを前 提 と して デ ータ ・マネ ージ メ ン ト ・シス テ ム への 接 近 の た め に,以 下 どの よ うな道

を た ど るべ き で ある か に つ い て 考 え てみ よ う。

、
.

β
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2.4.1要 求性 能 と制 約 条 件

多 くの ラ イ ブ ラ リア ンや ドキ ュ メ ン タ リス トの 言に よれ ば,ユ ーザ のデ ー タの 照 会 に は,つ ぎ の よ

うな4つ の レベ ル が ある とい う。

●

●

レベ ル1:

レベ ル2:

レベ ル3:

レベ ル4:

何が欲しいかがよく判っていないが,何 かデータが必要である

何が欲しいかは判 っているが具体的なデータと結びついていない

具体的なデータの内容が判っている

データの属性のほとんどが明確化している

こ の場 合,レ ベ ル4に 近 いほ ど要 求 の充 足度 も高 く,効 率 的 で あ る こ とは 当 然 で ある。 これ らは,

ユ ーザ の 資質 に かか わ る問題 で あ るが,実 は,デ ータに 関 す る シス テ ム化 の究 極 の 目的 は,こ れ らの

どの レベ ル に も対 応 化 し よう とす る と ころに あ る。

も と も と一般 の ユ ーザは,デ ータ とい う もの に対 して見 方 に よ って は 極 め て無 責 任 な一 般 的,か っ

潜 在 的 要 請 を もっ て い る。 も ち ろん この場 合,ユ ーザ の照 会 が ど の レベ ル の もの で あ っ て も同 様 で あ

る。 一般 的,,か つ 潜在 的要 請 とい うのは,文 章 で 記述 すれ ば,ほ ぼ つ ぎの よ うな もの とな る で あ ろ う。

つ ま り,「 い つ で も,ど こ で も,い ろ い ろ な デ ー タが 欲 しい だ け,適 切 な 形 で 誰 に で も利 用 で き る よ

うに して欲 しい 」とい う こ とで あb,個 々の こ とば と しては 、ど の1つ を とって もま こ とに もっ と も

な要 請 で あ る。 しか し これ らを すべ て満 足 す る よ うな デ ー タ ・シス テ ム を設 計 す る こ とは,,ど う考 え

て も困 難 で あ る。

した が って実 現 可能 な シス テ ムの イメ ージ を得 る ため に は ・この 文 章 の1語1語 を図2-4'"2の

ご と くさ らに 翻 訳 しなお して み る 必 要 が あ る。

図2-4-2 データの照会 と一般的要求性能

G

課題の明確化

解決方法の明確化

アウトプットの 明 確 化

必要デ ータの明確化

〈 編 の発生 〉

▼

課題は何か

噺

何をすべきか

◆

アウトプットは何 か

噺

インプットは 何 か

◇

〈 必要・データ 〉

ユーザ側の領域
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これ らの 詳細 な説 明 は 省 略 す る が,こ の よ うに 多様 な要 求 性能 の う ちの,ど の エ レメ ン トを達 成 目

標 と し,ど の エ レ メン トを犠 性 に す る か が,シ ス テ ム開 発 に お け る課 題 分析 の領 域 で あ る。 た とえ ば

迅 速 性.拡 散 性 を要 求 すれ ば オ ン ラ イ ン ・リア ル タイ ム処 理 が 必 要 で あ り,拡 張 性,多 様 性 を要 求 す

れ ば,フ ァ イル の統 合 化,大 型 化 が 必 要 とな る。

シス テ ム化 に あた っ ては こ の よ うな一般 的要 求 性 能 のほ かに,少 な くと も2つ の 要 請が 考 え られ る。

1つ は,企 業 と して の特 質 や,ト ップ ・マネ ー ジf'ト の資eSftど に よ って 起 る体 質 的 要 求 性 能 で

あb,も う1つ は,デ ー タ ・マ ネ ージ メ ン ト ・シス テ ム そ の も の の もつ 要 求 性 能 で あ り,シ ス テ ム開

発 担 当 者 のパ ーソナ リテ ィに よっ て味 つ け が 可能 な分 野 で あ る。 こ の よ うな シス テ ム開 発 に あ た っ て

は,少 数 の有 能 な開 発担 当者 と,ト ップ ・マネ ー ジ メ ン トの独 断 先 行 が 望 ま しい 。

、

図2-4-3効 率 的 シス テ ム ・イ メ ージ

q

じ

デ ー タ ・シス ァ ム と

し て の 要 求 性 能

可

塑

性

容

易

性

能性

記

録

性

求

大

量

性

要的

多

様

性

般

拡

張

性

一

拡

散

性

迅

速

性

企 業 と して の 、'

要 求 ・性 能

さてこれら3つ の要求性能に対 して,制 約条件ζなるものが2つ ある。図2-4-5の ごとく,

1つ は実現可能性であり,他 の1つ はシステムが稼動状態に入った場合の運用可能性である。これ

らはいずれも人,物,金 と,ラ イフ・サイクルを考慮 した「技術 」の問題 として捉えるべきであり,,

この要求性能と,制 約条件との調和に よって,効 率的システム・イメージが画かれることになる0

2.4,2シ ス テ ム化 へ のア プ ロー チ 、

デ ー タ ・マ ネ ージ メ ン ト・シス テ ムを実 現 させ る1つ の道 は,経 営 を 人 間,機 械 系 と して捉 え 、.

両 者 の有 機 的 な結 び つ きを促 進 す る こ とで あ り,こ れ ま で の ライ ブ ラ リア ンや,ド キ ュ メ ン タ リろ

ト越 が,自 己 の 繊 と して情 轍 索(・ ・f・ ・m・ …nR・ ・rievat)の 立 場 か らア プ ロ

ーチ して い た もの と も,ま た,ORを 主 流 と した 経 営 科学 の立 場 か らア プ ロ ーチ して い た もの と も

多少 そ の性 質 を異 に してい る。

そ れは,経 営 とい うもの を前 提 と した デ ータ・マ ネ ージ メ ン トの シス テ ム化 で あ虹 企 業 内 の オ ペ

一29一



レ ー シ ョナ ル な デ ー タ も,企 業 外 か らの マ ク ロな デ ータ も,経 営 シス テ ムが 必 要 とす る か ぎ り不 可 欠

な シス テ ム ・エ レメ ン トと して と りあ げ なけ れ ば な ら ない こ とで あ る 。

一 般 に デ ータ ・マ ネ ージ メ ン ト ・シス テ ム や そ の他 の名 称 で 呼ば れ て い る コ ン ピュ ー タ ・ソ フ トウ

ェア は,こ の人 間,機 械 系 と して の シス テ ム の 中 で,機 械 に か か わ る中 心的 な モ ジ ュ ール で あ り,技

術 で あ る。 今 日こ の ソ フ トウ ェ アが具 備 す べ き機 能 と しては 、容 易 に プ ログ ラムが で き る こ と と多 目

的 デ ー'タ ・フ ァイ ル を も って い る と との2点 に 集約 され る。

第1の プ ログ ラ ミン グ の容 易 性 の追 求 は,あ らた め て説 明す る ま で も な く,コ ンピ ュ ータ ・ソ フ ト

ウ ェ アの歴 史 そ の ものが そ うで あ った よ うに,コ ン ピュ ー タの あ る か ぎ り無 限 に続 く要 請 で ある とい

って も過 言 で は な い だ ろ う。 経 営 シス テ ム を人 間,機 械 系 と して ア プ ロ ーチ し よ うとす る立場 か らは

コ ン ピュ ー タの 専 門 家 で ない 一 般 ユ ーザ の直 接 的利 活 用 が必 要 で あ り,そ のた め に は誰 に で も簡 単 に

使 え る プ ロ グ ラム言 語 が 要求 され る。

ま た第2の 点 に つ'Aて は,・多 目的 に デ ー タを フ ァ イル した デ ータ ・ペ ース を確 立 す る こ とに よっ て,

誰 もが共 通 の デ ー タ ・フ ァイル を一定 の 水 準 で 活 用す る こ とが で き,ま た一 方 では 「デ ータは 発 生 源

で捉 え よ 」 とい う要 請 に 基 づ い て ノ イズ の 少 な い デ ー タ ・ギ ャ ザ リン グ も同時 に解 決 で き る こ とに な

る。 多 目的 デ ー タ ・フ ァイ ル,つ まbデ ー タ ・フ ァイル の汎 用化 に つ い ては,少 な く と もつ ぎの5の

面 に つ い て考 慮 が 払 わ れ るべ き で あ る。

(1)属 性 の標 準化 と リン ケ ージ
＼

(2)デ ー タ構造 と フ ァイ リ ング

(5)フ ァ イル の メ ンテ ナ ンス

これ らに つ い て は 次 章 以降 に そ の詳 細 を述 べ るが,経 営 シス テ ム と して の必 要 デ ー タ領 域 の抽 出に

よっ て 、そ れ ら の デ ー タ間 の理 論 的 つ なが りを明 確 に しそ の フ ァ イ リ ング とメ ン テナ ンス に つ』 ての

制 度 化 と運 用 と を正 確,迅 速 に 行 な わ な けれ ば な らない 。 この よ うな コ ン ピュ ータ ・ソ フ トウェ アは,

一 種 の ラン ゲ ージ ・プ ロ セ ッサ の形 態 を とる こ とが 多い 。 第5章 に 列 挙 され る よ うな既 存 の シス テ ム

は,わ れ わ れ の今 日的 要 求性 能 の 部 分的 解 決 の域 を 出 ない の で,こ の よ うな 先行 シス テ ムを母 体 と し

て,わ れ わ れは 今 後,よ り広 範 な よ り効率 的 な ソ フ トウェ ア の開 発 に と り くむ 必 要 が ある 。

しか し この よ うな大 型 シス テ ムの 開 発 が,1ユ ーザ の立 場 か らでは 不 可能 に近 い こ と も事 実 で あ る 。

した が って コ ン ピュ ー タ ・メ ーカ の力 をか りる が,多 数 の ユ ーザ の協 力 に よる プ ロジ ェ ク トを 編成 し

て 遂 行 す るか,い.ず れ か の方 法 を とら なけ れ ば な らな い だ ろ う。

そ の ため の理 想 シス テ ム と して,本 研 究 ではDAM-71と 名づ け た汎 用 デ ー タ ・マ ネ ージ メ ン ト

・シス テ ムに つ い て8章 で考 察 してい る。
、

2・4・5シ ステム化の心構え

システム開発の常道は 目標が何であるかを明確に把握することには じまる。 目標を設定するために

はニーズ ・サーベイを行なう必要があるが,こ の ようないわばニーズ ・セオ リーとでもい うべきやり

方の裏返しは,責 任回避につながっていることを忘れてはならないだろう。

開発担当者は,自 分が責任のもてる範囲内で棄てるべきニーズは棄てなけれ犀ならないが,余 り棄
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てす ぎて も コ ン セ ンサ スが 得 られ ない とい う問題 が 生 ず る か も知 れ ない 。

しか し,何 事 に よ らず 新 ら しい こ と を行 な うに は 勇 気 が 必要 で あ る。 拙 速 で もい い か らで きる だ け

短 期 間 に パ イ ・ッ ト ・シス テ ム と して稼 動 させ る こ とが,こ の変 化 の時 代 に 対 応 した姿 勢 で あ る とい

え よ う。 こ の よ うなや り方 を シ ーズ ・セ オ リ ーとい う入 が い る 。 広 い 畠 を全 部 耕 し終 るま で,何 を蒔

くべ きか に迷 っ てい る よ りは,季 節 をは ず して しまわ ぬ うちに,文 字 通 り一 粒 の種 で あ っ て も,こ れ

とい う ものは 耕 しなが ら蒔 い て ゆ く方が ま さ っ てい る とい うこ とで ある 。

と くに デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シス テ ムに お い ては,さ きの 一 般 的 要 求性 能 の 例 をみ て も 明 らか

な よ うに,ニ ーズ ・サ ーベ イ を本 格 的 に や ろ う と して も,お そ ら く完 壁 を望 む の は無 理 と思 わ れ る。

シス テ ムの 要 求性 能 の焦 点 を明 確 に し,い た ず らな混 乱 を さけ る ため に も,部 分 的 な積上 げ に よる シ

ス テ ム の改 良 とい う手 段 を と る こ とは 止 む を得 ぬ こ と と思 われ る。 真 に 汎 用 化 され た デ ー タ ・マ ネ ー

ジ メ ン ト・シス テ ム が,コ ン ピ ュ ータ ・ソ フ トウ ェア と して実 用化 さ れ る ま では,既 存 の シス テ ムを

有 効 に 利 用 す る こ とが重 要 で あ り,そ の 間 に,人 間 の 側 と して,ま た ユ ーザ の 側 と して 必 要 な デ ー タ

領 域 を明 確 化 して,標 準化 とメ ン テ ナ ンス 上 の 制 度 化 をは か る べ きで あ り,そ の よ うな こ とが,つ ぎ

の段 階 の実 用 化に つ な が る大 きな 力に な る とい え よ う。

s

4

一31一



◆

■

■

'



'

3.統 計 デー タの収 集 とその問題 点
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5統 計 データの収集 とそ の問題点

㊨

■

経営予測に用いる統計デ ータは,発 生源に よって分類すると 、内部統計 と外部統計に分けられる。

内部統計は,当 該企業が日常の企業活動およびその成果を統計化 したもので,定 期的.定 型的に作成

されるものが大部分である。外部統計は,国 内統計と海外統計に分け られるが,国 内統計をさらに作

成機関によって分類すると,官 公庁統計,各 種団体統計および企業の自主統計がある。ここで企業の

自主統計 というのは,個 々の企業が,顧 客や消費者を対象とするアンケート調査,特 別な調査活動を

行なって作成する統計を指すものとするが,こ の場合でも,当 該企業が自ら企画および実施するもの

と,他 の専門的な調査機関(企 業)に 委託して行なうものがある。

海外統計には,国 連をは じめとする各種の国際機関が作成するものと,各 国が国内統計として作成

するものとの2種 類があるが.国 際機関の統計は,加 盟各国から報告された国内統計を集大成 したも

のが通例である。

上記の分類を図示すると,次 のとおりである。

図5-1-1統 計 の種類

部統計

外部統計
遣喧磯艦 ぽ
…{

国際機関の統計

国 別 統 計

5.1個 別企業 におけ る統計データの収 集活動

◎

⑨

個別企業vateけ る情報活動にっいてはLζ れを大量観察的に把握 した資料は皆無に等 しい。 したが

って,一 般 的な傾向として論 じることにはやや問題があるが,さ きに.当財団の「経営情報調査報告書」

(45-ROO6)で とb上 げた製造業2業 種(鉄 鋼業詮よび自動車工業)に ついてのケース ・スタ

ディによると,表5-1-1に 掲 げるように,当 該2社 で利用するプランニング情報の総数は延べ

500件 である。これを発生源別にみると,全 体の約5分 の2に 当たる129件 が官公庁統計ないし

はそれを主体 とするものであり,残 りは,業 界の情報,社 内情報およびその他が,そ れぞれ全体の約

5分 の1ず つを占めている。社内 ・外の比率でみれぼ,お をむね社内情報1に 対 し,社 外情報4の 割

合で,社 外情報に対する依存度がきわめて高い。

官公庁統計で,充 足度が低いものについて,そ の理由をみると,次 のようなものが 目立っている。
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(1)必 要 とする業種がカバ ーされていない場合があること。

(2)小 規 模の企業,事 業所等がカットされているため,全 体の数字が把握できない場合があること。

(3)必 要 とする品 目の統計が欠けていたり,あ っても分類が荒すぎて使いものにならない場合があ

ること。

(4)欲 しい項目(た とえば,製 品の需要家在庫量,住 宅資金の勤務先融資,社 内預金など)が 必ず

しも網羅されていないこと。'

(5)統 計 の表章に用いる分類の基準や,指 数等の算定方法が,統 計の種類別に違っていたb,利 用

者の欲 しい形のものでなかったりして,使 い憎い場合があること。

(6)発 表 の時期が遅いこと。

官公庁統計以外の外部情報については,充 足度に関する具体的な指摘がないので,触 れることがで

きないが,社 内情報で充足度不足とされているものの多 くは,技 術関係の情報であるとされている。

表5-1-1製 造業2'社 におけるプランニング情報の発生源と充足度

も っぱ ら 官庁統計 業界,銀 国内の新 海外から 社内およ
官庁統計 と業界資 行調査社 聞 ・雑誌 の情報に び系列会

総 数 を利用 料を併用 等の資料 等による よ る 社の資料
を利用 に よる

総 数 500 102 27 55 42 16 58

AA 94 25 6 8 8 9 38

BA 14 9 2 1 2

ほぼ充足 BB 46 15 4 15 8 2 4

されてい CA 20 11 1 4 4

る CB 15 2 4 4 4 1

CC 18 6 4 4 1 3

小計 207 68 19 55 22 14 49

AB 65 26 5 15' 1'2 1 8
やや不十

BC 9 5 2 1 3

分
小計 74 29 7 14 15 1 8

きわめて AC 19 5' 1 6 5 1 1

不十分

注:1.(財)日 本情報処理開発センターの「経営情報調査報告書(45-ROO6)」 に

基づいて作成した。、

2.AA,BA等 の文字のうち左側のものは利用度のランクを,右 側のものは充足度の

ランクを示す。

ろ.2業 界 団体 等 にお け る統 計 デー タめ収 集'"⇒

業 界団体等による統計データの収集活動についても,個 別企業の場合 と同様に,そ の現状を示す統

計はきわめて乏 しいが,社 団法人経済団体連合会(経 団連)編 集の「民間統計調査資料一覧(昭 和

一34・一
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・{きへ

、

這

'

45年)」 に よると,表5-2-1の ように,各 種団体等(特 殊法人および一部の個別企業を含む。)

で,統 計データを中心 とする調査資料を刊行しているものは,294団 体(企 業)で,刊 行物の件数

にすると1,285件 である。

これらの刊行物を,デ ータの入手方法別にみると,(り会員企業等から報告を徴収 して作成するもの

が409件(32%)ジ ー般消費者等を対象とする一義的な調査を行 なって作成するものが243件

(19%),も っぱら官庁統計を利用しているものが219件(17%),社 内的な資料を整理編集

しているものが62件(5%),そ の他(主 として新聞,雑 誌等を利用するもの)が550件(27

%)と なっている。同表には示さなかったカ㍉ 一義的な調査では,商 工会議所が行なうものが圧倒的

に多い。

上記経団連の資料は,昭 和42年7月 に,国 内の主要経済団体,大 手企業,銀 行,研 究所等,約

700機 関に照会 し,う ち307機 関からの回答を得て編集 したものであるので,(1)調 査対象が一部

の大手の団体等に限 られていること,(2)回 収率が4割 強に止どまっていること,(3)そ の後のいわゆる

情報化社会の進展に伴って,民 間団体等における情報収集活動がきわめて活発化 していること,な ど

を勘案すると,前 記の数字は,実 態をかなり下回っているのではないかと推定される。

一
㊨

貧
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表5-2-1 企業および民間団体による調査資料の刊行状況

`

総 数
特殊
法人

社団法人 ・財団法人 個 別 企 業

調査研
究機関
鉱工業
関係団
体

商業その
他の関係
団体

銀 行
保険 ・証

券会社 その他

該当企業 ・団体の総数 294 15 23 126 102 10 5 15

刊 行 物 の 件 数 1,285 80 97 475 561 25 14 35

作
成

方
法

別

内
訳

一義的な調査を実施 243 15 25 11 185 8 1

会員企業等から報告
を徴集

409 1 256 172

官庁等の統計を利用 219 5 15 151 62 7 1

社内的な資料を整理
編集

62 17 1 24 6 14

そ の 他
し

350 45 58 94 118 8 8 19

15

発

行

同

期

別

内

訳

`

日 刊 14 1

週 刊 9 2 4 2 1

旬 刊 14 1 6 6 1

半 月 刊 9 3 5 1

月 刊 454 20 12 209 158 9 6 20

隔 月 刊 12 1 9 1 1

季 刊 62 6 4 28 21 1 1 1

半 年 刊 84 8 8 30 29 5 † 5

年 刊 501 24 12
・145

109 6 5 2

隔 年 刊 11 6 4 1

不 定 期 刊 58 4 6 15 29 1 5

臨 時 275 16 52 20 184 1
`

2

注:t経 団 連の「民間統計調査資料一覧(昭 和45年)」 に掲げるものを集計して作表した。

2.商 工会議所は.「 商業その他の関係団体 」に含めた。

づテ

?

?、〆

♪
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3.5官 公庁統計 の概観

≧

、

具体的な数字をあげて比較することは困難であるが,国 内統計において,圧 倒的なウエイトを占め

るのは,い うまでもなく官公庁統計である。わが国では,官 公庁等が行なう統計調査に関し,統 計法

および統計報告調整法 とい う二本建ての法律に よって,指 定,承 認および届出の制度が設け られてい

るが,行 政管理庁編集の「実施機関別統計調査一覧(昭 和45年7月)」 によると,こ れらの制度に

該当する統計調査で,昭 和4'4年 中に実施されたものの件数は1912件 を数えるが,こ の件数は,

統計法が昭和22年 に,統 計報告調整法が昭和27年 に施行されて以来,毎 年徐々にではあるが,増

加の傾向をたどってきた結果によるもので,今 後も同様に推移するものと予想される。調査の種類別

k・よび統計制度別の件数内訳は,表5-5-1の とおりであるが,国 表については,次 の諸点もあわ

せて留意のうえ参照 してもらいたい。

ξ
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表5-3-1官 公庁等による統計調査の実施件数(昭 和44年)

国の行政機関 公 社 ・日 都道府県 ・市

総 数 指定
統計
承認
統計
届出
統計
小 計

銀 ・日商

(届出統計)
指定
統計
届出
統計 小 計

総 数 912 55 512 106 475 25 1 413 414

人 口 42 1 1 4 6 36 56

調 労 働 ・ 賃 金 121 7 45 11 65 58 58

農 林 水 産 104 6 27 21 .54 2 48 48

査
鉱工 業 ・電 気 ・ガス 100 8 69 4 81 19 19

、

の 建 設 ・ 住 宅
39 2 11 13 26 26

運 輸 ・ 通 信 51 6 19 5 28 5 5

種
商 業 70 9 55 5 49 1 20 21

類 貿 易 12 1 1 1 5 1 8 8

家 計 ・ 物 価 84 5 5 2 10 4 70 70
・

別 企 業 経 営 119 5 48 51 4 64 64

内 金 融 22 2 4 6 12 4 4

財 政 4 1 1 2 1 1

訳
教 育 ・ 文 化 41 3 14 10 27 14 14

'社 会
62 1 24 9 34 28 28

保 健 ・ 衛 生 42 5 11 12 28 14 14

司 法 そ の 他 19 19 19

♪

ひ

注:1,行 政管理庁統計主幹編 「実施機関別統計調査一覧(昭 和45年7月)」 による。

2.「 指定統計 」は,統 計法に基づ く指定統計を作成するための調査(指 定統計調査)を 示す。

3.「 承認統計 」は,統 計報告調整法による行政管理庁長官の承認を得た統計報告(調 査票の

様式ごとに承認が行なわれる。)を,調 査 ごとにとりまとめたものの件数である。同法は,

国の行政機関が行なう統計報告の徴集だけに適用されるので,公 社や都道府県等については,

該当がない。

4.「 届 出統計 」は,統 計法第8条 の規定によb,行 政管理庁長官に届出が行なわれた統計調

査の件数である。

∀

♪
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官庁統計機 構一 覧表3-3-2

方地
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(1)上 記制度の対象となる統計調査は,主 として社会 ・経済的な統計を対象とするものであって,

地理,気 象条件等の自然現象に関する調査は,原 則として含 まれていない。

(2)人 事,経 理等の内部記録の集計や,二 次統計(各 種指数,国 民経済計算等)の 作成で,報 告者

のないものは,原 則 として対象外となっている。

(5)都 道府県や市が,当 該地方公共団体の区域の全域を対象として行なう統計調査は該当するが,

自主的な統計調査で一部の地域だけを対象とするものは除かれている。また,町 村が自主的に行

なう統計調査は,対 象外である。

(4)国 鉄,電 電,専 売の三公社と,日 本銀行および日本商工会議所が行なう統計調査は含まれるが,

そ の他の政府関係機関が行な う統計調査は,対 象外とされている。

5・1・1官 公庁統計機構 ・ ・

官公庁統計 を作成するための機構は,出 先機関を含めた各省庁の統計機構 と,地 方公共団体が持つ

統計機構とに分けることができる。官公庁の統計機構は,諸 外国の例をみると,そ の国の行政機構全

体に対する考え方や,統 計発達の歴史の相違などから,い ろいろな型をとる。 しか し,そ れらの機構

も,統 計事務の配分のしかたに着 目して区分してみると,特 定の機関に事務を集中さぜた機構と,い

くつかの機関に事務を分散させたものとに分けることができる。分散型の機構による場合は,集 中型

の場合に比べて,統 計事務の調整が困難であるから,調 整機関を設けて,分 散型の機構が持つ欠陥を

補 うことに している国が多い。わが国においては,国 の機関については,調 整機関を伴った分散型で

あb,地 方公共団体の場合は,集 中型に近いといえ よう。以下の説明で,表5-5-1を あわせて参

照 してもらいたい。

(1)中 央統計機構

行 政管 理 庁,行政 管理 局 中央官庁の組織および定員の管理 と合わせて,官 公庁統計の総合調

整を行 なう機関である。当局では,統 計の真実性を確保 し,統 計調査の調整を除いて統計の体系を整

備 し,統 計および統計制定の改善発達を図っている。当局ではまた統計法,統 計報告調整法,行 政管

理庁設置法その他の法令に基づいて,次 のような事項を処理 している。

① 政府または地方公共団体が作成する統計のうち特に重要なものを指定統計として指定すること,

② 統計および統計調査の総合調整を行なうこと,③ 統計報告の徴収についての調整を行なうこと,

④ 各種の統計基準の設定を行なうこと,⑥ 地方公共団体の統計機関の機構 、定員および運営に関

し連絡および勧奨を行なうとともに,職 員の指導訓練を行なうこと,⑥ 統計職員養成のための企画

および検定,統 計知識の普及を行なうほか,統 計制度の改善発達に関する企画を行なうこと,⑦ 国

際統計事務の統轄を行なうこと。

以上のような事務を総括整理する職として,統 計主幹が置かれている。また,同 庁の附属機関 とし

て,統 計審議会が設置されている。当審議会は,学 識経験者7名,行 政機関等の代表7名k・ よぴ統計

利用者の代表4名 で構成され,毎 月1回 定期に会議を開催するほか,8種 類 の常設部分を設けて ,必

要のつど会合を行なっている。
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経 済 企 画 庁 国勢調査,そ の他各省庁の担当範囲に属さない国勢の基本に関する統計調査

の実施およびその分析を行なうほか,大 規模な集計製表の施設を持ち,各 省の集計業務を受託してい

る。また,総 理府の附属機関として置かれてい る統計職員養成所の運営に当っている。

経 済 企 画 庁 調査局統計課が,主 として統計調査の結果の分析を行なっているが,若 干の

統計調査 もあわせて実施している。また,同 庁の経済研究所では,国 民所得統計の作成や,国 富調査

を実施するほか,経 済構造および経済循還に関する研究を行なっている。

大 蔵 省 関税局輸出課で貿易統計を作成するほか,大 臣官房調査企画課で省内の統計の調整を

行なっている。国税庁では,総 務課で税務統計を作成 している。

文 部 省 大臣官房統計課で教育行政に関する統計調査を実施するほか,省 内各局お よび教育委

員会に対する統計技術士の指導助言を行なっている。同省の附属機関である統計数理研究所では,統

計に関する数理およびその応用に関する研究を行なっている。

厚 生 省 大臣官房統計調査部において,人 口動態調査をは じめとする厚生行政に関する統計調

査およびその結果の分析を行なっている。同省の附属機関である人口問題研究所では,将 来人口の推

計その他人口に関する諸問題の研究を行なっている。

農 林 省 農林経済局統計調査部において,農 林水産業に関する主要な統計調査を実施 しており,

出先機関として,北 海道を除 く7地 域に置かれている地方農政局の統計調査部,府 県(地 方農政局所

在地の府県を除 く。)ご とに1か 所ずつ,お よび北海道内4か 所に置かれている統計調査事務所,な

らびにそれらの出張所を置いている。

通 商 産 業 省 大臣官房調査統計部において,鉱 工業および商業に関する主要な統計調査を実施

している。また,省 内各局および中小企業庁でも,そ れぞれの所管行政に関する調査を行なっている。

運 輸 省 大臣官房統計調査部において 、輸送その他運輸行政に関する統計調査を実施するほか,

省内各局および外局においても,そ れぞれの所管業務に必要な調査を行なっている。

郵 政 省 経理局経営分析課で省内全般にわたる業務統計の編集を行なっている。

労 働 省 大臣官房労働統計調査部において,労 働行政に関する統計調査を実施している。
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(2)地 方統計機構

前記のほか,そ の他の省庁においても,そ れぞれの所管行政に必要な統計を作成しており,そ れら

を含めた国の中央省庁が行なう統計調査の実施機関としては,大 きく分けて2種 類の系統がある。そ

の一つは,都 道府県および市町村の系統によるもので,国 の指定統計調査の大部分は,こ の系統で行

なわれている。他の一つは,国 の出先機関によるもので,前 記の農林省の地方機構のほか,通 省産業

局,労 働基準局等の出先機関に も,若 干の統計調査組織が置かれている。都道府県における統計組織

としては 、知事部局の統計主管課に国庫負担の職員を全国で約54名 置いてveる ほか,教 育委員会

(文部省関係),人 事委員会(自 治省関係),衛 生 ・民生主管課(厚 生省関係),土 木部(運 輸 ・建

設省関係),港 湾 ・観光課(運 輸省関係)な どがあり,こ れらのうち,衛 生主管課と民生主管課には,

それぞれ若干名ずつの国庫負担による統計専任職員が置かれている。

都道府県お よび市町村では,前 記のような国の統計事務を処理するほか,国 有事務の一部として,

独 自の立場で統計調査を実施しているケースも多い。国お よび地方公共団体が行なう統計調査の最末

端を担当するのは,統 計調査員で,個 々の調査ごとに任命される。毎年経常的に置かれているのは,

約8千 人であるが,大 規模なセンサスが行なわれるときは,た とえば,最 近の国勢調査では約57万

人,農 林業センサスでは約21万 人 、事業所統計調査や,商 業統計調査ではそれぞれ約7万 人ずつの

調査員が,臨 時的に任命されている。

5.5.2統 計 法 規

統計調査に関する法令の主要なものとしては,統 計法と統計報告調整法があげられるが,こ れらの

法律では,統 計調査について,次 の3種 類の制度を設けている。

(1)指 定 統 計

政府または地方公共団体が直接または他に委託 して作成する統計であって,行 政管理庁長官が指定

し,そ の旨を公示したものを指定統計 といい,こ れを作成するための調査を指定統計調査と呼んでい

る。統計法の施行(昭 和22年5月)以 来,現 在までに指定統計に指定された統計の件数は,128

で あるが,そ の後中止されたもの,1回 限 りの予定で行なわれたもの,数 年の周期で実施されている

もの等があb,毎 年行なわれる指定統計調査は,50～60件 である。

統計法では,次 に述べるもののほか,調 査従事者の資格,地 方公共団体の長に対する事務の委任等

に関する規定が設けられている。

a.指 定統計調査の承認

指定統計調査の実施者は,あ らか じめ行政管理庁長官に,当 該指定統計調査についての計画を提出

し,内 容の審査を受げて,そ の承認を得なければならない。調査を中止 し,ま たは承認を得た事項を

変更するときも承認を要する。

b.申 告義務の賦課等

調査実施者は,人 または法人に対して,申 告義務を課することができる。また,必 要に応 じて 、強

制的な実地調査を行なうことも可能とされている。申告義務の違反者および調査妨害者に対しては,

懲役刑を含む罰則が設け られてい る。
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c.秘 密の保護

申告義務を課す一方,申 告内容については,厳 重な秘密保護がはかられている。指定統計調査の調

査票は,犯 罪捜査あるいは課税のために使用することはもちろん,個 々の申告内容が判明するような

使用方法は禁止されている。また,調 査票を当該指定統計の作成以外の目的に使用することも,原 則

として認められておらず,例 外的に地域別の特別集計,一 般的な名簿の作成,学 術的研究等について

認められることがあるが,こ の場合は行政管理庁長官の承認と使用目的等についての官報による公示

が必要である。結果の公表においても,個 々の申告内容が知られるような公表方法は,秘 密保護の見

地から,行 なってはならないものとされている。

d。 結果の公表

指定統計調査の結果は,特 に行政管理庁長官の承認を得た場合を除いて,す べて速やかに公表 しな

ければならない。公表は,官 報または一般に入手できる刊行物によって行なわれ,官 報以外の刊行物

で公表されたときは,そ の刊行物の名称等を官報に公示することになっている。

(2)承 認 統 計

国の行政機関が,直 接または地方公共団体を通 じて,10人 以上の人または法人等から統計報告の

徴集をする場合は,統 計報告調整法の定めるところにより 、あらかじめ行政管理庁長官の承認を受け

なければならない。同法に違反する徴集が行なわれた場合には,行 政管理庁長官は,変 更または中止

を求めることができる。このような措置は,統 計報告の重複を除去 して報告者の負担をできるだけ軽

減するとともに,統 計技術上の検討を加えて,行 政事務の合理化を図ることを目的 とするもので,同

法の施行(昭 和27年8月)以 来承認が行なわれた統計報告の件数は延べ8千 件に及んでいる。・なS－

承認を受けた統計報告は,承 認番号と承認期間を明示 した様式によって徴集されることになっている。

(5)届 出 統 計

国の機関,3公 社,都 道府県,市,日 本銀行および日本商工会議所が,指 定統計および統計報告以

外の統計を作成する場合に,あ らか じめ行政管理庁長官に届け出る制度である。届け出された統計調

査について,行 政管理庁長官が必要と認める場合は,中 止または変更を求めることができるほか,調

査実施者が変更または中止した場合は,そ の旨を届け出ることになっている。

この制度は,指 定統計以外の統計についても,そ の体系化,正 確性の向上および重複の除去をはか

るとともに,統 計に関する情報を,広 く統計利用者に提供することを目的 とするもので,統 計法第8

条 で規定されているが,同 法の施行以来,届 出が行なわれた調査の延べ件数は,4千 件 を越えている。

5・3・3統 計 基 準

各種の繍 雄 較 して統計利用の向上を図るために 頑 ・の基準が設け られているが ・標識 計分

類や標準データ・コードも,そ の一種である。

現在制定されている標準統計分類は,日 本標準産業分類,日 本標準商品分類,日 本標準建築物用途

分類,日 本標準職業分類,疾 病 ・傷害および死因の統計分類,お よび 日本標準都市地区分類であるが,

これらのうちでも,特 に日本標準産業分類および疾病 ・傷害および死因の統計分類は 、統計法に基づ

く政令によって制定されており,指 定統計調査および届出統計調査の結果を産業別,死 因別等に区分
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して表わす場合は,行 政管理庁長官の特別の承認を得た場合等を除 くほか,こ れらの標準分類によら

なければならないものとされている。

一方 、国際的には,国 際標準産業分類,標 準国際貿易分類,国 際標準職業分類,国 際疾病 ・傷害お

よひ死因の統計分類が作成されているが,前 記の各種日本標準分類は,統 計の国際比較性を維持する

観点か ら,わ が国における特殊性を考慮 しつつも,で きるだけ国際標準分類に準拠するよう配慮され

ている。

なお,日 本標準産業分類,日 本標準商品分類およひ日本標準職業分類は,そ れぞれ工業標準化法に

基づ くJISコ ー ドとしての産業 コード(工 業標調査会による審議ずみ)ま たは当財団が通産省から

委託を受けてJIS原 案 として作成中の商品コードもしぐは職業 コードの基礎となっているもので,

JISコ ー ドの設定にあたっては,標 準統計分類 との間で矛盾が生 じないような配慮がなされている。

統計用標準データ・コードとしては,(1)都 道府県k・よび市区町村等の区域を示すコードと(2)地域 メ

ッシュ ・コード,と いう2種 類の地域コードが,昭 和45年4月 に制定されている。前者については,

官報で公示されているが,ほ ぼ同時期に制定された自治省の地方公共団体コードならびにJISコ ー

ドである都道府県 コードおよび市区町村 コードとの間で矛盾が生 じないように配慮されそいる。その

他の統計用標準データ・コー ドについては,目 下のところ具体的な検討は,行 なわれていない。

なお 、現在官公庁で行なわれている主要統計調査の概要 と、主要統計刊行物 リス トを参考のために

付表 として巻末に掲載した。
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3.4国 際 統 計の 概 観

国際的な統計活動の主要なものに,国 際連合お よひその専門機関の統計活動,経 済統計に関する国

際条約に基づ く加盟諸国の統計活動,国 際統計協会の諸活動,経 済協力開発機構の統計活動などがあ

る。

3・4・1国 際連合の統計活動

国連本部で統計に関係のある機関としては,国 連経済社会理事会と国連事務局 とがあり,経 済社会

理事会の下には,統 計委員会と各地域別の経済委員会(ア ジア極東地域においてはエカフェ)が 置か

れ て い る。

統計委員会は,統 計の作成に関する諸問題(各 種の世界センサスの実施など),統 計利用の諸問題

(国民経済計算の基準の作成など),統 計職員の養成および訓練の問題,国 際機関の統計活動の調整

など,国 際統計の全般にわたる問題を議題として,2年 に1回 程度開催されている。

エカフェは,統 計の問題だけを取り扱 う機関ではないが,最 近事務局の中に統計部が設けられて,

活発な動きを見せている。アジア統計家会議は,エ カフェの統計活動の中心をなすもので,毎 年1回

程度開催されているが,特 に農業統計の問題を討議するため,最 近別にアジア農業統計家会議が2年

に1回 程度開催されるようになった。昭和45年5月 東京に設置され売アジア統計研修所は,エ カフ

ェ地域各国の統計専門家の養成を目的 とする国連の機関である。

国連事務局の経済社会局の中には,統 計局が置かれており,統 計委員会や経済社会理事会の意向を

ザ

"
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受けて,国 際貿易統計センターの運営,統 計年鑑,統 計月報その他の刊行物の発行など,国 際統計事

務のとりまとめを行なっている。国際貿易統計センターは,各 国から貿易統計のデータを集めて,貨

幣単位や分類などの調整をしたうえで,コ ンピュータで集計 し,結 果を返送するとともに,有 料で磁

気テープの貸出しを行なっている。

以上のほか,国 連の専門機関であるFAO,ILO,WHO,UNESCOな どでは,い ずれ も統

計を専門に取り扱 う部課を設けて,そ れぞれの担当分野に関する統計の改善発達について,指 導的な

役割を果たしている。

5・4・2経 済統計に関する国際条約

この条約は,昭 和5年 に成立 したものであるが,わ が国が加盟したのは,昭 和27年(平 和条約調

印の年)の 終りである。外国貿易,職 業,農 林水産業,鉱 工業,卸 売物価などの統計を,一 定の期間

ごとに作成 して,相 互に交換することを目的とするもので,わ が国では,い ずれも加盟以前から実施

していた統計活動であるc

3.4・5国 際 統計 協 会

統計に関する国際協力とその進歩発達を促進することを目的として,明 治18年 に設立された。現

在各国の統計専門家約500人 を会員としており,わ が国からは1'1人 が会員に選ばれている。第二

次大戦までは,国 際連盟その他の国際会議に対する統計に関する意思.資 料等の提供,統 計年鑑,月

報等の発行,統 計職員の養成等の幅広い統計活動 をしていたが,国 際連合の成立以後は,行 政的な活

動はこれに譲 り,も っぱら国際統計アカデ ミーとして活動している。

5.4.4経 済協力開発機構

経済開発協力機構(OECD)は,持 続的な経済成長,発 展途上国の経済成長への.9与tsよ ひ世界

貿易の拡大を目標に,昭 和56年9月 に発足 した機構で,わ が国が加盟したのは,昭 和59年4月 で

.ある。

OECD条 約では,こ の機構の目的を達成 し,か つ加盟国がその義務を履行するため,「 相互の間

で常に情報を交換 し,ま た,同 機構に対 し,そ の任務の遂行に必要な情報を提供すること」を定めて

おり㍉同事務局では,加 盟国から経済発展に関する最新の情報を常時収集する態勢を整えている。わ

が国では,貿 易統計を磁気テープで,そ の他の統計を電報その他の方法で同事務局に送付するととも

に,統 計書の送付その他のサービスを受けている。

.、
5.5統 計 デー タの 整 備 ・充 実 の た め の 方 策

経営予測に関 し,必 要かつ効果的な統計データを整備,充 実させるためには,当 該個別企業におけ

る内部統計の整備と並んでg外 部統計の整備,充 実が重要な要件となるが,こ れには,業 界統計の充

実,官 公庁統計の改善および統計サービスの向上とい う5つ の面から考えられる。

3・5.1業 界Ptt7tの充実

情報化社会の進展に伴って,各 種の業界団体において,帳 票お よびデータ・コードを統一化する動

きが活発化 しており,と れらの成果は,い ずれは統計データの整備にも効果をもたらすものと期待さ
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れる。しかしながら,現 段階においては,業 種間において,活 動状況に大きなアンバランスがあるの

と ・全体 として必ずしも統計データの整備という面からの具体的な検討が行なわれていないのが実情

であるo

したがって,今 後は,官 公庁統計を補充する意味での統計の作成,特 に会員企業か らの報告に基づ

く企業経営に関する統計ならびに個別商品の生産およひ流通に関する統計の作成についても検討する

ことが望まれる。

5.5.2官 公庁統計の改善

官公庁統計に関 しては,次 のような諸点についての整備,改 善が望まれる。

(1)統 計項目の整備充実

(2)調 査対象についてのカバレージの増大

(3)統 計分類およひデーータ・コードについての標準化の推進

(4)早 期提供ttt'."",1'

(5)提 供 手段の改善:『 ∵ttt'"

なXNp提 供手段の改善については,た とえば,デ ータ・バンクによるIRサ ービス ,オ ンライン

・サロビス
,個 別データを基礎 とする組替え集計の実施などの方式を検討するととが望ま しいと思

われる0

5.5.5統 計サービスの向上'"

統 計データの整備充実のためには,業 界団体,官 公庁等に よる国内統計のサービスのほかに
,日

本賜 獺 会 ・アジア経翻 究所等の鰍 法くによる酬 情報の提供
,ざらに紙 雛 靴 よる市

場調査をは じめとする情報サービスの発達が重要な要素であると思われる
。

β

β

-
'
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リ ン ケ ー ジ統 計 システム とデー タ

 

44

つ

⑳



♪

●'

■

ゆ

＼

'

、

.ぺ

.

'



4統 計 シ ス テ ム とデ ー タ ・ リ ン ケ ー ジ

、

^、 ・

経営情報 システムのなかで,経 営予測は大きな部分を占める。この経営予測を行なうためには各種

の情報が必要であるが,こ れらの情報は発生源をみると外部情報,内 部情報とに分かれる。この うち

経営予測にとって重要なのは外部情報であり,そ のほとんどが統計デ ータである。すなわち,外 部の

統計システムから生まれる統計データである。 したがって,統 計データを利用しようとする企業の経

営情報 システムにも統計システムの考え方が必要である。すなわち,経 営予測のニーズに合 った企業

の統計 システムのなかで,外 部からの各種統計データ間の関連分析 ・選択評価 ・結合などの総合的処

理を行なわなければならない。これが統計システムにおけるデ ータ・リンケージである。

ここで,統 計システムとデータ・リンケージにっいての基本的な概念 と経営予測に必要な統計デー

タの特性をとらえ,目 的に適合したデータ ・リンケージのあり方を実例にしたがって分析 してみよう。

4.1経 営予測 に必要な統計 デー タの システ ム的考察

・
↓

統計 システムとは,統 計数字で表現される統計集団の性格的記述を基本にこれらを統計的方法を用

いて処理 し、その結果 を観察したり解析したりするシステムである。

観察には .一

定量的な観察 ロ一一一一● 計測または測定

定性的な観察一一 一◆ 分析または解析

とがあり,ま た解析には

度数分布

相 関

指 数

時 系 列

確 率

標本調査法

などがある。これ らの理論的体系を基礎とし,統 計 システムは,実 務的に

統計調査の設計

標 本 設 計

実査(調 査)お よびデータ収集

集 計 製 表

統 計 結 果 公 表

の5段 階から成 り立っている。

この統計 システムの中で 、経営情報 としてとくに重要なのは実務的な処理の部分である。 ここで企

一4
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業が統計情報 として企業が経営予測に,ど のようなデータを,ど の段階でとらえるべきか,統 計情報

の利用者の立'場で考えてみる。

4・1・1統 計システムにおけるデータ ・リンケージの重要性

企業は経営情報を得るための一つの方法として統計システムを活用 しているが,統 計システムを構

成 している収集,集 計および利用の各段階のうち,と くに収集のための調査費用が集計や利用のため

の費用を圧迫し,加 工や編集が十分行なえないため統計情報の利用効果を大きく低下させていること

が しば しばある。 一

　

そのため統計利用の一つの方法 として,標 本数の多い官公庁の統計データの中から企業に役立つ統

計情報を適当に選択したり,編 集したり,あ るいは加工したりすることが考えられる。統計システム

は各統計 データを単に選択,編 集あるいは加工するだけでなく,統 計データ相互の関連性をもとに全

体を企業の需要に合わせた経営情報に作りあげる経営のためのシステムでなければならない。このデ

ータ相互間の関連性 をデータ ・リンケージと呼ぶ。

しかし,官 公庁の統計は

(1)発 表がおそい。'

(2)単 独企業向けのキメ細かさがない。

(3)分 類体系(コ ード,シ ソーラス)が まちまちである。

などの問題がある。これは,つ ぎの理由に よるものと思われる。

O統 計はその目的にしたがって原始データを収集 し,集 計するもので,外 部(企 業 も含む)に は原

始データの提供は行なわず,集 計結果すなわち統計報告書の形で公表する。..

oデ ータの集計は原則として一企業の目的だけのために行なわない。ただし,経 団連などの団体か

らの要望は考慮する。

しかし,経 団連の要望といっても一企業に密着 したものではなく,統 計は一般 的にならざるを得な

い。これ らの統計データで,た とえば耐久消費材製造業のある会社における経営予測に必要な統計情

報を完全に満足させることはできない。

4.1.2経 営予測の要因と統計データ

ー経営予測の例を耐久消費材製造業にと
って,そ の予測要因 とその要因に必要な統計データを考えて

みる。

ρ

ン

〉'

ρ
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表4-1-1経 営 予 測 要 因 と統 計 デ ー タ

`
.

→

経 営予測要因 発 生原 因 と必要 統 計 デ ータ

経済的要因 経済の高度成長に伴 う資金,設 備投資の伸び,

国民所得水準の伸ひ

社会的要因 社会生活の向上,世 帯需要の高度化

人口的要因 人口増に対する需要の伸び,世 帯構成の変化

に伴 う需要層の変化

心理的要因 耐久消費材保有量の変化,需 要層の購売心理

の分析

・表4-1-1に あるように,ど の要因についても必要な統計データは一つではなく,多 数存在する。

統計システムではそれらの統計データの要素の組み合わせ,あ るいは組み合わせによってできる上位

の関係の組み合わせなど統計データのデータ・リンケージをとることが重要である。

リンケージする統計データは,国 勢調査,法 人企業統計というような統計法の規定する統計 目的用

・の統計データだけではない。 このほかにgた とえば運輸業務,住 民登録業務,社 会保険関係業務ある

1ハは徴税業務などの行政業務に伴 う行政資料 としての業務統計のデータが考えられる。 この業務統計

を含めた広義の統計データが企業の経営予測には必要であろう。

ちなみに,こ れら業務統計では,企 業あるいは事業所から提出された原始データを処理する場合が多

いので,企 業の経営情報 としてはかなり効果的である。ただし,行 政資料が多いため公表の制限があ

るのは止むを・得ない。

統計データのデータ・リンケージの手順例 を図4-1-1に 示す。

、

↓
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図4-1-1デ ー タ ・ リ ン ケ ー ジ の 手 順 例

統 計 デ ー タ ・ ・ ・ …

インプ ッ ト

プ ロ セ ス

A統 計

家計調査

ジ

タ

一

・

カ

デ

リ

B統 計

竃㌶)

タ

ジ
ー
カ

デ

リ

C統 計

(消 費 実)態 調 査

ジ

タ

ヂ

ー

ン

デ

リ

D統 計

国勢調査

アウ トプッ ト

a要 因

(経済要因)

b要 因

(社会要因)

高 次 の

データ・リンケージ

4.2経 営 予 測 のた め のデー タ ・リ ンケ ー ジ

経営予測を行なうためには統計データが必要であるが,そ のプロセスはどのように して行なわれる

か。ここで耐久消費材製造業の経営予測をとりあげ重要と思われる需要予測を想定 してみる。

4.2.1需 要予測のための統計デー タの資源

耐久消費材の需要予測の経済的要因は

家 計 調 査

国 民 生 活 実 態 調 査

消 費 実 態 調 査

国
.勢 調 査

などに よって把えることがで きるが,こ れ らの統計データは統計システムのどこから収集するかを検

討 してみ よう。
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図4-2-t統 計 デ ータの 資 源

家 計 調 査 国 民 生 活 実 態 統 計
●

C
統計調査

の設計 ＼

＼
＼
＼

＼一 一＼ ＼

 

-
t

闇
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統計結果

公表

原 始

データ

、

一

ノ

鶉
声

＼

＼
＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼
＼

＼

、

＼

＼・

＼

上

＼

一一ーーーー一一一一

ー

一

一

1

一

一

ー

1

-

1

ー
て

＼
＼＼

、、、//
需 要 予 測 の た め

の データ・リンケージ

、

、
ふ

図4-2.1で わかるよう嬬 計 測のためのデータ・vン ケージの館 となる統計デ'タ は ・統

計システ。の実務 プ。セスのどの段階からでも投入できる・ しかし ・殿 は報告書の統計データ幽

定されるケースが多い。ここに統計の供給側(官 公庁)と 利用者側(企 業など)の ギャップがあり,

利用者側の不齢 あるが,こ の徽 はデー・・リンケージとデー・・マネージメ・トの手法顧 る以

外に方法はない。

要するに,現 段階における統計データのデータ・リンケ三ジの資源の収集可能な順位は

① 統計結果公表のデータから

② 集計製表の中間サマリー・データから

⑥ 原始デ ータから

とい うこ とに な る。
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4.2.2統 計データの属性とリンケージ

統計データには,デ ータの特性を表わす属性があるが統計の属性 とは

ロ

時系列

地域的範囲

調査対象範囲

標本または母集団の単位,数 量

標本抽出の方法

収集の時点または周期

動態か静態か

統計分類,

などデータの付属的要素を総称 してい う。

データが複雑になると,デ ータの属性 も複雑になる。すなわち,デ ータ・レベルの上昇は属性レベ

ルの上昇を伴い,デ ータ・リンケージや属性のリンケージの手順に影響してくる。

`
.

`
●

レ

i'
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図4-2-2 デ ー タ ・レベ ル と属 性 レベ ル

`

◎,

デ

ー

タ

・

レ

ベ

ル

属 性 レベ ル

図4-2-5属 性 の リン ケ ージの手 順

Aデ ータの 属 性

リンケージ処理

(A+B)デ ー タの属 性

f(al

aピblb2…b
。)

例:

家計調査データ

＼び

農家経済調i査データ

家 計収 支 デ ー タ

の属 性 の リンケージ

40～45年,都 市,一 般 世 帯

40～45年,全 国,一 般 世 帯

、
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属 性 の異 な る デ_タ は 直 接 リン ケ ー ジ を とる こ とが で きず ・属 性 の関 連 を考 え る(リ ン ケ ージ を と

る)か あ るい は 間接 的 な リン ケ ージに な ら ざ る を得 な い。

属 性 の リ ンケ ージ とは,デ ー タ ・リ ンケ ージに 入 る前 に,統 計 デ ー タあ る い は デ ータ ・フ ァ イル の

関 連 離 を考 慮 して行 な う理 紬 プ 吐 ス で あ ・て 属 性 リン ケ ージ の ア ウ トプ ・ トは 漏 性 の対 比

表 ま たは 相 関 ・表の形 で与 え られ る。 e

4.3デ ー タ 項 目 の リ ン ケ ー ジ

デ ー タ または デ ー タ ・フ ァイ ルの 基 本 的 な処理 単 体 を レ コ ー ドとい い,レ コ ー ド内 に あ る各 フ ィ ー

ル ドを デ ータ項 目(ア イテ ム)と い う。 い い かえ れ ば,デ ー タ項 目の 集合 は レ コ ー ドであ り,レ コ ー

ドの集 合 は デ ータ また は デ ー タ ・フ 。イ ル で あ る・ よ・ て ・デ ー 噸 目の 集 合 は ・デ ータ ま たは デ ー

タ.フ ァイ ル に な り得 る。 た とえ ば,事 業 所 統計 の 原 始 デ ー タの1レ コ ー ドは つ ぎの よ うな項 目で構

成 さ れ て い る。

1レ コ ー ド

今

一
レ

コ

ー

ド

種

類

府

県

7

太

市

市

部

市

区

町

村

括

番

号

調

査

区

番

号

事

業

所

番

号

票

番

号

事業所
産 業

撲
産業
軽車

営業
所
細 形

織態

従 業 者 数

業

主

家

族
従

業
者

有

給

役

員

雇用者

産

大 中 小

産

大中

常

雇

臨 日

時雇

12345689・112141517182021%万 四 豹51四 蜘41型44547
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デ一夕と)属性を示す レコードの属性を示す 一般項目

こ こ で,府 県,7太 市,市 部,市 区町 村 ・ … な どを デ ータ項 目(ア イテ ム)ま たは レ コ ー ド項

目(ア イ テ ム)と い う。

これ らの 項 目を 体系 的 に分 け る と下 記 の とお・りで ある 。

デ ー タ また は デ ー タ ・フ ァイ ル の属 性 を示 す 項 目 … 府 県,市 区町 村

レ コ ー ド の 属 性 を 示 す 項 目 … 事 業 所 番 号 、産 業 分類

各 属 性 に 支 配 さ れ る 一 般 項 目 … 従 業 者 数,そ の 他

デ ー タ ・リン ケ ージ を こ の レベ ル で 考 え る と,属 性 を示 す デ ー タ項 目を含 め て,

(1)デ ー タ とデ ー タ

新 デ ー タの 発 生 を伴 う。

(2)デ ータの 一部 項 目 と他 の デ ー タの 一部 項 目

新 デ ー タ の発 生 ま た は項 目の置 換 を伴 う。

(3)デ ー タと他 の デ ー タの 一 部 項 目

デ ー タの な か で,項 目の追 加,更 新 が 行 なわ れ る 。
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が考 え られ る。 この 関 係 を 図示 す る と,図4-5-1の よ うに な る 。

図4-3-1ラ 『一夕項 目の リ ンケ ージ

国 勢 調 査家 計 調 査

地 世 世 世 世

帯
主
帯 帯

年 の 構 帯 人
職

域 業 成 数
=
貝1

地 世 世 主 住
1

帯 帯

年
主

の

主取

の入 食 居 ＼
職 階
域 業 級 費 費 1

1
/
/

市

町

村

45
年

9

ノ

40市

～45年

/

/

/
/
/
/
/

ノ

住

居

費

主

食

費

ノ

.

ル

バ

パ

"
目

ヲ

項

デ

・

デ ータ

と

項 目

/

③

・

/
/

/

/

/

 

!
/
/

/

世

帯

構

成

世

帯

主

の
職

業

地

域

年

①

デ ー タ

、 と

チ ー タ

/

!

!

/ノ

!1

!ノ

/ノ

//

 

世

帯

構

成

世

帯

人

員

世

帯

数

世

帯

主

の
職
業

地

域

年

ノ/

/ク

⑳
年

地

域

世

帯

数

主

食

費

一55一

、

も

ゼ

勺

」、



図4-5-1で,家 計調 査 と国勢 調 査 の リン ケ ー ジで き る属 性 は,時 系 列,地 域,世 帯 主 の職 業 等

の共 通 した部分で ある。す なわ ち,時 系 列 と地 域 でみ た共 通 部 分はs45年 の 市 の地 域 に限 定 され る。

した が っ て,こ の共 通 の属 性 に よっ て のみ 実 測 デ ー タが結 合 で き る。 これ以 外 の時 系 列 お よひ地 域 の

属性 に よる デ ータ ・リ ン ケ ー ジは,推 計 デ ータに よる ほ か は な い。 た とえ ば,41～44年 の 世帯 数,

世帯 人 員 な どは 、40年 お よひ45年 の 国勢 調 査 の統 計 デ ー タを も とに 推 計 す る こ とに な る。 推 計 値

には 当然 誤 差 が 発 生 してい る こ とを念 頭 に お い て活 用 す る必 要 が あ る。

実 際 行 な われ てい る デ ータ ・ リン ケ ージ に は,こ れ ら の方法 が 混成 され てい る とみ て よい 。 したが

って リ ンケ ・・ジ を行 な う場 合 に は,単 に デ ー タ とデ ータ を結 び つ け る だけ では な く,デ ータの 内容 の

関 連 を見極 め た うえ で リン ケ ージを と らな け れ ば な らない 。 た とえ ば,デ ー タ とデ ータ との リンケ ー

ジが 行 なわ れ る とき 、属 性 を示 す項 目 と一 般 項 目 とが相 互 に リン ケ ー ジさ れ て新 しい デ ータの 集 合体

に な るが,そ 』の際 集 合 体 と して の デ ー タの 属 性 が 新 し く付 与 され て くる 。

一 般 に
,属 性 を示 す項 目を デ ータ ・フ ァイ ルの 最 初 に置 くか あ るい は 別 フ ァ イルに す る こ とが 多 い 。

これ は 主 と して フ ァ イル 処理 上 の効 率 化 を 目的 とす る もの で あ る。 しか し,デ ー タ ・リ7ケ ージ を次

々に 作 っ て行 くに 従 っ て この属 性 項 目 レベ ル の処 理 は 複雑 化 して 行 き,属 性 に 変 化 が お きた と きの フ

ァイ ル更 新 の処 理 は 非 常 に繁 雑 に な る 。

よ

シ

4.4デ ー タ ・リンケ ー ジの 実 際

耐久消費材製造業をとりあげ経営情報 システムのなかで,と くに重要システムと思われる需要予測

に必要な統計データの リンケージは,ど のようなものであるかを具体的に考えてみよう。

一般に ,経 営情報としての統計データは,収 集経路をみると内部情報と外部情報 とに分かれ,機 能

的には 、属性とデータとの関係,ま たは需要予測要因とデータとの関係が問題である。これらの要素

群を総合的に考慮することによって需要予測に必要な統計データのリンケージの論理的 、実務的プロ

セスが完成する。

4.4.1内 部情報のデータ ・リンケージ

需要予測に必要な内部情報は 、企業内でそれぞれの目的に合わせて情報の収集を行ない,コ ード化

およひシステム化(デ ータ・パンクや磁気テープに記録するため)を 行 なっている。すなわち 、自社

のシステムに合わせて,自 社の統計システム 、または情報システムを組み,需 要予測に必要なデータ

の収集から利用まで一貫 した処理体制を作っている。 自社にこのような統計情報システムを確立して

いれば不備な点があれば直ちに変更,修 正ができるし,要 求に応 じてデータを分析,加 工 し、統計を

自由にとることもできる。内部情報の統計データは,そ れ らの属性も確定しており,そ の情報ファイ

ルは保存さえ完全であれば,企 業にとって相当の効果を与えるとい うことで,情 報処理の初期の時代,

す なわちコンピュータの揺藍期には各企業ともこの型式が多かった。

耐久消費材生産のための需要予測に必要な内部情報には

生産情報

販売情報

' -56一
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9
、

技術情報

人員情報

資金情報

在庫情報

などがある。'これらの情報は,そ れぞれの原始データの リンケージをもとに,デ ータをうまく組合せ

て需要予測のための分析,加 工を効率 よく行なうことによって得ることができる。もし,こ れ らの情

報を得ることが不可能または不十分である場合は企業内部のデータの扱いかたに問題があるわけで'g

根本的に情報 システムを考え直さなくてはならない。すなわち,原 始データは適正であっても,そ の

処理のしかた,お よひ統計的考察に欠けるところがあってはならない。

内部情報は企業内部における各情報サブ ・システムの所産であるから 、サブ・システム間の情報の

互換性を十分に検討 し 、需要予測に利用することである。しかし,こ のために他のサブ・システムが

犠牲になるのではなく 、需要予測の成果は他の内・部情報に良い結果をもたらすものでなければならな

い。サブ・システムの情報は経営情報の うちのプランニング情報 として重要な要素であるからである。

4.4.2外 部情報のデータ ・リンケージ

外部情報は原始データとして収集することが可能な場合もあるが,大 部分は各方面で行なわれた統

計データとみなければならない。これらの統計データも要求を満たし 、各属性が十分に理解 し得るも

のばかりであるとは限 らない。ここで,耐 久消費材製造業を例にとって需要予測に必要な外部情報

(統計データ)が 具体的にどのように して得 られるかを考えてみ よう。

一般消費材と異なり ,耐久消費材の特長は,次 のような項 目で表現できる。

(1)資 本財的性格が大きいこと。

(2)ラ イフ・サイクルが長いこと。

(5)長 期予測が必要であること。

(4)関 連産業が広範囲であること。

すなわち,耐 久消費材製造業界では情報の巾が広 く内容 も複雑であるので,小 数多量生産業,た と

えば電機部品工業,化 学工業などに くらべて情報化,EDP化 が困難とされている。

すなわち,耐 久消費材製造業界における情報化が困難であるとい うことは情報の内容が多種多様 で

扱いに くく,需 要予測に必要な外部情報のデータ・リンケージが,他 のどの産業界よbも 複雑だとい

うことである。この業界では耐久消費材生産に関連する外部情報をいかに企業の目的に合わせて リン

ケージするかということが重要である。

4.4.5属 性 とリンケージ

主要耐久消費材として

自動車,輸 送機械

家庭電器製品

家具,ミ シン,装 置類

カメラ,レ ジャー用品

一57一



などがあるが,こ れらの耐久消費材を製造する産業分野とその関連産業分野を統計分類的に考察 し,

そ の 属 性 と しての 関 連 を 明 らか に してみ よ う。

図4-4-1産 業 分類 の リン ケ ージ

、 日 本 標 準 産 業 分 類'

:
コ

F製 造 業

:

20繊,維 工 業

i

25家 具,装 貴行品 製 造業 ＼
1＼
`＼

28

5t

52

55

54

55

56

57

耐 久消費材関連産業

ゴ ム 製 品 製造 業

＼
鉄 鋼 業

　

獅 朧 藁∨ミ＼ ミ⇒

G卸 売 業 ・小 売 業

4091一 般 機械 卸 売 業

4092自 動 車 卸 売 業

　

4095精 密機械器具卸売業

/
/
////
/

一 一 ー 一 一 ーー ミシ ン関 連 産 業

一一 自動 車 関連 産 業

一 会'一 ÷一一 カ メ ラ関 連産 業

なお 、製造業の1ト栢は中分類(2桁}で あるが 、卸売業のように細分類(4桁)ま で細分すると,

この関連産業図は区別がつかなくなるほど複雑化してい ぐ。

ここで日本標準産業分類の定義によると,産 業とは,事 業所において業として行なわれる経済活動

をい う。産業分類は次の5項 目を考慮 して体系的にまとめられている。

(1)生 産 される物または提供されるサービスの種類

(2)事 業所の技術的構造,原 材料の性質

(3).事 業所の数,仕 事の量,雇 用お よび賃金変動ならひにその他重要な経済事象

したがって鉄鋼業のような原材料加工の基幹産業の場合と異 なり 、耐久消費材のような総合工業で

は 、この産業分類でいう各種の産業に関する経営情報が必要になるので,そ れだけ統計情報が複雑に

なっている。

現在の統計情報の代表的属性をもつ産業分類によると ,耐 久消費材の生産過程,原 材料の性質およ

ひその経済活動は他の・一般製造業に くらべて大いに異なる。別の言葉でいうと
,日本標準産業分類

(JIS制 定予定)に は耐久消費材製造業 とい う属性に よる分類は考慮されていない。
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統計情報の多くは,そ の加工の過程に,あ るいは公表結果に 、この産業分類の属性を基本に してい

る。(官 公庁統計はすべてこの分類による)。 したがって.一 般の統計情報を耐久消費材メーカとい

う枠組のなかで日本産業標準分類を活用するためには,そ の根本的な属性の相違を考慮するか,あ る

いはモデルを想定 して測定するしかない。

耐久消費材という産業の特性の相違をみてもつぎのことが分る。ある耐久消費材生産の需要予測と ・

他の耐久消費材生産の需要予測にそれぞれ必要な統計データ(と くに外部情報)は,そ れぞれの関連

産業分野の属性の相違により全 く異なったものになる。もちろん 、同じ耐久消費材製造業の需要予測

でも,そ の経営規模,販 売規模,関 連産業の各規模および他の要素群によって変 って くる。

このように,耐 久消費材製造業 とその関連産業とい う観点に立つとき,日 本標準産業分類は,そ の

適用の範囲を変更 しない限り統計情報の属性の意義はなくなる。すなわち,一 般的な統計情報の属性

を特別なニーズに合わせた属性へ変換または関連づけるとい うリンケージを作る作業が必要である。

これはコンピュータで処理できる性質のも.のでなく,統 計データの利用者がデ ータの属性を考慮 しな

がら行なうべきもので,高 度な頭脳作業である。

異 った属性をもつデータ間の関係は,リ ンケージしようとする属性の対比表または相関表などを作
s

る こ とに よ って,属 性 の リン ケ ージの 状 態 が わ か る 。

・イ

、
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図4-4-2

(1)対 比表

属 性 の リン ケ ージ

'

3482

5483

5611

5752

(2)相 関表

特 別 産 業 分 類

ミシン製造業

毛糸手編機械製造業　

自動膿 造業

写難 同順 品製造業_=一 カメラ製造業

特別産業分類

日本標準産業分類

一 一 ー 一 一'

シ

曇
造
業

自
動
車
製
造
業

カ

メ
ラ
製

造

業

カ
メ

ラ

付 製
属 造
品 業

1
:

;

3482ミ シ ン製 造 業
(

し、3485毛 糸手編機械
製造業

5611自 動 車 製造 業 ○

3752§ 議 造野 △ △
'

1
1

(注)一 一一 や ,○ 単純変換

),0併 合

く,△ △ 分割
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図4-4-2の 処 理 で 問・題とな る のは

ノ カメラ製造業(bl)写真 機
,同付属品製造業 ＼ '・・)一・カメラ付属品製造業(b2)

(a)

の場合で,イ ・プ。ト側の属性 ・をアウトプ・ト側のb1・b・ に分害け るときである・この属性の

支配するデータの配分をどうするかという分配率の決定は重要な問題である。

4.4・4デ ータ ・リンケージの展開

統計情報のデータ・リンケージに必要諮 段階をプ・プレム ・オリエンテ・ドで系統的に考えてみ

よう。

(1)デ ータ・リンケージの重要度の評価

統計デ.タ を利用するには 洛 硫 計の種類 漂 因蛙 ひ属性によ・てその重要勧 …異 な・てくる・

その重難 の測定,つ 勤 統計データの価値判断は当然ながら利用前に行なわなければならない・ し

かい その中には主醐 には不要なものも,醐 的にみれ腫 要である場合があるので ・利用顧 問

のある統計データでもその概要,特 長などの分析は記録にとどめて,常 に保守を行ない利用できるよ

うな状態にしてお くことが望ましい。/

耐久消費材製造業の需要予測に必要な統計データとしてはつぎのようなデータがある。

社会的要因

一般 世帯家計調査

農家世帯家計調査

国民生活実態調査

耐久消費材保有統計

経済的要因

国民所得統計

企業統計

人口関係要因

世帯別統計

世帯の経済構成統計

(2)統 計 要因系列の体系化

統計デー・はその醐 によ。て領 し,霰 予讃・Jeveとの系列 を体系化する必要がある・この体系

化によらて統計データの整理 と理解を容易にすることができる。

統計分野では,杜 そつぎのように大分類がなされている・(躰 統計年鑑による)

土地 気象 人口

労働 事業所 農業

林業 水産業 鉱業

製造業 建諜 電気 ・ガ矯 よび水道
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産業活動関係指数

商業および貿易

物価

住居

社会保障

'文化

災害お・よび事故

物資需給

企業経営

賃金

財政および国有財産

保健衛生

公務員および選挙

国際統計

運輸澄よひ通信

通貨およひ金融

家計

国民経済計算

教育および科学技術

司法お・よび警察

'

φ

ζの分類法は,統 計作成の機関別 と,統 計の産業的要素を加味 したと考えてよい。各種の年鑑,統

計の公表はこれによることが多いので統計の体系化は日本統計年鑑を利用すると便利である。

また,経 営情報 システムの重要な位置を占める需要予測の要因系列として

経済的要因

耐久消費材要因

人口関係要因

市場調査要因 、 、

社会的要因

などがある。

(3)統 計 データ系列と需要予測要因の対比表作成(デ ータとその項 目)

まず,デ ータ・レベルの対比表を表4-4-1の ように作1る。

このように して,統 計データと需要予測要因との対比ができると,デ ータの資源 として重要度の高

い ものから,デ ータのリンケージの関係をつ くりあげる。重要なものからといっても,統 計データは

実際にはすべて収集できるとは限らない。データの収集には多くの経費と日時がかかるので,重 要度

の高いものから収集できない場合もでて くる。重要度は低いが収集 し易いデ■タを集めておけば,他

のデータとのリンケージの処理如何によっては思わぬ効果をもたらす こともあり得る。企業経営の情

報過多時代では,ど の情報も重要な要素になり得る。

この対比表をさらにデータ・レベルから項目レベルにおとして考えたとき,項 目の リンケージの設

計ができあがる。(表4-4-2)

レ

'
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表4-4-1 統計データ系列と需要予測要因の対比表

統計の種類 統 計 デ ー タ リン ケ ー ジす る要 因

土 地
.

面 積 お・よび 周 囲 地域販売計画

気 象 気象統計 耐久消費材の温度差による製品構造の技術的資料

人 口 人口の推移 企業規模の拡大に伴う需要予測の拡大

年令階級別入口 需要層の分析

世帯の経済構成 〃

労 働

}
1
1

}

企 業 経 営

1

1

就業状態別人口
l

l

l
l

l

l

産業別会社経理

1

労働生産性予測

求人動向

1
l

l

関連 産業の経理判断および予測

|

1

1

1
1

1

1
}

1
1

家 計
1

一般世帯家計収支 耐久消費支出の予測

一

一

一

一

現金収入階級別主要

耐久消費材所有量

|

〃

i
l

.
■

、

表4-4-2 デ ータ項 目の リ ンケ ージ表

統計データ デ ー タ項 目 リンケージする項 目または統計

|

l
I

世帯 の経済構成

l
l
l

－般世帯家計収支

卜

1
`

現金収入階級別

耐久消費材所有量
;

i

l
経済構成別世帯数
|

1

1

1

収入階級別消費支出,収入

}
|

1

階級別物品別所有量

;

、

経済構成別

収入階級別
消費支出割合に対する耐久消費材所有量

l

l
|

1
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(4)デ ー タ ・リ ンケ ージ の フ ロ ー

統 計 の原 始 デ ー タが 収 集 され,統 計 が作 成 さ れ公 表 され る ま で の段階 と,そ の統 計 情 報 を企 業 経 営

の需 要 予 測 の デ ー タ と して リン ケ ー ジす る ま で の フ ロ ーは つ ぎ の よ うに な る(図4-4-3)。 ただ し ・

これ は モ デ ル で あ っ て実 際 の シス テ ムは さ らに 複 雑 で ある こ と を付 言 し てお く。

■

ひ

'

'
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A

4

図4-4-5

原 始 デ ー タ

集計処理

'

デ ータ ・ リンケ ージ ・フ ロ ーの 実例

国 勢 調査'家 計 調 査

世帯事項データ

経済構成別世帯数

世帯収支データ

「/ 1
↓

1
噺

収入階級別

消費支出,収 入

全国消費実態調査

世帯消費データ

↓

収入階級別
耐久消費材所有量

統 計 表

(統計データ)

↑
部外

企業1

ψ

インプッ ト・イメ ージ

(カー ドま た はM'r)

属性

リンケ ージ処 理

(コンピュータだ け で は な い)

需要 予測 の た め の

データ・リンケージ処 理

アウトプット・イメージ

CプリントまたはMT)

属 性

プアイル

皿

デ ータ と属 性 の リンケ ー ジ処理

品

品

ル

ー
イ

デ

ァフ

経済構成別
収入階級別
消費支出割合に対する
耐久消費材所有量
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4.4・5統 計データの収集方法

統計情報または統計ア 一夕の収集方法にはつ ぎの5通 りがある。

o原 始データか らの収集

o中 間集計データまたは報告書データからの収集

o両 者の混合の場合

(1)原 始 データからの収集

統計法の規定によって,公 約統計調査に用いられた原始デ ータを統計上の目的以外には使用できな

い。このため,企 業が需要予測という営利追及の目的でこれらのデータを使用できない。しかし,こ

れは個人または企業の秘密を保護するのが 目的であるので,原 始データに近い形でも秘密が保護され

た場合は提供できることもあり得る。

原始データまたは,こ れに近い統計データを提供する場合 の媒体には

統計調査票または調査対象名簿

パンチカード(OCRを 含む)

磁気テープ

などが考えられる。

原始データからの収集の長所は,多 額の調査費(45年 国勢調査費は約55億 円)が 投入されるこ

ともあって,大 量の情報源に直接ふれることができることにある。 したがって原始データはあらゆる

統計情報,需 要予測の最良のデータ収集方法であるといえる。 しか し,企 業が独自に行なう調査では

多 くの経費と日時を費やすわりには回答率が期待できないのと,標 本数の制限などで信頼性に欠ける

点が多い。

(2)中 間集計データまたは報告書データからの収集

原始データがないときは,統 計データはその集計された中間結果か,ま たは集計表,統 計表もしく

は報告書とい う形式のものから利用しなければならない。その媒体としては公式には報告書の形式を

とるが,最 近では利用者の便を考えて磁気テープあるいはマイクロフィルムが利用される場合も多 く

な.ってきている。

この方法の長所は,報 告書などから比較的容易に入手できることであるが,欠 点 として

O原 始データではないこと

O公 表がおそい

o分 類体系が大まかである

などがあり,企 業経営の需要予測の統計データとして十分に活用できない面 もある。

原始データから報告書への処理過程で,原 始データのサマ リーとして中間結果のファイルが存在す

るが,こ の中間結果の利用ができるようになると,こ れらの欠点はかなり減少すると思われる。実際

に,中 間結果 ファイルの組み替え集計からかなりの統計データが得 られている。
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図4-4-4
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原始 データ 一 一

↓

ナ マリー集計
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↓

サマ リー

フ ァイル

↓
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→集計2

1

1
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l統計表1
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集計n →

|

統計表2

、

～
¶

、

1

l

l

↓

統計作成者

統計表n

需要予測

データ

利用者

遙

'、

この方法による情報の収集は磁気テ◆プなどの媒体による以外は,報 告書からの再インプットによ

らざるを得ない。

(3)両 者が混合の場合

それぞれの長所を生か して,で きるだけ統計報告書からのデータ収集を行ない,需 要予測の情報 と

して不足な分を原始デ,タ で補 うという方法である。実際に経営情報の収集はこのようにして行なう

場合が多いと思われる。原始デ ータの収集を補助的に考えてその経費と日時の無駄をはぶ くやり方で

ある。

4.4.6リ ンケージの手順

2以 上のデータ・ファイルをリンケージするにはpそ れぞれに共通な属性を示すキ●・ワード

(たとえば個人番号,事 業所あるいは企業番号など)が あれば問題はないが,こ れらは各統計ごとに

異なることが多いので,デ ータ・リンケージのときに共通のキー・ワードの設定をどうするかとい う

問題が起る。
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(1)共 通 キ ー ・ワ ー ドが あ る場 合

各 デ ータ ・フ ァ イル に共 通 な キ ー ・ワ ー ドが あれ ば,各 デ ー タ ・ フ ァイ ルの マ プチ ングが 容 易 と な

り,デ ー タ ・ リン ケ ー ジが 円 滑 に行 なわ れ る。 こ の よ うに,各 デ ー タ ・フ ァイ ルに標 準 デ ー タ ・コ ー

ドに よる共 通 な キ ー ・ワ ー ドが設 定 して あ る とい う よ うな フ ァ イル 間 の 処理 が 現 実 に 可 能 に な る。

最 近 は,情 報 の交 換,共 同 利 用 な どの需 要 が増 大 す る傾 向 に あ るが,統 計 シス テ ム にお け る情 報 フ

ァ イル の キ ー ・ワ ー ドに も標 準 デ ータ ・コ ー ドを適 用 す る こ とが 望 ま しい 。 この よ うな方 向に 進 ん で

行 け ば 属 性 の リン ケ ージ とデ ータ ・リン ケ ー ジは迅 速 に行 な わ れ る よ うに な るで あ ろ う。

図4-4-5共 通 キ ー ・コ ー ドに よる リン ケ ージ

・
'

λ

A

(事業所統計)

＼

B

(社会保険
データ)

/
共通 キ ー ・コ ー ド

(事業 所 コ ー ド)

に よ リマ ブチ ング

A+B+…

(撚 り用蝶)

(2)共 通 キ ー ・ワ ー ドの ない 場 合

各 デ ー タ ・フ ァ イル に共 通 な キ ー ・ワー ドが な い と,各 デ ー タ ・フ ァイ ルの マ プチ ングは 容 易 では

な い 。 も し,類 似 の キ ー ・ワ ー ドが あれ ば,そ の コ ー ド変換,シ ソ ー ラス処 理 も考 え られ る が 大部 分

は 仮 り の キ ー ・ワ ー ドを設定 して リンケ ージす る しかな い 。 この 方 法 は,各 デ ー タ ・フ ァイル の 内容

を 目視,判 断 して仮 想 の共通 キ ー ・ワ ー ドを設 定 し,各 デ ータ ■フ ァイル を 関 連 づけ るや り方 で あ る。

各 デ ー タ ・フ ァイ ルは 磁 気 テ ープに 記録 さ れ て い る場 合 と,原 始 伝 票 や,報 告 書 と して あ る場 合 と

が あ る 。 図4-4-6は 前 者 の例 で あ るが,後 者 の場 合 は完 全 な机 上 作 業 で あ る。

ひ

'
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図4-4-6共 通 キ ー ・ワ ー ドの な い リン ケ ージ

ら

6

丁欝 欝)

目視,判 断 に よ る

仮 想 共 通 キー・ワード

(事業 用 共通 コ ード)

の設 定

事業所共通

コー ドをつけ る

B

◆

事 業 所 共 通 コ ー

ドに よ リマ ッチ

ング

＼ 」

◆

A十B

(鯵 芦)
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4.4.7デ ー タ ・リンケージの指標

需要予測のために統計データをリンクする場合の指標 としてつぎのようなことが考えられる。

統計データおよひその項 目力㍉ 需要予測のデータとして,

O

O

O

O

O

いま直ぐ利用できる

加工 したり,あ るいは他のデータとリンクして利用できる

将来利用できる

将来加工 したり,あ るいは他のデータとリンクして利用できる

直接利用できなくても,他 の内部サブ・システムに投入して関連をもたせると意義がある

'

白

などの条件を満足していれば,そ の統計情報はデータ・リンケージの処理を行なう意義はあるとみて

よい。しかし,こ れ らの条件はあくまでも「般的なもので,実 際の指標はさらに複雑化しよう。これ

らの指標の判断は統計データの価値判断に よって影響してぐる。

4.4.8デ ー タ ・リンケージにおける磁気テープの互換性

磁気テープに記録された統計データのリンケージを考えてみよう。媒体 としての磁気テープの互換

性についてはつぎのような問題がある。

(1)異 機種間の磁気テープの互換性 一

磁気テ ープの互換性については

ア ーフ・ハンドラー

7ト ラックと9ト ラック

ビット構成

ト

テ ー プ ・フ ォ ーマ ッ ト(ラ ベ ル を含 む)

10CSま た はDMの プ ログ ラム

な どの 問 題 に つ い て検 討 す る必 要 が あ る。 磁 気 テ ープの 互換 性 は,世 界 で圧 倒 的 シ ェ ア を もっIBM

を中心 に 考 え られ,実 施 され てい るが9互 換 性 につ い ては 図4-4-7の よ うにIBM社 と他社(主

と して 国 産機)と の相 互間 に おい て考 え られ るが,八 一 ドウ 子ア の 点 は も と よ リソ フ トウ ェァ の点 で

も問題 が 多 い よ うで ある。

図4-4-7 磁気テープの互換性

σ
メ

〉

◆
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4

10CS,DMま たはOSな どの概念が各社によって性格が若干異 なるのでg複 雑なフォーマット

を持つ磁気テープの互換性は十分ではない。たとえば,可 変長 レコー ドとかユーザ ・ラベルを持った

磁気テープ ・ファイルの場合がこれに当る。このような磁気テープの互換性はアセンブラ・レベルで

考える必要があるといわれている。 したがって,単 に磁気テープによる統計データの収集,交 換 とい

っても,当 事者間の十分な連絡がないとその目的が達せられない。

磁気テープの変換ルーチンは通常つぎのものが要求される。

O

O

O

O

O

O

7ト ラヅ ク← 一 →9ト ラ ック変 換

記 録 密 度 の変換

使 用 ピ ッ ト変 換

テ ープ ・フ ォ ーマ プ ト変 換

IOCS,DMま たはOSの 変 更

ロジ カ ル変 換 プ ログ ラム の作 成

(2)同 機種異システム間の磁気テープの互換性

異機種間の互換性よりも問題は少ないが,提 供者およひ使用者とい う立場で当事者間の連絡が必要

である。すなわち,特 殊な磁気テープ・フォーマットの使用,OSの 特殊使用などによb作 られた磁

気テープには相互利用の注意が必要である。 したがって 、同機種間といえども磁気テープ・フォーマ

ットは標準曽に,簡 単にした方がよい。

4

◆
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5.デ ー タ ・マネー ジメ ン ト・システムの種 類 と概 要
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5デ ー タ 。マ ネ ー ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム の 種 類 と概 要

データ ・マネージメン ト・システムは機能面か らみれば,デ ータの収集,蓄 積,更 新、検索,加 工,

編 集な どの諸機能 をもったシステムといえる。しか し,こ れ らの機能をあ らゆるデータに対 して十分

発揮で きる汎用データ ・マネージメ ン ト・システムは,シ ステムの大 きさ,シ ステムの複雑 さ,処 理

効率などの面か ら少な く,実 用化 にはか なりの制 約が加え られた範囲 の内で利活用されている。

データ ・マネージメ ント・システムに実用性 をもたせるために必要 な付加機能があるが,こ れ らの

機能については,第6章 以後で詳 しく述べ る。第5章 では データ ・マネージメ ン ト・システムの基本

的 な事項 について解説する。

一般 に代表的な汎用データ ・マネージメ ン ト・システム としてはIBM社 のGISお よびIMS,東 芝

のIDS,Informatic社 の ㎜,UNIVAC社 のFORIMS,SystemDevelopment*llのTDMS

日電 のCISSな どが有名であるが,こ れ らの汎用データ ・マネー ジメン ト・システムに も各々特徴が

ある。それ らをグループ分けすればつ ぎの通bで ある。

① 更新,検 索機能 に重点 を置いた もの

(GIS,TDMS,IDS,CISS)

② 更 新,編 集に重点 を置いた もの

(MARKIV,1〕M2,ASI-ST,ADAM,DM-1)

③ 更 新,検 索,加 工に重点 を置いた もの

(FORIMS,MARS,DIALOG)

④ 加 工,編 集に重点 を置いた もの

(QWICKQVVERY,EMARS,FIPS)

ここでデータ ・マネージメ ン ト・システムの諸機能について簡単に解説する。

。 データの収集:受 け入れ られない入力 レコー ドのチ ェックを行 ない,索 引や内容の追加,

修 正,削 除 のデータを入力す る。入出力データの表現が計算機 コー ドと異 な

る場合は,デ ータの変換 を行な う。

。 蓄 積:新 規 のデータ を分類 した り,グ ループ分け した りしてフ ァイルに記録する。

また,新 しいフtイ ルの生成 も行な う。

o更 新:レ コー ドの変更,追 加,削 除な どに よりフ〔イルの更新 を行ない,ド キ=

メ ン トの索引表 を整備する。また,処 理時間や利用頻度 などの統 計を作成 す

るo

o検 索:フ ァイルか ら与えられた条件通 リデ一夕を抽出する。

o加 工:四 則演算,合 計,平 均,偏 差 などの統計機能や,予 測,最 適化 のための科

学計算機能 をもつ。

o編 集:見 出 しの印刷,デ ータの配置替え,項 目の印刷または映像表示,グ ラフや
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図形の印刷または映像表示。

汎 用データ ・マネージメ ン ト・システムの要求は,フ ァイル を

(1)入 出力処理ルーチン(10CS)に よ り多 くの機能 をもたせ・なおかつ汎用性のあるものに し

ょうとい う動 きo

(2)RPGな どのユーテ ィリテ ィ・プ ログラムをさ らに高度でかつ実 用性のある ものにし ょうと

する動 き。

(3)COBOL,PL/1の よ うな高水準言語で使用 し ょうとす る動 き。

(41特 定 の業務 だけではな く,多 くの業務で多目的y(使 用 しょうとす る動 き。

(5)バ ッチ業務 だげではな く,オ ンライン業務,TSS業 務 で使用 しょうとす る動 き・

などか ら起 ってい る。

この段階で開発されたのがIDS,TI〕MSな どであ'b,オ ンラインによる検索 を主眼におい てい偏

その後、簡単な専用言語で加工,編 集が行なえ,高 度なプログラ ミング技術 を不要 にした汎 用データ

・マネージメン ト・システムが開発されたo]S(ARKTV,EMERS,CEMSな どはその例である。

この章では以後,情 報の種類とサービスの形態 について多角的 に考察するとともに,コ ンピュータ

処理 とい う面か らデータ ・マネージメン ト・システムを構築する うえで重要なデータの性質,フ ァイ

ル構造,ア クセス方式,言 語形式な どについて説明 してゆ く。

また,最 後には今まで開発された代表的なデータ ・マネージメ ン ト・システムの機能 と特徴 を表形

式 にと りまとめるとともに,各 システムでまちまちに使われているデータ構造 と用語 との関係 につい

て整理 した。

〆

含

5・1デ ー タの 種 類 と サ ー ビ ス の 形 態

情報化社会の急速 な伸 展にともない,わ れわれ をとりまく多種 ・大量なデータを的確 にとらえ,あ

るものは生データのまま,ま たあるものは生データ を加工 して体系的 に管理 してお き,さ まざまな必

要に応 じてタ イム リーにそれ らの中から有用なデータを活用するデータ ・バ ンクの確立が強 く要望さ

れているo

図5-1-1に み られ るようにデータの種類は多種多様な形で存在 しておb,そ れ らの情報の利用

目的や利用のための処理方法はさまざまである。

どの ような要求に対 して も即時に応 じられ るMIS(ManagementIIlformationSystem)あ るい

はNIS(Nati㎝nalInformatianSystem)の た めのデータ ・ バンク構想 には,シ ソーラス編成の

問題,記 憶容 量の問題,検 索方式の問題,通 信回線 と端末利用の問題,デ ータ ・ベース確立の問題,

管 理 ・運用の問題などが 山積 し,多 方面か らの検討が必要 とされてい るσ

ここで入出力データの表現形式 を分類 してみ ると,大 別 して数 とい う概念 で表現され る数字データ

と,式 ・語句 三文 とい う概念で表現され る文字 データ,そ れに図形 ・音声な どで表現され るその他の

データがある。数字データは統計値 や,測 定値 や,あ るいは論理値 などのいわゆる数値 データである。

また,文 字データは科学 計算式や構造式などの数式データ,図 書 目録 ・技術用語 ・部品展開表など語

〉

◆
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句データ,新 聞 ・論文 ・解説書な どの文データである。入 出力データの表現形式 を図5-1-1に 下

す。

図5-1-1 入出力データの表現形式

数字データー 数値(統 計値,測 定値,論 理値)

そ の他のデータ(図 形 音声,そ の他)

これ らの数字データや文字データなどを企業の意思決定のために効果的に収集 した とき,そ の一連

のデータは経営情報となる。経営情報 を効率 よ く収集す るためには内部データお よび外部データの体

系化が必要であり,意 思 決定 を多方面か ら論拠つげる 目的情 報 と関連情報が即座 に引用できるような

かた ちにデータは整備されていなげれば ならない 。このよ うな観点 にたてぱ,必 要な ときに,必 要な

データ を瞬時 に検索 し,加 工 。編集 して提供で きるイ ンクワイヤ リ・システムの確立が経営情報提供

サー ビスを効果的に行な ううえで重要なポイン トとなる。

情報提供サービスにおけ る処理の方式 には,大 別 してバ ッチ処理方式(一 括処理サービス)と オン

ライン処理方式(即 時処理サービス)が ある。従来か ら情報提供サー ビスは前者のバ ッチ方式で行な

われて きたが,経 営情報に即時性が要求され るよ うになった こと,関 連情報 が重要な役割 を果す よう

になった こと,そ れ にコンピュータ利用技術が進歩 したことなどによb,デ ー タ ・ベースをもったオ

ンライ ン処理が急速 に伸展 して きている。 また,経 営における意思決定 とい う面ばか りでな く.客 に

対する意思決定情 報をサー ビスするとい う観点か ら,わ が国で も例えば,座 席予約や銀行預金にみ ら

れるよ うなオンライン ・リアルタイム ・サー ビスや,電 電公社の簡易計算サー ビスにみ られるよ うな

TSSサ ー ビスが最近い くつか台頭 して きてい る。図5-1-2に 情 報提供サービスの処理方式 を下

す。

4

図5-1-2 情報提供サービスの処理方式

●

情報処理の方式

パ ッチ処理

(一括処理 サー ビス)

オ ンライン処理

(即時処理サービス)

{丁:竺㌶欝三

仁三二 叢鷺糠
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こ こで情報提供サー ビスの形態 をオンライン処理 を主眼 において分類すれば表5-1-1の よ うに

インクワイヤ リ ・サービス,情 報配布 サー ビス,リ サーチ ・サービス,デ ータ ・コレクシ 。ン ・サー

ビスの4種 に大別で きる。これ らの ミクロお よびマクロ情報は主 として外部情報であるが,わ れわれ

が情報 を活用す る場合には,こ れ ら個人の もつ 内部情報,企 業のもつ 内部情報,社 会や業界にある外

部情報が うまくリンケージ しては じめて有効利用がなされ るものであb,デ ー タ ・バ ンク を作 るコン

ピュータ技術 にも増 して,情 報 を効率 よく利用するための情報群のシソー ラス編成が重要 にな ってい

るo

」

a

表5-1-1 情報の提供サービス形態

予約(座 席予約,宿 泊予約,各 種催物)

時 事情報(ニ ュース解説,過 去の記事)

所 在情 報(商 品 ・企業 ・人材 の所在)

天気予報(短 期 ・長期予報)

消費者信用情報

医学 情報(医 学 ・病院 ・ベ ッ トの案 内,血 液 ・器材の所在)

一般 知識情報(問 題解答
,相 談)

レジ ャー情報(ド ライブ情報,レ ジ ャー計画)

科学技術情報(ノ ウ ・ハ ウの所在)

判 例情報

特許情報

株価情報(出 来値,長 期値動 き,売 買結果,株 価予測)

マクロ経済情報(政 府施策,消 費動向,物 価,生 産動向,流 通状況,労 働力)

ミクロ経済情報(需 要動向,労 働市況,流 通機構)

海外情報(輸 出入状況,商 品市況,生 産状況,政 治,社 会)

企業信用情報

科学技術情報(刊 行物情報)

時事情報(印 刷物提供)

各種統計計算情報(各 種費用計算)

文献情報

医学症例情報

b

?
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リナーチ情報(マ ーケテ ィング,業 界動向,企 業信用)

時事情報(ニ ュース記事収集)

判例情報

経済情報

.●

■

●

じ

■

5・2デ ー タ の 構 造

5・2節 ではデータのもつ性質 をデータ構造の面か らと りあげ てみる。一般 に単純なデータ構造は

線型構造(LinearStructure)お よび木構造(TreeStructUre)と して とらえることがで きる。

しか し,世 の中にあるデータは整然 とした順序関係 にあるものばか りでな く,デ ータ同志が複雑にか

らみ あって連繋 している もの も多い。す なわ ち,線 型デrタ や木状 データが枝の部分で2重3重 に も

結びあ って複雑な構造 をつ くりあげている。これ をネ ットワーク構造(N.etWorkStructUre)と し

て とらえることができる。.

また,デ ータはいろいろな項 目の組合せ により,大 分類,中 分類,小 分類,細 分類などその利用 目

的によ り多角的に分類され加工され て活用され るが,こ れ らの段階的な組合せ を階層構造 としてとら

え ることが できる。以後 これ らの構造について解説す る。

1.線 型 構造(LinearStructUre)

一般 に線型構造は,各 データの間に正順序関係や逆順序関係がある構造である。

順序関係 とは,あ るグループが与え られ ると,そ れ に対応 してその次のグループが決め られ ると

い うことである。 したが って,そ の次のグルー プが格納されているア ドレスは,前 のグループの関

係であると考え られ,こ のア ドレス(ポ イ ンタ)を,そ のグループの属性値,ア イテムとして用意

す ることに よって物理的位置に よらず順序関係 を表現で きるわけである。

また,こ の順序関係を逆 にた どって,ひ とつのグループか らその前のグルー プへの対応関係が逆

順序であb,こ の関係 もポイ ンタによって示す ことがで きる。
り

都道府県の配列 を例にとれ ば,デ ータ・コー ドJIS規 格 によb正 順序 関係は北海道(01),青 森 県

(02),岩 手 県(03),宮 城 県(04),… ・・,逆順序関係は,・ ・…,神 奈川県(14),東 京都(15),

千葉 県(12),埼 玉 県(11),・ … ・,と なっている。

順序関係が物理的配列によって表現されてい るときは,い わゆる'逆 方 向読み取 り"に よってと

の関係 をた どることがで きるが,順 序関係がポインタに よって表現されてい るときは,逆 順序関係
コ

のポインタをあ らか じめ用意 しておかなければ逆順序 をたどる ことはで きない。

順序関係,逆 順序 関係 において,最 後のデータの対応先 を最 初のデータに対応させ ることに よっ

てポイ ンタ表示 した ものを リング構造(RingStructUre)と い う。

通常のシーケ ンシ ャル ・アクセスは順序関係 による対応先 をつ ぎに求めることである。項目の物
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理的 記録順序で順序関係が表現されていれば順 ・逆方向のフ ァイル ・アクセスによって両方向の検

索が可能であるが,ポ インタの鎖で表現されている(チ ェーニングChaini㎎,リ ニア ・リス ト

LinearIjstな どと呼ばれる)場 合,順 ・逆両方向の検索が必要な ら,順 序関係および逆順序 関

係のための2個 のポイ ンタが必要である。逆方向の検索が ごく稀 であるな ら順序 関係 をリング構造

表 現 しておいて もよいo

ポ インタの概念は,ラ ンダム ・アクセス ・メモ リを使 った データ処理技術で非常に重要な もので

あるo,

t

鶏

図5-2-1 線 型 構 造
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2.木 構 造(TreeStructure)'.

木構 造は,1組 のデータ要素 と複数個のデー タ要素が関係す るよ うな樹枝状の構造である。

図5-2-5に み るようにグループ間の構造関係 を,た とえば従業員の管理 とい う面か ら考えると,

1人 の 部長が何人かの課長 を管理 し,i人 の課長が何人かの係 長を管理す る。さ らにまた,係 長が数

人の従業員 を管理する場合 を考えてみ よ う。この構造は多段階の関数関係にある,い わゆる木構造で

ある。構造関係の逆の関係は一意の対応であり,木 構造 を特徴づける重要な点である。

このような構造は文献管理や,生 産管理 のためのデータ ・ベースな どにもみ られ るo

デ ータ構造 を表現す るとき,対 応先 をベク トル表示することはひ とつの方法 であるが(こ れは木構

造の原構造 である)ベ ク トルの数が一定 していないので表現 しにくいため別の方法が考え られ る。す

なわ ち,あ るグループか ら対応するグループのなかのひとつに対応関係 を持たせる と同時 に,対 応す

るグループ同士の間 に線型構造の関係 をもたせ る方法である。 この2つ の関係はいずれ も一意の対応

であるか ら,2方 向のポインタでこれ を表現す ることが可能である。これ をリス ト構造(List

StructUre)に よ る表現 とい う。

図5・-2-2 木 構 造 の 表 現

el

◎ ㊥ ○
原 構 造

)

リス ト構造

e2

e1

e3

リング構造

e4

図5-2-3 リ ス ト構 造 の 例
●

● ヅ
Pointer

!!ア
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3.ネ ッ ト・ワーク構造(NETWORKStructure)

ネ ッ ト・ワーク構造は,グ ラフ構造,あ るいは一般構造 ともいわれ る構造 で,逆 関係が一意の対

応にな らず,木 構造のよ うに単純 な(2'方 向 のポインタを持 った)リ ス ト表現 をす ることがで きな

い・た・えぱ・図・一・一・の・・なグ・レープ関係があ・た… ◎ 一㊥ ・ ◎ 一㊥

で示した・・に ⑤ の対応先が一意に決・ら・いか らであ… の・・な髄 を表現す・臨

ポインタに よる表現(可 変 リス ト)か,あ るいは この構造 をグラフ(グ ループを端点,対 応関係 を

有向枝 と考える)と 見な して,行 列による表現 をするかが考え られ る。

ネ ッ ト・ワーク構造 を認識 してそ の表現 を試みてい るプログラムは まだ見い出す ことは できない

が,IDSは1つ のデータか ら他 のデータへの対応関係 を リング構造化 してお り,か なり巧妙にデ

ータ構造をとりあつか った点では ネ ット・ワーク構造 といえるであろ う。
つ

PERTやCPMな ど にみ られる,い わゆるネ ット・ワーク も有 向グラフであるが,こ の ように枝.

の性質 自身が問題 になるときは接続行列表現 よりも長形行列(ス ター行列StarMatrix)を 用 い

るほ うが扱いやすい。スター行列 も接続行列同様の リス ト表現が可能であるが,こ の場合端点 に対

する ものと有向枝 に関する もの と2種 のイ ンデ ックス ・テーブルを用意する必要が ある。

`

図5-2-4 ネ ッ ト ・ワー ク 構 造
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4.階 層 構 造(HierarchicalStructmre)

グループ間の関係は同種のものでもよいが,異 種のグループであっても差支えない。と くに異種

のグループの集 りで,木 構造関係 やネ ット・ワーク構造関係が ある場合,こ れ を階層木構造および

階層ネ ット・ワーク構造 とい うo
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企業の中の多 くのファイルは階層構造で,い わゆる可変長のデータを表現する手段 として有効で

ある。た とえば生産管理用の ファイルを考えた場合,生 産計画 に関す る情報,部 品に関す る情報,

展 開に必要 な情報,内 作および外作に関す る情報な どいろいろな情報があ り,各 々の情報は可変長

のデータとして階層構造 としてとらえることがで きる。

汎用 データ ・マネー ジメン ト・システム(GeneralPu叩oseDataManagementSystem)で は

そのほ とん どすべてが階層木構造 を取 り扱 ってい る。

図5-2-5 階 層 構 造 の 例

(得意先別)

売 上 実 績

製造部門b

(営業担当者別) (年月 日別)

5・5フ ァ イ ル の 構 造

ファイル構造の種類は表5-3-1に 示す通 りである。

表5-3-1フ ァイル構造の種類

弓

SequentialFiI

PureSequentialFile

Modifi∈dSequentia11苛le

Partiti㎝edSequentialNle噸　 {雛}灘
Random(Direct)AccessFile
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これ らのフ ァイルの うちどの構成 を選ぶかは一定の方式が あるわけではな ≦,ア プ リケーシ 。ンの

種類や仕事の内容により好 ましいシステムが決定されれば・そのシステAに 最 も適 したファイル構成

を選択 することになる◎

ファイルの選択にあたっては移動性(Volatility),活 性(activity),容 量(size)な どの

観点か ら十分検討す る必要 がある。すなわ ち,移 動性に関 しては レコー ドの追加,削 除の頻度 を少な

くして速かに処理す る方法,活 性に関 しては必要な レコー ドを速 く探 しだす方法,容 量に関 しては必

要 なエ リアだけ を確保 して ファイルの大 きさを最'」、に保 ち処理速度 を高める方法 などについて考慮す
ノ

る必 要 が あ る 。 フ ァ イ ル の 特 徴 につ い て は 表5-3-2に 示 す 。

以 後 に フ ァ'イル の 構 造 と して 代 表 的 な シ ー ク エ ン シ ャル ・フ ァ イ ル(PureSequentialFile),

パ ー テ ィシ ョ ン ド ・フ ァ イ ル(PartitionαdSeqqentialFile),イ ンデ ック ス ド ・シ ー ク エ ン シ ャ

ル ・フ ァ イ ル(1】 回exαlSeqUentialFile),ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・フ ァ イ ル(RairlomAccess

File>に っ い て 説 明 す る 。

イ

'

●

■

●
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表5-3-2 フ ァ イ ル の 特 徴

ファイルの デ■タの
アクセス効率

種 類
特 徴

密 度
SeqUential ra㎡Om

複雑性 移動性 活性 容 量 即時性

処 理. 処 理

キーの順序 に従 った逐次的処理 。

pure 磁気テープな どの逐次ファイル 。 非常に
一 非常に高い 低 い 単 純 大 小 大 不可

SequentialFile 原ファイルの多ぐを更新する場合κ有効。 局 い

ランタ"ア クセスす るデータが極度 に少い場合に有効 。

OverFl(wAreaを もち直接原 ファイルの移転 を行な

M(xlifiα1
わ ない。

高 い 高 い 低 い 単 純 小 小 小 不可

再 編 成 を行 な い 原 ファイル を μ1reSequentia1に して

蜘 ㎝tialFile お く必要がある。

原 ファイルを破壊 して しま う危険性は少い 。

恒 。titi。nd

SequentialFile

グ ル ー プ 毎 に分 割 さ れ て お りgサ ブ グ ル ー プ 毎 に逐

次 式 を と る 。

Se叩entialFileへ のContro11α1Scanの 拡 張 。

高 い 高 い 低 い 単 純 中
やや

中
小 不可

1次 キ ー に 逗1ex.を も っ た 索 引 順 次 式 。

Pr㎞yI㎡exα1 単純な』ddre8s宜bleに よる検索 や粁旦( やや低い や や
一

や や

中 中 中 可
SequentialFile ra1Uomacces8が 比 較 的 容 易 に で き る 。 局 い 複 雑

OverFlowAreaを もつo

キ ー の 階 層 毎 にAdress喪bleを もつ 。

MUItipleI㎡exed

S剛 ㎝tialFile

多種のフ ァイルの独立性を保つ。

複雑な ロジカル レコー ドを取扱 う。
低 い 低 い や や

高 い
複 雑 中 中 大 可

AddressFillが 沢 山いるため記憶場所の使用効率は低下5

直 接即時処理。SeΦential処 理 はで きない 。

Dirα}t

AccessFile

addreS8対 比 表または変換式 を.もつ。 ・

趣es8の 割 撒 を行妨 ため言己醐 所の利用効率願 下・
低 い 低 い

　

局 一 い 複 雑 小 大 大 可

addre88の 決 め方 としては直接方式 と間接方式がある。



5.3.1フ ァ イ ル の 構 造

1・ シークエンシャル ・ファイル(SeqUencialFile:順 次 編成 ファイル)

シー クエンシャル ・ファイルは,レ コー ドがキーによって上昇順,ま たは下降順 に連続的に分類

され ている。 この ような順序 関係 をもったファイル処理 を考えると,一 般的には どんな記憶装置で

あ っても同 じであるが,バ ッチ処理の典型的な例 として,磁 気 テープに よる記録方式は物理的制約

か らシークエ ンシャル処理 にせ ざるを得 ない。 レコー ドを読み書 きするためには,キ ーの順 に従 っ

て逐次的 に しか処理で きず,常 に"次"の レコー ドしか読み書 きで きないわけである。 キーにする

順序 としてはA8c血i㎎(キ ーの 「小 さい」順)か,Des(axling(キ ーの 「大 きい」順)か のど

ちらか一方 に決め られる。

ダ イレク ト・アクセス処理 におけるシークエンシ ャル ・フ ァイル構成は,磁 気 テープの場合 と同

様 にコン トロール番号順 にな ってい るレコー ドが連続 してア ドレスの低い方か ら高い方へ,磁 気デ

ィス クならば,ト ラ ヅクか ら トラ ックへ,シ リンダか らシ リンダへ としだいに高い ア ドレスに順番

につめ込 まれ ている。 レコー ド形式,ト ラ ックのフ ォーマ ットは非常に自由な形式 を取 りうる。

シークエ ンシャル ・フ ァイルのランダム処理 をす る場合は,キ ー ・エ リアをつけてお くとレコー

ドのサーチが容易となる。 しか し,デ ータの更新には原 ファイル と新規データを全部照合 しなけれ

ばな らない し,追 加,削 除のある場合は他の場所にファイルを移 しかえなければな らないので,シ

ークエンシ ャル ・ファイルでは原ファイル全体 を更新する場合を除 きレコー ドの追加 ,削 除の頻度

の少ない もの に利用 した方が よい。すなわち,シ ークエ ンシ ャル ・ファイルのランダム処理はシー

ク指令 とサーチ指令 をファイルの最初か ら順 に所要の レコー ドが見つかるまで繰 り返さなければな

らないので効率が悪 く,た まに しか トランザ クシ 。ンが発生 しないよ うな場合に限 って利用すべ き

であろ う。このよ うにファイルされ ている順 に照合 してい くや り方 を指 向走査(dir㏄tscan)と

い うが,シ ークエ ンシャル ・ファイルをランダムに処理 するもう一つの方法に,シ リンダの中央か

ら大,'」 ・両方向に トー ナメン ト的 にサーチするバイナリー ・サーチ(binaxyseareh)が あ る。バ

イナ リー ・サーチのよ うな照合 を制御走査(Controlledscan)と い うが,こ の ような走査ができ

る点 で磁気 デ ィスク,磁 気 ドラムは磁気テープなどの処理 とは違 った効果がある。 また,シ ークエ

ンシ ャル ・フ ァイルは磁気テープや カー ドのファイルのよ うにデータ を大量に蓄積で きるとい う点

では記録密度が最 も高 く,シ ークエ ンシ ャル処理が可能 なデータに対 しては処理効率が最高である。

2.パ ーチ ィシ 。ン ド・フ ァイル(PartitionαdFile:分 割編成 ファイル)

パ ーチ ィシ.ン ド・フ ァイルは,同 じレコー ド形式を持つい くつかの分割されたシークエンシャ

ル ・ファイル(こ れ らをメンバーと呼ぶ)を 集めた ものであるため,フ ァイル と呼ばず にパーテ ィ

シ ョン ド・データ ・セッ トともいわれ るo

パ ーテ ィシ ョン ド・ファイルでは,メ ンバーの名前とそのロケーシ.ン ・ア ドレスが登録されて

いる登録簿(directory)は,パ ー チ ィシ 。ン ド・ファイルの一部に含 まれ る。各メンバーの レコ

ー ド形式 ,ト ラ ック ・フ ォーマッ トはシークエ ンシャル ・ファイル と同様自由な形式 を取 ることが

で きる。ただ し,同 一 ファイル内のすべてのメ ンバーの レコー ド形式は同 じでなければならない。
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新 しいメ ンバーを追加登録するときは,登 録簿があいていれば名前 をそ こに登録 し,新 しいメンバ

ーの内容がパーテ ィシ ョン ド・フ ァイルにセ
ットされ る。その際,も しパーテ ィシ ョン ド・ファイ

ルのエ リアがい っぱいならば通常はオペレーテ ィング ・システムが追加エ リアを割当てて くれるよ

うになってい る。なお,登 録簿がい っぱいの場合は,フ ァイルを再編成 した後で追加メ ンバーを入

れるo

こ こで,消 耗品の受払処理のためのフ ァイル を考えてみよ う。消耗品の受払月報 を作成するには

部門別消耗品受払明細フ ァイルが必要 である。明細 ファイルはラ ンダム処理の必要があるため同一

フ ァイル 内のシ リンダまたは トラ ックにア ドレス ・テーブルが用意されてお り
,部 門名とその ロケ

ーシ 。ン ・ア ドレスが登録され ている
。消耗品lzt部門毎にシークエ ンシャルにフ ァイルされてW

このよ うな部門と消耗品のファイル をパーチ ィシ 。ン ド・ファイル とい う。 この例にみ られるよ う

な処理方法はシークエンシャル処理へ制御走査機能 をもたせた ものであ り『
,特 性別にグループ分け

が うま ぐで きればインデ ックス ド・シークエ ンシャルにファイルす ることも可能である
。

この ような特性か ら考えると,パ ーチ ィシ 。ン ド・ファイルはシークエンシャル ・フ ァイル とイ

ンデ ックス ド・シークエンシ ャル ・ファイルの中間的な性質 をもってい るとい うことがで き
,ソ ー

ト・システムQ中 間7ア イルやプログラム ・ライブラリ,テ ーブルな どの記憶のために用いられる
。

5.イ ンデ ックス ド・'シークエンシ ャル ・フ ァイル(tdexedSequencialNle:索 引順次ファイル)

イ ソデ ックス ド・シークエ ンシャル ・ファイルは,シ ークエ ンシ ャル ・ファイ・ルにファイル内の

レコー ドについ てのインデ ックスをつけた もの で,シ ークエ ンシャル処理は もちろん,個 々の トラ

ン・ザクシ ョンのラ ンダム処理 をも迅速 に行な うことが可能である
。したが って,ラ ンダム処理 と

シークエ ンシャル処理の両方 を必要 とするとき,ま た ,ダ イレク ト・アクセス ・フ ァイルについて

それほ ど深い経験が ない とき,ラ ンダム処理 を行ないたいが レコー ドの コン トロール番号 をフ ィジ

カルなデ ィスク ・ア ドレスに変換す ることが困難 な場合な どに使用すると効果的である
。

インデ ックス ド・シークエンシ ャル ・フ ァイルの処理はファイルされた レコー ド・キー とア ドレ

スの対比表(AddressTable)を 参照(tablelookirp)し なが ら行 な う
。 この方法はModif-

iedSequencialFileの 方法 を拡張 してDirectEiIe処 理 に近づけた ものである。

インデ ックス ド・シークエ ンシ ャル ・フ ァイルは,プ ライム ・エ リア(primearea) ,イ ンデ

ックス ド・エリア(indexedarea),オ ーバーフロー ・エ リア(overf1(warea)の5種 類 のエリ

アか ら成 り立 っている。

プライム ・エ リアはフ ァイル を最初に作ると き,あ るいは再編成する ときにレコー ドが書かれる

エ リアで,レ コー ドは コン トロール番号(キ ー)順 に並べ られ る
。プ ライム ・レコー ドは キー をも

っていな くてはな らず,ト ラ ックのフォーマ ットは,カ ウン ト/キ ー/デ ータの形式である。 レコ

ー ド形式については ,ブ ロック化 されていて もされていな くて もよ く,ど のよ うな レコー ド形式 で

も取扱 うことがで きる。

インデ ックス ・エ リアは辞書の索引の ような仕組み にな ってい て,ト ラ ック ・インデ ックス(tr

ackindax),シ リンダ ・インデ ックス(cylinieri】 凪ex),マ スタ ・インデ ックス(master
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index)の3種 類 のインデ ックスが ある。 トラ ック ・インデ ックスとシ リンダ ・イ ンデ ックスはか

な らず必要であるが,マ スタ ・インデ ックスは必 らず しもな くて よく,シ リンダ ・インデ ックスが

大 きくて探索す るのに時間がかか りす ぎる時,た とえば7シ リンダにデータがまたが ってしまう場

合 に用い られる。

ファイルに レコー ドを追加する場合,シ ークエ ンシャル ・ファイルだ と,フ ァイル全体 を再編成

しな くてはな らない とい う不便な点があ ったが,イ ンデ ックス ド・シークエンシャル ・ファイルで

は,追 加する レコー ドはオーバーフロー ・エ リアに書 くことによってファイル全体 を書 き直す手間

を省 いている。 これは インデ ックス ド・シークエ ンシャル ・ファイルの大 きな利点 である。

ファイルの作 り方の一方法 として,ト ラ ック内にシークエ ンシ ャルなプ アイル を持 ち,そ の トラ

ックの最大のキーが他の トラ ックの最小のキー より小さ くす ることによって トラ ック内の レコー ド

ごとのオーバー フロー ・エ リアに対す るチ ェイニングのためのア ドレス ・フ ィール ドをもつ ことが

不要 になり,記 憶場所の利用効率 を高めることがで きる。また,1つ の トラ ックに新たな レコー ド

が追加されると,そ の トラ ック内の以後の レコー ドは1っ つつ後に移され,最 後の レコー ドがオー

バーフロー ・エ リアに出されるが,こ の部分が多い とかな りの処理時間 を要す る。

オーバーフロー ・エ リアには,シ リンダ ・オーバーフロー ・エ リア(Syliirier
.overfl(肝area)

と,独 立 したオーバーフロー ・エ リア(iirieparlentoverflovvarea)の2つ の タイプが あり,こ

れ らのいずれか一方,あ るいは両方 を1つ の インデ ックス ド・シークエ ンシャル ・ファイルに対 し

て指定することがで きる。

4.ラ ンダ4・ アクセス ・ファイル(RandomAccessfileDirectFile:直 接 編成ファイル)

ラ ンダム ・アクセス ・ファイルはオンライン ・リアルタイム ・処理のよ うに,発 生 した トラ ンザ

クシ 。ンをそのつ ど処理 し往けれ ばならない ようなランダム処理 を要求されるシステムにおいて用

い られる。このよ うなシステムで適 切なフ ァイル設計 を行 なった場合には,他 のフ ァイル構成 と比

較 してタイ ミング上最 も効率の よいファイル構成 となり,イ ンデ ックス ド・シークエ ンシャル ・フ

ァイル と並んで使用頻度が高い。

シークエンシ ャル ・ファイルとの根本的 な違いは,あ る特定のキー(kcy)に よ りア ドレス(a

dress)が 決 め られ る点 にあるoラ ンダム ・アクセス ・ファイルでは レコー ドのキー をもとに直接

レコー ドの読み書 きが可能 なように計算式 または特別な方法でキーをデ ィスク ・ア ドレスに変換す

る方法が とられ ている。この点では インデ ックス ド・シークエンシ ャル ・ファイルの延長 ともいえ

る。 ランダム ・アクセス ・ファイルは キーとア ドレスの関係 におい て直接 ア ドレスのフ ァイルと間

接ア ドレスのフ ァイルに分けることがで きる。 この関係は,そ の適用業務 に応 じて最適な方法 を選

ぶわけであるが,最 も簡単 なのは直接ア ドレスであ り,レ コー ドのキー と,そ の レコー ドが記録さ

れているファイル上の物理的ア ドレスとが一致する場合である。 しか し,一 般 には レコー ドのキー

には意味 をもったコー ド化が行 なわれてお り,ロ ジカル的 にはなん ら意味のないデ ィスク ・ア ドレ

スと一致させることは,特 定のデータを除いては検索時間やエ リアの確保 などの点 で無駄が多い。

そ こで,レ コー ドのキー をなん らかの方法 でデ ィスク ・ア ドレスに変換す る手法が考え られて きた。
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これが間接ア ド〃 で用いるア ドレス変換(ま たは ランダマイズ ィング:rarxlamizingと もいう)

である。ラングム ・アクセス ・フ ァイルの技術的な問題は,キ ーの変換法 をど うするか とい うこと

と,そ れにともな うオーバー フロご ・エ リアの利用とシノ三ムをどう処理す るか とい う点 にある。

ア ドレス変換の方法 としては,イ ンデ ックス ド・シークエ ンシャル ・フ ァイルの延長 ともいえ る

キー ・ア ドレス対比表によるもの と,あ る変換式によってキーをア ドレスに変換する方法が ある。

前者の場合は,フ ァイル中の レコー ドにア ドレス を割 り当て,キ ー とア ドレスの対比表 をつ くり,

この対比表か らテーブル ・ル ックア ップによりア ドレスを求め,そ れ を利用 して所要の レコー ドを

アクセスする方法である。後者の場合はいろいろな方法が考え られ るが,最 も簡単な方法 としてつ

ぎのよ うな方法がある。1ト ラ ック中の レコー ドの数でキー を割 り,商 を トラ ック ・ア ドレスとし,

剰 余十1を レコー ド番号にする。しか し,こ の方法では一般に予想 され てい るキーのあらゆ るもめ

に対 してア ドレスの割当を行な う必要性が あるために実 際的には記憶場所の利用効率は非常に悪 く

なる。たとえば キーの内容が5桁 のコー ドの場合,レ コー ド数が1000件 しか な くても9999

個の デ,ス ・ ・… スが割当 られ・ので貯繭 率は㌦ に・ 。て ・・ う.樵 としては,・ ・イ

ルがランダムに処理 されるときにアクセス ・タイムが最小になること,レ コー ドが キーの順 に並ん

でいるのでシークエ ンシ ャル処理 を行な うにも理想的なことである。 これは間接 ア ドレス方式のな

かで1対1に 対応させ てデ ィスク ・ア ドレスを決めている最 も簡単な方法で ある。 しか し,こ の方

法では前述の ような欠点 があるのでキーの内容 とデ ィスク ・ア ドレスを1対1に せず,縮 める方法

が考え られ る。この方法の問題点は,キ ーの 内容 とデ ィスク ・ア ドレスが1対 多になるため異な っ

た レコー ド・キーが同一のア ドレスに変換され る危険性があることである。これ をシノニム(sym

usrm)と い うシノニムを うまく処理すればそれだけ効率のよいフ ァイルがで きあがる。 シノニムを'

処 理する方法 として,チ ェーニ ングに より他の番地に記録す るか レコー ドが短い ときは トラ。ク ・

ア ドレス変換 により同一 トラ 。クにい くづかのシノニムを記録す ることによって重複処理 をするこ

とがで きる。間接 ア ドレス法 のア ドレス変換の手法には,

・ 除 算 法

・ デ ィジ ェット分析法

・ 重ね合せ法

・ 基礎変換法

などの各方法がある。

5・4ア ク セ ス 方 式

フ ァイ ル 処 理 の ア ク セ ス 方 式(accessmethod),と し ては,大 別 し て シ ー ク エ ン シ ャル 処 理(seq

uentialpr㏄essil19)と ダ イ レ ク ト処 理(directpr㏄e8sing)が あ る 。 シ]ク エ ソ シ ャル 処 理 は

月 次 累 計 フ ァ イ ル の ア ップ ・デ ー トの よ うに 磁 気 テ ー プ に よ る パ ッチ処 理 が 一 般 的 で あ り,フ ァイ ル

内 の 定 め られ た 項 目(keyitem)の 順 に 従 って 行 な うasc岨i㎎ ま たtSDescetxiingの 逐 次 処 理 で あ

る 。 一 方,ダ イ レ ク ト処 理 は 在 庫 フ ァイ ル の ア ップ ・デ ー トの よ うに,発 生 した トラ ン ザ ク シ 。ン を
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その都度処理するもので,ラ ンダム ・データのダイレク ト処理が要求され る。シークエンシャル ・フ ・

アイル,イ ンデ ックス ・シークエソシ ャル ・ファイル,ラ ンダム ・ファイルの各 ファイル構成とシー

クエ ンシャル処理tsよ び ダイレク ト処理のアクセス方式 との関係を表5-4-1に 示 す。

表5-4-1 フ ァイル構成 とアクセス方式

シークエンシ ャル処理 ダ イ レ ク ト処 理

一般的には非能率

シ ー ク エ ン シ ャル

フィジカル・レコードのみの読み書 き
外部記憶装置 として磁気 デ ィスク,ド ラ

ダ イ レ ク ト ・ス キ ャ ンが で き る 。

フ ァ イ ル ムを使用すればバイナ リー ・サーチが可

磁気テープが典型的な形。
,

能。

特定 のキーをもつ レコー ドか らの読み書
イ ン デ ック ス キーの順による読み書 き自由。

きが可能。
シークエンシャル 処理面で多少効率が悪い。

ランダム ・レコー ドの更新 ・追加が可能

フ ァ イ ル ファイル処理がやや複雑。
融通性に畳んだ処理ができる。

ランダム ・データの読み書 き効率が高価
ラ ン ダ ム

一 般 に 非 能 率 。 ラ ンダム処理の典型的 な形 。

フ ァ イ ル
ア ドレ ッシ ングとシノニムの処理が問題)

■

●

5・5言 語 形 式

5・5節 ではデータ ・マネージメン ト・システムを活用す るための言語の形式 について述べる。汎

用性 を指向す る言語はかな り広い分野において適応で きるものであ り,プ ログラミングに対する高い

知識や深い経験のない素人で も容易に記述で きるものでな くてはならない。言語形式 を分類する場合

には,そ の見方によってい くつかのタイプに分けることがで きる。以後,そ の4つ のタイプを紹介す

るo

第1の 分類

手 順 言 語:汎 用言語の文法に従 って記述する形式。

{非手順言語:そ のシステム固有 の言語体系を作 って記述す る形式。
手順言語 によるデータ ・マネージメ ン ト・システムは,ア センブラ,FORTRAN,COBOLな ど

の汎 用言語 プロセ ッサ を用いて作 られた システムでFORTRANを ベ ースにしたFORIMS,COBOL

をペ ース'にしたIDS,CISSは そ の代表的な例である。

セ

?
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非手順言語によるデータ ・マネージメ ン ト・システムにはCDMSの よ うに自然語に近い記述式

の もの,GISの よ うに特定のパ ターンを文字や数字 のマクロで記述 した もの,MARKrvの よ うに

テーブルに必要項 目を指定す るものな どがあるが,非 手順言語では最後 にあげたテーブル形式 をと

る例が多い。

第2の 分類

自然語に近い言語。

ス トリング形式言語:文 中に特定のパター ンの ものがあるか を調べ,あ れば別

の文に変換する機能 をもつ言語。

表形式言語 を用いたデータ ・マネージメン トニシステ ムにはMANAGE,MARKEVEMERSな どが

ありRPGの よ うにファイル名,レ コー ド名,フ ィール ド名,演 算の種類,書 式な どの所定項目を

テーブル に記入するだけでよい よ うになっている。

非表形式の言語は コマン ドや単語 をある文法に従 って書 きな らべる方式 で,項 目と項 目との境 目

は空白や コンマな どの句読点 で示す例が多い。 この種の言語には 自由形式の ものやス トリング形式

の ものが あるo

自由形式言語 をもつデータ ・マネージメ ン ト・システムはTDMSを は じめとしてAEGIS,CD-

MS,GIM,UL-1な どが代表的 である。TEMS(恒me-s㎞ αiDataManagementSystem)

の言語はほ とん どの指令がコマン ド形式 で,コ マ ン ドの後に 目的語や修飾語 を配列する ことにな っ

てお り,こ の言語方式により熟練者でな くとも簡 単に問題処理 を行 な うことがで きる。その他TD-

MSで は,デ ータの加工 として最大,最 小,平 均値,標 準偏差な どの統計機能 ももっている。また

UL-1で は 入力の媒体 に関係な く自由形式 をとってお り,TDMSと 同 様に指示方式の容易性 を

狙 っているo

一方 ,ス トリング形式 をとるデ.一夕 ・マネージメ ン ト・システムも多 くGISを は じめADAM,

IDS,NIPS/tF,FS,SG-1な どがある。検索部分 にス トリング機能 をもたせれば,簡 単な命令 で

複雑 な検索 を可能 にす るので融通性に富んだ検索がで きる。GIS(Generalize【lInformati㎝

System)は ス トリング言語形式 をとってい るが,デ ー タ記述の部分では カンマ形式,キ ーワー ド

形式,固 定形式のいずれ も使用で きる。またISL-1vak・ け る言語の よ うに,そ の機能によって

定義の部分は表形式,制 御お よび問合せの部分はス トリング形式 と機能 と言語形式の特色 をうま く

組合せてシステム を構成 してい るものもある。また,IDSの よ うにCOBOLの ス テー トメン トと

ほぼ同 じよ うな形式で記述す るものもある。

第5の 分類

「
ホス ト言語:汎 用言語 を用いたシステムの中に高度な加工機能 をもった専用言語を常駐させ てい

る開いたシステム用言語o
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専用言語:独 自の言語体系 をもってシステムを動かす閉 じたシステム用言語 。

両用の言語:シ ステム固有の言語 をもつが,ホ ス ト言語でデータ ・ベースを動かす ことので きる

システム用言語

ホス ト言語 によるデータ ・マネージメ ン ト・システムは,デ ータ ・ベースの構成機能を持 ち更新

や検索,報 告書作成機能は既製の汎用言語 にまかせ よ うとする もので代表的なシステムにはIDS,

IMS,CISS,RAPID,FMS-8な どがある。ホス ト言語の取扱 い方には2っ の方法がある。そ

の1っ は ホス ト言語で書かれたサブルーチンを呼び出す機能 をオペ レーテ ィング ・システム側にあ

たえる方法で,も う一つは逆にホス ト言語側にデータ ・ベースの構造定義の機能やデータの入出力

機能な どのサブルーチ ンを組込ん で しま う方法 である。後者の場合はGISやTDMSの よ うな専

用言語 の形式 をとることになる。

専用言語に よるデータ ・マネージメン ト・システムは,デ ータ ・ベースの構成,更 新,検 索およ

び報告書作成 などデータ処理に関す るあ らゆる機能 を独 自の言語体系の もとにシステムの中に備え

た もので,代 表的なシステムにはIMS-8,GIS,]M[ARK「V,TDMSな どが ある。GIS,㎜S

にみ られ るように専用言語 によるシステムで も簡単なホス ト言語で書かれたサブルーチンを取扱 う

ことは可能であるが,高 度な科学計算用ルーチンはほ とん ど呼 出す ことがで きない。専用言語によ

るシステムはテーブル形式の ものが圧倒的 に多 く,ス トリング形式,自 由形式 のものが これ に継い

でい るo

両 用のデータ ・マネー ジメ ン ト・システムとしてはFORIMS,UNIMSが あげ られるがいまだ

実用の段階には至 っていない。

第4の 分類

メ ッセー ジ処理用言語

データ定 義用言語

バ イン ド用言語

再構成用言語

ジ 。ブ用言語

統計解析用言語

レポー ト用言語

デ ィスプ レイ用言譜

第4の 分類は処理機能の面か ら分類 した もので汎 用データ ・マネージメン ト・システム としてこ

れ らの機能 を もった言語 を第2の 分類あるいは第5の 分類のよ うな方法で用意 していなければ なら

ないo

5・6代 表 的 な デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

データ ・マネージメ ン ト・システムは,処 理機能の面か らみてデータの更新と検索 に主力 を置いた

もの,デ ータの更新と加工 に主力 を置いた もの,デ ータの更新 と編集 に主力を置いた もの,さ らにい
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くつかの機能 を組合せた もの とさ まざまな形態で存在 している。

データ ・マネー ジメ ント・システムは汎 用性を指向 しなが らも利活用の面になるとやは り万能 とい

うものはないので,各 々のシステムの特徴 をよ くっかみ,そ め アプ リケー シ ョンによ く合 った ものを

選び出 して活用すべ きである。 ここで,汎 用データ ・マネージメ ン ト・システムの長所 ・短所 をい く

つかあげ てみる。

長

短

O

0

O

O

O

O

o

O

o

o

O

O

所

広い適応範囲 をもつ。

高度 なプログラミングの知識が不用。

プログラムの保守の手間がかか らない。

プログラムに関する労力,時 間,コ ス トの削減。

フ ァイル構造や取扱いが標準化され る。

ファイルのスペースが少 な くてすむ。
ロ

コンパィル,テ ス ト時間など機械使用時間の短縮。

所

大容量の主記憶装置を必要 とする。

処理速度が専用プログラムに比べて落る。

小廻 りが きか ないので融通性 に欠ける。

例外処理や複雑な処理に向かない。

ハー ドウェアの もつ機能 を十分に発揮で きない。

つ ぎ に コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ,ソ フ トウ ェ ア会 社,コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ が 今 ま で に 作 成 した デ ー

タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の うち主 な もの を表5-6-1に 列 挙 す る 。

表5-6-1 代 表 的 な デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

、

ワ

9PAC

ADAM

AEGIS

ALISS

ASI-ST

BEST

CCA103

CISS

COGENrr皿

CTSS

DAC

DATACENTRAL

DIA

DIALOG

DISP

珊/2

DPS

EMARS

EPOCS

FIPS

FORIMS

GIM

GIRLS

GIS

GRS

GUN

GUNRAL

ICS

IDH

IDS

IM-O

IMARDS

IMRADS
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IMRANDS

IMS

INFOL

INQUIRE

IIVfi

ISL-1

1TIRC

ITRC

JOLDER

KWIC

LISP36〕O

LUCID

MANAGE

MARKW

MARS

MART

MEDI、ARS

MIELISS

NIPS/FFS

PDQ

QWICKQWERY

RAPID

REWDAC

RGP

SC-1

SDI

SELDAM

SIE

SIR

SLIP

SPIRES

SYNTRAN/360

TDMS

TEGUTI

TIRRS

UL-1

UNIMS

ZOUHIN

●

4

これ らのデータ ・マネージメン ト・システムの うち代表的な ものについて,そ の機能 と特徴 を表5

-6-2に と りまとめた。また,各 システムでさ まざまに使われているフ ァイルの定義についてCO-

DASYLREPORTを 中心 に表5-6-5に と りまとめた。'

◇

'

◆,
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表5-6-1 代 表的 なデータ ・'マネージメン ト・システムの機能 と特徴

シ ス テ ム AEGIS ASI-ST CDMS GIM

開 発 会 社
Programatics

Inc.

Application

S・ 輪re,ln・ .
S.D.C T.R.W

機 械 IBM360〃5以 上
IBM36〔 ン30以 上

Sp㏄tra7〔 ン35以 上
IBM56晦0以 と

IBM7〔 汐4141q3ω

/80以 」二,GE635
オペ レーテ ィング ・

シ ス テ ム
、DOS,TOS,OS DOS,OS TS-IMS IX)SOS.

必 要 メ モ リ

DOS,TOS32K,

OS65K

IX)S32K,

OS65K
256K

DOS32K,

OS50K

1/0装 置

リモー ト・ターミナル を

含む標準1/b装 置

リモーい ターミナルを

含む標準1/0装 置

カー ド テース デ ィス

ク,ド ラ今 リモー ト・

ター ミナMプ リンタ,

グラフデ ィスプ レイ

リモート・ターミカレを

含む標準1/6装 置

レ コ ー ド構造

Fix由,V泣iable。

repeati㎎

(2レ ベノの

珂 西 海iable,

repeati㎎

(99レ ペ1の

Fi面,V泣iable,

repeating

(16レ ベノの

▼
Fi面,迦iable

フ ァ イ ル 構成

シLク エ ソシ ャル

インデ ックス ・シLク エ

ンシヤル

シ」クエソシャル

イ ンデ ックス ・シークエ

ンシャル

イ ン!〉 テ ッド

シLク エ ンシ ャノヒ イン

デ ックス ・シ」ク エンシ

ャ形 インバ ーデ ッド・

インデ ックス,ラ ンダム

システムの機能
照会,更 新,保 護 ファイルの作成,照

会,更 新,保 護

ファイルの作成,照

会,更 新,保 護

ファイルの作成,照

会,更 新,保 護

言 語 形 態

任意形式(シ ンタッ

クス・コントロ→レし

た もの)

任意形式

表 形 式
.

任意形式(シ ンタ。

クスコントロール した

英語)

任 意形式

(英語 をペー ス)

一 一

シ ス アム 言 語
BAL(シ ンタ 。クス・

デ ィレク ト した もの)

SPL(メ タ ・アセンブ

リ→ JOVI品,BAL
低 レ勺 レ・マクロ ・アセ

ンブリーBAL

論 理 命 令 AND,OR あ る

算 術 命 令
合計,HITS平 均

比率
あ る

処 理 方 式 バ ッ勇 オ ンライン オ ンライン オンライろTSS パ ッ秀 オ ンライン

そ の 他

マスク ・テキス ト・サー

充 テーラウレ・ル ックア

・プBAL,FORT

RAN,COBOLの

機 能 的 サブルーチン能

力 を もつ

ソー ト・ルーチン

BAI.の コー ド・リン

ケ→ ろ ソー ト・ル ーチ

ろ テーブノレ・ル 『ックア

ップ 関 連 ファイル を

シークエ ンシャル に も

ランタム に も処 理 可

能 ・

リスター ト機 能

ソー ト・ルーチ ン

テ一二W・ル。クアップ

関連 ファイルをシ・一ク

エソシャルに もランダ

ムに も処理 可能

1
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、

INFORMS DS/2 CISS IR/o COGENT田

G田era1

血alytiCS,Inc.
S.D.C NEC HITACHI C.S.C

IBM3砺0以 上

SPectra70
IBM36ψ5以 上

NEAC
220〔ン幼0以 上

HITAC
840吻500 IBM360

DOS,OS DOS,OS OSMODW DOS OS,MVT

65K DOS32K 128KC 151KB 256K

カー ド,テ ・づ デ ィス

ク,プ リンタ

ディスク(2511),テ

ープ(ソTRK) ,プ

リンタ(1403),カ ー

ドリrダ(2540),タ
ー ミナル(2701)

MT(4～8台)

プ リンタ

コンソ→ レ

カー ドリーダ,デ ィスク

カー ドリーダ プ リンタ

デ ィスク

コンソ→ レタイプライタ

デ ィスク

ドラ ム

データ ・セル

FixαIV征iable Fixed Fixεd Fixα1

Fixed(COBOL)

VariabIe

インデ ックス ・シ」ク エ

ソシャル

インバーテ ッ ド

インデ ックス ・シLク エ

ンシヤル
ダイ レク ト・アクセス

イ ンデ ックス ・シLク エ

ソシ ャル

ダイレク ト・アクセス

シー クエ ンシ ャル

インデ ックス ・シークエ

ンシ ャル

ランダム

プアイルの作成

保護

更新,検 索,作 表 ファイルの作成,保 持

検索,保 護

定義,フ ァイルの作成

保守,検 索,管 理

定義,フ ァイルの作成

保守,検 索,作 表

自由形式 任意形式
COBbLス トリング

形 式

BAL,FORTRAN ]MOL
CISS言 語

COBOL

IR/o独 自の言

語 BAL,COBOL

あ る あ る あ る

あ る

.

、

あ る あ る

パ ッチ,オ ンライン パッチ}TSS
ご

パッ充 オンライン バ ッチ バ ッ充 オンライン

u

データ・べ」スやオン

ライと入 出力のサポ
ート
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シ ス テ ム ADAM GIS
'

IDS. ISL-1

Information

開 発 会 社 MITRE IBM G.E Sy8tem8

1βa8i㎎Co.

IBM360-5〔 ン40,

機 械 IBM7050 IBM56ψ0以 上 TOSBAC56⑩/ RCASP㏄tra7⊆/

540嘱400 45,UNIVAα108,

B-5500

〃

オペレーテ ィング ・

システム
MCP .o砺60 各OS

各機種のOSに 改良

を加える

必 要 メ モ リ 65K 512KB 64KW 256KB

IBM729テ ープ装置, ホス ト言語でつかえ テレタイプCRTコ ン

DDIデ ィスプ レイ,IB るすべての周辺機 ソ ー-rノレ～ 二1ニ ッ ト ●レノコ 、

M555デ ィスク,IBM 器 一機 器

1/0装 置 Se1㏄tricタ イプライ デ ィスク カ ー ド

夕,STROMBERG ド ラ ム プリンタ

CARLSON3070高

速プリンタ

レ コ ー ド構造 踊x〔五戸iable Fixα1 Fix〔d声i肋le 迦iable

シークエンシ ャル ダイレク ト・アクセス

フ ァ イ ル 構成 シ」クエンシ}ル インデ ックス ド・シ」ク ランダム ・アクセス イソv－ カ ド・珊

エ ンシャル シークエンシャル デ■ タvくリゴヲァ秒

リーファイル

システムの機能
定 義,新 製,更 新

検索

定義,新 製,更 新

分類,問 い合せ

定義,検 索,蓄 積

更新,削 除

定 義,構 成,新 製

制御,問 い合せ

テーカレ形式
言 語 形 態 ス トリング 形 式 ストリング形式 ストリング形式

ストリング形式

1.AP,FABLE, IDSソCOBOL 非手順的なコマ ン

シ ス テ ム 言語 IFGL,DAMSEL 手順的言語 T5600の み ド方式の もの

FORrrRAN可

論 理 命 令 あ る あ る COBOI.方 式 AND.OR

算 術 命 令 あ る あ る あ る あ る

処 理 方 式 パ ッチ,オ ンライン バ ッチ,オ ンライン バ ッチ,オ ンライ ン パ ッチ,ス モ→ レバ ッチ

階層木構造 インプ ット・ラインセ ッ 階層ネ。トワーク構造 階層構造

ト

朋 のファイル処理プζぢ 為)の
そ の 他

ログラム サポー ト
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MARKIV NIPS/FFS SC-1 TDMS UI、-1

Informatic,Inc. IBM
WESTERN

EI、ECTRIC
SDC RCA

IBM36M5以 一ヒ IBM560 IBM56〔 レ勾OH以 上 IBM36砺OH以 上

SP㏄tra

7〔μ5,55,60,

DOS,OS 0シ360
OS/360PCB

MFT－ 皿,MVT

ADEPTタf∠ シ」アリング

がレ」ランンプ システム
TDOS,TSOS

DOS48K

OS128K

バ ッ チ128Kr

バ ッチ ・

オ ンライン256K

256K 256K

.

131K

カー ド,テープ,

ディスク,プ リンタ

ディスク(2514型)

磁 気テープ6台

テープ デ ィスク,

ドラム,デ ータ ・セル

ドラム 記 憶 装 置

OS用 リアルタイム ・

クロック

IBM2502型 デ ィスク

2511型 デ ィスク

2314型 デ ィスク

リモート・ターミナル を

含む標準1/◎ 装 置

Hxαi,r即 題ting

㊤ 内 り
Fixα1,V江riable 恒x鉱 油riable variable Fixed

シークエンシ ャル

インデ ックス ・シ」クエ

ソシャル

シ」クエ ンシャル

インデ ックス ド・シーク

エ ンシ ャル

ランダ ム ・アクセス

シLク エ ソシ ャル

ダイレク ト・アクセス

定義,新 製

更新 、検索

バ。チナ武一定義,新

製,保 守,デ ータ検索

と出力,オ ンライン方

式一デ」タ検索 と出力
　 F

匡
義,フ ァイルの作成

新,問 合せ サー ビ

ス

定義,フ ァイルの作成

修正,更 新,検 索

TDOS－ 定 義,作 成

更新,検 索

TSOS－ 再定義

テーブル形式 ス トリング形式 ス トリング形式 自由形 式 自由形式ストリング

BAL
手 順 的

非手順的言語

手順的 ・非手順的言

語,COBOL,PL/

1・FORTRAN,ア
センブラ

非手順的言語 COBOL.

AND,OR AND,OR AND,OR AND,OR AND,OR

あ る あ る あ る あ る あ る

バ ッあ オンライン バ ッチ,オ ンライン バ ッチ ノ～琉オンラインTSS バ ッあTSS

テーフル ・ルックアップ

BALコ ー ド・リンケー

ジ機能

汎用のフ ァイル処

理プログラム

2内 レ階層構造 階層データ構造 階層木構造

汎用のファイル処

理プ ログラム
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シ ス テ ム DATACENrRAL DPS SPIRES SYNTRANソ60

開 発 会 社 bATAα}叩. IBM St㎡OldUniv. IBM

機 械 IBM36砺0,40 IBM56吻0 IBM5砺7 IBM369/304q50

オペレーテ ィング ・

システム DOS OS BOS

必 要 メ モ リ 64K 128K 64K

'1/o装 置 リモート・ターミナルを

含む標準1/t)装 置

リモー ト・ターミナルを

含む標準]レ ζ)装置

IBM2741と

オ ンライン ・リモー ト

ター ミナル

磁気ディスク

レ コ ー ド構造 Fixα1酒riable 踊面,V泣iable

フ ァ イ ル構成
ランダム

システムの機能

言 語 形 態

シ ス テ ム 言語
PL/1 BAL

論 理 命 令 あ る AND,OR,NOT

算 術 命 令 あ る

処 理 方 式 バッカ オンライン バ ッ チ オ ンライン

そ の 他.

ルート・ワード・サーチ

会話形式

英語的な言語形式

テキス ト・プロセ ッサ

ウエイ ト・キーワー ド・

サーチ

会話形式

テキスト・プロセッサ

・

テキス ト・フ恒 セッサ
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INFOL GRS INQUIRE QWICKQWERY

CDC
Infomlati㎝r血enCe

血C.

InfodataSy8tems,

Inc.

Con801idatedAロalysis

Center、lnc.

CDC3ω0,3800 IBM36砺0 IBM36ψ0以 上 IBM36〔 ン60

SCOPE DOS,OS OS DOS

65K(48bitワ ー ド) 64K 128K 64K

カー ド・り一ダ

ライン ・プリンタ

・ 磁 気 テ ー プ
磁気デ ィスク

リモート・ターミナルを含む

標準1/t)装 置

V泣iable 飛xα1,V泣iable Fixd,V泣iable

・

・

ランダム

ファイルの作成,更 新,

検索,編 集,印 刷

問 合 せ,検 索,

レポー ト・ライタ 検索,更 新

COMPASS COBOL BALナ カ』チろPI/ SIMSCRIPT,

FORTRAN

AND,OR あ る

SUM,MEAN,TOTAL あ る

バ ッ チ バ ッ チ バ ッチ,オ ン ラ イ ン バ ッ チ

IRシ ステム プ ロセジュアル

ス トリング

グラフ ィ'ック ・アウ トプ ット

形 式 化 さ れ た フ ァ イル

変 換

ストリング・サーチ

フリー・テキスト

英語的な言語形式 をと

ってい る

、

レポー ト・ライタ

(励 形 スク認

報告書作成

英語的な言語形式をとっ

ている
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シ ス テ ム FORIMS FIPS IMS/560

開 発 会 社 日本UNIVAC NEC IB]M

機 械 UNIVAC1108 }ミ正】ぷ 〔】£/リーーズ2200 IBM360

モデル200,250→]MODI

が レーテ・ン鍛 テム EXEC-8 〃500→MODIV
OS/360

必 要 メ モ リ 151KW
モデル200,250→52KC

〃5〔 〕0→72KC
512K

FASTLAND カー ド・リーダ カー ド・り一 ダ

テープコニ ット,カ ー ドリー ラインプリンタ プ リンタ,タ イプライタ

1/o装 置
ダ ラインプリンタ 磁気 テ→カ ディスク 磁気テープ

磁気ディス集団装置

レ コ ー ド 構 造 Fix記d1£ ㎎th Fixα1yariable ・

シ」ク エ ソシャル

フ ァ イ ル 構 造 シ」クエ ソシ ャル シ≒クエソシ ャル
インデ ックス ・シークエンシャル

.
定義,更 新,問 合せ, プ ログラ ミングの標準 定義,新 製,更 新,検 索,

シ ス テ ム の 機 能 作表 化,コ ー ド設 定,登 録, 編集

機密保護 更新

言 語 形 態
非手順的

ストリングカンマ方式
テーブル形式 ス トリング形式

COBOL アセンブラ

シ ス テ ム 言 語 FORTRAN FIPS言 語 COBOL

旺/1

論 理 命 令 あ る

算 術 命 令 あ る

処 理 方 式 バ ッ チ パ ッ チ バ ッチ,オ ンラ イ ン

FIPSは つ ぎの機能 を

もつ

1.総合 システム化の検討

2.デ ータ ・べ」ス の 確 立

5プ ログラム機能の分化
'そ の 他

4.プログラムの標準化

5.プログラムの作成

6全 体管理 とメンテナン

ス

」
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I

IMS-8 EMARS COG㎜ 一8 MANAGE

UNIVAC 四 国電 力 CSC SDS

UNIVAC1108/1106 IBM360(52KB以 上) UNIVAC1108/1106 SDS9300

EXEC-8 DOS-version皿 EXEC-8 SDS93000S

32KB

900シ リーズ8K

(24ビ ット語)

950016K

(24ビ ット語)

カード;リーダ

プ リンタ

磁気テープ

デ ィスク

カード・リrダ

プ リンタ

磁気 テープ

デ ィスク

標準1/6装 置

テープ ドライブ ㈲

カー ド・リーダ

ライン ・プ リンタ

Fixd

シークエ ンシ∨%イ ン痴 クス ・

シークエンシキ形 ランダム シ」クエソシャル

更新,問 合せ

レポー ト作成,検 索

更新,検 索,分 類

編集,加 工,作 表

定 義,作 成,保 守

検索,作 表 更新,レ ポー ト作成

ス トリニ《グ形式 テーブル形式 テーブル形式 テーブル形式

COBOL

COBOL(FORTRAN

あ るいはASSEMBLE

Rと リンケージす るもの

もある)

COBOL

SDSビ ジネス

ランゲ」ジ

AND,OR,NOT あ る

あ る あ る

バ・あ オンライン バ ッ充 オンライン バッ先 オンライン バ ッ チ

SDSの ほ とん どの機種

に適用可能
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表5-6-2 データ構造と用語の比較

システム名

(データ構造)

ADAM

(階層 木構造)

GIS

(階層 木構造)

IDS

(ネット・ワーク)

ISL-1

(階膚構造)

MA磁rv

(階層 木構造:9

レベル)

NIPS/FiFS『

(階層木構造:2

レベル)

SC-1

(階層 デ三夕構造)

TDMS

(階層 木構造)

UL-1

(階層 構造)

CISS

CODASYLREPORTに よる分類

アイテムに

相当する用語

プ ロパ テ ィ

フ ィー ル ド

デ 〒 タ ・フ ィ→ レド

デ ー タ ・ア イ テ ム

ド

ド

レノイ

ル』イ

フ

フ

フ ィー ル ド

エ レメ ン ト

ア イ テ ム

(または データ ・

アイテム)

フ ィー ル ド

グループに

相当する用語

繰返 しグループ

セグメ ン ト

レコー ド

ぼ鞠
クルrプ ・データ・

アイテム

(またはアセンブリ)

ピ メ・ト

セ ッ ト

蟹嚢})
ステー トメ ン ト

繰 返 しグループ

(欝雛
麟 芒z=;)

レ コ ー ド

エン トリーに

相 当する用語

エ ン トリー

(雰㌫,リ

レ コー ド

'

,エ ン ト リ÷

(ま淘 まレコー ド)

レ コ_ド

デ・.夕・レコ_ド

(ま地 ファイノレ・

レコー ド)

エ ン ト リー

エ ン ト リー

ドーコ

.

レ

トンメグセ

ファイルに

相当す る用語

フ ァ イ ル

(=㌧ 、〕

フ ァイ ル

IDSフ ァイル

フ ァ イ ル

1次 ファイルー

マスターファィル

2次 フ ァイルー

インパ ーテ ッド・

ファイルフ

ナ マリーフ ァイ

フ ア イ ル

フ ァイ ル

フ ァイ ル

フ ァ イ ル

(ま焔TrMSデ ー

タ ・ベース)

フ ァイ ル

フ ァ イ ル
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■

アイテムに

相当す る用語

グループに

相 当する用語

エ ン トリーに

相当す る用語

ファイルに

相当す る用語

IR/皿

IMS

フ ィー ル ド

フ ィー ル ド

〔グループ〕

セグメ ント

セグメ ン ト

レ コ ー ド

レ コ ー ド

フ ァ イ ル

フ ァ イ ル

鴎

註)

アイテム ・… ・構造的 に最 小に細分された もので,種 々の値 をとり得る構造要素

を示す 。

グループ ・… ・0または1個 以上 のアイテム,あ るいはグループの集 りの意味。

エ ン トリー … 木構造の根(apex)と な るグループのことで,他 のグループやア

イテムは,す べ てエ ン トリーの中に含 まれ る。

ファイル … ・・エ ン トリーの集 り。

'

●
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統 計 シ ス テ ム とデ ー タの フ ァ イ リン グ
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6統 計 シ ス テ ム とデ ー タ の フ ァ イ リ ン グ

第4章 で述べた ように最近の企業活動は複合化 し,多 様化 しているので,情 報提供のサー ビスにた

ずさわる者が,そ れぞれの管理 レベルに対応 した情報をいか に迅速に入手で きるかは重要な問題 にな

っている。異 った部署で発生 した原始データは,ト ップ・マネージャ,ミ ドル・マネージャ,お よび担当者

を満足させる ような情報 として供給 しなければな らない。しか も,単 に原始データを供給するとい う

ことだけではな く,情 報の要求者に応 じた形で整理 して供給す る必要がある。供給す るために必要な

時間(問 合せ時間)に しても,リ アル ・タイムを要求する もの(リ アル ・タイム方式)か ら,あ る時

間 とか,日 数の遅れ でよい もの(バ ッチ方式)ま でか なり巾広い適用 に応え るシステムでなければな

らない 。

この ような企業活動 にともな って発生する情報 に関する要求 をいかに満足させ るかは 「いかに して

うまくデータを管理す るか」とい う問題 に帰着す る。 この章 では この問題をフ ァイル ・システムの観

点か ら考察 してい く。

一般 に
,計 算機を使用 して,デ ータの リンケージをとりなが ら蓄積,検 索,修 正 をするようなシス

テムをデータ ・マネージメ ン ト・システム,ま たはデータのフ ァイル ・システムと呼ばれている∩元

来,デ ータ ・マネージメ ン ト・システム とは,デ ータに名称を与えて記憶装置に登録 しておけば,効

率的にデータを編成 ・配置 して管理 し,必 要に応 じて識別 した り検索 した りすることので きるコン ト

ロ_ル ・プ ログラムの機能 をもったシステムをいい,狭 義に解釈されてい たが,第6章 以後はデータ ・

マネージメ ン ト・システムとはデータをいか にして効率 よ く,迅 速に外部 記憶装置(主 としてデ ィス

ク装置)に 記憶,蓄 積 し,い かに効率 よく更新,検 索がで きるか とい うことに主眼 を置いたシステム

と定義 して議論を進める。 よりよい データ ・マネージメン トを行な うため には,デ ータ ・マネージメ

ン ト・システムを適用す る対象(た とえば統計システム)に 最 も適合 した フ ァイル ・システムを採用

す ることが大切である。 しか し,一 般 にはデータ ・マネージメ ン トとい うとフ ァイル ・システム を意

味する場合が多いので,.こ の報告書 では以降前述の ように定義 したフ ァイル ・システムをデータ ・マ

ネー ジメン ト・システム と呼ぶ ことにす る。データ ・マネージメン ト・システムと一概 にい っても,

そ の形態は多種多様である。

第5章 に も述べた ように,デ ータ構造の種類には

線型構造

木 構 造

階層木構造

階層 グラフ(ネ ッ ト・ワーク)構 造

などがあ り,こ れ らのデータ構造に対 して,

シークエンシ ャルなファイル処理

ランダムなフ ァイル処理
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の組み合せが考え られ る。

最 も簡単な組合せ の例 としては線型構造の ファイルをシークエ ンシ ャル処理する ようなデータ ・マ

ネージメ ン トがあ り,逆 に複雑な例と しては線型 グラフ構造のフ ァイルをシークエ ンシャル処理また

は ランダム処理 で きるよ うなデータ ・マネージメン トがある。

この ように,デ ータ構造 とファイル処理 を任意に組み合せるど幾通 りかのデータ ・マネージメ ン ト

・システムが存在することになる。

統計データを効率 よ くリンケージす るためには,こ の ようにい くつか考え られ るデータ ・マネージ

メン ト・システムのなかか ら最 もその仕事 に合 った ものを適用する必要があ る。 しか し,こ の必要性

をあ まり強 く追求すると,各 部署で考え られる統 計システムにあ ったデータ ・マネージメン ト・シス

テム を個別に開発 しなければな らな くな り,そ の結果,専 用的 なデータ ・マネージメ ン ト・システム

がい くつ も存在するとい う問題が起 こる。

データ ・マネージメ ン ト・システムを考えるときには,統 計 システムへの適用性,プ ログラムの簡

易性,言 語の汎用性 とい う面を犠牲にすることはできない。データ ・マネージメ ン トの問題 を純粋に

ソフ ト ・ウェアの問題として解決 しょうとすればするほ ど前述のよ うなシステムを個別につ くらなけ

ればな らない とい う欠陥 に落入 り易 くなるので,常 に統計システムとしてどの ようなデータ ・マネー

ジメ ン ト・システムが最適であるか簡易性,汎 用性を念頭において開発することが肝要である。その

ためには,デ ータ ・マネージメン ト・システムとしては基本的にどの ような機能が必要かを十分検討

しなければな らない。

s

6・1統 計 シ ス テ ム に お け る デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン トの 機 能

データ ・マネ7ジ メ ン トは基本的には次の3つ の機能 をもっていなければ ならない。

(1)デ ー タを記憶蓄積する機能STORE-一 一

(2)デ ー タを検索する機能 －t-一 ー－RETRIEVE

{3)デ ー タを更新する機能 一－UPDATE

(更新 のなかには変更,追 加,削 除が含まれ る)

この1っ でも欠け るとデータ ・マネージメン トとしての全体的機能を遂行す ることが不可能である。

上記の基本的機能の他 に

(41デ ー タ ・チェ ック,エ ンコー ド,デ コー ドの機能

{5)ガ ベー ジ ・コレクシ ョンの機能

(6)端 末機か らのオンライン問合せ機能

(7)機 密 保護 の機能

⑧ フ ァイル構造のデ ィスク リプタ

⑨ リカバ リ(修 復)の 機能

側 データの加工機能

(u)作 表 機能

4

●

一106一



づ

レ

,

(12}ア カウンテ ィング機能

などのデータ ・マネージメン ト・システムに対 して より実用性 をもたせるための付加機能 も重要であ

るo

この章 で取扱 う統計用データ ・マネージメ ン ト・システム としては システムの巾広い適用性,実 用

性を考慮 して,一 応 これ らの全ての機能 をもった もの を想定 してみる。

しか し,こ れ らの機能は個々の対称システムによってその仕 様を考えると,ど の程度 までの機能で

よいのか,使 用法は コン トロール カー ド形式かド言語のなかの指定 によって使えるのか,シ ステムに

応 じて機能 をゼネ レー トすることが できるかなどデータ ・マネージメン トを設計する際の思想によっ

て大分異 って くる。

,極 く大局的 では あるが,汎 用データ ・マネー ジメ ン ト・システムは蓄積する機能に重点 をおいたシ

ステム とデータを検索す ることに重点をおいた システム とい うよ うに分類で きる。刻 々発生するデー

タを即時 にイ ンプ ッ トして,そ の処理はバ ッチで行 な うことが許されるシステムでは、蓄積する機能

に重点 を置いたデータ ・マネー ジメン ト・システムとなるであろ うし,そ れに反 して,ト ップ ・マネ

ージャやデータの利 用者か ら随時イ ンク
ワイヤ リ(問 合せ)が あり,それに対 しオンライ ンで レス ポンス

(応答)す る必要が あるシステムでは検索に重点 を置いたシステムでなければ ならない。

このよ うにシステムの 目的 に応 じてデータ ・マネージメン ト・システムの機能のウ ェイ トのかけ方

は異なって くるが,本 研究では前述の(1)～{12ぼでの機能 をもった統計用データ ・マネージメ ン ト・シ

ステムを対象 にい くつかの観点か ら考察することにする。

ここで,{1)一12)ま での機能は,互 いに密接な関係 をもっていることに留意 しなければならない。

た とえば,検 索の容易性 と検索時間の短縮 をデータ ・マネージメ ントの 目標 にして,蓄 積機能のロ

ジ ック設計を行な うときには,こ の 目標 を満足す るような検索のための条件 を織 り込ん でお く必要が

ある。このよ うな場合 には,蓄 積機能の ロジ ック設計が複雑 にな り,蓄 積処理の時間が長 くなる傾向

にあるo

逆 に,蓄 積が容易で,蓄 積時間のスピー ドア ップ化 を図ろ うとすると,蓄 積のための条件やデータ

構造が簡単になるが,そ の代 り多角的なデータの リンケージをもったアウ トプ ット帳票 を作成する場

合に,そ の検索加工処理時間が長 くなってしま うことになる。理想的には上記のよ うな若干相反す る

条件 を同時 に解決 した ようなデータ ・マネージメン ト・システムを作成することが望ま しいが,技 術

的にかな りの問題点 を克服 しなければな らな くなって くる。

つぎにデLタ ・マネ・一ジメ ン トのなかで重要 なものとして㈲のデータを修正す る機能がある。修正

の機能はデータ ・マネージメ ン ト・システムを実用化で きるか否かにつながる ものである。 どん なに

蓄積,検 索機能がす ぐれていて も,修 正機能が貧弱 であれば,そ の ようなデータ ・マネ ージメ ン ト・

システムを日常のシステム として活用す ることはで きない。

しか し,技 術的に考えれ ば修正機能は蓄積,検 索機能の応用 であるので,蓄 積,検 索機能がす ぐれ

ていれば,一 般的 には修正機能 もす ぐれ ているといえるのであろ う。そのためには修正のや り方 を常

に考慮 しなが ら,蓄 積,検 索機能 を考えなけれ ばならない。
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統 計システムでは企業の各部署 で個別 に発生 したデータや,企 業外部 で全 く異 った経路で発生 した

データを整理 して,そ れ らのデータを統合 した アウ トプ ッ トが とれるよ うなデータ ・マネージメ/ト

・システムを作る必要が ある。

統 計用データ ・マネージメ ン,ト・システムを構築する うえでの問題点 にはつ ぎの ようなものがある。

(1)各 部 署で発生する統計データは,そ の部 署だけの目的で作 られ るものが多いので,デ ータの統一

化 を計 ることがむずか しい。

自然発生的データ,家 計調査,国 民生活実態調査,消 費実態調査,国 勢調査などは各 々異ったニ

ーズか ら発生するデータであるので,こ れ らをあ らか じめ標準化 することは困難である。

② 統計データは時系列 データが多 く,デ ータ量 も極端 に多い。すべての統 計データをいつ でも検索

可能にするためには,莫 大な外部記憶装置が必要 となるので,デ ータの分割 を考えなげればな らな

いo

(3)統 計 データを需要予測 に使 う場合,計 数化 で きないデー タが ある。

統 計システムとしては計数化 したデータとそれ以外のデータの リンケージを考慮 しなければ なら

ないo

④ 統計データの利用範囲は広 く多岐 にわたるため,全 く異 った部署や 目的で発生 したデー タを利用

目的 にあったよ うに整理 しなげれば ならない。そのため,検 索するキー ・フィール ドが多 くな った

り,デ ータ構造が複雑にな って くる。インバーデ ッド・フ ァイルの場合,あ まり多 くの内容検索を

許す とインバーデ ッド・テーブル(イ ンデ ックス ・テーブル)が 増加 して,効 率が悪 くなる。また、

データ構造が複雑になる と階層グラフ構造が処理で きる ような機能をもったデータ ・マネージメン

ト・システムが必要となる。

(5)統 計 データを使用 した資料作成には緊急性を必要 とす るケースが多い。と くに端末機か らオ ンラ

インで直接,問 合せ して応答す る時にはフ ァイル処理時間 の短縮が最 も重要な要素 となる。

(6)統 計 データをただアウ トプ ットするだけ ではな く,四 則演算,各 種統 計処理 などの加工処理 を必

要 とする。'

(7)ア ウ トプ ッ トを表形式でラインプ リンタ装置に印刷するだけでな く,カ ーブ ・プ ロッ ト,度 数分

布図など管理 目的 にあった形式に出力す ることが望 まれ る。

統計用データ ・マネージメ ン ト・システムは このよ うな問題 を解決 したデータ ・マネージメン トで

なければ,統 計 システムと して存在 して も,活 用面での実質的効果を期待で きない。

4

6・2統 計 デ ー タ の 形 態 と 管 理 手 法

フ ァイルの形態はデータ ・マネージメン トの立場か らみると,表6-2-1の よ うに8つ のケース

に分類することがで きる。

4
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づ

表6-2-1 デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン トの 分 類

第1分 類 少 種 類 多 種 類

第2分 類
第3分 類

単 能 的 多 能 的 単 能 的 多 能 的

小 量 ケ ー ス1 ケ ー ス2 ケ ー ス5 ケ ー ス6

大 量. ケ ー ス3' ケ ー ス4 ケ ー ス7 ケ ー ス8

⑬

第1分 類:デ ータ ・マネージメ ン ト・システムで取扱 うことがで きるデータの種類(少 種類,多

種類)

第2分 類:統 計データの使用形態(単 能的,多 能的)'

第3分 類:統 計データの量(小 量,大 量)

表6-2-1で もわかるよ うにケース1か らケース8に なるに従 ってデータ ・マネージメ ン トは複
`

雑 な機能を要求 され る。

ケース1の 形態は少種類のデータを小量かつ単能的 に使 う場合のデータ ・マネージメン ト・システ

ムである。この場合のデー タ構造は線型構造でアクセス方法はシークエ ンシ ャル処理 で十分である。

(デ ータ構造,ア クセス方法については第5章 参照)。

しか し,ケ ース8の 形態 になるとか なり複雑 になる。多種類のデータを。大量かつ多能的に使用で

きるよ うなデータ ・マネージメ ント・システムは理論的には設計で きて も,実 用化す るまでにはかな

りの技術上の問題が残 っている。たとえば,

(1)多 種類のデータを多能的に使用で きるようなデー タ構造を もたなければな らない(階 層グラフ構

造の採用)

(2)多 能 的に使用するため,シ ークエンシャル処理や ランダム処理が任意 に指定で きなければいけな

いo

⑧ 平均検索時間がで きるだけ短 くなるよ うにデータ構造,記 憶 方法を考慮 しなければ な らない。

(右回 り検索,左 回 り検索,順 序関係,逆 順序関係,ペ ージング)

④ 大容量のデ ィスク ・ファイル装置を必要 とす る。

ここで,簡 単なファイル ・システム と,複 雑なフ ァイル ・システムの例 をあげ ると図6-2-1,

図6-2-2の よ うになる。
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『

図6-2-1簡 単 なフ ァイル ・システムO例
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図6-2-2 複 雑 なフ ァイル ・システムの例

■

ψ

生 産 計 画 レ コ ー ド

製品 レコード

郡-品 レコー ド

1購 買先 レコード目外注先 ・購買先 レコード1

・ ・/

1買 掛 レコー ト]1外 注 ・購 買レコー ド1

個品 レコード

材 レコー ド 工 程 レ コ

|支 払 レコー ド1

ド 負荷 レコード

治 工 具 レ コ ー ド

b

`

6.2.1デ ー タ.マ ネー ジメン ト.シ ステムの形態(1}(ケ ー ス1～ ケース4)

今 までの ファイルの概念では,1つ の フ ァイルには1種 類のデータ しか扱われていなか った。た と

えば,耐 久消費材売上 フ ァイルとい った場合,そ のフ ァイルの中には耐久消費材の製品名,コ ー ド,

売 上高,数 量,単 価,売 上年月 日な ど売上 に関するデータ しか記録されていない。そのため,需 要予

測 を行 な う場合には,必 要 な家計別耐久消費材の消費金額,国 民生活実態統計データなどは別のフ ァ
'

イ ルか ら抽 出 しなければな らないことになる。 この ような ファイルの形態はケース1か らケース4に

該当する。常識的 かつ経験的 にいえる ことはケース1,2の よ うにデータ量が 小量の場合は使用形態

が単能的 であろ うが,多 能的 であろ うが,デ ー タ ・マネージメン ト・システムの設計の難易度 には ま

ずそれほど差はない。

しか し,ケ ース5と ケース4と の間にはかな りの難易度の差がある。

ケース3の ように大量のデータを単能的 に使 う場合は,た いてい線型構造でシークエンシャル処理

が適用され る。
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図6-2-3 シ ー クエ ンシ ャル ・フ ァ イ ル
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この場合は、 あらか じめ使用目的 にあ った キー ・フ ィール ドでアセンデ ィング又は デセンデ ィング

に分類 してお くのが普通である。

外部 記憶装置としては磁気テープ装置でも磁気デ ィスク装置でも構わない,し か し,磁 気 デ ィスク

装置の方が より効率の よい アクセス手法を採用する ことが可能である。

た とえば,デ ィスク装置のハー ド的な特性を利用 してバイナ リー ・サーチ(binarysearch)を 行

なった り,パ ーチ ィシ.ン ド・ファイルを作 った りすることもデ ィスク装置め場合は可能である。

ケース4の よ うに大量のデータを多能的に使用す ると,線 型構造 よb,む しろ,木 構造 または階層

木構造の方が より効果的 である。この ような場合には,レ コー ドを目的に応 じてフ ィール ドごとに分

類 し,フ ィール ド群の中ではシークエンシャル にしてお き,フ ィール ド群 同士はある特定 のキーによ'

リリンクする方法が とられ る 。(い くつかのインバーデ ッド・テープルー インデ ックス ・テープル

ー を作 ってレコー ドの リンケ ージをとる)

イ ンバーデ ッドフ ァイルの特長は レコー ドを構成 しているフ ィール ド(複 数でも可)を キーにして ,

迅 速 に内容検索することが できることにある。従 って統計データのよ うにデータの特性をあ らわす属

性 が多い ものには有効である。

事業所統 計 レコー ドなどは,レ コー ドのなか に事業所番号,票 番号,事 業所生産,事 業所形態など

い くつ もの属性 をもってお り,そ の属性 ごとに多能的 にフ ァイルを使用す る(内 容検索 を行 な う)場

合は このケー スにあては まる。

ところがあま りにもデータが大量の場合は,も っと根本的な対策 を立てな くては ならな くなって く

る。そ のような場合には ファイルの分割が必要である。た とえば,全 国の事業所統計 レコー ドを同一

フ ァイルのなかに蓄積 しよ うとして も明 らかに無理であるo

そ こで,ま ず統計データを

事 業所 番号 による分割

地域に よる分割(府 県市町村)

部 門による分割

機能による分割

などに よって,計 算機 で物理的に処理 で きる量にまで分割する必要がある。 また,あ ま りに も多能的

`

■
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に使えるよ うにする とインバーデ ッド・テーブル(イ ンデ ックス ・テーブル)が 多 くな り検索時間が

著 しくかか って しまうことに留意すべきである。

6.2.2デ ー タ.マ ネー ジメン ト.シ ステ ムの形態(2)(ケ ー ス ～ケース)

ケ ース1～ ケース4の ように統計デ ータの種類が1種 類または少種類の場合 には,対 応するデータ

・マネージメ ント・システムを容易 に考えることがで きるか,1つ の フ ァイルのなかで多種類の統計

データを扱 うとす ると,デ ータ ・マネージメン ト・システムはかな り難 しい もの となる。

データ構造 としては多種類のデー タを取扱 うことがで きる階層木構造,階 層 グラフ構造が とられ る

のが普通 である。特 に階層 グラフ構造 となると,こ れ を採用 しているデータ ・マネージメン トの アプ

リケーシ 。ンは現在の ところIDS(lntegratαd】tLtaStore)し か ない のが実状である。
　

IDSの 場合;チ ェー ン構造(階 層グラフ構造)に より,多 能的な目的 に応ず るようなフ ァイル設

計が可能であるが,こ れを前述 したインバーデ ッ ド・ファイルで処理 しょうとするとインデ ックス ・

テーブルが途方 もなく多 くなり,実 用上の点か ら難 しくなる。勿論,デ ータの リンケージを複雑にす

ればす るほ ど処理時間は相乗的 に増加する危険性があるので,こ の点 をデータ ・マネージメン トの機

能で補 うようにしなければ ならない。IDSで は ページ ・レンヂ,ペ ーヂ ・インターバル,チ ェーン

・オーダ ,チ ェー ンの種類,レ コー ドなどのオプシ 。ンがあ り,利 用者はそれ らのオプシ 。ンを任意

に使用す ることによ り処理時間を短 縮させることがで きる。

また,IMSで は フ ィジカル ・ポインタ,ロ ジカル ・ポイ ンタを使 うことにより、複雑 なデータ構造

を解決 しょうとしている。

わ

■

6・5統 計 シ ス テ ム に お け る デ ー タ ・マ ネー ジ メ ン ト用 言 語

従来までは,フ ァイル を取扱 うとなると,ア センブラ,COBOL,FORTRAN,PI/1の 言

語に精通 していない と効率の良いinput/OutPlit処 理 をすることが難 しか った。そのため,だ れ で

もフ ァイルを取扱 うことがで きるとい うわけにいかず,特 別なプログラマにフ ァイル関係の仕事がま

かされて しまっていた。その結果,計 算機室内部で もその担当者がいないとファイル関係の仕事が全

然進まなかった り,外 部か らのアウ トプ ット要求に対 して常にネ ックになった りしていた。 これでは

多 くの利用者にフ ァイルを効率 よ く使用 して もらうわけにはいか なくなる。

また,フ ァイル処理 をアセンブラ ・レベルでプログラ ミングす るとファイルの変更の際,そ れ に関

係す るプ ログラムをすべて変更 しな くてはな らな くなる。これ をプログラムの保守 と呼ん でいるが,

この費用は年 々増加する一方である。このよ うなプログラム保守費は少 なくてすむ よ うに留意 しなけ

ればな らない。ちなみ に,カ ーネギーメロン大学教授RichardL.VanHorn氏 に よると 「・・…,

アメ リカ企業において,一 つの大 きな問題 を投げかけていることを指摘 しておかねばな らない。それ

は一つのファイルが多方面に利用されるため に,そ のフ ァイルを常 にかえていかねばな らない(追 加,

変更,削 除等)と い うことである。現在のプログラ ミング言語を用いた システムでは ファイルを変更

するとき,必 ずプログラムの書 き直 しが必要 となる。この場合,プ ログラ ミング総費用の15%が そ

の書直 しに投 じられていると考え られる。」 と述べてい る。
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このよ うなことか ら,従 来の ようにアセンブラ,コ ンパイラに精通 していな くてもファイルが取扱

える よ うなデータ ・マネージメン ト用言語が考え られ るよ うになった。

統計データのデータ ・マネージメン ト・システムが十分その威 力を発揮 し,多 くの利 用者に使用さ

れ るためには,統 計データのデータ ・マネージメ ン ト用言語は利用者のシステムへの適用性,プ ログ

ラムの容易性,汎 用性などについて十分考慮がは らわれた もので なくてはな らない。 このよ うな配慮

が ない と,統 計のためのデータ ・マネージメ ン ト・システムを使用することが難か しくなった り,蓄

積 と検索 のための時間がかか って しま うなど利用者にとっては耐え難い欠陥に落入 って しま う恐れが

ある0

1960年 前半のデータ ・マネージメ ン ト用言語 の開発状況 を振 り返 ってみると,必 ず しも初めか

ら理想的なシステムの開発 を狙 って きた ものではない ことが よ くわかる。理想的なデータ ・マネージ

メ ン トとは利用者のニーズに近い機能 をもっていなければならない。 しか し,1960年 前 半は まだ

まだ利用者のニーズそ のもの もレベルの低い ものであ ったことに も起因 じている。(勿 論,MEDLAS

の よ うに文献の情報検索のよ うな特殊 な分野では,か なり高度な ものがあ ったが,汎 用データ ・マネ

ージメン ト・システムとはいえないであろ う)

SDC〈SystemDevelopmentCorporati(m)やGE(GeneralE』tric)は 先 駆的なソフ ト・

ウ ェア会社や電算機メー カであるが、 ここで開発されたデータ ・マネージメン ト・システムも利用者

のニーズの拡大に対応で きるように常 に改良 を行 なっている。 このよ うなソフ トウェアを作るには,

莫 大な工数と高度 なソフ ト・ウェア技術を必要 とするため,ど うして もは じめか ら理想システムを作

る ことがで きずVERSION-1,ll,ま たはPhaseI,fiと い うよ うな改良を行なわなければ なら

な くな って くるo

SDCの 場合は,1964年 にLUCIDが 開発され てか ら,1968年 にTrMS(Tim∋ 曲ar釦

DotaManagmmtSyst㎝)が 完成 し,さ らにTrMSの 欠 点を補い,新 機能を追加 したDS(Data

Syst㎝)が 開発されてい る。DSの なかで もDS-1,DS-2,DS-3と 段 階を経て開発されて

いるのが実状である。

現 在,各 計 算 機 メーカ,ユ ーザ,ソ フ トウ ェア会社が発 して紹介 してい るデータ ・マネ_ジ メ

ン ト用言語は非常 に沢山ある。外部記憶装置の入出力処理の手間 をできるだけ簡単に しょうとい う1

㏄S(InpatOutllXltc(mtrolSyst㎝)を ベ ース にして開発されたもの,利 用者の要求に応 じて多

種多様なアウ トプ ット帳票 を簡単に作成 で きる ようにするRPG(ReportPmgr翫nGenerator)を

ベ ースに開発 した もの,全 く新 しいフ ァイル概念か ら開発された ものな ど,多 彩であるが,お よそ上

記のよ うな5つ のタイプに大別することがで きる。いずれのタイプにして も長所短所があるが,結 論

的 には,利 用者が使い易いか,利 用者が許容で きる範囲内でアクセス処理(蓄 積,検 索,修 正)を 行

な って くれるか,利 用者 の望む よ うな形式で容易 にアウ トプ ットを作表 して くれ るか などが システム

に対する評価基準 となるよ うである。その他 に,フ ァイルに蓄積されてい るデータの機密保護,デ ー

タのエ ンコー ド,デ コー ド,フ ィジカル ・チ ェック,ガ ーべージコレクシ.ン な どの付帯機能 も問題

にされることはい うまで もない 。
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6・3.1パ ラ メ ー タ 形 式

利用者がパ ラメータまたは コー リング ・シークエ ンスを使用 して,フ ァイル処理 を行な うシステム

に1搬 で開発 したGIS(Basic)や,四 鴎 力㈱で開発 した㎜RS(E酬 卿 ㎜ ㊥

ExecutiveRqportingSystem)が あ る。

このタイプのシステムは端末機か らオンラインで使用するとなるとあ らか じめ処理用のプログラム

をシステムの中に登録 しておかなければ ならないので,あ らゆる種類の問合せ に応ず ることはむずか

しい。使い方 としては,端 末機か らプ ログラム ・コー ドをインプ ットして,あ らか じめ実行可能な形

'で システムに登録され ているプログラムを呼び出 して処理するので
,処 理時間は速いが,そ の適用範

囲はかな り限定され る。

6.5.2専 用 言 語 形 式

統計用データ ・マネージメ ン ト・システムでは,従 来のアセ ンブラ,COBOL,FORTRAN,

Pち/1を 知 らな くて も,簡 単な教育で誰れ でも容易 に使えることに主眼を置いている。一般的 にこ

の よう厳 い方をn㎝ 世ogra㎜eru8eと い う。

このタイプの言語 には

{1)COBOL,FORTRANよ り もフ ァイルの取扱 いが容易でなければ ならない。このため,ハ イ ・レ

ベルの言語形式が要求 され る。

(2)non-progralmneruseで,し か もオンラインで端末機か ら自脈 フ ァイノレ処理がで きな肋 ば

ならない。

{3)デ ー タ構造の登eq・)修 正 もオンラインで行なえなければな らない。

などが要求され る。

使用する言語形式はで きるだけ,自 然語に近い形式で記述で きるよ うに,同 意語NULLWORD

の指 定を利用者に便利なよ うにす ることが肝要である。この ような言語 としてはGIS,TDMSに 用

い られている。

たとえば,TI〕MSを 使 用 してあるデータをアウ トプ ットしたい場合,PRINTと い う動詞を使用

するが,目 的 とするデ ータ(TDMSで は エン トリー とい う)を 指定す る場合 にはWHERE節 を使いつ

ぎのよ うに記述す る。 ・

PRINTCITY,STATEWHEREREGIONEQNE

EQは 単位条件 を構成する関係オペレータであ る。

せた,AND,ORな どの論理オペ レータを使 うことによってよ り複雑なデ ータを検索することがで

きる。

PRINTAVGAMOUNT,AVGPRICEWHEREPRODUCTEQPREMIUMGAS

AND(STATEEQNEVVJERSEYORREGIONEQNE)ANDTYPEEQ

STATIONANDDATEEQ2/1/71…2/8/7/

端 末機か らオンライ ンでアクセス処理する場合は,で きるだけ質問のイ ンプ ット桁数を減 らす こと

に留意すべ きである。
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このためには,同 意語 とNULLWORDを 使 って,日 常の会話形式でアクセス処理がで きた り,不

要な言語 を省略 して必要最 小限度の言語 で処理で きるようにすべ きであ る。

た とえば

PI.EASELISTRECORDSWHENSTOCK-ON-HANDEQUAI.SZERO

上 記 の ような記述は,日 常会話 に近 くなるので解 りやすいが,オ ンラインの場合はあまりに も冗 長す

ぎる。そこで,

LISTOUT-OF-STOCKITEMS

と書 くことがで きれば,イ ンプ ット時間の短縮,イ ンプ ット・エラーの減少 を図ることがで きる。

このタイプの言語は処理 の範囲 に限界があることが短所である。COBOL,FORTRANな どのプロ

グラム処理 を必要 とするようなアウ トプ 。トが要求され る場合 には このタイプの言語だけでは応 じき

れ ない。そ こで,COBOLやFORTRANで 書 かれ たプログラム との リンケージの問題がでて くる。し

か し,COBOLな ど との リンケージが解決された として も,い ろいろな形式のアウ トプ ットを作表す

るとき,い ちい ちリンケージをとっていたのでは処理効率が落 ちる。そ こで,こ の種の言語の中にで

きるだけRPGの 機 能を もたせ ることも大切になって くる。

6・3.5ホ ス ト言 語 形 式

デ ータ ・マネージメ ン ト・システ ムでいわれ ているホス ト言語 とはCOBOL,FORTRAN,PI/1

の よ うに既存 のプログラム言語でシステムを動かすことがで きる言語 をい う。この意味ではCOBOL

な どのVERSION-UPと い うことになる 、このタイプの言語形式の特長 としては,COBOL,FO--

RTRANの プ ログラムの なか で自由にフ ァイル処理がで きることである。そのため,フ ァイル処理

用言語 と一般の処理 プログラムとの リンケ ージに利用者は気をつか う必要がな くなる。IDSで は,

COBOLのPROCEDUREDIVISIONの な かで 自由にIDSフ ァイルを処理することが できる。

また,FORTRANの なかで ファイルを自由に使える ものと してUNIVAC社 のFORIMS,東 芝の

IDS ./FORTRANな どが あるo

しか し,ホ ス ト言語の欠点 としては6・3・1節 のパ ラメータ形式と同 じく,端 末機か らオンライ

ンでフ ァイル処理 をする とき不便であること,COBOLな ど既存の言語のステー トメン.トにあわせた

ような記述形式をとっているので,情 報検索だけに使 う場合は,プ ログラムに若干の冗 長性がでてし

まうことがあげ られる。

以上,3つ の タイプの言語形式の概要 を紹介 したが,統 計用のデータ ・マネージメン ト・システム

としては,当 然これ らの3つ のタイプの長所 を生かした言語形式を考えたい。それは統計データの利

用者 の範囲が広 く,い ろいろな業務で適用される ことを考慮する と,可 能な限り使い方 にも汎用性 を

もたせておいた方が望ま しいか らである。 。

た とえば,ト ップ ・マネジ ャが昨 日の各営業所の売上高を知 りたい と思 ったときは,重 役室か ら端

末機 で直接,つ ぎのよ うなステ ー トメ ン トをインプ ッ トするだけでよい。

PRINTYESTERDAY,SSALESPRICEATEVERYBRANCH

い っぼ う,営 業部門では売上げに対する回収処理 を行な うため に,売 掛管理 システムで同 じデータ
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を使いたい場合がある。このよ うな使い方は,た だ単に目的のデータを検索す るだけでは な く,関 連

するデータをも同時 に検索 して,一 般的なプログラム処理 をする必要がでて くる。す なわ ち,売 上デ

ータと回収デ ータを結びつけて消 し込みを行ない,売 掛に対 しどれ だけの現金が入金 したかがひと目

でわかる ような処理 をする必要がある。

このよ うなときは,売 上 データは他の関連す るデータ(得 意先データ)と リンケージをとりなが ら

COBOLやPL/1の なかで 自由にアクセスで きることが望ま しい∩

このタイプの記述の例はつ ぎの ようになる。

IDENTIFICATIONDIV.

ENVIRONMENTDIV.

PROCEDUREDIV.

OPENEIGYOFILE

～'

COBOL処 理

～

鵬R・ETRIEVE・a…PRICER・C・RD・FURIKAK・ 一・HA・N

～

COBOLvaよ る売上げデータの処理

～

CLOSEEIGYOFILE㎜.

また,企 画課では売上げデータを使 って他のデータを組み合せた り,統 計的処理 をすることによって

需要予測 を行 な うことが ある。 この場合は,フ ァイル ・システムから売 上デ ータやその他の関連 デー

タを加工 した形で検索 し,そ のまXセ ンサス局法 による時系列分析 とか計量経済モデルなどの需要予

測 システムに結びつける必要があ る。以下にその記述例を示す。

～

RETRIEVESAIＬESPRICERECORDOFURIKAKE-CHAIN

～

LINKCENSUS(72,65,04,70,03,1,1,1・)

～

なk・,CENSUSの 中のOは つ ぎの意味を もつ 。

データの数は72個 で データの開始年月 日は1965年4月,終 了年月 日は1970年5月 である。

モデルは加算モデルで,CENSUSの 処 理中途中結果 を含めてすべて アウ トプ ットする。又,分 析結

果はプロ ットとしてプ リン ト・アウ トする。

この ように同 じ売上 高(SALESPRICE)で もいろいろな分野で異 った使い方が され る。統計シ

ステムは このよ うな使い方がで きるようなデータ ・マネージメ ン ト・システムでない と,本 当の意味

で企業のなかで生かされ ることにはな らない。 とくに専用言語 とホス ト言語 を ミックス して,互 いの
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欠点 を補 うよ うなデータ ・マネージメ ン ト・システムを作れば,汎 用性 と実用性のある統計データの

データ ・マネ=-i7メ ン ト・システムにすることができるo

..統 計 システムのためのデー タ ・マネージメン ト用言語

データ ・マネージメン ト用言語はっ ぎの2つ の部分か ら構成 され る。

田 データ構造を定 義し,フ ァイルを作成す る部分

(a)IDSのDATADIVISIONの なかのIDSSECION

(b}GISのDATADESCRIPTIONTABLE

(c)TDMSのDEFINE,G㎜RATEモ ジ=一 ル

がその例であるo

t2)デ ー タの蓄積,検 索,修 正処理を行 なう部分

(a)IDSで はPROCEDUREDIVISIONの なかでSTORE,RETRIEVE,MODIFY,DE-

LETE命 令 を使 ってプアイル処理 を行な う。

(b)GISで は 専用語であるPROCEDURELANGUAGEを 使 用 してフ ァイル処理 を行 な うため

のプログラムを作成する 。

ステー トメ ン トとしては

PROCEDURECONTROLス テー トメ ン ト

DEFINITIONス テ ートメ ン ト

INPUT/!OUTPUTス テ ー トメ ン ト

DATAMODIFICATIONス テ.一トメ ン}

PROCESSINGス テ ー トメ ン ト

があ り,こ のステー トメン トのなかの命令を組み合せてファイル処理や作表のためのプログラ ミ

ングを行な う。

(c)TDMSで は 専用語である各種モジ ュールを使用 してプログラムを作る。

モジ ュールとしては

MAINTENANCEモ ジ ュール

UPDATEモ ジ ュール

QUERYモ ジ=-dル

COMPOSEモ ジ ュール

DISPLAYモ ジ=一 ル

があ'るo

(b},(c}はCOBOL言 語 のなか では 使用で きないため,シ ステム自身のなかに作表 用の コマン ド,ス

テー トメン トが用意されてい るo

本研究 では,こ れ まで統計用 のデータ ・マネ ージメ ン ト・システムのあ り方 につ いて検討を加えて

きたが,指 向すべ き統計用のデータ ・マネージメン ト・システムとしてDAM-71を 想定 し第8章 で

解説する。

－f18一

¶

や

4

◆



,

DAM－ の1は その名称 をSTATISTICDATAMANAG㎜SYSTEMと 呼び,つ ぎの

5つ のモジュールか ら構成されている。

(1)STATISTICDATADEFINITIONモ ジ ュール

(2)STATISTICDATAPROCEDUREモ ジ ュール

(3)STATISTICDATAANALYSISモ ジ ュール

■ 第8章 ではDAM-71の 詳細仕様についての説明は行 なわず,現 段階 で考え られてい る仕 様の概略

について紹介するにとどめる。

●

◆
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7統 計 用 デ ー タ の プ ア イ ル ・メ ン テ ナ ン ス

7・1フ ァ イ ル ・メ ン テ ナ ン ス の 考 え 方

前章までは統計システムにおけるデータ ・リンケージの問題や ファイリングの問題 について考えて

きた。この章では,フ ァイルに記憶 され ているデータを常に正 しく維持 してい くためには どうした ら

よいか,維 持するために.どん な工夫がなされ ているか,と 云 う問題を考えてみることにする。,

一般 にデータ処理用のフ ァイルを設計する場合 ,処 理効率や利用方法などを考慮 した上でシステム

の 目的や機能 に最 も適 した方法 を考えなければならない ことは前章まで繰返 し主張 してきたことであ

る。そ して,デ ータ ・マネージメン トを利用者にとって実 用性の ある ものにするためには ファフ ィル

のメイ ンテナンスや機密保護等 の付加機能は重要な要素であることも述べて きた。すなわ ち,フ ァイ

ルの処理 を行な った り,利 用 して行 くためにはフ ァイルが完全な状態(正 しい状態)に 保持され てい

ることが保証されてな くてはな らない。 このため,

1)ハ ー ドウ ェアとしてのフ ァイル(磁 気テープ ・磁気 デ ィスク ・磁気 ドラムなど)そ の もの に

欠陥があるた めに引き起 こされる ファイルの故障

2)コ ン ピュータ本体(中 央演算処理装置)や フ ァイル装置。入出力装置など,端 末装置やファイ

ルを動かす機構の故障にともな うフ ァイルの破壊

ろ)デ ータ処理 の方法(プ ログラムやオペ レー・e■。Xな ど)が 聞違 ったために引き起こされた ファ

イルの破壊

4)デ ー タとしての情報をイ ンプ ッ トした時,間 違 った情報 をインプ ッ トした ことによって生 じた

フ ァイルの欠損

などファイルが何 らかの意味において破壊された り,欠 損 した場合には,以 後の利用 を可能にす るた

め にフ ァイルを修復 してお く必要が生 じる。

また ファイルに記憶されているデータは,時 間的な経過や状況の変化,シ ステムやデータに対する

ニーズの変更にともない修正 された り,削 除された り,新 たに追加され た りして常に最新の状態 を保

持されてい なければならない。そのため;こ の様にフ ァイルの修復 ・更新にともな うファイル処理を

すべて含めて本章では,フ ァイル ・メンテナンスと定義 し,こ れ以降の節 で検討 を加えて行 く。

ア ・2デ ー タ の 更 新

7。2・1デ ータの更新の重要性

前にも述べたよ うに,フ ァイルに蓄積されてい るデータは,時 間的 な状況の変化やシステムのご一

ズの変化に ともな う処理方法の変更などによ り常 に変化で きるものになっていない とデータ ・マネー

ジメン ト・システムに要求 され ている機能を満足 させ ることはで きない。

このためシステムを設計す る場合には,デ ータの更新の処理方式の決定 が非常に重要 な問題 となる)

なぜな ら,こ の処理 の方法 によっては,処 理工数 ・処理時間が異 なり,シ ステムの経済性を左右する
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ような問題にまでつなが ってい るか らである。

と くに従来の専用的なシークエ ンシャル ・フ ァイルと異な りデ一夕 ・ベ ースとか,デ ータ ・バンク

とか呼ばれる多 目的 な汎用データ ・マネージメン ト・システムにおいては,フ ァイル設 計の方法によ

ってフ ァイル処理効率が数倍～10借 位 も異なり,そ の適 ・不適がシステム効率に大きく影響する。

このためシステムを設計することは,フ ァイルを設計することである といわれ る くらい,フ ァイル設

計の重要性が増 して きた。たとえば,こ こ数年来問題 となっているMIS(MapagementInforma-

tionSystem)を 企業 に導入するためにもデータ ・ベース管理 システム とか,汎 用データ ・マネー.

ジメ ン ト・システムとか呼ばれる ものがMISを 確 立させるための不可欠なツール(道 具)と して要

求され てい る。データ ・マネー ジメン ト・システムにおいては,前 に も述べたよ うに従来の ファイル

が単一目的のために設計されたのに対 し,多 目的に共通 なファイル として多 くの利用者が,一 つのフ

ァイルを共用す ることがで きる。 しか も処理 プログラム とデータ ・ペース と呼ばれる汎用ファイルを

定義す る部分 を各々独立 した ものと して取 り扱 うことがで きる。これ を書物 に例えれば,従 来のファ

イルは,専 聞書であ り,デ ータ ・ベースは,辞 書や百科辞典の ように多 目的 に利用される ものである

といえる。従来のフ ァイルは,磁 気テープや磁気 デ ィスクなどの外部記憶装置を中心 としたシークエ

ンシャルな処理が中心であったが,デ ータ ・マネージメン ト・システムにおいては,磁 気デ ィスクや

磁気 ドラムなど,DASD(DirectAcessStOrageDevice)を 中心 として,シ ステムの目的 に応 じ

てシークエ ンシャルな処理 やランダ ムな処理が選択できるようにな っている。 この ことは,通 信回線

を通 してユーザ とコ ンピュータ を結びつけ,時 々刻 々と変化する状況の インプッ トや,そ れに ともな

うアクシ 。ンを取 るための情報の検索 など,従 来の ファイル ・システムでは容易に行 なえ なか った こ

とを可能 にした。

これは,DASDに 記憶 され ているデータが実際の利用に役立つ状態に常に更新されているか らで

あり,そ の意味か らもデータの更新がシステムにとって重要な ことであるこ.とが理解で きよ う。

7・2.2フ ァイル編成 とデータの更新

データの更新が どのよ うにして行なわれ るかについて,従 来のファイル ・システムとデータ ・ベー

ス管理 システムに用い られ る汎 用データ ・マネージメン ト・システムについて比較 してみ よ う。

従来の ファイル ・システムは,一 般 には ファイル編成方式 としてシークエンシャルな編成 を持つフ

ァイルが用い られている。いっぼ う,デ ータ ・マネージメ ン ト・システムにお・いては、 ジークエソシ

ャルな編成,パ ーチ ィシ 。ン ド・シークエ ンシャルな編成,イ ソデ ックス ド・シークエ ンシャルな編

成リダ イレク トな編成 などのフ ァイル編成が選択で きるようになってい る。さ らにデータの更新につ

いても修正 ・削除 ・追加(挿 入)な どの コマン ドを持 ち,そ れ らのコマン ドにより,プ ログラムの中

で 自由にデータの更新がで きるものが多い 。ここで,こ れ らのファイル編成方式によリデ一夕の更新

が ど う異 なるか を考え てみ よう。

1)シ ー クエ ンシャル ・フ ァイルにおけ るデータの更新

シークエ ンシ ャル ・フ ァイルにおけ るデータの更新を考える場合,デ ータの更新の方法 として,

2っ の 問題が考え られ る。1っ は,レ コー .ドに追加 ・削除がない場合であ り、他の3つ は,レ コ
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一 ドに追加 ・削除がある場合である。

外部記憶装置と して磁気 テープを使用 している場合は,い ずれの場合で も変更にともなって,

全 く別のファイルを新製 しなければな らない。 しか し,磁 気デ ィスク装置を使用 してい る場合は

前者の場合と後者の場合では処理方法が異 なる。前者の場合は,更 新 データをフ ァイルのシーク

エ ンスにあわせてあらか じめ分類 しておけばマ ヅチキー(照 合キー)に よリデータの抽出を行な

い該当する レコー ドだけ を修正することがで きる。しか し,後 者の場合は新 しい レコー ドが追加

されるためフ ァイル 自身 も新製 しな くては ならない。これ をさけ るために、 オーバ ・フロー ・エ

リアを準備 して置 くことも考え られるが,純 粋な意味でのシークエンシ ャル処理 では通常オーバ

・フローの処理機能は もたない。

2)イ ンデ ックス ド・シークエソシ ャル ・フ ァイルにおけるデータの更新

イ ンデ ックズ ド・シークエ ンシ ャル ・フ'アイルにおけるデータの更新の場合には,5章 で も述

べた ように,オ ーバ ・フロー ・エ リアをファイルの中に持 ってい るため,シ ー クエンシャル ・フ

ァイルのように レコー ドの追加 ・削除 κよるフ ァイルの書 き替え(新 製)は ない。

この場合には,更 新データの キー とフ ァイノレのインデ ヅクス ・エ リアの キーをシークエ ンスま

たは ランダムに照合することにより,直 接プライム ・エ リアの該当レコー ドを取 り出し,デ ータ

の更新が行なわれ る。 もし更新データにレコー ドの追加がある場合には,プ ライム ・エ リアに書

けない場合で もオーバ ・フロー ・エ リアに追加され る。

また,イ ソデ ックス ド・シー クエンシ ャル ・ファイルは,ダ イレク ト・ファイルの ようなラツ

ダマイジ ングを行なわないので,シ ノニムなどについて も考えな くて よいので,比 較的大量のデ

ータを取 り扱 う即応性の低 いフ ァイルには適 している
。

3)ダ イ レク ト・ファイルにおけ るデータの更新

ダイレク ト・ファイルにおけるデータの更新は,更 新データのキー とDASD上 の レコー ドの

ア ドレスをラ ンダマイジングなテクニ ックによって関連づけているので,更 新データの レコー ド

をダ イレク トに取 り出して処理 され る。 このため,レ コー ドの追加 。削除について もフ ァイル

を書 き直す必要は な く,直 接行なわれ る.ので処理時間は速い。 しか しア ドレスの関連ずけをラン

ダマイジ ング ・テクニ ックを用いて行 な っているので.シ ノニムの取 り扱いや レコー ドの追加 ・

削除 にともな うア ドレス変更など,全 てプ ログラムで補わなげればな らないのでプログラ ミング

＼,作 業がむつか し
い とい う欠点がある。

この様にデータの更新を行な う場合,デ ータが記憶 され てい るフ ァイルの編成方式により更新の仕

方が異な って くる。そこで,フ ァイルを設 計す る場合のファイル編成 をどう考えた らよいかについて

7・4節 「フ ァイルの更新」で もう一度考察 してみることにする。

7・5デ ー タ の 正 当 性 検 査

7・3・1デ ータの正当性検査機能

データ ・マネージメ ン トにおいてはデータ処理の迅速性 と正確性は 重要 な要素 である。7・3・1
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節 で は,こ の 正 確 性 に つ い て 考 え て み る 。

正 確 性 を論 ず る前 提 と し て は イ ンプ ッ トデ ー タ,デ ー タ を処 理 す るた め の プ ロ グ ラ ム や オ ペ レー シ

。ン,そ れ に ハ ー ドウ ェア な ど,全 て が 正 し く保 持 さ れ て い な くて は な らな い 。 こ の た め には

a)エ ラ ー を 発 生 さ せ ない 。

b)エ ラ ー を迅 速 に 発 見す る 。

c)発 見 さ れ た エ ラ ー を メ ンテ ナ ンス す る 。

な ど の 工 夫 が な さ れ な け れ ば な ら な い 。 ま た,具 体 的 な 方 策 と して は,デ ー タ の チ ェ ック,プ ロ グ ラ

ム の デ バ ック や テ ス ト,オ ペ レー シ.ン ・ア ニ マ ル の 整 備 や 教 育,コ ン ピ ュー タ の メ ン テ ナ ンス な ど

が 必 要 で あ る が,こ こ で は イ ンプ ヅ ト ・デ ー タ の チ ェ ック に的 を しぼ っ て述 べ る こ と に す る 。 デ ー タ

の チ ェ ッ ク の 方 法 に は,人 間 の 目 や モ ニ タ に よ る 方 法,プ ロ グ ラ ム に よ る 方 法,ハ ー ド ・ウ ェア に ょ

る 方 法 な どが 考 え られ る 。 チ ェ ック を 行 ら う段 階 も,起 票 段 階,キ ー ・パ ン チ の 段 階,コ ン ビ ュー タ

へ 投 入 時 の 段 階 な ど種 々 の 段 階 が 考 え られ る 。 人 間 の 目や モ ニ タ に よ る チ ェ ック は,一 般 的 に 起 票 段

階,キ ー ・パ ン チ 段 階 に行 な わ れ る 。

1)人 間 の 目 や モ ニ タ に よ る チ ェ ック

① イ ンプ ッ ト ・シ ー トと原 票 と の 読 み 合 せ,

② パ ン チ と ベ リフ ァイ の 併 用,

③ カ ー ドの コ ー ナ ・カ ッ トや カ ー ドの 色 別 に よ る 区 分,

2)'プ ロ グ ラ ム に よ る チ ェック

① シ ー ク エ ンス ・チ ェ 。ク

② マ ッチ ン グ ・チ ェ ック

統 計 資 料 作 成 の プ ロ グ ラ ム な どの 場 合 は,コ ー ドと 名 称 を イ ン プ ッ ト し,マ ス タ ・フ ァイ ル

の コー ド ・名 称 と照 合 す る 。

③ フ ォ ー マ ッ ト ・チ ェ 。ク.

イ ン プ ッ ト ・デ ー タ の フ ォ ー マ ッ トが マ ス タ ・フ ァ イ ル の フ ォー マ ッ トにマ ッチ し て い るか

ど うか チ ェ ックす る0
9

④ トー タ ル ・チ ェ 。ク

⑤ 自 己 検 証 コ ー ドに よ る チ ェ 。ク

デ ー タ コ ー ドの 中 に 検 証 用 の コ ー ドを 追 加 し て お き,そ の 桁 を チ ェ ック す る 。

3)ハ ー ド ・ウ ェア に よ る チ ェ ッ ク

こ れ は,デ ー タ ・チ ェ ッ ク と は い え な い か も しれ な い が,イ ンプ ッ トや ア ウ トプ ッ ト,チ ャネ

ル な で ハ ー ド ・ウ ェア を 使 って イ ン プ ッ トや ア ウ トプ ッ トの 命 令 を何 回 か 再 試 行 さ せ よ うと す る

機 能 で,

① ・1//O命 令 の 再 試 行

② チ ャ ンネ ル の 再 試 行

な ど が あ る 。
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7・3・2通 信回線に対す るチェ ック機能

オンライ ンでデータ処理 を行な う場合,デ ータ通信回線が回線雑音や瞬断な どによって誤 りが発生

す ることがある。 このためデータの正当性 を確保するために誤 りを検出 し訂正 しなければな らない。

そ こでこの誤 りを検出する方法 として最 も一般的に用い られてい るもの として,垂 直 パ リテ ィチ ェッ

クや水平 ・垂直方向のパ リテ ィチ ェックがある。

1)垂 直 パ リテ ィチ ェック

垂直パ リテ ィとは,情 報の一定 単位を表わすい くつかのビ ットの うち 「1」 のビ ットの合計が常

に偶数(ま たは奇数)に なるよ うに,情 報 を表わす ビ 。トに1ビ ット付加する表示をい う。 このよ

うにパ リテ ィピ 。トを付加された情報 ビッ トを送ると,受 信側で"1・"の ビ ットを調べ,tt1"の

ビ ッ トが偶数(ま たは奇数)で あれば正 しく受け取 り,逆 であれば誤 って受取 った と判断をする。

2)水 平 ・垂直パ リテ ィチ ェック

前記のパ リテ ィチ ェックでは 「1」 の ビットの奇偶性をチ ェック して誤 りを検 出する場合である

が偶数個のピ ットに誤 り(た とえば2個 と4個 の誤 り)が あると検 出で きない 。このためこれ を補

うもの として水平 ・垂直パ リテ ィチ ェヅクがある。

この水平 ・垂直 パ リデ ィチ ェックでは,1字 ご とにチ ェ ックす るのでな くある程度集めてブロ ック

にし,ブ ロ ックについて正 しいか どうかをチ ェ。クす る方法 で,文 字毎に垂直パ リテ ィチ ェックで述

べたよ うなパ リテ ィビ 。トを付加 し,さ らに各文字の ピッ ト番号 ごとに水平方向 に"1"の ビ ットを

調べ,そ の結果 とブロ ックの最后につけたチ ェックビ ットを照合 してブロ ックの 内容が正 しいか否か

を判断す る。

これが 水平 ・垂直パ リテ ィチ ェック といわれ るもので従来のパ リテ ィチ ェック(上 記1の 場合)に

比べ誤 りの検出能 力が高い っ

なお,チ ェック方式 につい ては表7-3-1に 示 す。

表7-5-1 誤り制御方式

伝 を
送 も
情 た
報 せ
に る
記 方
号 法

誤 正 の
り 符 使
訂 号 用

ハ ミング符号

サイク リ。ク符号

誤 符

り 号

横議
出 用

垂 直 パ リテ ィチ ェ ック

水 平 パ リテ ィチ ェ ック

垂 直 ・水 平 パ リ テ ィチ ェ ック

群 計 数 パ リ テ ィチ ェ ック.

定 マ ー ク ・定 ス ペ ー ス 方 式

雛
方秀

式 法

返 方
送 式

返送照合方式

チ ェック符号返送方式

並列伝送方式1

彊4
1

反復伝送方式
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7・4フ ァイ ルの 更 新

7・2節 「データの更新」でも述べた ように,フ ァイルに記憶され てい るデータの更新は,フTイ

ル編成方式 にょり異るので,デ ータの更新 を通 してフ ァイルの更新 を考え る場合には,フ ァイルの編

成方式 を無視することはで きない。 また,こ の際には フ ァイルの性質や処理のタイ ミングが問題 とな

るので,'こ こではそれ らを含めて検討す ることにする。

フ ァイルの更新 を行な う場合には,つ ぎのよ うなファイルの性質 を考慮す る必要が ある。それはフ

ァイルに対 してのレコー ドの追加 ・削除の頻度 と,フ ァイル全体に対する更新 レコー ドの割合,そ れ

にフ ァイル ・サ イズ(フ ァイルの量)な どである。

これ にっいては,そ れぞれ フ ァイルの移動性,活 性,大 きさ とい うかたちで表現されてい る。

フ ァイルの移動性の高い,す なわ ちフ ァイルへの レコー ドの追加 ・削除の多い場合には,こ のレコ

ー ドの取扱い方は重要な問題 となって くる。 もしこのよ うなシステムにおいてシークエンシャル ・フ

ァイルを採 用していたならば,フ ァイルの書 き替えが頻繁に起 り,シ ステムの効率 を低下させ る原因

となる。

フ ァイルの活性 については,更 新に利用されるデータの レコー ドがファイル全体の5～10%に す

ぎない場合には,ダ イレク トに該当 レコー ドが探せ るよ うなフ ァイル編成方式が よいだろ うし,更 新

データの レコー ドが ファイル全体の70～80%に お よぶ ような場合には,シ ークエ ンシ ャル なファ

イル編成が適 してい る。またフ ァイルの中の特定 な レコー ドに対 して頻繁に更新がなされ る場合には,

そ の レコー ドが取 り出 しやすい様に位置ずける配慮 も必要 とな って くる。

フ ァイルの大 きさについては,フ ァイルが小さい場合はそれほど問題 とならないが,大 きくなると

ファイルの編成の仕方によって・フ ァイルの効率や経済性 に大 きな影響 を与えるので十分考慮 しなけ

れば ならない。

以上 のことか らフ ァイル編成 とフ ァイルの更新の問題 を考えてみ よう。

1)シ ー クエ ンシ ャル ・フ ァイル におけ るフ ァイルの更新

シークエソシ ャル ・ファイルを使用したフ ァイルの更新はフ ァイルの移動性の小さい,活 性の大

きい ものには適す るが,移 動性の大 きい,活 性の小さい ファイル には向かない。また移動性が小さ

く,活 性の大 きい もので も,レ コー ドの追加 ・削除に対 してはファイルの再編成 が必要である。 こ

のた め,オ ンライ ン処理 においては一度バ ッチ処理でファイルの再編成 を行 った うえでフ ァイルを

使用す ることになる。

2)イ ンデ ックス ド・シークエンシャル ・フ ァイルにおけ るファイルの更新

イ ンデ ックス ド・シー クエ ンシャル ・ファイルにお・けるデータの更新は,シ ークエンシ ャル ・フ

ァイルのよ うにデータの追加 ・削除に対 してフ ァイルの書 き直 しを行な う必要が ないのでフ ァイル

の移動性が高 くて も,活 性の大小 によ って もそれほで問題 とな らないが,更 新データを探す場合 に
レ

イ ンデ ックス ・エ リアとデー タ ・エ リアの2回 アクセスするので即答性の強い リアルタイム ・シス

テムでは問題 となる。 しか しフ ァイルの大 きさが大 きい,即 答性 の弱いオ ンライ ン・システムには

ダイレク ト・フ ァイルの場合のシノニムの処理な どがないので適 してい る。
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3)ダ イ レク ト・ファイルにおけ るファイルの更新

ダ イレク ト・フ ァイルにおけ るフ ァイルの更新は,ラ ンダム処理 の利点 を用い てファイルの活性

の小さい ものや特定 のレコー ドに頻繁に起 こる場合に適する。また該当するレコー ドを取 り出す場

合,ラ ンダマイジ ンジ ・テクニ 。ク を用いているので,あ まり大 きなフ ァイルだとシノニム処理が

大変 になるので比較的小さい,即 答性の強い リアルタイム ・システムに適す る。・またダイ レク ト・

ファイル においては,シ ノニムなどの取扱い上か らもフ ァイル ・スペースを100%利 用す ること

は殆 ん ど不可能 で,通 常70～80%位 が利用され るが これはフ ァイル ・スペースよりもアクセス

・タイムに重点がおかれているためである;一

このようにフ ァイルを更新に対 しては,フ ァイルの性質,フ ァイルの編成方式,フ ァイルの処理方

式(オ ンライ ン処理かパ ッチ処理か)な ど考慮 した うえでシステムを考えなければ ならない。

7・5h"一 領ーーベ ー ジ ・コ レ ク シ ョン

シークエ ンシャル ・フ ァイルの場合 には,レ コ」 ドが追加された り,削 除された りした場合はデー

タの更新時kフ ァイルが再編 成されるので問題は起こ,らな.いが,DASDを 利 用したインデ ックス ド

・シークエ ンシャル ・フ ァイルのよ うなランダム処理のためのフ ァイルは,レ コー ドの追加や削除が

直接行なわれ るため,更 新が度重なる とフ〔イル上に使用されないエ リアや レコー ド間の小さなスペ

ースが生 じた り,頻 繁に検索され るレコー ドがオーバー ・フロー ・エ リアに記入 され ていた りして,

フ ァイルや システムの効率 を落す ことがあ る。そのためで きれば定期的 にファイルの中味 を効率 よ く

管理で きるように整理する必要が生 じる。 これ をガーべージ:コ レクシ.ン とい う。

この ようにランダマイジ ングなデータ ・マネージメ ン ト・システムでは,フ ァイルの リロケーシ ョ

ンやガーベージコレクシ 。ンを行ない検索効率 を常に維持することが必要 となる。そのため一般 には,

フ ァイル ・デ ィレク トリやフ ァイル ・ダ ンプを利用 した り,フ ァイル ・メ ンテナンス用のプログラム

を作成 した りしてフ ァイル名称,フ ァイル ・ア ドレス,フ ァイル ・フ ォー マッ ト,キ ー ・コー ド,テ

ーブル ・ア ドレス,標 準プ リン ト形式な どが取 り出せる ように してある。この他フ ァイルの検索カウ

ンタなどもいれておけば,フ ァイルに対す る検索頻度 もチ ェックで き,検 索頻度の高い ものは,よ り

高速のメモ リへ,検 索頻度の低い ものは,磁 気テープのよ うな安い メモ リにフ ァイル を分割 して使用

で き,シ ステムの経済性 を図ることがで きる。

φ

■

7・6オ ン ラ イ ン ・ デ ー タ ・マ ネー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の 問 題 点

オンライン ・システムは,通 信回線 を通 して,ユ ーザ とコンピ ュータを直接結びつけたシステムで

ある。す なわ ち,ユ ーザか らのデータを人手 を介さず コンピュータが直接受取 り,必 要な処理 を行な

って,そ の結果 としての情報 をユーザに直接返送 をする一連 のシステムである。オンライ ン ・システ

ムにおいてはバ ッチ処理システムにおいては生 じなか った問題が発生する。すなわ ち,コ ンピュータ

の構成,端 末機器 を含めた通信回線 の構成,コ ン トロール ・プ ログラムの問題,ラ ンゲージ ・プロセ

・サの醐 … イ・・鷹 類 と織 ・・イ・レ媒体の選択・デー・や・・イノレの保障などにおけ移
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〈の問題 を含んでいる。このためオンライン ・システムでは,そ の根本 をなすシステムの目的や範囲,

機 能が バ ッチ処理の場合以上 に明確化されていなければな らない。 しか し,こ の章 ではこれ らの問題

の うちフ ァイルのメ ンテナンスを中心にオ ンライン ・システムを考えてみ ることにす る。

7・6.1デ ー タ.マ ネー ジメン ト.シ ステムの問題点

オンライン ・システムにおいては,バ ッチ処理 システムと異な り,デ ータがランダムにユーザの端

末を通 してコンピ ュータにインプ ットされ る。これ らの インプ ットを扱 うデータ ・フ ァイル を作成す

るにあた っては,つ ぎの点 を考慮 しなければな らない。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

ファイルの処理方式(シ ークエ ンシ ャルか,ラ ンダムか)

フ ァイルの利用率(ど の位の頻度でフ ァイルが アクセスされるか)

フ ァイルの大 きさ

フ ァイルの移動性

フ ァイルの活性

フ ァイルの生成性(レ コー ド数や レコー ド長さの増加割合)

フ ァイルの更新頻度'

フ ァイルの保護(デ ータやフ ァイルの二重化 ダファイルの修復)

フ ァイルの機密性(パ スワー ド)

他 のフ ァイルとのインターフ ェイス

また,デ ータ処理 を行 な うた めのプログラム ・ファイルとしては,つ ぎの点 を考慮 しなければなら

ないo

① オペレーテ ィング ・システムとの関係

② プ ログラムの変更 ・追加 ・削除 に対する取扱い

③ 信 頼 性

④ プ ログラムの ロール ・イン,ロ ール ・アウ ト

⑤ プ ログラムの大きさ とロー ドの時間

この他,入 出力に待 ちが発生するので,こ の待 ちを処理す るためのワー ク ・フ ァイルとして待 ち行

列のためのフ ァイルや一時的 なバ 。フ ァを考え ることも必要 である。

7・6・2フ ァイルの信頼性

バ ッチ処理 と異 なりオンラインのデータ処理 においてはシステムの信頼性 を高めるために,フ ァイ

ルに対 していろいろな対策がなされている。

この対策 の主な ものは,

① フ ァイルに記憶 されてい る情報の保護

② コンピュータや周辺 機器のダウン時の対策

③ フ ァイル'ダ ウン時の対策

④ フ ァイルの再生処理

などがあげ られるが,こ の うち①のフ ァイルに記憶 され ている情報の保護対策 としては,プ ロテク ト
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・スイ ッチによリフ ァイルへの書 き込みが可能か否か を指定す る方法,コ ン トロールプ ログラムによ

ってパスワー ドをチ ェ。クす る方法,入 出力の要求の妥当性 を調べた り指定 ファイルや ア ドレスをチ

ェックする方法,フ ォーマ ット・チ ェックをする方法などがある。この うち,コ ン トロールプ ログラ

ムに全 てのチ ェック をさせるこ とは,そ れだけ処理時間が長 くなり,費 用 もかかるので必要最小限度

におさえる必要がある。

②のコンピ ュータや周辺機器のダ ウン時の対策 としては装置の二重化,バ イパス処理,バ ックア ッ

プ ・ファイルの作成 やログ ・テープの作成 などが考え られる。 ・

③のフ ァイル ・ダ ウン時 の対策 としては,② と同 じよ うにファイルの二重化,パ ックア 。プ ・フ ァ

イルや ログ ・テープの作成 などが考え られ る。

④ のフ ァイルの再生処理 としては,ロ グ ・テー プやバ ックア ップ ・フ ァイルの活用,ヒ ス トリカル

・ファイルやファイル ・ダ ンプの活用により再生処理 を行な うとか,再 生 した もの をチ ェックするた

めのテス ト・プ ログラムの作成 を行 な うなどの対策が とられてい る。

また,一 般には処理内容やインプ ット・アウ トプ ヅ トデータを管理するフ ァイル について,待 行列

の一定 のチ ェックポイ・ン トを決 め,そ のチ ェックポイン ト単位にログ ・テープ を作成 してい る。その

場合フ'アイルの目的や重要度 などによリチ ェックポイ ソトをど う決めるかが問題 となる。

この他,信 頼性 を維持す るためにハー ドウ ェアやソフ トウ ェア を利用 して再試行 を行ないエラーの

検出を行な うよ うに している。

'-

■

7・7汎 用 デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム に お け る ファイル ・メンテナンス

汎用データ ・マネージメ ン ト・システ ムにおいては,第6章 「統計システム とデータのフ ァイ リン

グ」で も述べたよ うにデータ構造 として,

線 形構造

木 構 造

階層木構造

階層グラフ(ネ ット・ワー ク)構 造

な,どがあ り,そ れ らのデータは,殆 ん どDASDを 中心 とした記憶媒体 にシークエンシ ャルやラ ンダ

ムなファイル編成 で記憶 ・蓄積され てい る。 しか しこれ らのフ ァイル編成の方法は,汎 用データ ・マ

ネージメ ン ト・システムのファイル編成方式によ り一義的に決 っているもの と,ユ ーザがデータ ・ベ

ースを新製するとき,そ のフ ァイル編成 を選択で きるよ うにな っている もの とがある。

また記憶 ・蓄積されているデー タの レコー ドについてもDASDを 使 用 してランダム処理 を可能 に

するため,つ ぎの ような方法 をと ってい る。

(a)従 来 のレコー ドの他にその レコー ドのキーの ア ドレスやロジ カルにつ ぎの レコー ドを下すア ドレ

スをチェー ン・フ ィール ドとして各々の レコー ド自身 に持たせた もの σ

㈲ デー タの レコー ド・ア ドレス を集めて,シ ステムのデ ィレク トリやイ)一 きックスとしているもの。

この うち,(a)の タ イプの代表的な ものとして リス ト処理があ り,(b)の 代 表的な もの としては,レ コ
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一 ド・アイテム毎にアイテ ムの値 やア ドレスをテーブルとして用意 しているインバ ーデ ッド・ファイ

ルがある。(フ ァイル ・デ レク トリやイ ンデ ックスは,キ ー ・アイテムの値 とア ドレスが1対1に 対

応 しているインバーデ ッ ド・フ ァイルの変形 とみなすことができる。)

また このよ うなインバーデ ッド・フ ァイルは,一 般のデータ処理 において'はユーザがフ ァイル を設

計する場合 に作成 しなければな らないが,汎 用データ ・マネー ジメン ト・システムにおいては,ア ド

レシングの機能が システムの中に用意されてい てユーザがプログラ ミング作業 を行 な う場合,こ れ ら

のイ ンバーテ 。ド・フ ァイルのテーブルを考え な くてもよいよ うに設 計され てい るものが多い。

すなわ ち,フ ァイルの更新 を行な う場合,殆 ん どチエ ン・ア ドレスやインバーデ ッド・ファイルの

ア ドレス変換作業 をユーザが行なわな くて も,シ ステムの機能の一つ としてシステムの中にそれ らの

処理 ルーチンが組込まれている。

また レコー ドの修正 ・追加 ・削除 について も,MODIFY,REPLACE,INSERT,CREATE,

DELETEな どが用意 しているコマン ドを利用 して,ユ ーザのプログラムや処理の中で 自由にこれ ら

の機能 を使えるように設計されてい る。この他,ロ グ ・フ ァイルの指定 やチ ェ。ク ・ポイン トの指定,

データや プログ ラムの保護 などの機能 もコー ドやキー ・ワー ドの登録に よって行なえるようにな って

いるo

最 近の汎用データ ・マネージメ ン ト・システムのマネージメ ン トの機能は,シ ステムのオン ・ライ

ン化 を目的 として検討されてい るものが多 く,従 来のプ ログラムに比べてユーザの ファイル ・メ ンテ

ナンスは簡単に行なえるよ うに工夫され てい る。

●

喝
・

¶

●
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8 DAM-71の 解 説

●

●

本 報 告書 で は,こ れ ま で統 計 シス テ ム の た め の デ ー タ ・マ ネ ージ メ ン トの あ り方 に つ い て検 討 して

きた が,こ れ らの 資料 を も とに 現 在 の技 術 で 開 発可 能 な統 計 用 デ ー タ ・マ ネ ージ メ ン ト・シス テ ム

DAM-71を 想 定 し,第8章 で 解 説 す る。DAM-71は 統 計 デ ータ を効 率 よ く管 理 す る デ ータ ・

マ ネ ージ メ ン ト ・シス テ ム を機 能 の面 か ら考 察 した もの で,こ の シ ス テ ム の開 発 は 今 後 に 残 され た課

題 で あ る。

DAM-71は,STATISTICDATAMANAGEMENTSYSTEMの 略 称 で あ り,71は,

1971年 度 に 考 え られ た もの で あ る こと を示 す。 したが っ てDAM-71を 基 盤 と してDAM-

72,DAM-73と い うよ うに 遂 次改 良が 考 え られ る。 本 章 では,DAM-71の 詳 細 仕 様 に つ

い ては まだ 未 検 討 で あ るの で,そ の 説 明 は行 な わ な い が,現 段階 で考 え られ る仕 様 の概 略 に っ い て

;以下 記 述 す る。

8.1DAM-71の 構 成

DAM-71は,つ ぎの5つ の 部 分に よb構 成 され る。

●

1)

2)

)3

STATISTICDATADEFINITIONモ シ ュ ール

(以 降SDDモ ジュ ール と 呼ぶ)

STATISTICDATAPROCEDUR[Eモ ジ ュ ール

(以 降SDPモ ジ ュ ール と呼ぶ)

STATISTICDATAANALYSISモ ジ ュ ール

(以 降SDAモ ジ ュ ール と呼ぶ)

SDDモ ジュ ール では 統 計 デ ータの デ ー タ構 造 の定 義,フ ァイル の 信 頼 性,実 用性 を満 足 させ る た

あ の付 加機 能 の定 義,当 初 の フ ァイル の作 成 な どを行 な う。

SDAモ ジュ ール では,特 に 統 計 シス テ ム に 必要 な デ ・・タ加 工 の 機 能 を も って い る 。 この機 能 に よ

り,た だ単 に フ ァ イル か らデ ータ を検 索 す る だ け では な く,利 用 者 が 望 む ような 形 に デ ー タ加工 を す

る こ とが で きる。

図8-1-1は,DAM-71の 構成 を示 した もの で あ る。
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図8-1-1DAM-71構 成 図

DAM`71

STATISTICDATA
DEFINITION

モ シ ュ ーノレ

STATISTICDATA

PROCEDURE
モ ジ ュ ール

STATISTICDATA

ANALYSIS
モ シ ュ ーノレ

DEF↑NITIONサ ブ ・モ ジ ュ ール

AREAALLOCATOR V7・.モ ジゴ 、」

SECURITYサ ブ ・モ ジ ュ ール

DISCRIPTOROFSTRUCTURE

サ ブ ・モ ジ ュ ール

DATACHECKENCODEサ ブ ・モジュール

RECOVERYサ ブ ・モ ジ ュ ール

STOREサ ブ ・モ.ジ ュ ー ル

RETRIEVEサ ブ ・モ ジ ュ ール

QUERYサ ブ ・モ ジ ュ ール

REPORTサ ブ ・モ ジ ュ ール

UPDATEサ ブ ・モ ジ ュ ール'

MODIFYサ ブ ・モ ジ ュ ール

回帰 分 析 サ ブ ・モ ジ ュ ール

分散 分析 サ ブ ・モ ジ ュ ール

多 変 量解 析 サ ブ ・モ ジ ュ ール

時 系 列 分 析 サ ブ ・モ ジ ュ ール
'

予 測 サ ブ ・モ ジ ュ ール

季節変動分析波形分析用サブ・モジュール

特 殊 手 法 サ ブ ◆モ ジ ュ ール
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こ こで注 意 して お き たい のは,DAM-71と オ ペ レ ーテ ィン グ ・シス テ ム との 関 係 で ある 。 オ ペ

レ ーテ ィング ・シス テ ムは 計 算 機 の 運 用 のす べ て を っか さ ど り,計 算 機 を使 用 す る ソ フ トウェ アは す

べ て,オ ペ レ ーテ ィング ・シス テ ム の管 理 の も とに 実 行 され る。 この 目的 は,計 算 機 を より効 率 よ く

運 用 し,プ ログ ラムの ス ル ー プ ッ ト時 間,与 え られ た ジ ョ ブの タ ニ ン ・ア ラ ン ドタイ ム の短 縮 を計 り

なお かつ,オ ペ レー タ の操 作 を 容 易 に す る こと な どに あ る。
■

デ ー タ ・マ ネ ージ メ ン ト・シス テ ムは,そ れ 自身 の なか にOSを 含 ん で い る もの(特 に オ ン ・ラ イ

ン処 理 に 対 して は)も あ るが,DAM-71は 通 常 の オ ペ レ ーテ ィ ン グ ・シス テ ムの も とに稼 動 す る

もの とす る。 図8-1-2は,こ の 関 係 を示 した もの で あ る。

図8-1-2コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ムに お け るDAM-71の 位置 つげ

オ ベ レ ーテ ィン グ

シス ァ ム

(オンライン機能

も含む)

アセンブ ラ,COBOI、,FORTRAN,PL/1

SORT,MERGE,10CS

給与 業務,在 庫計算,営 業統計,原 価管理

8.2STAIISTICDATADEFINITIONモ ジ ュー ル

⑨

SDDモ ジ ュ ール は 次 の6つ の サ ブ ・モ ジ ュ ール か ら構 成 さ れ,統 計 デ ータの デ ータ構 造 の 定義 ・

フ ァイ ル の信 頼 性p実 用 性 を満 足 させ る ため の 付 加 機 能 の 定 義 し,フ ァ イル の作 成 を行 なう。6つ の

サ ブ ・モ ジ ュ ール は つ ぎ の とお りで あ る。

①

②

@

④

⑤

DEFINITIONサ ブ・モジュール

AREAALLOCATENサ ブ・モジュール

SECURITYサ ブ ・モジュール

DISCRIPTOROFSTRUCTUREサ ブ ・モジュール

DATACHECKENCODEサ ブ・モジュール

●
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⑥REOOVERYサ ブ・モジュール

これ らの モ ジ ュ ールは,DAM-71を 使 用 して,統 計 シ ス テ ム用 プ ログ ラム を作 成 す る と き,任

意 に 選択 す る こ とが で き る。

以 下 各 サ ブ ・モ ジュ ール の機 能 の概 要 に つ い て説 明 す る。

(1)DEFINITIONサ ブ ◆モ ジ ュ ール

DAM-71で 扱 うた め に必 要 なデ ー タお よび デ ータ間 の リン ケ ージな どの定 義 を行 な う。

'

■

① デ ータ

SDDで は フ ォ ーマ ッ トの異 な る デ ータ を取 扱 うこ とが で き,同 一 フ ォー マ プ5の デ ー タは デ ー

タ ・タ イ プで 区 分 さ れ る 。 デ ー タ ・タイ プ毎 に レ コ ー ドの長 さ を変 え る ことが で きる 。

〈 例 〉

デ ー タ ・タ イプ レコ ー ド名 長 さ

010家 計 調 査 レ コ ー ド200桁

020住 宅 統 計 レ コ ー ド150桁

050耐 久 消 費機 売 上レコード100桁

② デ ータ構造

統計データの場合,複 数個のデータを組み合せて,新 しいデータを作成 し,さ らにそれと別のデ

ータを組みあわせて統計的処理をするケースが多いので階層木構造 ,階層グラフ構造の機能をもつ。

〈 例 〉

口
階 層木構造 階層グラフ構造

s

ρ

③ フ ァイ ル の定 義

フ ァイ ル の名 前,デ ィス クの 装 置 で 占有 す る エ リア の大 き さ な どを定 義 す る。

と くに,複 数 個 の サ ブ ・フ ァイル に わ け る 機能 を もつ 。 ただ し,サ ブ ・フ ァ イル間 に ま たが る デ

ー タの リ ンケ ⇔ジは とれ な い もの とす る 。

サ ブ ・フ ァイ ルの 機 能 は,新 しい タ イ プ の デ ータを追 加 した り,デ ータ量 が大 量 の場 合 に 分割 し

て フ ァ イルす る のに 役 立 つ 。 こ ヒ で例 を あげ て 説 明 し よ う。
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図8-2-1フ ァイル の 構 成例
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サ ブ ・ フ ァ イ ル1

1,000万 桁

サ ブ ・フ ァ イル2

1,500万 桁

図8-2-1の メ イ ン ・フ ァ イル にはA,BvCレ コ ー ド,サ ブ ・フ ァイル1に はDレ コ ー ト◆,

サ ブ ・フ ァイ ル2に はE,Fレ コ ー ドが蓄 積 さ れ てい る とす るc(A,B,Cお よひE,Fは 互 い に リ

ンケ ージ され てい る)

な ま㍉ 計 算 機 の デ ィス ク装 置 の 容量 は5,520万 桁(7台 ×760万 桁)と す る 。A,B,C,

D,E,Fレ コ ー ドが 全 部 同 時 に デ ィス ク装 置 に蓄 積 され れ ば 問 題が ない が 図8-2-1の 条 件 だ

と,全 部 を蓄 積 す る ため に は6,500万 桁 必 要 で あ り,物 理 的 に収 容 しきれ な い 。 そ こ で各 業 務 を

分 析 した と ころA,B,C,Dレ コ ー ドを使 う需要 予 測 とA,B,C,E,Fレ コー ドを 使 う需 要

予測 が あ り,D,E,Fレ コ ー ドを 同時 に使 用 す る よ うな需 要 予 測 は ない こ とが わ か っ てい る とす

る。 この よ うな場 合 には,前 述 の よ うに 各 レ コ ー ドを メイ ン ・フ ァ イル と サ ブ ・フ ァイル1,2に

わ け て蓄 積 して お く。 この よ うに す れ ば 、A,B,C,E,Fレ ロ ー ドを使 っ た予 測 に は,メ イ ン

・フ ァイル とサ ブ ・フ ァイ ル2を セ ッ トす れ ば よい し,A,B,・CpD、 を使 っ た予 測 は メ イ ン ・

フ ァイル とサ ブ ・フ ァイル1を セ ッ トす れ ば よい こ とに な る 。

しか し,メ イ ン ・フ ァイ ル の 容 量 が2億 桁 あ る 場 合 は,デ ー タ 構 造 を同 じに して メ イ ン

・フ ァイル を5つ に 分割 す る こ と もで き る。 分 割 した た め に 、マ ル チ ・フ ァイ ル処 理 の マニ プ ユ レ

ー シ ョンが 必 要 と
,なる が,こ の場 合 は デ ータ構 造 を全 然 変 え ず に大 量 デ ー タの取 扱 い が 可能 に な る。

'

④ レコ ー ドの定 義

同 一 フ ァイル で取 扱 う こ との で き る レコ ー ドの種 類(レ コ ー ド ・タ イ プ)は と くに 制 限 が な い。

ま た,レ コ ー ドの タ イ プ毎 に デ ィス ク装 置 上 に 蓄 積 され る フ ィジ カル な 記 憶構 造 を 指定 す る こ とが

で き る。 こ の機 能 に よ り,同 じタイ プ の レ コ ー ドを連 続 的 に蓄積 した り,問 合 せ に対 して即 時 に対

応 で き る よう指 定 した フ ィール ドで ラ ンダ ム マ イ ズ な処 理 が 可 能 で あ る。

ま た,イ ンバ ーデ ッ ド ・フ ァ イル の利 点 を 生 か して内 容 検 索 をや り易 くす る た め 指定 さ れ た フ ィ

ール ドの イ ンバ ーデ ッ ド・テ ー ブル を 自動 的 に作 成 す る こ とも で き る。

レ コ ー ド・タ イ プ毎 に デ ィス ク装 置 に蓄 積 す る エ リア を 指定 し 、オ ーバ ・プ ロで 処理,

SYNONYM処 理 を効 率 よ く行 な い,こ の た め に要 す る時 間 を短 縮 す る よ うに 留 意 して い る 。
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さ らに,ペ ージ とい う概 念 を用 い て コ ン ピ ュ ータ とデ ィス ク装 置 の デ ータ転 送 は必 ず ペ ージ単 位

で 行 な う こ とに す る 。

レ コ ー ドの 蓄積 順 序 は,あ る特 定 フ ィ ール ド(SORTフ ィ ・・ル ド)に よリ ア セ ンデ ィ ング,ま

たは デ ィセ ンデ ィン グ に した り,す ぐ直 前 に処 理 した レ コ ー ドの 前 後 に 必要 な レコ ー ドを蓄 積 す る

こ とが で き る 。
、、

⑤ フ ィール ドの定 義

フ ィ ール ドは英,数,カ ナ,特 殊 文字 の い ず れ を使 用 して も よい 。 と ぐに統 計 デ ータは デ ータの

チ ェ ック を厳 重 に行 な う必 要 が あ る ので,フ ィール ド毎 に フ ィジ カル ・チ ェ プク を行 な うこ とが で

きる。

フ ィ ジ カル チ ェ ック の 主 な 内容 は

● パ タ ー ン ・チ ェ ック

・ 上 限 ,下 限 の レン ジ ・チ ェ ック

・ 桁 ず れ チ ェ ック

で あ り,フ ィ ール ド毎 に任 意 に 指定 す る。 また 、統計 デ ー タを い ろ い ろ な入 力 装 置 や別 の フ ァイ ル

か ら統 計 デ ータの フ ァ イル に蓄 積 した り,広 い 範 囲 の利 用者 に 資料 を 提 供す る と き,フ ィール ド毎

に 入 出 力 の 際 のデ ー タ変換 を 自由 に で き る よ うENCODE,DECODE,マ ス キン グ の機 能 を も

っ てい るo

、

⑥ チ ェ ー ン(デ ータ の リン ケ 一助の定 義

各 レコ ー ドの タイ プ毎 に 直 接 リン ケ ー ジ した い レ コ ー ド名(ま たは レ コ ー ド ・タイ プ)を 定 義 す

るo

Where-usedリ ス トを作 成 す る よ うな場 合,同t・ 一・・の レコ ー ド名 を指 定 す る こ と もあ る の で

SYNONYMの 機 能 を も っ てい る。 レコ ー ドと レ コ ー ドの リ ンケ ージは レ コ ー ド名(レ コ ー ド ・タ

イ プ)だ け で は十 分 で な く必 ず,ど の フ ィ ール ドを キ ーに して リ ンケ ージ を と りた い か を 指定 しな

けれ ば な らな い。 同一 の キ ー ・ フ ィ ール ドを使 って 別 の レ コ ー ドへ の リン ケ ージ を した い場 合 は

SYNONyrv{の 指定 を す る。

図8-2-2レ コ ー ド間 の リン ケ ージ例

レ コ ー ドA

フ ィ ール ド フ ィ ール ド フ ィール ド

ala2a5

、

δ

レ コ ー ドB レ コ ニ ドC レ コ ー ドD

フ ィ ー ル ド ,

レ コ ー ドE
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図8-2-2の 例 で は,フ ィ ー ル ドのa1を マ ッ チ ・キ ー と し て レ コ ー ドAと レ コ ー ドBの リ ン

ケ ー ジ を と っ て い る 。

ま た,フ ィ ール ドblを マ ッ チ ・ キ ー と し て レ コ ー ドBと レ コ ー ドEの リ ン ケ ー ジ を と っ て い る 。

●

?

②AREAALLOCATERサ ブ ・モ シ ュー ル

この モ ジュ ールはDAM-71で 使 用す る フ ァイ ルの定 義 を行 な う。8.2節 ③ 項 の フ ァイ ル の定 義

はDAM-71を ・使用 して 種 々の フ ァイ ル を使 用 して ロ ジ カル な 指 定 を 行 な う場 合 で あb,AREA

ALLOCATERサ ブ ・モ ジ ュ ールは,DAM-71で 使 用 す るす べ て の フ ァ イル に対 して フ ィジ カ

ル な定 義 を 行 な う場 合 に 用 い られ る 。従 っ てAREAALLOCATERで 指 定 した条 件 と,8.2節 ③ 項

の フ ァ イル の定 義 の と こ ろ で指定 した条 件 が あわ な い場 合 に は エ ラー とな る。

AREAALLOCATERで は 先 ず,DAM-71で 使 用 す る フ ァ イル の エ リアを確 保 し 、各 エ リア

に フ ィジ カル な フ ァイ ル の名 前(DISCNAME)と ロジ カル な フ ァイル の 名 前 を つ け る。

つ ぎに,確 保 され た エ リア をペ ー ジ単 位 に分 割 す る。(ペ ージ ン グの 機 能)ペ ー ジ ング の機 能 は,

デ ィス クの アク セス処 理 を短 縮 す る た め に有 効 で あ り,デ ィス ク と本 体(コ ン ピ ュ ー タ)と の や り と

りは す べ て ペ ージ 単位 で行 なわ れ る 。 各 ペ ージ毎 に は コ ン トロ ール ・フ ィ ール ドが 用 意 され,コ ン ト

ロ ール ・フ ィール ドの 中 に必 要 な初 期 値 や,各 ペ ージ の初 期 値(イ ニ シャ ル ・バ リュ ー)が セ ッ トさ

れ る。

AREAALLOLATOR

サ ブ ●モ ジュ ール

t

ペ ージ ・コン トロール ・フ ィー ド

DAM-71で 使 用 す る エ リア
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(ろ)SECURITYサ ブ ・モ ジa－ ル

統 計 デ ータの なか に は 関 係 部署 ま た は担 当 者 以 外 に知 れ て は い け な い重 要 な デ ー タや,公 正 を推 進

す る ため に,法 制 で 特 定 の 人 だ げ に しか提 供 しては いけ ない もの もあ る 。

統 計 用 デ ー タ ・マ ネ ージ メ ン ト ・シス テ ム は計 算 機 室 の処 理 埋 け で は な く,端 末 機 を用 い た オ ン ラ

イン ・シス テ ム を 前提 と して お り,で きる だ け 多 くの利 用者 の利 益 に な る こ とを 目的 の一 つ に して い

る 。

この た め 、統 計 デ ー タの機 密 保 護 に 関 す る 機能 を シス テ ム に もたせ,機 密 に 対 し十 分 な考 慮 を払 う

よ うに し てい る 。 プ ログ ラ ミン グや デ ー タ ・ペ ース に対 して セ キ ュ リテ ィ ・フ ァイル を も ち ユ ーザか

ら プ ログ ラム やデ ー タ ・ベ ース の 使 用要 求 が あ っ た場 合 挺 は セ キ ュ リテ ィ ・コ ー ドを イ ン プ ッ トし,

セ キ ュ リテ ィ ・フ ァイ ルに登 録 さ れ て い る もの と一 致 した場 合 のみ に 使 用可 能 にす る よ うに して い る 。

この他,こ の サ ブ ・モ ジ ュ ー ルで は,オ ン ラ イ ンの 同時 ア ク セ スに よる 混乱 を さけ る ため に 利 用 され

て い る サ ブ ・フ ァイ ル や ペ ージに つ い て の ロ ック機 能,チ ェ ック ・ポ イン トの た め の ダ ン プ を行 な う

場 合 の ・ ック機 能,ロ ー カル か らデ ータ ・ペ ース に 対 して 行 なわれ る新 製 品 要 求 の た め の チ ェ ック機

能 な ど を もた せ て い る 。

〉

(4)DISCRIPTOROFSTRUCTVREサ ブ ・モ シ;一 ル

DAM-71で は オ ン ライ ンで 多 くの利 用 者 が 多 目的 な 利 用 をす る ことが で きる 。 この た め デ ータ

・ベ ース に 記 憶 ・蓄 積 され て い る デ ータに つ い て,そ れ が どの サブ ・.フ ァイ ルに あ るかgど の ペ ージ
、

に あ るか な ど フ ァ イル に 記憶 ・蓄 積 され てい る状 態 が わ か る よづ に な って い なけ れ ば な らな い。 こ の

た め,こ の よ うな フ ァ イル の 状態 を掴 ん で お き,必 要 に 応 じてそ の 状態 を示 す ため の機能 と して

DISRIPTOROFSTRUCTUREサ ブ ・モ ジ ュ ールが 用 意 され て い る。

こ の サ ブ ・モ ジ ュ ールに は,フ ァ イル の状 態 を記 憶 し必 要 に 応 じて知 らせ る た め に必 要 な サ ブ ・フ

ァイ ル の 名称,サ ブ ・フ ァイル の ア ドレス,フ ァ イル の フ ォ ーマ ッ ト,フ ァ イル の形 式(イ ンバ ーデ

ッ ド,フ ァイ ル と してつ くられ て い るか 否 か),イ ンバ ーテ プ ド・フ ァイル の ア ドレス,サ ブ ・フ ァ

イル の パ ス ワ ー ド,検 索 状 況 を表 わ す検 索 カ ウ ン タ,エ ン コ∴ ドや デ コー ドの た め の テ ーブ ル,ア ド

レス な どを示 す 機 能 が 含 まれ てい る。

w

'

5)DATACHECKENCODEサ ブ ・モ ジ ュ ール

統 計 デ ー タは,そ の性 質 上,イ ン プ ッ トされ る デ ー タの 正 確性 に つ い ては 十 分 に 注 意 しな けれ ば な

らな い 。

ま た,統 計 デ ー タ ・フ ァ イル に,イ ン プ ッ トす る メ デ ィア は カ ー ト㍉ 紙 テ ープ,磁 気 テ ー プ,通 信

回 線 に よ る イ ンプ ッ トな どい ろ い ろ で あ る⑪ こ の結 果,イ ン プ ッ トデ ー タの コ ー ドを一 つ に 統一 す る

こ とは なか なか 困 難 で あ る 。 ま た一 つ に統 一 す る こ とに よ っ て イ ン プ ッ トされ るべ き デ ータに制 約 を
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■

9「

与 え て しま う こ とに な り,広 範 囲 な 部署 か ら有 効 な情 報 を入 手 す る こ とが で き な くな る。 そ こ で,'

DAM-71は どの よ うな コ ー ド体 系 で イ ン プ ッ トして もデ ィス ク上 に フ ィジ カ ルに 蓄 積 す る時 に は

指 定 され た コ ー ドに変 更 す る こ とが で きる よ うに して い る 。

DATACHECKENCODEサ ブ ・モ ジ ュ ールで は この よ うな機 能 を もち,DAM-b71を よb

実 用性 め あ る も の と して い る。DATACHECKの 機 能 と しては つ ぎの8種 類 が あb,各 フ ィ ール

ド毎 にCHECK方 式 を変 え る こ とが で き る。 フ ィール ド毎 のCHECK方 式 は8.2節 ⑥ 項 の フ ィ ーイレ

ドの定 義 の と と ろで 説 明 した。

CHECK方 式 の 種 類

●

●

●

●

●

ブ ラン ク ・チ ェ ッ ク

英,数 字p特 殊 文 字 チ ェ ック

シ ーク エ ン ス ・チ ェ ッ ク

パ タ ー ン ・チ ェ ック

上限,下 限 の レン ヂ ・チ ェ ック

桁 ず れ チ ェ ック

月 日チ ェ ッ ク

利 用 者 の任 意 に 指定 す る チ ェ ック

(Own-codingに よる)

,

■

◆

(6)RECOVERYサ ブ ・1モジ ュー ル

オ ン ライ ンの シ ス テ ム'にお い て は,バ ッチ 処理 の場 合 とは 異 な り,コ ン ピ ュ ー タや フ ァ イル に 故

障 が 生 じ楊 合 え れ を復 元 す る ため の工 夫 が な さ れ る 必要 が あ る・ この た めデ 三 夕 ・ベ ース と し

ての フ ァイル や,処 理 され てい る コ アの 状 態 を定 期 的 に ダ ンプ ・ア ウ トした り,タ ー ミナル カ}ら入

っ て くる情報 や で て い っ た情 報 に つ い て時 間 的 な記録 を 取 って お く必 要 が あ る。 これ らの 機 能 を受

け もつ もの と してDAM-71に お い ては,こ のRECOVERYサ ブ ・モ ジ ュ ールが あ る。

こ の サ ブ ・モ ジ ュ ールに は,前 に も述 べ た よ うに

1)デ ータ ・ペ ース や コア ーの状 態 を定 期 的 に ダ ン プ ・ア ウ トす る た め の チ ェ ック ポ イ ン ト

・ダ ン プの機 能

2)タ ー ミナル か ら イ ン プ ッ トされ た りコ アか らア ウ トプ ソ トされ た 情報 に つ い て の ロギ ン

グ ・イ ン フ ォメ イ シ ョ ンを 記 憶 して お く機 能

5)デ ータ ・ペ ース と して の デ ィス ク ・フ ァイ ル を読 んだ 時,そ の情 報 が読 め な か った り,

不 明確 で あ った場 合 の デ ィス ク ・ ドラ イブ に対 す る再 試 行 命 令 の指 示 を行 う機 能

な どが ある。
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8.3STATISTICDATAPROCEDUREモ ジ ュ ー ル

STATISTICDATAPR()CEDURE(SDP)はDAM-71で 使 われ る言 語 に つ いて規

定 した モ ジ ュ ール で あ る。

DAM-71は,オ ン ライ ン で も オ フ ラ イ ン(パ ッチ処 理)で も処 理 で きる よ うに考 え,こ の た め,

言 語 と して は シス テ ム固 有 の専 用 言 語 を利 用 して記 憶 ・蓄 積 ・検 索 ・加 工 ・更新 の機 能 を も たせ る と

同時 に,ホ ス ト言 語 と して の デ ータ ・ベ ース の 記憶 ・蓄 積 ・検 索 ・更 新 の機 能 を もたせ て い る。 さ ら

にSTATISTICDATAANALYSIS(SDA)'モ ジ ュ ール を活 用 した 処理 も行 なえ る ような

機 能 も持 たせ てい る。DAM-71は ～二の よ うに従 来 の汎 用 デ ータ ・マネ ージ メ ン ト ・シス テ ムに 比

べ て,会 話 形 式 で 護れ で も利 用 で きる特 徴 を もつ 専用 言 語 シ ス テ ムの 利 点 と複雑 な デ ータ構 造 を 操 作

で きる プ ログ ラマ 向け の ホス ト言 語 シス テ ムの 利 点 を兼 ねそ なえ た両 用 言 語形 式 の シス テ ム と 呼ぶ こ

とが で き る。 ・

ま た も う1つ の特 徴 は,従 来 の 汎 用 デ ー タ ・マ ネ ージ メ ン ト・シス テ ムに お い ては,デ ータ ・ペ ー

ス の操 作 は で きるが そ れ らのデ ータを利 用 した 処 理,例 え ば統 計 的 な解 析 や 予測 な どを行 な う場 合 に

デ ー タ ・ペ ース の 中 か らユ ーザ ・プ ログ ラム へ必 要 な デ ー タを 呼 び 出 し,ユ ーザ ・プ ロ グ ラム の中 で

処 理 を行 な うもの が 多 か っ た。 しか し,こ のDAM-71に お1ハ ては,SDAモ ジ ュ ール を利 用 して

デ ータ ・ベ ース内 の デ ータ と分 析 や 予測 の た め の マ ク ロをび つ け る こ とが で きる よ うに したた め,統

計 デ ータ を利 用 した予 測 や 企 業 モ デル ・シ ミュ レ ー シ ョン を容 易 に 行 な うこ とが で きる よ うに な った 。

この思 想 は,従 来 の デ ー タ ・マ ネ ージ メ ン ト ・シス テ ム に比 べ て シ ス テ ム利 用 の拡 張 や デ ータ ・ベ ー

ス に対 す る・概念 の改 善 に 役 立 つ と思 わ れ る。

SDPモ ジュ ールは,っ ぎの6つ の サ ブ ・モ ジ ュ ールか ら構 成 され,各 サ ブ ・モ ジュ ールは さ らに

い くつ か の コマ ン ドに よ り構 成 され てい る。

⑨

(1)STOREサ ブ ・モ ジ ュール

デ ー タ ・ペ ース を新 製 した り,既 存 の デ ータ ・ベ ース に 大量 の デ ー タを新 ら たに 蓄 積 した りす る場

合 に この サ ブ ・モ ジ ュ ール を利 用 す る。

デ ー タ ・ベ ース の 新製 は,原 則 と して バ ッチ業 務 に お い て 行 な う もの と し,オ ン ライ ンで は 行 な わ

ない よ うに して い る 。 しか し ロ ーカ ル な場 所 か ら セ ン タ ーの デ ー タ ・ペ ース を操 作 す る場 合 に は,オ

ン ラ イ ンに お ら て もこ の機 能 が 必 要 で あ る と思 わ れ る ので,オ ン ラ イ ンの場 合 には 特 別 な セ キ ュ リテ

ィ ・コ ー ドを も うけ,こ の セキ ュ リテ ィ ・コ ー ドが 合致 した 場 合 のみ デ ー タ ・ペ ース の新 製 を許 す こ

とに した 。 この た め オ ン ラ イ ンの シス テ ム では,最 初 に特 別 な(デ ータ ・ベ ース新 製 用 の)セ キ ュ リ

テ ィ ・コ ー ドを イ ン プ ッ トし,そ の 後SDDモ ジ ュ ールのDEFINITIONサ ブ ・モ ジ ュ ールに デ ー

タ ・ベ ース 新 製 に 必 要 な 項 目の登 録 を 行 な った うえ で,デ ータ ・ベ ース の新 製 を す る こ とに した。

亀

■
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(2)RETRIEVEサ ブ ・モ ジ ュー ル

バ ッチ業 務 に お い て,デ ー タ ・ペ ース に 蓄 積 され てい る デ ータの 検 索 を行 な う場 合 に利 用 され る。

■

●

(3)QUERYサ ブ ・モ ジ ュール

オ ン ラ イ ンで デ_タ'.ぺ_ス に 蓄 積 さ れ て い る デ ー タの検 索 を 行 な う場 合 に 利 用 され る。この場 合 フ

ァイル 名 や サ ーチ ・キ ーの み を 指 定 した場 合 に は,デ ー タ ・ペ ース 中 の デ ータは システ ムが あ らか じ

め準 備 し てい る ス タン ダ ー ド・フ ォ ーマ ッ トに 従 って ア ウ トプ ッ トさ れ る。

また ア ウ トプ ッ ト ・フ ォ ーマ ッ トを最 初 に 指 定 して か らデ ー タの 指定 を行 な っ た場 合 に は,指 定 さ

れ た フ ォ ーマ ッ トに従 っ て デ ータを ア ウ トプ ッ トす る こ とが で き る。

(4)REPORTサ ブ ・モ ジ ュール

検 索 した デ ータ を任 意 の フ ォ ーマ ッ トで作 表 したい 時 に 利 用 され る。 この サ ブ ・モ ジュ ■ルは 数種

類 の作 表 ユ ーテ ィ リテ ィを コ ー ドと して もち,コ ー ドを指 定 す る こ とに よ り作 表 す る こ と もで きる他,

ユ ーザ プ ログ ラム の中 で任 意 な フ ォ ーマ ッ トを 指定 で きる。

(5)'tUPEATEサ ブ ・モ ジ ュ ール

オ ン ラ イ ンで デ ータ ・ペ ース に 記 憶 され て い るデ ータの 修 正 を行 な う。

(6)MODIFYサ ブ ・モ ジ=一 ル

パ ッチ業 務 で デ ー タの修 正 ・削 除 を行 な う。

■

●

8.4STATISTICDATAANALYSISモ ジ ュー ル

STATISTICDATAANALYSISモ ジ ュ ール は,SDDモ ジ ュ ール で定 義 し,SDPモ ジュ

ール で検 索 した デ ータ を利 用者 が 活 用 し易 い よ うに 加工 す る機 能 を も っ てい る 。

加工 の 種類 は,利 用 者 に よ って 大 分異 な る がSPAモ ジュ ■ル では 基 本 的 な加 工 手 法 をサ ブ ・モ ジ

ュ ール に もち,利 用 者 は 任 意 に 指 定 す る こ とに よ り これ らの サ ブ ・モ ジ ュ ール を 自 由に 組 み 合 わ せ て

予 測 や統 計 処理 を行 な っ て希 望 す る結 果 を得 る こ とが で きる。

SDPモ ジ ュ ール とSDAモ ジ ュ ーール の デ ータの 受 け渡 しは あ らか じめ準 備 した エ リア で行 なわ れ

る。 デ ータ量 が 非 常 に尾 大 と な りあ らか じめ 準 備 した エ リアだ け で は 足 りな い場 合 に は あ らた め て ワ

ーク エ リア(ワ ー ク ・フ ァイ ル)を 指定 す る こ とが 可 能 で ある 。 デ ー タの 受 け渡 し と,サ ブ ・モ ジ ュ
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一ル の組 み 合 わ せ を任 意 に 行 な うこ とに よ り ,複 雑 な統 計 処 理 を す る こ と もで きる。 た とえ ば テ レ ビ

の長 期 重 要 予 測 分 析 を行 ない たい 場 合,SDAモ ジ ュ ールか ら ロ ンス ラ イ ック ・プ ログ ラム と買替 需

要 計算 プ ログ ラム と 、単 回 帰 分 析 プ ログ ラ ムを 呼 び 出 して,初 期 の 需 要 を ロ ンヌ ラィック プログ ラム で

予 測 し,買 替 需 要 を買 替 需 要 計 算 プ ログ ラ ムで計 算 し ・さ らに単 回 帰 分析 用 プ ログ ラ ムで細 かい 需 要

を 予 測 す るtと が で きる 。 そ して.こ れ ら の予 測結 果 をQUERY,PEPORTモ ジ ュ ール で ア ウ ト ・

プ ッ トした り,SDPモ ジ ュ ール のSTOREサ ブ ・モ ジュ ール を使 用 して 統 計 用 ファ イル に蓄 積 す

る こ と もで きる。

、

(1)回 帰分析 サブ ・モジュール

このサブ ・モジュールには単回帰分析,回 帰分析一般,度 数増減法の重回帰分析,周 期回帰と調和

回帰,直 交多項式回帰,漸 近回帰のプログラムが含まれてる。

② 分散分析サブ ・モジュール

このモジュールには一元配置分散分析,一 般要因実験分散分析,2n型 要因実験の分散分析,Pn

型要因実験の分散分析,一 元配置重共分散分析,n元 配置重共分散分析のプログラムが含ま'れている。

(5)多 変 量 解 析 サ ブ ・モ ジ ュ ール

この サ ブ ・モ ジ ュ ールに は,主 成 分 分析,主 成 分 分析 に よる回 帰 分 析,因 子 分 析,2グ ル ープの 判

別 分析 、数 グ ル ープ の判 別 分 析,正 準 相 関 分析 の プ ログ ラム が含 まれ る。

(4)時 系 列 分 析 サ ブ ・モ ジ ュール

、ζ の サ ブ ・モ ジュ ール の 中 には,パ ワ ース ペ ク トル 分 析 、時 系 列 分 析 の プ ログ ラムが 含 まれ て い る。
乳'～

■

'^、 、

⑤ 予 測 サ ブ ・モ ジ ュ ール

こ の サ ブ ・モ ジ ュ ールに は 予 測,時 系 列 分析 の た め 、多項 式,・ ジ ス テ ッ ク曲 線,ゴ ンベ ル ツの 法

則 、対 数 関 数,指 数 関 数,無 理 関 数,単 純 指数 手 容法,2重,3重 指数 手 容 法 、2次 指 数 平滑 法,軽

量経 済 分 析 用 プ ログ ラムが 含 まれ てい る。

`
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(6)季 節 変 動 分 析 ・'波形 分 析 用 サ ブ ヒ ジ=一 ル

こ の サ ブ ・モ ジ ュ 臼田ル に は,n期 移 平 均 法.重 み づ けn移 動 平 均,連 還 比 率 法,CENSUS局 法,

パ ワ ース ペ ク トラ ム,ク ロス ス ペ ク トラム,の プ ログ ラ ムが含 ま れ て い る。

'

●

(7)特 殊手 法 サ ブ ・モ ジ ュ ール

この サ ブ ・モ ジ ュ ール には,買 替 需 要 計算 や 分布 の推 定 を行 な うため の プ ロ グ ラ ムな どが含 ま れ て

い る。

■

●
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付表一1官 公庁に おげ る主要統 計調 査 リス ト

A.人 口

調査の名称 所管 地域 調査対象 サ ンフフレ数 調 査 の 内 容

1,国 勢 調査 総理府
統計局

全国 調査の時期

に本邦に常
住する世帯

世 帯

約

2ス850,000

普通世帯 ・準世帯の別g世 帯員氏名,
世帯主との続柄,男 女の別,出 生の年
月,配 偶の関係,国 籍,結 婚年数 、子

供の数,教 育程度,仕 事をしたかどう
かの別,従 業上の地位,勤 め先 ●業種
などの名称,勤 め先 ・業主などの事業
の種類,本 人の仕事の種類,従 業地ま

たは通学地,利 用交通手段,住 居の種
類,居 住室数,居 住室の畳数の合計,
前住地,収 入の種類

2.人 口動
態調査
出 生

死 亡

死 産

婚 姻

離 婚

厚生省
統計調
査部

全国

〃

〃

〃

・

〃

市町村

〃

〃

〃

〃

市 町 村

3,500

〃

〃

〃

〃

父の本籍または国籍,父 母の出生年月日,
出生当時の父母の職業,父 母の結婚式
の年月日,子 の男女別の氏名およひ摘
出か否かの別 、出生の年月日時分,場

所,子 の住所,届 出人の住所,ふ た児
以上の場合の出産児の出生児の出産順
位,出 生の場所の種別,妊 娠月数およ
び母の氏名,母 の出産した児の数 。出
生に立合った人

本籍または国籍,男 女の別およひ氏名,
出生年月日,死 亡の年月日時分,死 亡
の場所,死 亡者の住所,配 偶の関係,
生存配偶者の出生年月日,職 業およひ
産業,届 出入の住所,死 亡の個所,死
亡の種類,死 亡の原因,外 因死の追加

事項(傷 害発生の場所等)

父母の氏名,父 母の出生年月日,死 産
当時の父母の職業および母の属する産

業,死 産児の男女別およひ摘出等か否
かの別,死 産の年月日、時分,場 所,
死産当時の母の国籍およひ住所,母 の

出産 した児の数,死 産に立合った者,
届出入の住所,妊 娠月数,死 産の場所
の種別,ふ た児以上の場合死産児の出

生順位,死 産の自然死産人口死産の別,
自然死産の原因,入 口死産をした理由

本籍または国籍,氏 名,出 生年月日,
夫婦の称すべき氏,婚 姻関係(初 婚再
婚の別)結 婚式直前の職業,結 婚式を
あげた年月日、届出人の住所

本籍または国籍 、氏名,出 生の年月日,
離婚の種別,調 停または裁判確定の年
月日,夫 婦間の未成月の子の数 、職業
(夫,妻 別)結 婚式をあげた年月日,
同居を止めた年月日,届 出人の住所

5.住 民登

録人口移
動報告

総理府
統計局

全国 各部道府県
市区町村

市 町村

3,500

住民登録法により届けられた転入者お
よび同法の規定により職権 で住民票に
記載された転入老の各月別の従前の住
居地(都 道府県,6大 都市,国 外)お
よび男女別数

4,住 民登

録人 口,

世 帯数

法務省
民事局

全国 法務局,地
方法務局の
長

事業 所'49 本籍数 、本籍人口,住 民登録人口,世
帯数,事 項別 、本籍人,非 本籍人別届
出件数(戸 籍関係,住 民登録関係)戸

籍,住 民登録別処理事件数,同 謄抄本
等件数およひ金額,同 職員数,戸 籍 、
住民登録事務を行なう事務所数
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B.労 働 ・賃金一

調査の名称 所管 地域 調査対象 サンカ レ数 調 査 の 内 容

5.労 働力
調査
労働力

調査票
(1ヵ月目)

労働調
査票
(2ヵ月 目)

調査世
帯記録票

総理府
統計局

全国

〃

〃

全国の世帯

〃

上記世帯に
常住するも
の

・

世 帯

32,000

◇

多

個 人
120,000

世帯の種類,男 女別およひ15才 以上 ・
15才 未満別世帯人員ならびに世帯員
の異動に関する事項,全 員について

(氏名,世 帯主との続柄,男 女の別お
よひ生年月日),15才 以上の者につ
いて(配 偶関係,調 査の期日を最終と

する7日 間における就業状態,就 業時
間,従 業先の名称,経 営組織,従 業員
数,従 業上の地位,所 属の産業,職 業
ならびに就業に対する意識および求職

状況,そ の他就業または失業に関する
事項

上記の調査票に同じ(た だし,15才
未満の者についての項目は除かれる)

毎月末現在(12月 は26日 現在)に
より世帯員の続柄,男 女の別,生 年月
日,配 偶関係,毎 月末1週 間において
15才 以上の人にっいて氏名,仕 事の

名前,就 業時間,勤 め人について,勤
め先の名称.勤 め先の事業,勤 め先の
従業員数,本 人の仕事の種類,従 業上
の地位,15才 未満の世帯員のうち,
2ヵ 月 目調査までに15才 になる人の

氏名,続 柄,男 女の別,出 生の年月日

6労 働生

産性統計
各業種
別調査

労働省
労働統
計調査
部
経済統
計課

全国 各業種別事

業所のうち
特別措置法
に登録を行
なったもの

事 業所 業

種 に より
12～

659

年間生産量,年 間延労働時間(直 接労
働時間,間 接労働時間)

ス 毎月勤

労統計調
査

全国甲調査

全国乙調査

労働省
労働統
計調査
部

全国

〃

日本標準産
業分類の鉱
業建設業,
製造業,卸
売業,小 売
業,金 融保
険業,不 動
産業,運 輸
通信業,サ
ービス業 ,
電気ガス水
道業に属 し
常時50人
以上の常用
労働者を雇
用する民官
公営の事業

所

上記産業に
属し5人 以
上29人 以
下の常用労
働者を雇用
する民官公
営の事業所

事 業 所
14,000

:

主なる生産品目の名称,事 業内容,請
負工事の種類,調 査期日中の操業日数,
月末現在の常用労働者数,男 女別常用
労働者,異 動数,常 用労働者の現金給
与総額,食 事の評価額総額,常 用労働

者が実際に出勤した日数,実 働時間,
調査期間中における毎日の臨時およひ
日雇労働者数,臨 時日雇労働者に対す
る現金給与総額

、

全国甲調査と同じ
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調査の対象 所管 地域 調査対象 サンプル数 調 査 の 内 容

地方調査 都道府
県知事
管轄地
域

上記の産業
に属し30

人以上の常
用する事業

所,規 模50
人以上の事
業所の全常
用労働者数
の50%に
満 たぬ時は
.50%に 対

するまで30
人未満の事

業所を調査
対象とする

事 業 所
18,500

全国甲調査と同じ

8.'民 間 給

与 実 態調

査

国税庁
総務部

全国 源泉徴収義
務者のうち
一定の方法

により抽出
された源泉
徴収義務者
および当該

源泉徴収義
務者が所得

税法により
所得税を源
泉徴収して
納付 してい
る給与所得

者のうち一
定の方法に
より抽出さ
れた給与所

得者につい
て行なう

源 泉徴

収 義務

者

約
236,000

源泉徴収義務者に関する事項,名 称又
は氏名,所 在地または住所,法 人また
は個人の別,資 本金区分,企 業のおも'
な義務,給 与所得者数.年 間給与支給

総額,給 与支給総額に対する年間源泉
徴収税額,平 均給与,平 均税率,給 与
所得者用の調査票の枚数
給与所得に関する事項:源 泉徴収義務
者の名称または氏名,給 与所得者の氏
名または記号,給 与所得者の職務別,
年中の給与の受給月数,年 末調整の有
無 、給与の総額,給 与所得控除後の給
与の金額,社 会保険料控除額,生 命保
険料控除額,損 害保険料控除額,基 礎
控除額およひ扶養控除額,差 引課税給
与所得額,年 税額,扶 養控除等の内訳

9賃 金構

造基本統
計
(事業所票)

個人票

労働省
労働統
計調査
部

全 国

(た だ し
北海道,

東 京,

島根,
長 崎,

鹿 児 島

を除 く)

〃

鉱業,建 設

業,製 造 業,

卸,小 売 業,

金融 保険 業,

不動 産業,

運輸 通信 業,

電気,ガ ス,

水道 業,サ
ー ビス業 の

産業で常用i
労働者5入1
以上の事業
所-'

上記調査事
業所に雇用
される常用
労働者

事 業 所

100,000

個 入

1,75〔㌔000

事業所名,所 在地,主 要な生産品の名
称または事業の内容 、性別常用労働者
数,企 業全体の常用労働者数,調 査期
間

氏名または労働者の番号,性,労 働者
の種類,職 種,最 終学歴,年 令,勤 続

年数,経 験年数,実 労働日数,実 労働
時間数,き まって支給する現金給与額

(超過労働給与額を含む),超 過労働
給与額,特 別に支払われた現金給与額

1α就業構

造

基本調査

総理府
統計局

全国 日本の全世
帯及ひ世帯
員全員

世 帯

272000

世帯主との続き柄,性 別,出 生年月日,

配偶関係,1年 前の住所,転 居理由,
就学状況,学 歴 、就業状況,従 業上の
地位 ・勤務先の種類,就 業日数,所 得g
今後の就業意向,主 な仕事以外の仕事,
1年前の仕事,就 業希望
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C.農 林 水産
シ

調査の名称 所管 地域 調査対象 サンプル数 調 査 の 内 容

11.農 業セン
サス

'
農業集
落概況調
査

大規模

農家調査
(都府県用) 1

協業経
営体調査

農林省
統計調
査部

全 国

〃

〃

〃

青森,岩 手,
宮城,秋 田,
山形,福 島,
茨城,栃 木,
群馬,埼 玉,
千葉,新 潟,
富山の14
県は,経 営

耕地面積1
反歩以上,

他の32都
道府県は経
営耕地面積
5畝 以上,

または調査
日前過去1
年間におけ
る農産物総
販売額が3
万円以.上の

農家

すべての農
業集落また
は調査

農家調査の
ききとり結
果で年間農
産物総販売

額100万
円以上と申
告があった
農家のうち,
水稲,果 樹,
野菜,園 芸.
酪農,養 豚,
養蚕のいず
れかの部門
が農産物総

販売額にお
いて主位部

門であるも
の

すべてめ協
業経営体

世 帯

5,500,000

企 業

110,000

〃

5,000

世帯 員,兼 業 な ど,土 地,果 樹 園面 積,

施 設園 芸,家 畜,養 蚕,農 用 機械,農

業 雇 用労 働 な ど,農 産物 の販 売,山 林

rb

共用土地とその利用状況,共 用農用機
械台数とその利用の状況.共 用農用施
設数とその利用の状況,団 体経営の状
況,そ の他

経営の形態,経 営主の性格,農 業労働
力,経 営土地,農 業用の資材およひ機
械その他の施設,農 業資金,農 業技術,
農業収入

.

協業経営体について,経 営の状況,参
加農家,作 業従事者,経 営技術,資 金
生産物の販売,参 加者べの金銭の支払
い

12.漁 業 セ ン

サス

,

農林省
統計調
査部

全国 海面漁業経
営体及び同
漁業従事世
帯

漁家,

漁 船

漁業経 営,団 体 経営,世 帯 と世 帯員,

漁船,漁 業 従事 者,専 ・兼 業,漁 獲 金

額

13,農 家経

済 調 査

日計簿

農林省
統計調
査部

全国

(奄美
大島を
除 く)

耕 地10ア
ール以 上 の

農 家,た だ

し,北 海 道

は50ア ー
ル以 上

・

企 業
15,200

毎日の現金,現 物のすべての収入(農
業収入.農 外事業収入,労 賃,俸 給,
利子など),支 出 儂 業支出 濃 外事
業支出,家 計支出.贈 与支出,偶 発損
失など),数 量および価格,生 産現物
家計消費の数量.消 費額,毎 日の世帯
員の所得的労働時間,年 歴,臨 時雇.
手伝,手 間替受の労働時間,畜 力使役
時間,動 力使用時間
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンカ レ数 調 査 の 内 容

調査原簿 全国
(奄美
大島を
除 く)

耕 地10ア ー
ル以 上 の農 家,

ただ し,北 海

道 は50ア ー
ル以上

企 業
15,200

世帯員(続 柄,年 令,職 業,異 動),
生産物 儂 産物生産量処分)経 営士地
表(土 地利用状況),財 産台帳(資 産
および負債,た だし,家 計用財産,農

外固定資産,流 動資産,取 替法で計算
する小農具,中 間生産物などを除く),
租税公課請負担整理表,労 働集計表

14,作 物調 農林省 全国 1単 位区の耕 1事 務

査 統計調 地面積が2ha 所平均
(作物統 査部 程度の標本単 470

計) 位区,極 稀少

作物について
全耕地

1作 付面 作物別,作 付面積,裁 培現在面積.田

積およ 畑別耕地面積,耕 地の拡張,増 減予定

び耕地 面積,作 付転換面積

面積調
査

シ

丑作況調 作物別生育状況 、作況指数,予 想収獲

査 高,推 定実収高

皿被害調 県別,被 害程度別被害面積,被 害量,

査 減収程度別減収面積,減 収量

15.牛 乳乳 農林省 全国 乳製品の製造 事業所 名称と所在地,企 業形態と工場分類,

製品調査 統計調 工場および牛 2,350 生乳の受送乳量およひ処理内訳,飲 用

基礎調 査部 乳処理場 、集 牛乳等生産量と県外出荷の有無g飲 用

査票 乳所のうち当 牛乳の容器.容 量別生産量g乳 製品の

該集乳所の所 生産量
在する都道府
県から牛乳を
集乳する集乳

所

受乳量 〃 〃 〃 受 乳単 位 別受 乳量(生 乳,ク リーム濃

調査票 縮乳)

処理場 全国 乳製品の製造 事業所 受乳量内訳,生 乳,濃 縮乳で他工場へ

調査票 工場およひ牛 2,550 送乳した量,生 乳の仕向別処理量,飲

乳処理場,集 用牛乳の生産,販 売量,仕 向量

乳所のうち当
該集乳所の所
在する都道府
県から生乳を

集乳する集乳
所

乳製品 〃 乳製品1類 の 〃 乳 製 品第1類(れ ん 乳,粉 乳,パ タ ー,・

第1類 調
査票

製造を行なう
工場

269

玉露㍊鷺裂織晶鍵盤量,
他工場よりの完成品受入量,前 月末在
庫量,本 月末在庫量

乳製品 〃 乳製品2類 の 〃 乳製 品第2類(ア イ スグ リーム ミック

第2類 調 製造を行なう 351 ス(パ ウダ ー),ア イ ス ク リ ー ム(乳

査票 工場 脂肪分3%以 上およひ5%未 満))の
種類別g工 場規格 、標準単位換算別生
産量,他 工場よりの完成品受入量,前
月末在庫量,出 荷量,本 月末在庫量
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D.鉱 工 業 ・電 気 ・ガ ス

調査の名称 所管 地域 調査対象 サンプル数 調 査 の 内 容

16工 業統 通商産 全国 日本標準産 事業所 事業所名,事 業所所在地,本 社およひ
計調査 業省 業分類に掲 700,000 本店名,本 社または本店所在地,資 本
工業調査票 調査統 げる大分類 金額または出資金額(会 社に限る),

(甲) 計部 F－ 製造 業 経営組織,他 事業所の有無,従 業者数,
に属する事 月別常用労働者数,現 金給与総額,原
業所で従業 材料,燃 料,電 力の使用額および委託
者20人 以 、 生産費,原 材料および燃料の在庫額お
上のもの よび半製品仕掛品額,主 要原料名,作
製造加工 業 工程,製 造 品 な らひに くず,お よび
を行 な って 廃物 出荷額,国 内消費税額,加 工賃お
い ない本 社, よび修理収入額 、有形固定資産の取得
本店は除 く) 額,除 却額およひ減価償却費,敷 地面

積および建設面積,工 業用水所用量,
建築面積

工業調査票 〃 上記の事業 〃 事業所名,事 業所所在地名,本 社また
(乙) 所のうち従 〃 は本店名,資 本金額または出資金額

業者19入 (会社に限る),本 社または本店所在
以下のもの 地経営組織,他 事業所の有無,従 業員
(製造加工 数,原 材 料,燃 料,電 力 の使 用頚 お よ

を行 なっ て び委託生産費の合計金額おもな原材料
いない本社 名およひ簡単な作業工程,製 造品なら
本店は除 く) びにぐずおよび廃物出荷額.現 金給与

総額国内消費税額,製 造品在庫額,半
製品お よひ仕掛品額の合計金額'

工業調査票 〃 事業所2以 〃 本社または本店名,本 社または本店
(丙) 上を経営す 〃 所在地,資 本金額または出資金額,経

る企業の本 営組織,事 業内容,常 用労働者数,現
社または本 金給与額(年 間),製 造品,原 材料お
店 よび燃料在庫額,有 形固定資産の取得

額,除 却額および減価償却費,製 造工
場名簿

1z本 邦鉱

業すう勢
通商産
業省

全国 金属鉱業,
非全層鉱業,

企 業
1,000

事業別売上金額,営 業利益,固 定資産,
減価償却費,起 業費投入額,資 本金額,

調査 調査統 非鉄金属製 従業員数,決 算期
企業経営 計部 錬業,石 炭,

亜炭鉱業,
原 油,天 然
ガス鉱 業,

石油精製業
を営む企業

鉱物の生産 〃 金属鉱業, 事業所 資本金額 、経営組織,従 業者数,産 出・
非金属鉱業, 5,790 投入(生 産品目別生産量,単 価,生 産
石炭,亜 炭 金額)
鉱業,原 油,

天然ガス鉱
業を営む事
業所

非鉄金 〃 非鉄金属製 〃 資本金額,従 業者数,経 営組織,生 産
属の生産 錬業を営む 110 品目別(産 出:生 産量,単 価,生 産金

事業所 額,投 入:原 料費,資 材費,燃 料動力
費,減 価 償 却費,労 務費),産 出 ・投
入の差額

原材料,労 務
〃 承認Na5639 事業所 原材料,資材費の数量,金 額燃 料動力費

} に同じ 5,900 の数量,金額,実働延人員および労務費,実

1
働延人」民現金給与総額 、減価償却費

探鉱,採 鉱 〃 金属鉱業,非 〃 区分別の地質調査 、物理探鉱および地
金属鉱業源 3,400 化学探鉱,試 錐および抗進,獲 得鉱量,
油 、天 然ガス 採掘鉱量(抗 内採掘,抗 外採掘),維
鉱業を営む 持抗道
事業所
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンフフレ数 調 査 の 内 容

鉱山設備 通商産 〃 金属鉱業, 〃 試錐機,さ く岩機,空 気圧縮機,巻 揚

業者 非金属鉱業 3,300 機,積 込機,車 両の台 数,機 関 車,ト

(そ の1.2) 調査統 を営む事業 ラ ック,架 空 索道 お よひベ ル トコンペ

計部 所 ア ー,通 気用 扇 風機,ポ ンプ,発 電 機,

受電契約電力,火 薬庫の台数

選鉱設備 〃 〃 〃 主要機 械 名 、寸 法,台 数,処 理 能力,
〃 総合選鉱能力

製錬設備 〃 非鉄金属製 〃 製錬設備の製錬工程別主要機械名,寸
錬を営む事 110 法,台 数,処 理 能 力,総 合 製錬 能 力,

業所 硫酸設備

石油鉱 全国 原 油,天 然 事業所 さ く井 機g圧 縮機gポ ン プ,海 洋掘 さ

山 お よび ガス鉱業を 450 くバ ー ジgパ イ プ ラ イ ン,タ ン ク,プ

天 然 ガス, 営む事業所 ラ ン トの台 数,受 電契 約 電力

鉱山設備

18.通 商産 通商産 全国 通産大臣が 事業所
s

業者生産 業省 指定 した下 78,995

動態統計 調査統 記の鉱産物
調査 計部 および鉱業

品を生産

(加工を含
む)す る者
で下の範囲
に属する事
業 所 または.

、

9

企業

石炭月報 統計管 〃 石炭を生産 〃 生産:坑 所 受払,出 炭 内訳,出 炭 カ ロ
理官 する事業所 リー,山 元 消 費内 訳,送 炭内 訳,月 末

石炭統 貯炭内訳
計調査 労務:常 用労務者移動状況,職 種別宮
担当 用労務者,臨 時夫 、請負夫職員,操 業

日数従業員就業状況,実 働労務者,職
員給与状況

資材:普 通鋼 材々,坑 枠用形鋼,坑 枠
用古軌条,鋼 索

電力:総 使用電力量,総 出炭量,出 炭
屯当電力量,電 力需給状況,電 力費,
自家発電 、使用電力量内訳

亜炭月報 統計管 〃 亜炭を生産 事業所 坑所受払,産 業別,途 炭内訳 、仕向先
理官 する事業所 別送炭内訳労務
石炭統

計調査
室

コ ー ク 〃 コ ーク ス を 〃 コ ークス受払,生 産,消 費,出 荷,在

ス月報 生産する事 庫,原 材料および燃料受払労務,炉 の
業所 ;公称 能 力

原油生 統計管 〃 原油を生産 受 入 生産,出 荷,損 耗,月 末 在 庫
産月報 理官 する事業所

鉱業統
計調査
担当

原油坑 〃 〃 〃 地 区 名別,月 末 抗弁数,廃 坑 、掘 さ く

井月報 状況,月 間完了井

原 油, 原 油,天 然 〃 労務:労 務者}職 員数の従業者数,実
天然 ガス, ガス,天 然 働延時間,現 金給一与総額
天 然 ガス ガス製品を 電 力:原 油,天 然 ガス,天 然 ガス製 品

製品労務 生産する事 部門
電力月報 業所
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンフ万 数 調 査 の 内 容

天然ガ 全国 天然ガスを 事業所 受払状況:受 入生産,出 荷,空 中放出,
ス生産月 生産する事 地下圧入ガス量,排 水量産業別出荷内
報 業所 訳

天然ガ 〃 〃 〃 坑井状況:玩 弄数,廃 坑,掘 さく状況,
ス抗弁月 完了井の明細
報

天然ガ 〃 天然ガス製 〃 天然揮発油の受払,液 化ガスの受払,
ス製品生 品を生産す 液化ガスの出荷内訳,圧 縮ガスの受払,
産月報 る事業所 圧縮ガスの出荷内訳

金属鉱 〃 金属鉱物を 〃 粗鉱,選 鉱原鉱,精 鉱出荷先,選 鉱場
物月報 生産する事 買鉱受入内訳,選 鉱場買鉱出精鉱内訳,

業所 電 力,労 務

水銀, 〃 水銀鉱,硫 〃 粗鉱,選 鉱原鉱,精 鉱,製 錬原鉱製品
い お う月

.

黄を生産す 産業部門別出荷内訳,製 錬原鉱受入先電
報 る事業所 力労務

非鉄金 統計管 〃 非金属,鉱 〃 粗 鉱:品 位,生 産,払 出,貯 鉱

層鉱物月 理官 物を生産す 選鉱または精製原鉱:品 位,貯 鉱受入
報 鉄鋼統 る事業所 麺

計調査 精鉱または製品:品 位,生 産出荷貯鉱,
担 当 出荷 先,電 力,労 務

ブ リ ー 〃 ブ リ ー ス を 〃 生産:受 入g生 産,出 荷,在 庫
ス月報 生産する事 原料:受 入,消 費,出 荷,在 庫

業所 労務:従 業者数,実 働延時間,現 金給
与,総 額,電 力

石油製 統計管 〃 その他石油 〃 通 油概 況 、原 油,原 料油,半 製,製 品
品月報 理官 製品を生産 名別,生 産,出 荷,在 庫.精 製 用燃 料

鉄鋼統 する事業所 消 費お よび損 耗,石 油,ガ ス,石 油 ガ'

計調査 ス製 品 資材,電 力,労 務

担当

非鉄金 〃 非鉄金属を 〃 原料:受 入,消 費,出 荷,在 庫,製 品

属月報 生産する事 別生産,出 荷在庫,原 料別製品内訳,
業所 製錬 能力,電 力,労 力

雑非鉄 〃 白金その他 〃 原料,原 料受入内訳,製 品,産 業部門
金属月報 50品 目の 別出荷内訳,電 力,労 務

非鉄金属を
生産する事
業所

再生非 〃 再生非鉄金 〃 原料,原 料受入内訳,製 品,産 業部門

鉄金属月 属を生産す 別出荷内訳,電 力,労 務

報 る事業所
.

ア ル ミ

ナ月報

〃

三会慈
〃 生産,出 荷,在 庫,半 製 品,原 材料,

電力,労 務

業所

ア ル ミ 〃 ア ル ミニ ウ 〃 製 品別,生 産,出 荷,在 庫 、原 材料 別
ニ ウム月 ムを生産す 受入,消 費出荷,在 庫,部 門別出荷内
・報 る事業所 訳,製 錬 能 力,電 力,労 務

伸銅製
品月報

〃 伸銅製品,
亜鉛製品を

〃 鋼,黄 銅,洋 白,青 銅,亜 鉛板別g生
産 出荷,在 庫,製 品 別,原 材料,電 力

生産する事 および労務

業所

鉛製品月報 〃 鉛製品を生
産する事業

〃 鉛管,鉛 板別 生産,出 荷,在 庫,部 門

別販 売内 訳,電 力,労 務

所
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンプル数 調 査 の 内 容

アル ミ
ニ ウ ム圧

延 製 品 月

全国 アルミニウ
ム圧延製品

を生産する

事業所 ア ル ミニ ウム,ア ル ミニ ウム合金 の生
産 出荷,在 庫,部 門別 販 売 内 訳,原 材

料,電 力,労 務

報 事業所

電 線 ケ
ーブ ル月

〃 電線ケーブ
ルを生産す

〃 製 品別,生 産,出 荷,在 庫,緯 線,裸

線,ゴ ム線

報 る事業所

鉄鋼月報 〃 第1次 金属

線材製品及
び金属容器

(非鉄金属
製品を除 く)
を生産する
事業所

〃 銑鉄,原 鉄,ベ ース メタ ルお よび純 鉄,
フ ェ ロア ロイ,粗 鋼,鋼 半 製 品,鍛 鋼

お よび鋳鋼,普 通 鋼,熱 間 圧延 鋼 材,

特 殊鋼 熱 間圧 延鋼 材,鋼 管 お よび鋳 鉄

管,冷 間仕 上 鋼 材,め っ き鋼 材,冷 間
ロール成型 形 鋼 お よび鉄鋼 加 工 製 品,

原 材料 の生 産,受 入,消 費,払 出,在

庫,従 業者設備

銑鉄鋳
物月報

統計管
理官

〃 銑鉄鋳物を
生産する事

〃 普通鋳鉄 、強じん鋳鉄別生産,出 荷,

自己消費,在 庫,原 材料,労 務

機械統 業所で従業
計調査 者10名 以

担当 上のもの

可鍛鋳月報 〃 可鍛鋳鉄を
生産する事

〃 用 途別,生 産,出 荷,自 己 消 費,在

庫,原 材 料,労 務

業所で従業
者10名 以
上のもの

鍛工品月報 〃 鍛工品を生
産する事業

〃 用途 別,生 産,出 荷,自 己 消 費,在

庫,原 材料,労 務

所で従業者
10名 以上

の もの

非鉄金
属鋳物月

統計管
理官

〃 銅.合 金鋳
物を生産す

〃 用途別,生 産品目別,重 量,金 額,
軽合金鋳物,原 材料,労 務

報 機械統 る事業所で

計調査 従業者5名
担当 以上のもの

および軽合

金鋳物を生
産する事業
所で従業者
10名 以上
の もの

・

ゲイ カ 〃 ダ イ カス ト ," 用途 別,生 産 品 目別,重 量,金 額,

ス ト を生産する 原 材料,労 務.

事業所で従
業者10名
以上のもの

≠

粉末冶
金製品月

〃 粉末冶金製
品を生産す

〃 生産品目別,用 途別,生 産重量,金

額,原 材料,労 務

報 る事業所で

従業者10
名以 上 の も

の ・
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンフω数 調 査 の 内 容 ・

機械器
具月報.

統計管
理官

全国 機械器具.
電気機械,

事業所 各 々,生 産,出 荷,在 庫 の金 額,数 量,

原 材料
機械統 輸送用機械
計調査 器具,測 定
担当 機,試 験 機,

測量機械器
具,光 学機
械器具およ
び時計を生

産する事業
所で別に定
める範囲に

属するもの

染料医

薬中間物
および合

統計管
理官
化学統

〃 染料医薬中
間物,有 機
ゴム製品,

〃 製品名別,月 初在庫,受 入,生産,消 費,
出荷.過 欠補正,原 材料主要能力,労
務

成染料月 計調査 合成染料,

報 担当 ピグ メン ト

レジ ン カ ラ
一を生産す

る事業所
・ 「

有機薬
品月報

〃 メ タノ ール

系 有機 薬 品, 〃

生産の製品名別,月 初在庫,受 入,生
産,消 費,出 荷,過 欠補正,月 末在庫

ア セ チ レ ン 原材料生産能力,労 務
系有機薬品
を生産する
事業所

醗酵製
品月報

〃

・

醗酵製品を
生産する事
業所

〃 生産'gエ チ ル アル コ ール,発 酵 ア セ ト
ン,発 酵 ブ タノ ール,発 酵乳 酸,発 酵

くえん 酸

石油化
学製品月
報

〃 石油化学製
品を生産す
る事業所

〃 生産の製品名別,月 初在庫,受 入,生

産,消 費,出 荷,過 欠補正,月 末在庫
生産能力,原 材料,原 料消費内訳,労

油脂製
品月報

.
〃

、

油脂製品を生
産する事
業所

務
生産,硬 化油の食用,工 業用別,脂 肪
酸直分,硬 化精製,グ リセリンの粗製
精別せっけん,合 成洗剤,界 面活性剤
元 アル コ ール,原 料 の製 品名 別,月 初

在庫,受 入,生 産,消 費,出 荷 過 欠 補

正,月 末 在庫,生 産 能 力 『,労務

火薬類月報 〃 火薬類を生 〃 生産の火薬,爆 薬,火 工品.武 器用火
産する事業 薬別の在庫受入生産,消 費出荷,過 欠
所 補 正,月 末在 庫,原 材料 の グ リセ リン

硫 酸 》硝酸,純 トルオ ール,水 銀,硝

牛
酸 アンモニウム,硝 酸 カリウム,い お う

合成樹
脂月報

〃 合成樹脂を
生産する事
業所

〃 生産,フ ェ ノ ール樹脂gユ リア樹脂g'

メ ラミ ン樹 脂,フ タ些破 け い素 樹脂,

ウ レタ ンフ ォ ームpメ タ ク リル 酸,エ
ス チル酢 酸 ビニ ル,塩 化 ビニル ,塩 化
ビ ニ リデ ン ポ リ マ ー,プ セ チ ル セ ル ロ

一 ス

硝化 綿
お よび セ
ル ロイ ド

月報

〃 硝化綿お よ
びセルロイ
ド生地を生
産する事業
所

〃 生 産,硝 酸 綿,セ ル ロ イ ド,生 地 の受

入 》生産,消 費,出 荷,原 材 料,コ ッ ト'
ン リン タ ー原 紙,硫 酸 の受 入,生 産,

消費,'出 荷,生 産 能 力.労 務

,

写真感
光材月報

〃 写真感光材

料を生産す
る事業所

〃 生産,フ ィルム,印 書紙,乾 板,受 入

生産,消 費,出 荷,生 産 能 力,労 務
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調査の名称' 所 管. 地域 調査対象 サンプル数 調 査 の 内 容

塗料月報 全国 塗料を生産 事業所, 生 産,油 性塗 料,ラ ッカ ー,電 気絶 縁 ・
する事業所 塗料,合 成樹脂塗料,酒 精塗料,シ ン

ナ ー関連 製 品,原 材 料,油 脂,天 然 樹

脂,チ タ ン 白,カ ーボ ン ブ ラ ッ ク,溶
^「 ±, ・

,
1・. : 剤,労 務

印刷イ 〃 印 刷 イ ン キ 〃- 生産,一 般 イ ンキ,新 聞 イ ンキの 受入

ンキ月報 お よび ワニ 生 産,消 費,出 荷,在 庫 原料,油 脂,
スを生産す 松 脂,カ ーボ ンブ ラック,労 務

る事業所

ア ンモ 〃 ア ンモ ニ ア 〃 生 産,ア ンモ ニ ア,液 体 ア ンモ ニア お
ニ ア お よ 及 び アン モ よび ア ンモ ニ ア水,硝 酸,硝 酸 ア ンモ

び アンモ ニ ア誘導 品, ニ ウムg塩 化 ア ンモ ニ ウム,硫 酸 アン

.ニ ア誘 導 複合肥料を モ ニ ウム,尿 素 硝酸 ナ トリ ウム 、亜 硝

品月報 生産する事 酸 ナ トリ ウム,複 合肥 料,原 材料,電

, 業所 力,石 炭 、コ ーク ス,原 油,重 油,ナ
フサ,硫 酸,カ リ ウム塩,り ん鉱 石,

出荷g硫 酸 ア ンモ ニ ウム,尿 素,硝 酸
ア ンモニ ウム,複 合 肥 料成 分 比 お よび

換算量,ガ ス法アンモニア原料別生産
内訳,原 材料消費内訳,生 産能力,労

務.

化学肥 統計管 〃 硝 酸 ア ンモ 〃 硝安,尿 素,硫 安,塩 安,石 灰窒 素,

料中継地 理官 ニ ウム,尿 過りん酸石灰,溶 成 りん肥複合肥料別
および輸 化学統 素塩化アン の在庫,受 入,出 荷,在 庫

出向受払 計調査
・

モニ ウムを

月報 担当 合成法によ
り生産する
もの以外の ・

もの,硫 酸
ア ンモ ニ ウ

ム複合肥料

石灰窒素り
ん酸質肥料
を生産する
企業

ソ ー ダ 〃 合成法以外 〃 苛 性 ソーダ組 重 そ う,ソ ーダ灰,炭 酸

工業薬品 による塩化 水 素 ナ トリウム,塩 素 ガス液 体塩 素,

月報 ア ンモニ ウ 塩酸ガス,合 成塩酸,副 生塩酸,副 生
ム ソ ー ダエ 塩 酸 ガス,副 生塩 酸,さ ら し粉,高 度

業薬品を生 さ ら し粉,さ ら し液,塩 化 ア ンモ ニ ウ
A 産する事業 ム,金 属 ナ トリウム の生産,消 費,出

所 荷,在 庫,原 材料,原 材料消費内訳,
電力,生 産能力,労 務

タ ー ル 〃 タ ール製 品 〃 コ ー ル タ ー ルg粗 製 ペ ン ゾ ← ル,ベ ン

製品月報 事業所 ゾ ール 類,コ ール タ ール 分 留 品gタ ー

ル酸類精製加工品,ピ リンジ塩基類の

生産,原 料,部 門別生産および消費内
訳,生 産 能 力,労 務

りん酸質 〃 複合肥料の 〃 過りん酸石灰,溶 成リン肥,複 合肥料

肥料月報 うち硫酸ア 重過りん酸石灰,焼 成,り ん肥の生産
ン モ と ウ ム 出荷内訳,複 合肥料成分比およひ換算
以外を生産 量,原 材料生産能力,原 材料消費内訳
する事業所 労務

カ ー バ 〃 カ ー バ イ ド 〃 生 産,カ ーバ イ ドg原 材 料g石 灰窒 素

イ ドお よ および石灰 電力※素材,出 荷内訳生産能力,労 務

ひ石灰窒 窒素を生産 カーバ イ ド消 費 、出荷 内 訳

素月報 する
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンフん数 調 査 の 内 容
'

化学工 全国 カ ー バ イ ト◆ 事業所 製品別,受 入生産,消 費,出 荷,在 庫

業製品出 硫 酸 いソ ー 原材料,生 産能力,労 務

荷内訳月 ダ工業薬品

報 合成さく酸
を生産する
事業所

硫酸月報 〃 硫酸を生産 〃 鉛室硫酸,硫 化鉄鉱,い おう鉱,硫 化
する事業所 銅鉱,接 触硫酸

高圧ガ 〃 高 圧 ガス. 〃 タ ロル フルオ ル メ タ ンお よび ク ロル フ

ス月報 液化ガスお ルオ ルエ タ ン酸 素 ガス,水 素 ガス,窒

よび固型ガ 素 ガス,溶 解 ア セチ レン,ア ル ゴ ン.
スを生産す 液体炭酸別受入生産,消 費,出 荷,在
る事業所 庫,原 材 料,労 務,生 産能 力,酸 素消

費内訳

無機薬 〃 硫酸塩,亜 〃
製 品別,受 入 生産,消 費,出 荷,生 産

品および 硫酸塩およ 能力,原 材料,労 務
顔料月報 び硫化物そ

の他8品 目
を生産する

事業所

石灰月報 〃 石灰および 〃
石 灰(生 ・消)軟 質 炭酸 カル シウム別

軽質炭酸力 受入,生 産,消 費,出 荷在庫,原 材料
ル シ ウム を 労 務'
生産する事 、

業所で従業
者15名 以
上の事業所

ガ ラス 〃 ガ ラス製 品 〃
建 設 用 ガ ラス製 品.ガ ラス 基礎 製 品,

製品月報 (板 ガ ラス 食料用および調味料用,容 器,飲 料用
光学ガラス 容器,化 粧品歯磨用容器,薬 びん,ジ
およびガラ
ス繊維を除

く)を 生産
する事業所

ヤー,魔 法 び ん 用 ガラス,工 業,理 化

学 お よひ医学 用 ガ ラス,台 所 用品,道

具鉛 よび食卓 用 品,学 用,事 務 用品,

花 び ん,灰 皿,原 材 料 お よび燃料,労

務

普通煉 〃 普通煉瓦を 〃
普通煉瓦の生産,販 売,在 庫,燃 料

瓦月報 生産する事

業所
(石炭,電 力)受 入消費,在 庫.労 務

陶銃器月報 〃 陶磁器を生 〃 コイル,電 気 用品,工 業 用品 お よび理

産する事業
¶

化学用品,衛 生用品,台 所用品および
所 食卓用品,玩 具,置 物,電 気用品国内

向販売内訳,原 材料および燃料,労 務

耐火煉
瓦月報

統計管
理官

〃 耐火煉瓦

(不定型耐

〃
粘土 煉瓦,珪 石煉 瓦,高 ア ル ミナ煉 瓦
ク ロム煉 瓦,ク ロムマ グネ シウム煉 瓦

化学統
計調査
担当

火煉瓦を含
む)を 生産

する事業所

炭素煉瓦,炭 化珪素煉瓦 、ドロマイト
煉瓦,耐 火断熱煉瓦g不 定型耐火物,
原材料および燃料,労 務

石膏製 〃 石膏製品を 〃
石 膏 ボ ー ド,ラ ス ボ ー ド,吸 音 ボ ー ド

品月報 生産する事 ・の生産販売在庫,原 材料,労 務
業所

砥石石 〃 石割製品を 〃 ヴ ィ ト リ フ ァ イ ト砥 石,エ ラス チ ッ ク

削月報 生産する事 砥石の生産販売在庫,国 内向販売内訳
業所 原材料および燃料,労 務

石綿製 〃 石綿製品を 〃 石 綿 糸お よび布,ジ ョイ ン トシ ー ト石
品月報 生産する事 綿板,石 綿 紙,ブ レーキ ラ イニ ング,

業所 ラ ンバ ー石 綿 保温 材 の生産,消 費,出

荷,在 庫,原 材料,労 務

fi
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調査の名称
'所 管 地域 調査対象 サンカ レ数 調 査 の 内 容

炭素製
品月報

全国 炭素製品
(炭素煉瓦
鉛筆用芯,

事業所 電極,炭 素棒,ブ ラシ,不 滲透性炭素,
黒鉛るつぼ,電 極の消費および国内向
販売の需要部門別内訳,原 材料およひ

櫨 置 用 カ ー 燃料,労 務
ボン活性炭

.

お よび そ の

他の日用品

を除 く)を
生産する事
業所

セ メ ン

ト製 品 月

報

統計管
理官
雑貨統
計調査
担当

〃 セ メン ト製

品(建 築 用
コンク リー

トブ ロ ック

を除 く)を

生産 す る事

〃 遠心 力 鉄筋 コンク リー ト製 品 ・空 胴 コ
ン ク リ ー トブ ロック.プ レス トレス ト
コ ン ク リー ト製 品,石 綿 ス レ ー'ト,

石 綿 円筒,石 綿高 圧管,厚 形 ス レ ー ト

木 毛 セ メン ト板,テ ラゾ ー製 品,気 泡
コ ンク リー ト製 品g原 材 料,労 務

業所

セ メ ン

ト月報

〃 セメントを

生産する事
業所

〃 構造 用 セ メ ン ト,ク リンカの 生産,消

費,出 荷,在 庫,原 材料 お よひ燃 料,
労 務,焼 成室 の操 業 状 況

板 ガ ラ'
ス 月報

〃 板ガラスを
生産する事

業所

〃 普 通 板 ガ ラス,変 り板 ガ ラスの受 入g

生 産,消 費,出 荷,在 庫.原 材料 お よ

び燃 料

安全ガ
ラス月報

〃 板ガラスを
生産する事
業所

〃 合せ ガ ラス(普 通 板,磨 板)、 強化 ガ

ラス(普 通 板,磨 板)の 生 産販 売,在

庫,原 材料 お よび燃 料 の在 庫,受 入,

労務

ガラス

繊維月報

〃 ガラス繊維

を生産する
事業所

〃 ガ ラス短繊 維,ガ ラス長 繊 維 の生産,

消 費,出 荷,在 庫,原 繊,原 材料 お よ

び燃 料,労 務

人絹糸
スフ月報

統計管
理官
繊維統

〃 ビ ス コ ー ス

ス フ,ア セ

テ ー トス フ

〃 燃料および電力,従 業者 、設備運転状
況 、原料 、製品別の生産,引 渡局,在
庫

計調査 酢化アセテ
担当 一 トス フ お・

よび人絹糸

を生産する
事業所

合成繊
維月報

〃 合成繊維,
短繊維およ
び長繊維糸

を生産する

〃 燃 料 お よび電 力,従 業 者 、原 料,設 備

運 転 状況,ナ イ ロン,ビ ニ ロンg塩 化
ビニデ ン 、塩化 ビニ ルgア ク リル ニ ト

リル糸 エ ステ ル の生産 高,引 渡高 夕在

事業所 庫

亜麻繊
維月報

〃 亜麻紡繊維
半製品を生

〃 従業者 、原料,製 品(正 線 、粗線)の
生産,受 入引渡高 、在庫

産する事業
所

和紡糸月報
〃 和紡糸を生
産する事業

〃 従業者,和 紡機運転状況 ⑳座料の製品
別製造工程,投 入高,在 庫局

所

織物生
産月報

〃 織機6台 以
上を有する

〃 従業者,織 機運転状況,原 料(製 品別)
製品別生産受入,引 渡高,在 庫

(綿ス フ 事業所
織物業者
用)
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンフ痴 数 調 査 の 内 容

織物生
産月報

(絹人絹
織物業者
用)

統計管
理官
繊維統
計調査
担当官

全国 織機6台 以
上を有する
事業所

事業所 従業者,織 機運転状況,原 料(製 品別)
製品別生産受入,引 渡高,在 庫

織物生 〃 〃 〃 〃

産月報

(毛織物
業者用)

織物生 〃 〃 〃 〃

産月報

(麻織物
業者用)

敷 物 フェ
ル ト月報

〃 敷物 フェル
トを生産す
る事業所

〃 従業者,設 備運転状況,原 料の製品別
役入局,在 庫,製 品別,在 庫,生 産,

受入,引 渡

毛織物
染色整理
月報

〃 毛織物に精
煉漂白染色
および整理

仕上を行な

〃 染料および薬品別の受入.消 費,在 庫
製品別の染色整理前の受入高,投 入高
在庫高,製 品の整理高

う事業所

織物染
色整理月

〃 上記以外の
もので主た

〃 染色の製品別,受 入,消 費.在 庫,薬
品別受入,消 費,在 庫,織 物の品種別

報 る工程を機

械設備によ
受入,引 渡高,在 庫,品 種別加工高

っ て行 な う

事業所

メ リヤ

ス 月報

〃 メリヤス生

地および製
品を生産す

〃 従業者 、設備運転状況,原 料の製品別

投入高,在 庫高,生 地,製 品別生産,
受入,引 渡高,在 庫

る事業所

細 幅織

物,組 ひ

も レ ース

月報

〃 組 中機 械11

台以 上 を有

す る ものお・

よひ レース

〃
設備運転状況,品 種別,投 入高,在 庫
局,原 料 、生地別投入高,在 庫高,製
品別,生 産g受 入,引 渡在庫

生地組ひも

を生産する
事業所

漁網月報 〃 漁具糸,漁
網を生産す

〃
漁網の原料,製 品別受入,引 渡投入,
在庫高

る事業所
`

麻網合
成繊維網
月報

〃 麻網および
合成繊維網
を生産する

事業所

〃
原料の製品別,受 入,引 渡高,投 入高
在庫高および製品別の生産高,引 渡高

在庫高,従 業者,設 備運転状況

(21錘 以

上)

製綿月報 〃 製綿を生産
する事業所
(6名 以上)

〃
原料の製品別受入高g引 渡高,投 入高
在壁高,製 品別,在 庫高 、生産高,受
入局,引 渡高

縫製品月報 〃 縫製品を生

産する事業
所(ミ シン
11台 以上)

〃
従業者,設 備運転状況,原 料の製品別
受入高,引 渡高,投 入高,在 庫高,製
品別g生 産高g受 入高,在 庫高
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンフフレ数 調 査 の 内 容

紡績糸月報 全国 紡績を行な 事業所 従業者 、紡機運転状況,原 料投入高,
う事業所 在庫高,製 品別,生 産高,受 入引渡高

在庫高

級,バ ルブ月報 〃 バ ル ブお よ 〃 設備の型式別,台 数および能力,品 種
び紙を生産 別 生 産高,販 売 高,加 工 紙,お よひ 自

する事業所 家使用高,在 庫高 、原材料の品種別,
製造,工 程,投 入 高,過 欠 補正,在 庫

高および都道府県別,樹 種量

セ ロ フ ァ 〃 セ ロ フ ァ ン 〃 従業者.原 料の品種別,在 庫高,受 入
ン月報 を生産する 高,投 入 高,在 庫 高,製 品 別,生 産 高

事業所 出荷高,在 庫高

ゴム製 品 統計管 〃 ゴムを生産 〃 自動車用,航 空機用,自 転軍用,運 搬
月報 理官 する事業所 軍 用 の タ イヤチ ュ ーブの生 産,出 荷,
タイヤ,チ ェ 雑貨統 (5名 以上) 在庫
㊤ ブ 計調査

担当

ゴム製履物 〃 ゴムを生産 〃 地下 足 袋,ゴ ム底 布 靴,総 ゴム靴,総
する事業所 ゴム草履g合 成樹脂草履の受入生産g

(5名 以上) 出荷在庫
■

ゴ ムベ 〃 〃 〃 コンベ ア,平 型,V型,空 気用,酸 素

ル ト,ゴ ア セ チ レン用,送 水 用 、噴霧 器用 、吸
ム ホ ース

' 上用の生産,出 荷,在 庫

ゴ ム引 〃 〃 〃 ゴ ム引布,ラ テ ック ス製 品,再 生 ゴ ム

布および の生 産,出 荷',在 庫

その他の
ゴム製 品

製革月報 〃 製革を生産 〃 牛 革,馬 革,豚 革,山 緬 羊革 、生 産g

する事業所 消費,販 売,在 庫

(5名 以 」二)

工業用 〃 工業用革製 〃 革 ベ ル ト,革 パ ッキ ング 、サ ドル用 革

革製品月 品を生産す 製品,紡 織用品の生産,販 売,在 庫
報 る事業所

革靴月報 〃 革靴を生産 〃 紳士靴,婦 人靴,子 供靴,官 公用の生
する事業所 産,販 売在庫

(5名 以上)

楽器月報 〃 楽器を生産 〃 ピ ア ノ,オ ル ガ ン,ハ ー モ ニ カ,バ イ

する事業所 オ リン,ギ タ ーの生 産,販 売,在 庫,

労務

玩具月報 〃 玩具を生産 〃 金属 製 玩具,プ ラスチ プク製 玩 具,セ
する事業所 ル ロイ ド製玩具 の生産,販 売,在 庫,

(5名 以上) 労務

筆記具 〃 鉛筆,万 年 〃 鉛筆,墨 芯鉛筆,色 芯鉛筆,万 年筆,
.(鉛 筆, 筆,ボ ー ル 金 ペ ン万 年筆,白 ペ ン万 年 筆,ボ ール

万年筆, ペ ンを生産 ペ ン,鉛 筆型 の生 産,販 売,在 庫,労

ボ ー ル ペ する事業所 務
ン)月 報

塩化ピ 〃 塩 化 ビニ ー 〃 フ ィル ム,シ ー ト,レ ーザ ー,紙 加 工
ニ ー ル 製 ル製品(電 品,板 状製品,押 出物型物床材料別の
品月報 線被覆,繊 生 産,販 売,在 庫 、原 料の 受入,消 費

維および塗 在庫,労 務
料を除く)
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンカ レ数 調 査 の 内 容

19薬 事工

業生産動
態統計調
i査

厚生省
薬勝局

全国 医薬品製造

業者,医 薬
部外品製造

業者,医 療
用具製造業
者

事業 所
4,222

生産:月 初在庫金額,生 産金額,増 の
補正金額,出 荷金額,減 の補正金額,

月末在庫金額
労務者:男 女別,生 産労働者,管 理事
務および技術労働者別,常 用労働者数
臨時労働者の月間における延人員
その他:操 業日数,石 炭消費量,電 力
消費量,石 油消費量

20.食 肉 加

工調 査

農林省
統計調
査部

全国 食肉加工
(食品衛生
法の21条
の許可をう

ける食肉加
工品を製造

する工場)

事業所
590
品目別食肉加工品生産量,蓄 種別食肉

仕入量,仕 向量,月 末在庫量

21.水 産加

工統計調
査

農林省
統計調
査部

全国 漁業協同組
合の地区,
水産加工業
協同組合,
その他の水
産加工業者
が組織する

団体の地区
市町村の区
域等を基準
として定め
る調査区に
ついて,統
計調査事務

所出張所長
がその区域

内における
水産加工業
の事情に精

通 している
と認める者

個 人

4,200

1

加工 方 法別 経 営 体数,品 目別 生産量

(素 干 し,塩 乾,煮 干 し,く ん製,塩

蔵 品,節 類,練 製 品,冷 凍,海 草,雑

類.魚 油,飼 肥料 な ど)

,

22、加工食
品生産動
態統計調
査

みそ工

業生産月
報

醤油お
よびアミ
ノ酸工業

調査月報

パン生

産月報

グルタ
ミン酸ソ
ーダ生産

月報

カレー

類生産月
報

L

食糧庁
業務第
2部

全 国

〃

'〃

〃

〃

みそ製造業

者

醤油および
アミノ酸製

造業者

生パン製造

業者

グルタミン

酸ソーダ製
造業者

カレー類製

造業者

事 業 所

2,754

〃

5,025

〃

ス800

〃

11

〃

52

製品:前 月繰越在庫量,本 月中仕込量

本月中出荷量,本 月末在庫量

原材料:種 別,繰 越,受 入,使 用量,
在庫量,み そ出荷内訳

原材料:諸 味,製 品(現 品受払,本 月

中出荷kl数(醤 油)),工 場数

従業員数,パ ンかま容量,生 産量(製
品名,工 場稼動日数,工 場稼動時間)
原材料(主 要原材料名)

会社名,商 品名,当 月生産量,当 月販
売量,当 月輸出量

製品名,前 月末在庫量,当 月生産量 、
当月販売量,当 月在庫量
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンフフレ数 調 査 の 内 容

か ら し

粉生 産 月

報

レギ ュ

ラー コ ー
ヒ ー生産

月報

マ カ ロ
ニ類 生産

月報

イ ース

ト生産 月

報

マ ヨネ

ーズ生 産

月 報

チ ゴ コ
レ ー ト ・

ココ ア生

産 月報

ケ ーキ

ミックス

生産 月報

即席 め

ん類 生産

月報

食糧庁
業務第
2部

全 国

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

か ら し粉 製

造 業者

レギ ュ ラ ー

コ ーヒ ー製

造 業 者

・

マカロニ類

製造業者

イースト製
造業者

マヨネーズ

製造業者

ココア豆第

1次 加工業

者

ケーキミッ

クス製造業

者

即席めん類
製造業者

事 業 所

51

〃

560

〃

19

〃

10

〃

12

〃

24

〃

13

〃

140

原材料(国 産,輸 入)お よび半製品,
製品別の前月末在庫量,当 月入庫量お・
よび生産量,当 月使用量および販売量,
当月在庫量

生産量

製品(製 品名,前 月末在庫量,当 月生
産:量,当 月輸出量.当 月末在庫量),
原材料(原 材料名,前 月末社産量,当'
月入庫量,当 月使用量,当 月末在庫量)

製品(製 品名,前 月末在庫量,生 産数

量,出 荷数量,当 月末在庫量),原 材
(原材料名,前 月末在庫量,当 月入料
産量,当 月使用量,当 月末在庫量)

原料(品 名,前 月末在庫,当 月中入荷
当月中使用,当 月末在庫)製 造(品 名
前月末在庫,当 月中生産,当 月中販売
当月末在庫)

カカオ豆,カ カオバター別前月繰越,

入荷数量,消 費数量,月 末在庫,製 品
名別数量,生 産者販売金額

製品の生産:量

企業名,原 材料使用高(品 目別.前 月
繰越高,本 月受入高,本 月使用高,本
月末残高),製 品生産高(製 品名,生
産箱数)

23,ガ ス事

業生産動
態統計
様式1

様式2

通商産
業省
公益事
業局

全国

〃

ガス事業に

基づく事業
の許可を受

けてガス事
業を営むも
の

〃

〃

550

》

原料種別(石炭 コークス,石油,液 化石油ガス
天然ガス,その他の受入量硝費量,月初,月末
在庫量および送出量,ガス生産量および購入
量内訳,副 産物の生産 道家消費出荷量,
需要家メータの取付調定数,従業者の職種
別,在 籍者,実 働者数および給与.契約電力,

自家発電電力別の消費電力消費量

資材名別,単 位,消 費量

24.大 口電

力 調 査

通商産
業省
公益事
業局

〃 大口電力使
用者(契 約
最大電力
500EW
以上のもの)

事業 所

4,500

一般電気事業者から購入電力量(103

KW),契 約最大電力(K助 お よび料

金力率(%),電 気料金(早 収),主 要製
品別生産量および電気使用実績

.
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E・ 建 設 ・住 宅

調査の名称 所管

25.住 宅統 総理府

計調査 統計局

26.建 築着 建設省
工統計 計画局

建築着
工統計調

査

補正調査

2Z建 設工 建設省
事統計 計画局
公共工
事着工統

計調査

建設工事
施工調査

28.住 宅建 建設省
設実態調 住宅局

査

地域

全国

全国

〃

全国

〃

東 京区

部,横
浜,名

古 屋,

大 阪,

神 戸の

調査対象

存

及
外
注

な
ご

る

現
宅
以
居

物
そ
す

に
住
宅

の
建
に
庄

内

る
住
人

る
び
居
帝

国
す

び
の
す
ら
に
世

都道府県の
建築主事ま
たは委任を

うけた吏員

統

建
ち
た
道
築

は
け
建
統
調

と
査
作

工
る
う
れ
都
建
た
う

が
工
の
も
調

い

着

係
の

さ

・
の
ま
を
員
着
査

を
施
な

る

築

に
物
出

の
県
専
任
夏
物
調
票

実
行

す

建
計
桑
摘

も
府
主
委
た
築
計
査

に
を
成

公共建設工
事を行なう

登録建設業
の事業所

(前年の公
共工事の施 ・
工額が百万

円未満の事
業所を除く)
建設工事を
直営で行な
う公共機関
の事業所

建設業法に
より登録さ
れた建設業

者の事務所
直営事業所

国勢調査区
内にある住

宅および世
帯主

サンカレ数

住宅 ・世帯

建 築 物

〃

事 業 所
75,000

〃

90,000

世 帯

67,000

調 査 の 内 容

住宅の形態,居 住世帯の有無と世帯属
性,住 宅以外の建物の種類,住 宅の種
類,構 造,老 朽の程度,階 数,共 同住

宅全体の敷地面積,持 家 ・借家,住 宅
建築時期,住 宅内諸設備の有無,住 宅
・延面積,住 宅敷地面積.土 地所有形態

増築の有無 、増築面積・室数
世帯:世 帯人員,居 住室,畳 数,家 賃
世帯収入
世帯の収入中心者:年 令,就 業上の地
位,職 業,通 勤時間,現 住所に入居時

期,前 の住所

基準法に規定する建築工事届に係
る建築物の建築場所,着 工予定年月,
工事予定期間,建 築主,工 事種別,構
造,建 築物の用途,新 築の場合の階数

床面積合計および工事費予定額
(住宅着工統計)`
工 事の種類別戸数,住 宅の構造,新 設

住宅の資金,利 用関係,住 宅の種類,
床面積の合計'

建築予定年月,工 事完了予定期日,建
築場所,建 築主,工 事主別,構 造,用

途,建 築物の数,新 築の場合の階数,
床面積合計,工 事費予定額,工 事実施
額

工事名,工 事監督機関名または直営工
事機関名,施 工場所,発 注機関または
直営工事施行機関の分類,工 事の種類
工事の区分,請 負契約額,直 営工事額

無償支給材料評価額,総 工事費評価額
着工年月,竣 工予定 工期主要材料の使'
用予定量,事 業所の組織,資 本金また

は出資金

事業所の組織,事 業の種類,工 事の種
類,国 内建設工事およひ海外建設工事
の年間施工額,建 設機械の年間取得額
およひ減価償却額,主 要建設機械保有

台数

住宅の種類,世 帯の種類,建 て方,階
数,住 宅の種類,世 帯人員,同 居世帯
数および世帯人員
住宅について:所 有関係,建 築時期,
増改築の有無 、増築面積,全 室数,全
畳数,主 世帯の使用室数および畳数,
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンカ レ数 調 査 の 内 容

5大 都 1ヵ 月 の家 賃 ま たは 間代,延 面 積,前

市 お よ 住宅の除却の有無
び5大 設備について:炊 事用流 し,給 水設備
都市周 便所および浴槽,敷 地面積および所有
辺の5 関係,主 世帯と同居世帯の関係,世 帯
万以上 主の従業上の地位
人口の

都市

4

●

、

,
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F・ 運 輸 通信

調査の名称 所管 地域 調査対象 サンカ レ数 調 査 の 内 容

29自 動車

輸送統計

路線 ト
ラック用

貨物営業用
(路線を除
く)

貨物自家用

旅客営
業用乗合,
・貸切

合蒜麟
一般貸

切旅客用

旅客営
業用乗合

自家用
乗合乗用

運輸省
統計調
査部

全国

〃

〃

1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

運輸大臣の
指定する営
業用貨物自
動車の所有

者

一般路線貨

物自動車運
送事業者

運輸大臣の

指定する営
業用貨物自
動車の所有
者

運輸大臣の

指定する自
家用貨物 自
動車の所有
者

運輸大臣の
指定する営
業用乗合自
動車の所有

者

〃

〃

運輸大臣の
指定する営

業用乗用自
動車の所有
者

運輸大臣の
指定する自
家用乗用ま
たは乗合自
動車の所有
者

事 業 所

大1ス200

小4,300

〃

ス000

〃

大10,800

小2.700

〃

〃

〃

〃

〃

大1,800

小450

〃

大2,800

小700

自動車の種類,最 大積載量または乗車
室台,主 な用途,輸 送貨物の重量また
は輸送人員,輸 送距離,走 行距離,輸
送 トンキロ数または輸送人キロ数,輸 ・
送区間,輸 送回数,輸 送貨物の品名,
燃料の種類,燃 料消費量,事 業形態

発着地,中 継地または連絡先,輸 送距
維,品 名,個 数,重 量,荷 姿,最 大積
載量,燃 料の種別,運 行系統,延 運行
回数,延 車両数

上記貨物営業用に同じ

〃

〃

延実在庫,延 実動車,走 行キロ,輸 送
人員,延 運行回数,燃 料消費量

〃

〃

上記貨物営業用に同じ

50.全 国道

路交通情
勢調査

路側OD調 査

■

路側OD調 査

建設省
道路局

北海
道

大都市周

辺北海道
東海およ
び山陽地
域の内部
を除く都

府県境

(観測地点)

北海道を
20プ ロツ
クに分割し
ブロック界

を通行する
自動車の運
転者全部

都府県境を
通行する自
動車の運転
者

車 両

〃

観測月日,観 測地点,通 過時刻,車 種
別,業 態別,出 発地,目 的地,積 載品
目および積載量.乗 車人員,空 車

観測月日,観 測地点番号,道 路の種類
通過時刻,登 録を受ける都道府県名,
車種別.業 態別,出 発地,目 的地,名

神高速道路の利用,実 車,空 車
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンプル数 調 査 の 内 容

オ ー ナ 東京, 車両検査, 車 両 登録番号,使 用者名,住 所,使 用本拠
● イ ン タ 名古屋 記録簿また 141,000 の位置,車 種別 、業態別,運 行順(出
ビ ュ ーOD 大阪お は自動車登 発地,目 的地 別),実 車,空 車 別.名

調査 よび北 録簿より抽 神高速道路の利用について上記 路 線
九州を 出された自 バ ス用)上 記 儲 線 トラ ック用)

中核と 動車の使用
する大 者(ま たは
都市周 所有者)
辺地域
な らび

に東海
お よび

山陽地
域のう
ち都市
局が実

施する
自動車
交通終
起点調
査の対

象外の
地域と
する

51.港 湾調 運輸省 .全 国 運輸大臣の 事業所 港湾の沿革及び自然状況,施 設状況,

査 統計調 指定する甲 甲種88 荷役能力,管 理状況,港 湾関係事業者

査部 種港湾及び 乙種793 及び団体名,航 路名
乙種港湾

32.船 舶 船 運輸省 全国 日本船で総 企 業 毎年7月1日 現在船名および船舶番号

員統計 トン数5ト 所有者,運 航者の住所,氏 名,航 行区

船舶調査票 ン未満 の船

舶,ま たは

域,船 穂,用 途,船 級,船 形,ト ン数

機 関 の種類,馬 力,速 力,船 令

主 と して ろ ・

か い を もつ

船舶,お よ

び漁船を除
く船舶

船員調査票 〃 日本船,日 事業所 毎 年4月1日 現 在,船 舶 の隻 数,総 ト

本船以外の ン数および船員数,海 技免状受荷者数

船 舶,日 本 年令別,船 員数,経 験年数別船員数,
船 を所有す 船員の異動状況

る こ とが で

きる者の借
入れた船舶

35.内 航船 運輸省 全国 全国 総 トン 企 業 船舶の属性,用 途営業用およひ自家用
舶輸送統 数500ト 別輸送した区間および距離,貨 物の品

計 ン以上の貨 名,重 量,運 賃収 入

大型鋼 物輸送に従
船輸送実 事する船舶
績調査表
(甲)

小型船 〃 小型輸送取 〃 船賃および用途,距 離,積 んだ貨物の

輸送取扱 扱業を営む 品 名,重 量

実績調査 もの

表(乙) .

シ

小型船
輸送実績

〃 大臣が指定
した港湾の

〃 営業用,自 家用別湯げた貨物の集荷形
態,運 送した区間,距 離,揚 げた貨物

調査表(丙) うちか ら5 の重量
トン以上

500ト ン

未満の貨物
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンカ レ数 調 査 の 内 容

港湾運
送実績調
査表(丁)

全国 港湾運送業
を営むもの

企 業 積地.揚 地の陸,船 の別,運 送した距

離,品 名,重 量

54.国 際観

光統計
運輸省 全国 宿泊定員

20入 以上
事業所 外国人観光客について国籍別宿泊人員

数および延人数,宿 泊しない利用者数
で外国入宿 ホテルまたは旅館における使用用途別

泊の実績の 消費額
ある もの の

内から運輸

大臣が指定
す る ホ テル

旅館

・

⊆ 、
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C.商 業

調査の名称 所管 地域 調査対象 サンカレ数 調 査 の 内 容

35.商 業統

計調査
調査票 甲

(常用従
業者を使
用してい
る商店)

調査票乙
(常用従

業者を使
用 してい
ない個人

商店)

省
銃
座
査
部

通
詞
計

全国 卸売業,小 商 店

売業に属す456,068
る全国の事

業所

商店名及ひ所在地,経 営組織及資本金
または出資金額,商 店の本支店別,商
店の開設年,売 場面積.従 業者数,年

間商品の仕入先別割合,都 道府県用調
査項目,月 間商品販売額,年 間商品販

売額及び商品手持額,修 理料,サ ービ
ス料,仲 立手数量のサービス額,年 間

商品販売額中卸売販売額の販売先別割

合,年 間商品販売額の販売方法別割合
セルフサービス方式の採用の有無,営

業経費,営 業設備

商店名及ひ所在地,商 店の開設年,売

場面積,従 業者数,月 間商品販売額,
年間商品販売額お・よひ商品手持額,修
理料 ・サービス料 ・仲立手数料の収入

額

調査票丙

(飲食店)
商店及び所在地,経 営組織,商 店の開
設年,従 業者数,年 間商品販売額,業
種

56百 貨店 通商産 全国 衣食住に関 事業所
`

百貨店名,所 在地,衣 料品,雑 貨家庭
販売統計 業者 する各種の 180 用 品,食 料 品,食 堂,喫 茶 サ ー ビス,

調査統 商品を小売 店外販売,そ の他の売場部門別の月間
計部 する店舗で 小売販売額(サ ービス部門は料金収入)

従業員が 月末 商 品手持 額(3,6,9,12月
50人 以上 のみ),月 間商品券販売額,月 間営業

の もの 日数,月 末従業者数

5z商 業動 通商産 全国 日:本標準産 事業所 商店名および所在地,従 業者数,商 品
態統計調 業者 業分類に掲 48,000 名別販売額
査 調査統 げる大分類
甲調査 計部 G－ 卸売業
毎月調査 小売業のう
用 ち卸売業に

L 属する事業
所で通産大
臣が指定す
る もの

四半期調 〃 毎 月 商店名お よび所在地,資 本金額,本 支

査 2ス000 店別,法 人個人別g従 業者数,商 品名

・㌫舗) 別,商 品販売額,手 持額

乙調査 〃 日本標準産 〃 商店名およひ所在地,従 業者数,毎 月

毎月調査 業分類大分 の商品販売額
類G－ 卸売 '

業(re理 商

・ 仲立業を除

く)お よひ
小売業(百
貨店および
飲食店を除
〈)で 通産
大臣が指定
するもの

四半期調 〃 商店名および商店,所 在地,本 支店別

査 俵入個人別,四 半期末現在の商品販売

額.手 持額,販 売商品割合
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンフル数 調 査 の 内 容

38.繊 維流

通統計

糸月報

繊維月報

通商産
業省
調査統
計部
統計管
理官

通商産
業省
調査統
計部
統計管
理官

全国

全国

〃

通商産業大
臣が定める
繊維原料お
よび繊維製
品を取扱う

卸売業者に
属する事業
所

資本金500
万円以上の

卸売業者に
属する事業
所

資本金600
万円以上の
卸売業者に

属する事業
所およひ資
本金300
万円以上の
卸売業者に
属する事業
所であって
通商大臣の

指定するも
の

事業 所
8,500

事業 所

8;500

〃

8,500

企業 または事業所名,所 在地,資 本,
金額‥ 従業員数,輸 入原料および国産
原料の品種産地別月初在庫高,受 入高,
引渡高,月 末在庫高

企業または事業所名,所 在地,資 本金
額,従 業員数,原 糸および手編糸の品
種別,月 初在庫高,受 入高,引 渡高,

月末在庫高,織 物の品種別月初在庫高

繊維の品種別,月 初在庫高,受 入高,
引渡高,月 末在庫高

'

39石 炭等

需給動態
調査
石炭積
出港受払
・月報

石炭販
売月報

通商産
業省
調査統
計部
統計管
理官

全国

〃

石炭を取扱
う者で通商
産業局長が
指定するも
の

〃

事 業 所
460

〃

19000

炭種別の前月末貯炭,受 入,積 出.本
月末貯炭量,仕 向先輸送機関別積出明

細表

炭種別初貯炭,受 入,払 出,月 末貯炭
量,産 業別炭種別管内消費者向販売実
績,「 般炭品種等級別月末貯炭内訳,
管外よりの転入およひ管外払出地区別
内訳

40.非 鉄金

属等需給

動態統計

通商産
業省
調査統
計部

全国 別に定める
非鉄金属等
の販売業者
消費者およ
ひその他の

所有者に属
する事業所
であって産

業局長が指
定するもの

事 業 所

1,000

非鉄金属等の品目別月初在庫量,生 産
者輸入政府機関販売業者,そ の他別月
間入荷量,消 費量,国 内向輸出向別月

間出荷量,月 末在庫量,用 途別消費量

・

41.石 油製

品需給動
態統計
石油製
品製造業
者輸入業

者受払月
報

石油製
品製造業

者輸入業
者受払月
報附表

通商産
業省
調査統
計部
統計管
理官
運輸省
ど共管

全 国

〃

石油製品の
製造業者,
輸入業者,
販売業者に
属する業者
で石油製品

を輸入販売
するもの

〃

事 業 所

500

〃

300

石油製品品種別の月初在庫高,月 間受
入量,月 間払出量,月 末在庫高

石油製品品種別販売向,月 末在庫,輸
出入国別明細
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∠

調査の名称 所管 地域 調査対象 サンカ レ数 調 査 の 内 容

石油製 全国 石油製品の 事業所 石油製品産業別,品 種名別販売,液 化
品製造業 製造業者, ㌫000 石油 ガス用途同販売量

者輸入業 輸入業者,

者産業別 販売業者に
販売月報 属する業者

で石油製品

を輸入販売
.

するもの

石油製 〃 石油製品の 〃 石油製品品種別.月 初在庫量,月 間受
品販売業 販売業者に 4000 入量,月 間払出量,月 末在庫量,産 業

者月報 属する業者 別販売量,液 化石油ガス用途同販売明
で石油製品 細
の販売を業
とするもの

42.洋 紙 流 通商産 全国 洋紙を購入 事業所 事業所名,事 業所所在地,従 業者数,
通統計調 業者 し,こ れ を 960 資本金額または出資金額,洋 紙の月初

査 調査統 消費者(産 在庫高,洋 紙の生産者卸売業者輸入,
計部 業用消費者 その他受入高,洋 紙の卸売業者向,小
統計管 を除 く)以 売業者向,産 業用消費および官公庁向
理官 外の者に販 輸出向のその他別出荷高,洋 紙の月末

売する 在庫高,産 業用消費および官公庁向出
荷高の内訳

45.機 械 器 通商産 全国 機械器具を 事業所 毎月末現在において

具流通統 業者 販売する事 従業者数.月 初在庫高,月 間受入者 、
計調査 調査統 業所のうち 月間販売者,月 末在庫高

調査甲 計部 軽4輪 自動
機械統 車または5
計調査 輪自動車を
室 販売する事

業所およひ
従業者10

名以上の事
業所のうち

指定する事
業所

調査乙 全国 機械器具を 事業所 〃

販売する事
業所のうち

軽4輪 また
は3輪 自動

車を販売す
る事業所を
除 く事業所
で従業者9
名以下の事
業所のうち

指定する事
業所

A

・
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H.貿 易

調査の名称
¶

所管 地域 調査対象 サンプル数 調 査 の 内 容

44.貿 易業

態統計調
査

貿易業
態調査

貿易業
態調査

通商産
業省
通商局

全国

「

〃

輸出業また
は輸入業を

行なった者
自己が生産

(修理お・よ
び加工を含
む)し た貨

物の輸出を
業 として行
なう者およ

び自己の生
産に直接使

用する原材
料または燃

料の輸入を
業 として行
なった者ま
たは事業所

〃

事 業 所9

6,000

〃

商号,本 店の所在地,企 業組織,国 籍
または設立の準拠法令,経 歴,業 種g

貿易事業所数および貿易従業者数,資
産負債および資本金.外 国人の投資額

商品の手持額,商 品の取引額ならびに
収益および費用.主 要取扱商品,主 要
仕向国および仕入国

在日貿易事業所の名称,所 在地g業 種

貿易従業者数,輸 出入額,取 引金融機
関,ケ ーブルア ドレス.コ ードブック

在外貿易事業所の名称,所 在地,事 業

所の種類,貿 易従業者数,取 扱額,年
間営業費,法 人の資本,主 要取扱品目
取引金融機関,ケ ーブルア ドレス,コ
ードブック

45.貿 易 統

計

大蔵省
関税局

全国 税関.税 関
支所,税 関

出張所

事業所
76
統計原簿(関 税法その他の法令に基づ
いて輸出入される商品を取扱 う者から

税関に提出される申告書,報 告書及び
届書並びに税関の権限により作成され
る調査その他の確実な資料によって作

成される)に 基づき下記の事項を調査

する。
輸出入貿易調(港 別,国 別,品 別,数
価格その他)

通 過貿易貨物(同 上)
入,出 港外国貿船(港 別,国 籍別,隻
屯,そ の他)

保税工場出入貨物(倉 庫別,品 別,数
量,価 格,そ の他)
保税倉庫出入貨物(同 上)
船積船用品(国 籍別,品 目別,数 量,

価格)
関税,屯 税,そ の他税関収入(種 別,

金額,そ の他)
そ の他の税関事務,為 替事務に付帯す

る統計

46.輸 出入

物価統計
調査

日本銀
行
統計局

東京都
(例外
として

大阪,
横浜)

輸 出入商社

(ただし輸
出入商社で
価格調査の
困難な品目

については
そのメーカ
ー)

事業所
510

類別 品目数.価 格数についての輸出お
よび輸入

4Z輸 出入

物価指数

日本銀
行
統計局

全国 主要貿易業
者

企 業 原 則 と して月 中 の平 均 契 約価 格(輸 出

はF式 〕.B,輸 スはC.1』,調 査 品 目輸 出

187,輸 入125)
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1.家 計 ・物 価

調査の名称 所管 地域 調査の対象 サンプル数 調 査 の 内 容

48.家 計 調

査

家計簿

年間収入甲

年間収入乙

世帯'

準調査世帯

総理府
統計局
調査部

全国に
指定す
る約

200
市町村

〃

〃

〃

〃

農家,漁 家
林家以外の
世帯のうち

から総理府

統計局長が
定める方法
に より選定

する世帯

上記のうち

新規に調査
を開始する
世帯(各 世

帯の記入期

間は6ヵ 月
で毎月全国

で殆の世帯
が交代 し新

規に調査が
開始される)

うち個人営
業以外のも
の

同上世帯の

うち個人営
業のもの

〃

同上でやむ
をえない理

由により除
かれた世帯

世 帯

8,000

世 帯

aoOO× 擁

"
、

〃

〃

毎日の現金収入または現金支出,掛 買
いまたは現物

個人営業世帯以外の世帯について:

勤め先,収 入,事 業,内 職収入,そ の

他の収入

、

個人営業世帯について:

営業収益,勤 め先収入,そ の他収入

氏名および続柄,性 別,満 年令,本 業
の勤め先または自営事業g就 非の別,

給料支給予定 日,副 業の勤め先名,事
業 または内職の予定,在 学者の在学学
校種別,住 居の所有関係,住 宅の種類

地代,家 賃.面 積,住 宅の建て方,住
宅の取得の時期,価 格,設 備,家 計を

共に していない同居人,現 住所に居住
した年(月)

住所,世 帯主,世 帯人員,住 居,家 計'費等について
,不 採用の理由

49全 国消

費実態調
査

総理府
統計局

全国 2人 以 上の

普通世帯と
単身世帯,
ただ し,農

林漁業を営
む世帯,飲

食店,旅 館
下宿屋を営

む世帯,同
居人のいる
世帯,住 込
み雇用者が

4人 以上い
る世帯,外

国人世帯を
除 く

世 帯

5ス140

家計収入:収 入の種類別金額,現 物収
入の入手方法,品 名,見 積金額
家計支出:品 目別用途,購 入数量,支

出金額
購入品目の購入先:品 目別購入先

所有耐久消費財:耐 久消費財(58品
目)の 取得年次別取得数量
世帯員:世 帯主 との続柄,性 別,年 令

就業状況,勤 務先の名称,産 業,職 業
.企業規模,副 業 ・内職の親類,就 学先

住居:所 有関係,種 類,延 建坪面積,

居 住室の畳数,地 代 ・家賃 ・間代諸設
備の有無,現 住所に居住した時期
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンフ万数 調 査 の 内 容

5α 貯蓄動

向調査
調i査A

総理府
統計局
調査部

全国 全国の市町

村のうちか
ら抽出され

世 帯

5,774
性別,年 令,本 業の勤め先または自営

事業所,世 帯人員,就 業人員数,住 宅
の所有関係,各 種貯蓄の過去1年 間の

た161市

町村
増減額およひ現在高,各 種負債の過去
1年 間の増減額および現在高,土 地,

建物等の過去1年 間の投資状況,世 帯
および住居に関する事項.収 入に関す

る事項

調査B 〃 全国の市町

村のうちか
ら抽出され
た126市

町村

〃 世帯主,性 別,年 令,職 業,世 帯人員

数,住 宅の所有関係,各 種生命保険,

無尽の過去1年 間の掛金総額,満 期,
落札して受けとった総額,掛 金総額,
各種預貯金の過去1年 間の増減および
現在高,各 種有価証券の過去1年 間の

売買額お よび現在高,個 人営業世帯,

勤労者,経 営者,自 由業,無 職お よび
その他の世帯別の過去1年 間の年間収

入額

51.消 費者
'動 向予測

調査

調査A

(都市 の部)

経済企
画庁
調査局

全国市

町村
(昭和
56年
10月

1日 現

在)か
ら抽出
した

全国の市町

村における
世帯員2人

以上の非農
林漁家約
1,450万

世帯

世 帯

8,064
世帯の区分,世 帯主の性別,世 帯人員
住居の種類および延建坪,家 計費の支
出予想および品目別過去1年 間の購入

数量,こ れから1年 間の購入計画数量
過去1年 間の旅行回数,過 去1年 間の

住宅の新築,購 入,増 築,改 善の有無
および計画.月 賦による購入の有無お

よび支払金額残高,対 前年増減所得の

増加割合および将来の予想,貯 蓄およ
170

市町 村
び増減,将 来ふやす予定の貯蓄の種類
物価について

調査B

(都市 の部)

〃 〃 〃 品目別手持数量,過 去1年 間に入手 し

た数量
これから1年 間に購入計画をしている

数量

調査C

(都市 の部)

〃 〃 〃 過去1年 間の家族全体の所得合計
〃 家族支出(生 活費)

現在の貯蓄保有額(種 類別)、
金融機関の借入状況

調査A

(農家の部)
全国i白
よび地

域別に
総農家

を代表
するこ
とを目

標に選
定 した
19道

県

耕地面積1
反歩(北 海
道では3反

歩)以 上を
耕作する世
帯またはそ
れと同等以

上の農家粗
収益のある

世帯

〃

2,170

世帯主の性別,世 帯人員,有 業人員,
専業兼業別,経 営耕地面積,経 営形態
別,生 活費の増減予想,お よびその理

由,支 出項目別の生活費増減予想.過
去1年 間における旅行回数とその目的
衣料品の過去1年 間の購入数量および

予想,住 宅の新築,増 築改造修理の有

無および予想,過 去1年 間の買物分の
購入,支 払,未 払残高,家 族全員の過
去1年 間の現金所得の増減,貯 蓄の種
類および増減と将来の予想,物 価変動
の予想

調 査B

(農家 の部)

〃 〃 品目別の過去1年 間に入手した数量

(現金,月 賦別)お ・よび手持数量,
将来の計画(購 入形態,購 入時期)
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調査の名称
一

所管 地域 調査対象 サンフ痴数 調 査 の 内 容

調査C

儂家の部)

全国お
よび地

域別に
総農家

を代表
するこ

とを目

標 に選
定 した
19道

県

耕地面積1
反歩(北 海
道では5反
歩)以 上を
耕作する世
帯またはそ
れと同等以
上の農家粗
収益のある
世帯

世 帯
2』70

年間の農業現金所得および農業以外の
現金所得世帯の総現金世帯の総現金所
得,過 去1年 の現金家計支出,貯 蓄種
類別,保 有高

52.卸 売物

価指数

日本銀
行
統計局

東京 卸売業者 事業所
650

品 目,銘 柄別の各旬毎卸売物価

53、東京都

料金指数

日本銀
行
統計局

東京 ク リーニ ン

グ,理 髪,

旅館 業 な ど

サ ー ビス 提

供業 者

事業所 原則としエ月中の平均料金(調 査項

目17)

54.小 売物

価統計物
価調査
(1万羅 ⇒

物価調査

(町 ・村用)

指導員用

家賃調査

(公 営)

家賃調査
(民 営)

総理府
統計局
調査部

全 国

〃

〃

〃

〃

指定する
177市 町

村に店舗,

営業所等を

有する物品
小売業者,
サ ービス業

者

〃

〃

〃

〃

事 業 所
55ρ00

〃

〃

〃 じ

〃

9000

5万 以 上の市については

514品 目の小売価格又は料金およ,

び平均
5'万未満の市については

263品 目の小売価格又は料金およ

び平均 ・

、

215品 目の小売価格又は料金 ・

電車賃,バ ス代,タ クシー代,通 話料,

授業料等

団地名,所 在地,事 業主体,建 物の総
延坪,総 家賃,建 築時期,構 造,建 て

方の種類,居 住人員,種 別

世帯主の氏名,住 所,職 業,居 住人員,
入居年月,用 途別,建 て方の種類別,

建築年次,構 造,面 積,家 賃又は間代

55.全 国小売

物価調査

日本商
工会議
所
調査部

全国の

都市か

ら抽出
した

45都

市

45都 市 の
小売業者よ

り抽出

事 業 所
8,600

172品 目を毎月14,15,16日

の うち,い ずれか1日 について調査 を

行なう,但 し,出 来得る限り15日 と

する。なお,価 格変動の激しい商品に
ついては5日 間毎 日の価格を調査し,
そ の平均 をとる。今月価格,前 月比,

指数(55年=100)を 調査,算 出
する
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1.企 業 ・経 営

調査の名称 囎 地域 調査対象 サンフ痴数 調 査 の 内 容

56.事 業所

統計

調査票甲

嬉 用)

調査票乙

兵 員)

調査票丙

馴

総理府
統計局

全国 全事業所,
ただし家事
サービス業

在 日外国公

務,公 務を
除 く,ま た

農業,林 業
狩猟業.漁
業,水 産養
殖業の うち

個人経営を
除 く

事 業 所

4550力00

♪

事業所の名称,所 在地,経 営組織,事
業の種類,従 業者数.本 ・支所.資 本

金,有 形固定資産,会 社の常雇の雇用
者数.支 所の有無,会 社の事業の種類

本所の名称,所 在地

事業所の名称.所 在地.経 営組織,従
業者数.本 所 ・支所.事 業の種類,営

業品目.雇 用者の給与,年 間事業収入

事業所の名称,所 在地,業 務内容

、

5Z法 人企
業投資
実績統
計調査

経済企
画庁
調査局

全国 全産業にお

ける資本金
1千 万円以

上の営利法
人(た だ し

若干の非営
利法人をふ
くむ)

企 業
5200

法人 の名称,払 込資本または出資額,

事業内容,年 間売上高(鉱 業.製 造業
卸売小売業だけ),決 算 の時期および
回数,有 形固定資産の減価償却額,減

少額および帳簿価額,設 備項目別の完
成お よび未完成工事の工事費の内容,
勘定科目別在庫投資の評価額および評

価方法

58.法 人 企

業統計調

査
調査票A

調査票B

調査票 θ

付帯調査

大蔵省
証券局

'

'

全 国

〃

〃

金融業,保
険業を除い
た全営利法

人のうち標

本抽出に よ
り抽出した
法人

金融 ・保険
業を除いた

資本金200
万円以上の

全営利法人

金融 ・保険
業を除いた

資本金おお
むね10億

円以上の代

表的法人

企 業

29775

企 業
14400

〃

176

決算期,役 員数.従 業員数,負 債およ
び資本.損 益および剰余金処分表.費

用

決算期.業 種,年 間売上高,資 産 ・負
債及び資本,固 定資産増減,損 益,人

件費

期末残高,期 中増減,42年4月 ～6
月実績,42年7月 ～9月 ・10月 ～
12月 の予測

59個 入企
業経済調
査
営業収
支調査票

総理府
統計局
調査部

内閣総
理大臣
が指定

する
180

市区

製造業,卸
売業,小 売

業およびサ
ービス業を

営む個人企
業の事業所

企 業
約2700

3,6,9,12月 末現在の棚卸 し高

毎日の売上高,仕 入高,営 業費,土 地

建物機械設備費,調 査員記入(操 業日
数,従 業者総数,業 主の勤労収入およ
びその仕事の内容,業 主の農林水産業
による営業利益およびその事業の内容

同以外の事業の内容,他 の場所での事
業による営業利益およびその事業の内
容)
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調査の名称 所管 地域 調査対象 サンプル数 調 査 の 内 容

企業票 総理府 内閣総 製造業,卸 企 業 事業の内容,簿 記記帳の程度,家 屋の

統計局 理大臣 売業,小 売 約2,700 総延建坪数,同 営業用延面積.営 業用

調査部 が指定 業およびサ 部分の百分比
する 一ビデ業 を 業主との続柄,性 別,年 令,こ の事業
180 営む個人企 に従事している者,他 の事業所から収

市区 業の事業所 入を得ているもの
雇用従業者(性 別,年 令,勤 続年数)

開業時期,開 業以前の事業内容

損益計算票 〃 〃

》
操業 日数,従 業者数,損 益計算

営業資産・

負債調査票

〃 〃

;
営業上の資産,営 業上の負債項目別に
5月 または9月 末日,現 在高

60.中 小企

業経営調

査

中小企
業庁
指導部

全国 資本金5000
万円以下ま
たは従業員

企 業

5,500

S42年6月50日 以 前に終了する事

業年度のうち最近1年 間業種名,企 業
の組織,決 算状況 、企業診断受診状況

鉱業お
よび製造

500人 以
下の法人ま

主要製品と生産高,生 産形態,貸 借対

照表,損 益計算書,製 造原価報告書,

業調査票 たは個人 従業員数,分 析表

販売業
調査票

〃 資本金1,000
万円以下ま
たは従業員

〃

2β00

業種名,企 業の組織,決 算状況,企 業
診断受診状況,主 要取扱商品と販売高

取引範囲,商 品の流通経路,貸 借対照
50人 以下 表,損 益計算書,従 業員数,延 建面積

の法人また 分析表
は個人
小売業につ
いては年間

売上500
万 円以上で
あ る もの

建設業
調査票

〃 資本金5,000
万 円以下ま

たは従業員

〃

450

!

企業の組織,決 算状況,企 業診断受診

状況.主 要工事種別工事高,貸 借対照
表,損 益計算書,完 成工事原価報告書'

150以 下 従業員数,分 析表

の法人また

は個人

'

'

●
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K・ 教 育 ・文化

調査の名称 所管 地域 調査対象 サンフ品数 調 査 の 内 容

61.学校基
本調査
(指定統
計第15
号)
学校調
査票

学校通
信教育調
査票

不就学
学令児童,
生徒調査
票

学校施
設調査票

学校経
費調査票

附属図
書館調査
票

卒業後
の状況調
査票

文部省
大臣官
房

全国

〃

〃

〃

〃

〃

〃

小,中,高

高等専門学
校,工 業教

員養成所,
大,短 大,

音聾,養 護

学校および
幼稚園.各

種学校,養

護教論養成
所等

通信教育を

開設してい
る中学校,

高等学校

市町村教育

委員会

上掲学校調

査に同 じ

〃

大学(短 大

を含む)附

属図書館

中,高,大

学(短 大を

含む)

学 校
60,510

〃

558

〃

5,η0

〃

60510

学校

142

〃

1Z500

へき地学校指定 の有無,冬 季分校数お

よびその児童数,短 期大学の単独又は

併設の別,全 日制または定時制の課程
の別,昼 間授業または夜間授業の別,

学級数,普 通または専門教育を主とす
る学科の別,大 学院研究課 ・学部およ

び学科の別,教 員および職員の数,幼

児.児 童,生 徒または学生の数,卒 業

者の数,児 童,生 徒の出席状況

教員および職員数.生 徒数,教 科また
は科 目の履習者数.入 学者数,退 学者

数お よび卒業者数

就学免除および猶予を受けた学令児童
生徒数,1年 以 上居所不明の学令児童

生徒数,死 亡した学令児童生徒数

建物の用途別面積,建 物の新築等の面

積.建 物の被害等の面積,教 職員住宅
仮学校建物の面積,土 地の用途別面積
プールの水面積および個数

経費(支 出項目別)お よび収入(項 目
別)

館数.教 職員数(職 名別),図 書 ・雑

誌の冊数(和 漢書,洋 書別),学 生の

座席数

進路別,性 別卒業者数,職 業別,性 別就
職者数,就 職先の都道府県別,産 業'
別,性 別就職者数

62・科学技

術研究調
査

総理府
統計局
調査部

全国 卸売,小 売
業,金 融保

険業,不 動
産業,サ ー
ビス業を除

く資本金
100万 円

以下の会社

企 業

η00

.

会社名,所 在地,代 表者,会 社に属す
る研究所の名称,所 在地および代表者

事業内容,従 業者数.資 本金,前 年度
の売上高研究関係の従業者数(研 究者

研究補助者,技 術関係者,事 務その他
の関係者の別)

専門研究者の数(15区 分)会 社負担
で支出した研究費,社 内で使用 した研

究費,社 外か ら受入れた研究費(他 会
社から』,大学から国むよび公共団体か

ら,そ の他か らの別)社 内で使用した
研究費(人 件費.消 耗器材費,固 定資

産の減価償却費および購入額その他の
経費別)性 格別,研 究費(基 礎応用,

開発別)
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L.社 会

調査の名称 所管 地域 調査対象 サンプル数 調 査 の 内 容

65.厚 生行

政基礎調
査

厚生行政
基礎調査

転入者調査

厚生省
統計調
査部

全国

〃

世帯主が外
国人である
世帯および
保護施設.
児童施設,

身体障害者
更生援護施

設に収容さ
れている世

帯を除いた
世帯

〃

・

世 帯

200,000

〃

世帯主との続柄,性,生 年月日.収 入
の伴う仕事の有無,加 入している医療
保険の種類,勤 めの状況,傷 病の有無

身体障害の状況,加 入している年金保
険の種類,世 帯員数,世 帯構造,世 帯
類型.最 多収入者の現在の状況,作 付
の可能な耕地面積,世 帯業態,3月 中
の現金による実収入および家計上の現

金支出,生 活保護の状況

性,出 生年月日区分,転 入の年月,転
入前の住居地,転 入の理由,転 入前の
職業,現 在の職業,現 在の従業上の地
位,移 動区分,転 入区分

64.国 民生
活実態調
査
一般

特 別

厚生省
統計調
査部

〃

、

〃

一般世帯

(住込みま
たは寄宿舎
などに居住
する単独世
帯は除く)

年間所得
40万 円未

満の世帯

世 帯

20ρ00

α

SOOO

世帯員:性,年 令,続 柄(以 上厚生行

政基礎調査から転記)収 入を伴 う仕事
の有無,仕 事の種類,従:業 上の地位,

身体障害の有無,長 期病の有無
世帯:世 帯構造,世 帯類型,耕 地面積
世帯業態,5月 中の現金支出.医 療保

険加入状況(以 上厚生行政基礎調査か
ら転記)最 多収入者の状況(従 業上¢)
地位,雇 用先の規模,学 歴)住 宅状況
(所有形態,家 族構成,居 室数,家 賃
その他)課 税状況,生 活保護の状況,
生活程度
所得:所 得票などの補助票により,養
畜,事業,家内,勤 労,そ の他別に59

年度間の所得を調査

続柄 、性,生 年月日,仕 事の種類,従
業上の地位,学 歴,就 業時間数,日 数
不就業の理由,仕 送の状況,最 多収入
者
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M.健 康 ・衛生

調査の名称 所管 地域 調査対象 サンカ レ数 調 査 の 内 容

65.医 療施

設調査

病院

一般診療所

歯科診療所

厚生省
統計調
査部

全 国

〃

〃

病 院

一般診療所

歯科診療所

事 業 所

6,428

〃

61,366

〃

2ス488

開設者,開 設年月,救 急病院として告
示されているか否か,社 会保険等によ
る診療担当の状況,診 療報酬点数表選
択の状況,診 療科 目,設 備概況,許 可
病床数,企 業会計組織または青色申告

採用の状況,従 業者数

開設者,開 設年月,救 急病院として告
示されているか否か,社 会保険等によ
る診療担当の状況,診 療報酬点数表選
択の状況,診 療科 目,設 備概況,許 可
病床数,従 業者数,外 来診療日数,船

内またはへき地の診療所か否かの別

開設者.開 設年月,社 会保険等による
診療担当の状況,設 備状況,許 可病床
数,従 業者数,外 来診療日数

66.社 会医

療調査
厚生省
統計調
査部

〃 病院,診 療
所が社会保
険診療報酬
支払基金に

提出した診
療報酬請求
明細書

事 業 所

2,000
氏名,年 令,傷 病名,診 療開始日,診
療実日数転記.診 察料.投 薬料,注 射
料,処 置料,手 術料.検 査料その他診
察報酬請求明細書に記載されている事
項

6Z学 校保

健統計
大学保
健調査
(都道府
県記入)
様式A

様式B

様式C

様式D

職員保
険調査
学校用

教育委

員会用

大学保
健調査
(文部省
記入)

様式A

様式B

様式C

文部省
調査局

全 国

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

小,中,高
等学校およ
び幼稚園,

盲嚢.養 護
学校

〃

〃

〃

〃

〃

大学,短 期
大学

〃

〃

事 業 所

12500

〃

12500

〃

〃

〃

〃
●

〃

〃

〃

年令別に身長,体 重,胸 囲,座 高

年令別在学者総数,受 験者数,栄 養要
注意.せ き柱異常,胸 部異常,目,耳
鼻.い ん頭異常,伝 染性皮膚疾患,心
臓疾患,精 神薄弱,運 動機能障害の有

無,寄 生虫病

年令別結核検査,ツ 反応検査,寄 生虫
卵検査

男女,年 令別に裸眼視力

男女別に教員数,定 期健康診断,同 以
外の検査で判明した者,疾 病異常によ
る休職者,同 長期欠勤者

学校別の教員数.定 期健康診断,同 以
外の検査で判明した者,疾 病異常によ
る休職者,同 長期欠勤者

年令別身長,体 重,胸 囲.座 高

学生総数,受 験者数,疾 病異常該当者数
歯,結 核検査,ツ 反応検査

男女別教員(わ健康状態

－G78一

、

、
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c

コ,

■

調査の名称 所管 地域 調査対象 サンフ㌦ 数 調 査 の 内 容

68.国 民健 厚生省 全国 全国の世帯 世 帯 世 帯員(続 柄,性,生 年 月 日),傷 病

康調査
世帯表

統計調
査部

20POO 件数,医 療保険の状況,生 活保護をう
けているか否か,種 痘接種状況,世 帯
業態,作 付可能な耕地面積,10月1
日における世帯員数,農 家であるか否
か,9月 中に要 した家計上の現金支出

傷病個別票 〃

多
傷病名,発 病年月日,傷 病の結果,転
帰月日,期 間中の傷病日数,治 療方法
治療開始月日,期 間中の治療日数,期

間中の通院日数,直 接治療費,支 払方
法,直 接治療患者個人負担の金額

、
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付表一2官 公庁にお ける主要統計刊 行物 リス ト一
総 理 府

'

人事局

統計局、
〃 調査部国勢統計課

〃〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　

労働力統計課
〃

〃

〃

　

経済統計課
〃

〃

〃

　

消費統計ii果
〃

〃

〃

社会保障制度審議会事務局

警察庁交通局交通企画課
〃 刑事局調査統計宮室

行政管理庁行政管理局

経済企画庁調査局統計課
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　

経済研究所国民所得部
〃

〃

科学技術庁振興局

国勢調査
住民基本台帳入口移動報告

住宅統計調査

労働力調査
就業構造基本調査
事業所統計調査
個人企業経済調査
科学技術研究調査
全国物価統計調査
小売物価統計調査

家計調査
全国消費実態調i査
貯蓄動向調査

交通統計

機械受注実績統計調査
法人企業投資実績統計調査
消費者動向予測調査

国民所得統計
県民所得統計
国富調査

一般 職国家公務員在職状況統計表

明治5年 以降我国の人口
国勢調査報告
住民基本台帳にもとつく人口移動
報告年報
住宅統計調査報告
人口推計月報
都道府県人口の推計
全国年齢別人口の推計
労働力調査報告
就業構造基本調査報告
事業所統計調査報告
個人企業経済調査年報
科学技術研究調査報告
昭和42年 全国物価統計調査報告
小売物価統計調査年報
消費者物価指数
家計調査年報
全国消費実態調査報告
貯蓄動向調査報告
社会保障統計年報

交通事故統計年報
昭和45年 の犯罪

昭和40年 産業連関表

機械受注統計調査年報
法人企業投資実績統計調査報告
消費者動向予測調査結果報告書
消費水準
国民所得統計年報
国民経済計算(rsk).22)
国富調査報告
科学技術要覧

法 務 省

大臣官房司法法制調査部調査統計課
〃 〃

〃 〃

入国管理局登録課

登記,訟 務・人権統計年報
検察統計年報
矯正統計年報
出入国管理統計年報

大 蔵 省

主計局給与課
〃 調査課
関税局業務課
理財局国債課
〃 国有財産第一課

証券局企業財務課
銀行局保険第一課,保 険第二課

国税庁長官官房総務課
〃 〃

法人企業統計調査

民間給与実態調査

国家公務員共済組合事業統計年報
財政統計
日本貿易月表,外 国貿易概況
国債統計年報
財政金融統計月報(国 有財産特集)
〃(法 人企業統計年報特集)

保険年鑑

国税庁統計年報書
民間給与の実態

最高裁判所
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.

主 管 部 局 統 計 調 査 報 告 書

文 部 省

大臣官房統計課

〃 〃

〃 〃

　 　

〃 調査課
　 　

初等中等教育局教科書管理課

文化庁文化部宗務課
〃 文化財保護部管理課

東京大学東京天文台

学校基本調査

社会教育調査
学校保健統計調査

地方教育費調査
父兄支出の教育費調査

学校基本調査報告書

社会教育調査報告書
学校保健統計調査報告書
文部省年報
地方教育費の調査報告書
父兄が支出した教育費
文部統計要覧

宗教年鑑
文化財保護委員会年報

理科年表

、、

厚 生 省

大臣官房統計調査部入口動態統計課 入口動態調査
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　

国立公園部管理課
公衆衛生局栄養課
環境衛生局

薬勝局企業課
保険局調査課

管理課
社会統計課

　

衛生統計課
〃

〃

〃

〃

〃

社会保険庁長官官房総務課数理室

社会福祉施設調査

健康調査

国民栄養調査
上水道業務統計調査,全 国
水道施設調査
薬事工業生産動態調査

人口動態統計
第12回生命表,昭和45年簡易生命表
社会福祉行政業務報告
社会福祉施設調査報告
衛生行政業務報告
医療施設調査
医師,歯 科医師,薬 剤師調査
保健所運営報告
患者調査
国民健康調査概況
伝染病および食中毒統計

国民栄養の現状
水道統計

薬事工業生産動態統計年報
国民健康保険事業状況

事業年報

農 林 省

農林経済局統計調査部農林統計課
〃

 

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

"

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 〃

　 　

〃 作物統計課
〃 〃

　 　

〃 経済調査課

〃 〃

〃 〃

　 　

〃 流通統計課
"管 理課

〃 水産統計課
〃 〃

〃 〃

〃 〃

　 　

保険管理課
〃

〃

農業センサス
農業調査

協業経営体調査
世界農林業センサス林業事

業体調査
林業属地基本調査

木材需給動態調査
林家経済調査
面積調査
作物調査
養蚕収繭量調査
農産物生産費調査

農村物価統計調査
農家経済調査
食肉流通調査

第4次 漁業センサス
漁業動態調査
海面漁業漁獲統計調査,
内水面漁業漁獲統計調査

水産物産地流通調査
漁業経済調査
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農林省統計表
〃

〃

〃

〃

　

林家経済報告
農林省統計表

〃

〃

　

農産物の商品化にかんする統計
農村物価賃金統計
農家経済調査報告
農林省統計表
農林水産業生産指数,農 林省統計表
第4次 漁業センサス
漁業動態調査
漁業養殖業生産統計年報

水産物流通統計年報
漁業経済調査報告
蚕繭共済統計表
農作物共済統計表
家畜共済統計表

、

、
ピ

、



主 管 部 局 統 計 調 査 報 告

.

書

●

d

農政局農業協同組合課
農地局管理部農地課
〃 建設部災害復旧課

食糧庁総務部企画課

林野庁林政部森林組合課
〃 林産課
指導部計画課

"

〃

〃

〃

〃

〃 治山課
〃 林道課

〃 森林保険課

水産庁漁政部協同組合課
〃 〃 漁船保険課
〃 生産部漁船課

〃 漁港部計画課

林野庁調査

総合農協統計表,農 林省統計表
農林省統計表
農地,農 業用施設災害統計

食糧管理統計年報

農林省統計表
林業統計要覧

〃

〃

　

農林省統計表

水産業協同組合現況
漁船保険統計表
漁船統計表
農林省統計表

●

通 産 省

'

大臣官房調査統計部工業統計課
〃 統計解析課
〃 商業統計課
〃 〃

〃 〃

　 　

大臣官房調査統計部鉱業統計調査室
〃 〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

石炭統計調査室

繊維雑貨統計調査室
〃

〃

　

化学工業統計調査室
〃

〃

　

鉄鋼統計調査室
機械統計調査室

通商局通商調査課
鉱山保安局管理課
公益事業局公益事業調査課
〃 ガス課
特許庁総務部総務課

工業統計調査

商業統計調査
商業動態統計調査
百貨店販売統計調査
第2回 商業基本調査
本邦鉱業の趣勢調査
生産動態統計調査
生産動態統計調査,
石油製品需給動態統計調査

非鉄金属等需給動態統計調
査,生 産動態統計調査

生産動態統計調査,
石炭等需給動態統計調査
生産動態統計調査

〃 ー

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

貿易業態統計調査

工業統計表
鉱工業指数年報
商業統計表
商業動態統計季報
百貨店販売統計年報
第2回 商業実態基本調査報告=書
本邦鉱業の趣勢

　

石油統計年報

非鉄金属需給統計年報

非鉄金属製品統計年報
石炭,コ ークス統計年報

紙 ・バルブ統計年報
繊維統計年報
ゴム製品統計年報
雑貨統計年報
窯業統計年報
化学工業統計年報
建材統計年報
プラスチック統計年報
鉄鋼統計年報
機械統計年報

貿易業態統計表
鉱山保安年報
電気事業要覧
ガス事業便覧
特許庁公報

ド㌢
運 輸 省

大臣官房都市交通課
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

統計調査部調査解析課
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　

統計第一課
〃

〃

〃

　

統計第二課

〃

〃

造船造機統計調査
船舶統計調査
内航船舶輸送統計調査

鉄道車輪等生産動態統計
調査
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都市交通年報
運輸関係主要指標
運輸経済要覧
海運統計年報
海事統計月報
内航船舶輸送統計年報
航空輸送統計年報
海難統計年報
鉄道車輻等生産動態統計年報

陸運統計要覧
外客統計年報

〔



一
年遅局外航課
港湾局倉庫課
鉄道監督局民営鉄道部監理課
気象庁観測部統計課

海上輸送の現況
倉庫統計月報
私鉄統計年報
気象庁年報

,

∀

郵 政 省

大臣官房電気監理管室
郵務局管理ii果
貯金局規画課,簡 易保険局数理課
電波監理局総務課

有線放送電話の概況
郵政統計年報
郵政統計年報
電波統計月報

s・

労 働 省

大臣官房労働統計調査部賃金統計課
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　

労働基準局補償課
安全衛生部
職業安定局雇用政策課
〃 〃

〃 失業保険課

〃

〃

　

雇用統計課
　

経済統計課
〃

〃

林業労働者職種別賃金調査
賃金労働時間制度総合調査
賃金構造基本統計調査
屋外労働者職種別賃金調査
毎月勤労統計調査
雇用動向調査
労働組合基本調査
労働争議統計調査
労働災害動向調査

林業労働者職種別賃金調査報告
賃金労働時間制度総合調査報告
賃金構造基本統計調査報告
屋外労働者職種別賃金調査報告
毎月勤労統計調査総合報告書
雇用動向調査報告
労働組合基本調査報告書
労働争議統計調査年報告
労働災害動向調査報告
労働者災害補償保険事業年報
労働者死傷年報
労働市場年報
昭和45年5月 新規学卒者の職業
紹介および初任給調査結果の概要
失業保険事業年報

建 設 省

計画局調査統計課
〃

〃

〃

　

都市局
道路局企画課
国土地理院

〃

建設工事施工統計調査
.公 共工事着工統計調査
建築物着工統計調査

建築物滅失統計調査

建設工事施行統計調査報告
公共工事着工統計年度報
建築統計年報
建設経済月報
建築統計年報
観光要覧
道路統計年報
全国都道府県市区町村別面積改定
表(昭 和58年)
全国都道府県市区町村別面積調
(昭和56,45年)

自 治 省

行政局選挙部管理課
〃

　

財政局指導課
税務局固定資産税課
行政局公務員部給与課

消防庁総務課
〃

地方公務員給与実態調査

参議院議員総選挙結果調
参議院議員通常選挙結果調
地方選挙結果調
地方財政統計年報
固定資産の価格等の概要調書
地方公務員給与実態調査

消防年報
火災年報

A

・

8

〉

.

国立国会図書館

総務部総務課
収書部

国立国会図書館年報
全日本出版物総目録
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一
事務総局総務局統計課 司法統計年報

政府関係機関

、

'

、'

日本専売公社

日本国有鉄道コンピューター部
日本電信電話公社総裁室広報課

日本銀行統計局

〃 〃

〃 〃

〃 〃

　 　

"外 国局

農林漁業団体職員共済組合
国際電信電話株式会社
私立学校教職員共済組合
日本放送協会広報室

主要企業経営分析調査

専売統計年報
鉄道統計年報,鉄 道要覧
図説電信電話サービス
経済統計年報

主要企業経営分析
中小企業分析
卸売物価・工業生産者指数年報
輸出入物価指数年報
国際収支統計月報
事業年報
国際電信電話年報
事業統計
受信契約数統計要覧

そ の 他

国際連合統計局
　

国際労働機関
国際連合食糧農業機関
日本不動産研究所研究部
〃

　

日本下水道協会
全国商品取引所連合会
東京手形交換所
東京証券取引所調査部統計課
東京商工会議所
日本生産性本部
出版ニュース社
日本新聞協会業務部業務課
日本体育協会 スポーツ施設調査

人口統計年鑑
統計年鑑,統 計月報
労働統計年鑑
生産統計年鑑,農 業経済統計月報
田畑売買およひ小作物調
山林素地および山元立木価格調
全国市街地価格指数
公共下水道統計
商品取引所年報
手形交換統計年報
東証統計年報
サービス料金動向
生産性統計
出版年鑑
日本新聞年鑑
スポーツ施設調査報告書
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